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序 章  

追 手 門 学 院 大 学 （ 以 下 、「 本 学 」 と 言 う 。） は 、 大 阪 鎮 台 司 令 官 で あ っ た 高 島 鞆 之 助 に よ

り 1888 年 に 創 設 さ れ た 大 阪 偕 行 社 附 属 小 学 校 を 起 源 と し 、1966 年 に 経 済 学 部（ 経 済 学 科 ）、

文 学 部（ イ ギ リ ス ・ ア メ リ カ 語 学 文 学 科 、 東 洋 史 学 科 、心 理 ・社 会 学 科 ）の 2 学 部 4 学 科

か ら な る 大 学 と し て 開 設 さ れ た 。 そ の 後 、 学 部 等 の 新 設 ・ 改 組 を 経 て 、 現 在 で は 、 文 学 部

（ 人 文 学 科 ）、国 際 学 部（ 国 際 学 科 ）、国 際 教 養 学 部（ 国 際 教 養 学 科 、国 際 日 本 学 科 ）、心 理

学 部 （ 心 理 学 科 ）、 社 会 学 部 （ 社 会 学 科 ）、 法 学 部 （ 法 律 学 科 ）、 経 済 学 部 （ 経 済 学 科 ）、 経

営 学 部 （ 経 営 学 科 ）、 地 域 創 造 学 部 （ 地 域 創 造 学 科 ）、 の 9 学 部 1０ 学 科 （ 内 、 国 際 教 養 学

部 は 国 際 学 部 設 置 に 伴 い 募 集 停 止 ） 構 成 と な っ た 。 ま た 、 大 学 院 に お い て は 、 経 営 ・ 経 済

研 究 科 （ 博 士 前 期 課 程 ・ 博 士 後 期 課 程 ）、 心 理 学 研 究 科 （ 博 士 前 期 課 程 ・ 博 士 後 期 課 程 ）、

現 代 社 会 文 化 研 究 科（ 修 士 課 程 ）の 3 研 究 科 を 擁 し 、 人 文 社 会 科 学 系 の 総 合 大 学 へ と 大 き

く 飛 躍 を 果 た し た 。  

本 学 は 、2017 年 度 に 公 益 財 団 法 人 大 学 基 準 協 会 に よ る ２ 回 目 と な る 機 関 別 認 証 評 価 を 受

審 し 、「 大 学 基 準 に 適 合 し て い る 」と の 判 定 を 受 け た 。⻑所や特⾊と し て「 あ ら た な 入 試 制

度 の 導 入 」、「 教 職 協 働 に よ る 大 学 運 営 体 制 の 整 備 」 な ど 評 価 さ れ た 事 項 が あ っ た 一 方 で 、

指 摘 事 項 と し て 、「 教 育 内 容・方 法・成 果 」、「 学 生 の 受 け 入 れ 」、「 内 部 質 保 証 」に て 7 件 の

努 力 課 題 と １ 件 の 改 善 勧 告 が 付 さ れ た 。 本 学 は 、 そ れ ら の 指 摘 事 項 を 真 摯 に 受 け 止 め 、 特

に 、 内 部 質 保 証 に 責 任 を 負 う 組 織 で あ る 「 全 学 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員 会 」 を 中 心 に 改 善 の 取

り 組 み を 進 め 、2021 年 度 に は そ の 状 況 を「 改 善 報 告 書 」と し て ま と め 、大 学 基 準 協 会 へ 提

出 し た 。 そ の 後 、 2022 年 3 月 に 大 学 基 準 協 会 よ り 「 改 善 報 告 書 」 の 検 討 結 果 通 知 を 受 け 、

改 善 勧 告 に お い て は 改 善 が 認 め ら れ た も の の 、 努 力 課 題 に お い て は 、 改 善 が 不 十 分 な 事 項

も あ り 、 更 な る 対 応 が 求 め ら れ た 。  

本 学 は 、2022 年 度 よ り 現 在 に 至 る ま で 、そ の 改 善 が 不 十 分 な 事 項 に つ い て 鋭 意 改 善 に 取

り 組 み 、 特 に 2023 年 度 か ら は 内 部 質 保 証 を 担 う 組 織 を 再 編 成 し 、 内 部 質 保 証 に 責 任 を 負

う 「 全 学 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員 会 」 と そ れ を 推 進 す る 「 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 」 と で 明 確 に

役 割 を 分 け た 。 ま た 、 3 名の副学⻑が中⼼となり、相互に点検・評価が⾏える体制を再構

築 し 、 努 力 課 題 で あ っ た 以 前 ま で の 「 中 期 経 営 戦 略 に 基 づ い た 点 検 ・ 評 価 」 か ら 、 大 学 基

準 協 会 が 示 す 「 点 検 ・ 評 価 項 目 を 中 心 と し た 全 般 的 な 教 育 研 究 活 動 の 点 検 ・ 評 価 」 へ と 改

善 す る こ と と し た 。 さ ら に 、 自 己 点 検 ・ 評 価 の 妥 当 性 と 客 観 性 を 高 め る た め 、 学 外 の 有 識

者 を 外 部 評 価 委 員 と し て 招 聘 し 、 2023 年 11 月 に は 外 部 評 価 委 員 会 を 開 催 し 、 改 善 に 必 要

な 意 見 を 聴 取 の う え 、 直 ち に 対 応 に 取 り 組 ん だ 。  

本 報 告 書 は 、2023 年 度 に お け る 本 学 の 教 育 研 究 活 動 の 状 況 を 自 己 点 検・評 価 し 、そ れ ら

を 取 り ま と め た も の で あ る 。本 学 は 上 述 の と お り 内 部 質 保 証 体 制 を 再 編 成 し た こ と に よ り 、

よ り 客 観 性 の 高 い 内 部 質 保 証 体 制 が 整 っ た と 言 え る 。  

今 後 、 こ の 内 部 質 保 証 体 制 を 継 続 し て 点 検 ・ 評 価 す る こ と に よ り 、 そ の 精 度 を 高 め て い

く こ と で 、 教 育 研 究 活 動 の さ ら な る 充 実 、 向 上 を 図 り 、 社 会 的 使 命 を 果 た す 所 存 で あ る 。  

1



第１章 理念・目的 

（１）現状説明 

点検・評価項目①：大学の理念・目的を適切に設定しているか。また、それを踏まえ、 

         学部・研究科の目的を適切に設定しているか。  

１．学部においては、学部、学科又は課程ごとに、研究科においては、研究科又は専攻ご 

  とに設定する人材育成その他の教育研究上の目的の設定とその内容 

２．大学の理念・目的と学部・研究科の目的の連関性 

追 手 門 学 院 大 学 の 設 置 主 体 で あ る 追 手 門 学 院（ 以 下 、「 本 学 院 」と 言 う ）は「 追 手 門 学 院

寄 附 行 為 」 第 ３ 条 に 「 教 育 基 本 法 、 学 校 教 育 法 、 私 立 学 校 法 及 び 就 学 前 の 子 ど も に 関 す る

教 育 、 保 育 等 の 総 合 的 な 提 供 の 推 進 に 関 す る 法 律 に 従 い 、 学 校 教 育 及 び 保 育 を 行 い 、 地 域

社 会 、 国 家 及 び 国 際 社 会 に お い て 、 指 導 的 役 割 を 果 た し う る 人 材 を 育 成 す る こ と 」 を 目 的

と し て 定 め て い る（ 資 料 1-1【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /情 報 公 開 /寄 附 行 為 /学 校 法 人 追 手

門 学 院 寄 附 行 為 ］）。そ の 上 で 教 育 理 念 に「 独 立 自 彊・社 会 有 為 」を 掲 げ 、1888 年 に 開 学 以

来 、 幼 稚 園 か ら 大 学 ・ 大 学 院 ま で の 総 合 学 園 と し て 、 地 域 社 会 、 国 家 お よ び 国 際 社 会 に お

い て 、 指 導 的 役 割 を 果 た し う る 人 間 の 育 成 を 行 っ て い る 。 学 院 120 周 年 で あ っ た 2008 年

に は 「 追 手 門 ビ ジ ョ ン 120」 に お い て 本 学 院 の 理 念 ・ 目 的 を 「 追 手 門 学 院 教 育 理 念 」 と し

て 策 定 し た （ 資 料 1-2［ 追 手 門 学 院 将 来 計 画  追 手 門 ビ ジ ョ ン 120］）。  

追 手 門 学 院 教 育 理 念  

独 立 自 彊 ・ 社 会 有 為  

追 手 門 学 院 は 、 幼 稚 園 か ら 大 学 ・ 大 学 院 ま で の 総 合 学 園 と し て 、 以 下 に あ げ る 人 物 の

養 成 を 目 標 に 、 地 域 社 会 、 国 家 お よ び 国 際 社 会 に お い て 、 指 導 的 役 割 を 果 た し う る 人

間 の 育 成 を 目 指 し ま す 。  

・ 確 固 た る 個 性 を 持 ち 、 自 他 の 人 格 を 尊 重 し 、 節 度 を わ き ま え 、 社 会 の 秩 序 と 平 安 を

乱 す 有 形 無 形 の 暴 ⼒ を 排 除 す る 、 勇 気 あ る ⺠ 主 的 ⼈ 物

・ 美 的 、 倫 理 的 価 値 に 対 し 、 鋭 敏 で 健 康 な 感 受 性 を 持 ち 、 真 に 自 由 な 精 神 と 強 い 意 志

を 持 っ た 責 任 感 の あ る 人 物  

・ 豊 か な 一 般 教 養 を 身 に つ け 、 深 く 高 い 知 識 と 思 考 力 を 以 っ て 、 人 文 、 社 会 な ら び に

自 然 の 諸 科 学 の 正 し い 発 展 に 寄 与 で き る 人 物  

・ ⽇ 本 の 歴 史 、 ⽂ 化 お よ び 芸 術 に 対 す る 深 い 造 詣 と 、 ⺟ 語 に 見 識 を も つ 豊 か な 表 現 力

の あ る 人 物  

・国 際 的 視 野 と 国 際 的 社 会 性 、 お よ び 地 球 的 観 点 を も ち 、 人 類 の 反 映 に 寄 与 し 、 社 会

に 貢 献 す る こ と の で き る 人 物  

評価の視点１：学部においては、学部、学科又は課程ごとに、研究科においては、研究科

又 は 専 攻 ご と に 設 定 する 人 材 育 成 そ の 他 の 教育 研 究 上 の 目 的 の 設 定と そ

の内容 

評価の視点２：大学の理念・目的と学部・研究科の目的の連関性 
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近 年 で は 、 世 界 規 模 で の 激 し い 社 会 変 化 の 中 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン の 源 と な る 飛 躍 知 の 発 見

と 創 造 、 新 た な 課 題 の 発 見 と 解 決 が で き る 人 材 の 育 成 が 喫 緊 の 課 題 と な っ て い る 。 本 学 院

で は 2018 年 度 に 、2040 年 と い う 予 測 不 可 能 な 未 来 に 向 け て 、こ の「 独 立 自 彊・社 会 有 為 」

と い う 教 育 理 念 に 基 づ き 、 学 院 の 目 指 す べ き 方 向 性 を 明 確 化 し 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン の 発 信 拠

点 と し て 地 域 社 会 、国 家 お よ び 国 際 社 会 に 貢 献 す る 存 在 と な る べ く 、「 学 校 法 人 追 手 門 学 院

『 ⻑ 期 構 想  2040』」 を 策 定 し た（ 資 料 1-3【 ウ ェ ブ 】［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院 /⻑ 期 構 想  2040］）。

「 ⻑ 期 構 想 2040」は 本 学 院 の 理 念・目 的 を 具 現 化 し た も の で あ り 、追 手 門 学 院 大 学 の 教 育・

研 究 を は じ め 、 あ ら ゆ る 活 動 の 指 針 と な っ て い る 。  

追 手 門 学 院 大 学（ 以 下 、「 本 学 」と 言 う ）で は 、「 学 則 第 １ 章 総 則 第 １ 条 」に「 本 大 学 は 、

教 育 基 本 法 （ 平 成 18 年 法 律 第 120 号 ） 及 び 学 校 教 育 法 （ 昭 和 22 年 法 律 第 26 号 ） に 基 づ

き 、 深 く 専 門 的 な 知 識 を 授 け 、 そ の 研 究 と 応 用 の 能 力 を 養 う こ と を 目 的 と し 、 高 い 人 格 教

養 と 優 れ た 健 康 を 併 せ そ な え 、 国 家 の 発 展 と 社 会 福 祉 の 増 進 に 寄 与 す る 独 創 的 で 実 践 力 に

富 む 指 導 的 人 材 の 育 成 を 使 命 と す る 」と 定 め て い る (資 料 1-4【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /

情 報 公 開 /規 則 集 /追 手 門 学 院 大 学 学 則 ］)。こ れ は 教 育 基 本 法 の 大 学 の 理 念・目 的 に か か わ

る 条 文 の 精 神 に 則 る と と も に 、 本 学 院 の 教 育 理 念 で あ る 「 独 立 自 彊 ・ 社 会 有 為 」 を 踏 ま え

て 、本 学 独 自 の 建 学 の 精 神 と 歴 史 に 適 う 理 念・目 的 と し て 定 め た も の で あ る（ 資 料 1-5【 ウ

ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /教 育 理 念 ］）。  

ま た 大 学 院 課 程 に つ い て は 、「 学 則 第 １ 章 第 ７ 条 第 ２ 項 」（ 別 に 定 め る 規 程 条 項 ） に 従 っ

て 、教 育 理 念・目 的 を 、「 本 大 学 院 は 、教 育 基 本 法（ 平 成 18 年 法 律 第 120 号 ）及 び 学 校 教

育 法（ 昭 和 22 年 法 律 第 26 号 ）に 基 づ き 、学 術 の 理 論 及 び 応 用 を 教 授 研 究 し 、そ の 深 奥 を

究 め て 文 化 の 進 展 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と す る 」 と 「 大 学 院 学 則 第 １ 章 総 則 第 １ 条 」 に 定

め て い る (資 料  1-6【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /情 報 公 開 /規 則 集 /追 手 門 学 院 大 学 大 学 院 学

則 ］)。こ れ は 教 育 基 本 法 の 規 定 と 精 神 を 受 け て 、学 術 の 理 論 と 応 用 の 教 授 研 究 を 目 的 と し 、

人 文 社 会 科 学 系 の 総 合 大 学 と し て 社 会 文 化 の 進 展 に 寄 与 す る 本 学 の 特 徴 を 表 現 し た も の で

あ る 。  

各 学 部 ・ 研 究 科 等 に お い て は 、 追 手 門 学 院 教 育 理 念 及 び 学 則 の 定 め を 踏 ま え た 教 育 研 究

上 の 目 的 を 、 そ れ ぞ れ 学 部 規 程 並 び に 研 究 科 規 程 に 適 切 に 定 め て い る 。  

〇 学 部  

 文 学 部 は 人 文 学 科 １ 学 科 で 構 成 し 、 文 学 部 規 程 第 ２ 条 に お い て 人 材 育 成 そ の 他 の 教 育 上

の 目 的 を 「 人 文 学 科 は 、 日 本 文 学 ・ 日 本 語 ・ 日 本 史 ・ 日 本 文 化 に 関 す る 学 び を 通 し て 、 高

い 理 解 力 と 思 考 力 を 身 に 付 け 、 専 門 的 知 識 を 活 用 し て 思 考 ・ 行 動 が で き る と と も に 、 創 造

的 に 問 題 解 決 を 図 り 、 新 し い 文 化 や 時 代 を 創 出 す る こ と が で き る 人 材 を 養 成 す る こ と を 目

的 と す る 」と 定 め て い る（ 資 料 1-7【 ウ ェ ブ 】（［ 追 手 門 学 院 大 学 /情 報 公 開 /規 則 集 /追 手 門

学 院 大 学 文 学 部 規 程 ］）。  

国 際 学 部 は 国 際 学 科 １ 学 科 で 構 成 し 、 国 際 学 部 規 程 第 ２ 条 に お い て 人 材 育 成 そ の 他 教 育

上 の 目 的 を 「 国 際 学 科 で は 、 英 語 を コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ツ ー ル と し て 、 複 雑 化 す る 国 際 的

諸 問 題 を グ ロ ー カ ル な 視 点 か ら 把 握 ・ 理 解 し 、 専 門 的 知 識 や ス キ ル を 活 用 し て 問 題 解 決 を

図 り 、国 際 社 会 に 貢 献 す る こ と が で き る 人 材 の 養 成 を 目 的 と す る 」と 定 め て い る（ 資 料 1-
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8【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /情 報 公 開 /規 則 集 /追 手 門 学 院 大 学 国 際 学 部 規 程 ］）。  

心 理 学 部 は 心 理 学 科 １ 学 科 で 構 成 し 、 心 理 学 部 規 程 第 ２ 条 に お い て 人 材 育 成 そ の 他 の 教

育 研 究 上 の 目 的 を 「 心 理 学 科 で は 、 幅 広 い 教 養 的 基 礎 の う え に 、 認 知 ・ 脳 科 学 系 心 理 学 、

生 涯 発 達 ・ 生 涯 教 育 系 心 理 学 、 臨 床 系 心 理 学 、 社 会 ・ 犯 罪 系 心 理 学 、 及 び 情 報 科 学 に 関 す

る 基 礎 知 識 を 学 ば せ る と と も に 、専 門 領 域 と し て 以 下 の 内 容 を 重 点 的 に 学 ば せ る 。(1)人 の

心 の ケ ア と 福 祉 に 関 わ る メ ン タ ル ケ ア 、(2)人 の 生 涯 の 発 達 と 教 育 の サ ポ ー ト に 関 わ る チ ャ

イ ル ド サ ポ ー ト 、 (3)企 業 に 就 職 し て 種 々 の 仕 事 に 役 立 て る ビ ジ ネ ス リ サ ー チ 、 (4)情 報 科

学 の 知 識 や ス キ ル 獲 得 に 留 ま ら ず 、 認 知 科 学 的 視 点 か ら 人 間 の 特 徴 に つ い て も 学 び 、 多 様

な 分 野 の 仕 事 に 役 立 て る 人 工 知 能 ・ 認 知 科 学 、 こ れ ら の 専 門 領 域 と し て の 学 び と 心 理 学 や

情 報 科 学 の 基 礎 知 識 を 様 々 な 職 業 に 生 か し 、 自 己 実 現 を め ざ す 豊 か な 人 間 性 を 持 つ 人 材 の

育 成 を 目 的 と す る 」と 定 め て い る（ 資 料 1-9【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /情 報 公 開 /規 則 集

/追 手 門 学 院 大 学 心 理 学 部 規 程 ］）。  

社 会 学 部 は 社 会 学 科 １ 学 科 で 構 成 し 、 社 会 学 部 規 程 第 ２ 条 に お い て 人 材 育 成 そ の 他 の 教

育 研 究 上 の 目 的 を 「 社 会 学 科 で は 、 基 礎 的 教 養 と し て の 社 会 学 的 知 見 を 理 解 し 、 常 識 に と

ら わ れ な い 社 会 学 的 な も の の 見 方 が で き 、 独 創 的 な 企 画 力 を も っ た 、 人 間 性 豊 か な 自 立 し

た 市 ⺠ 、 職 業 ⼈ を 育 成 す る こ と を ⽬ 指 す も の で あ る 。 現 代 社 会 が 直 ⾯ す る 重 要 な 問 題 、 課

題 を 実 践 的 に 学 び 、 現 代 の 社 会 と 文 化 の あ り 方 を 追 求 し 、 新 し い 人 間 と 社 会 の あ り 方 を 構

築 す る こ と は 今 日 の 社 会 的 要 請 で あ る 。 こ の た め 、 社 会 学 の 各 専 門 分 野 に わ た り 学 生 に 学

ば せ 、 人 間 社 会 に 対 す る 優 し さ と 厳 し さ を あ わ せ 持 つ 健 全 な 人 間 社 会 の 構 成 員 と し て 活 躍

す る 人 材 の 育 成 を 目 的 と す る 」と 定 め て い る（ 資 料 1-10【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /情 報

公 開 /規 則 集 /追 手 門 学 院 大 学 社 会 学 部 規 程 ］）。  

法 学 部 は 法 律 学 科 １ 学 科 で 構 成 し 、 法 学 部 規 程 第 ２ 条 に お い て 人 材 育 成 そ の 他 の 教 育 研

究 上 の 目 的 を 「 法 律 学 科 は 、 法 律 に 関 す る 基 礎 的 ・ 基 本 的 な 知 識 と 技 能 の 習 得 の も と 、 法

律 の 理 論 や 手 法 を 活 用 し 、 法 律 に 関 す る 諸 活 動 を 主 体 的 ・ 合 理 的 に 行 う こ と の で き る 能 力

と 態 度 を 育 成 す る こ と を 目 的 と す る 」 と 定 め て い る （ 資 料 1-11【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大

学 /情 報 公 開 /規 則 集 /追 手 門 学 院 大 学 法 学 部 規 程 ］）。  

経 済 学 部 は 経 済 学 科 １ 学 科 で 構 成 し 、 経 済 学 部 規 程 第 ２ 条 に お い て 人 材 育 成 そ の 他 の 教

育 研 究 上 の 目 的 を 「 経 済 学 部 で は 、 国 際 的 視 野 に 立 ち 、 幅 広 い 教 養 と と も に 経 済 学 の 系 統

的 な 理 解 が 身 に 付 く よ う 、 段 階 的 に 主 体 的 な 学 習 を 促 す 。 商 都 大 阪 の 歴 史 あ る 教 育 環 境 の

も と 、 創 意 と 工 夫 、 規 範 と 責 任 を も っ て 社 会 や 地 域 の 担 い 手 と な る 、 独 立 自 彊 ・ 社 会 有 為

の 人 材 を 育 成 す る 」と 定 め て い る（ 資 料 1-12【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /情 報 公 開 /規 則 集

/追 手 門 学 院 大 学 経 済 学 部 規 程 ］）。  

 経 営 学 部 は 経 営 学 科 １ 学 科 で 構 成 し 、 経 営 学 部 規 程 第 ２ 条  に お い て 人 材 育 成 そ の 他 の

教 育 研 究 上 の 目 的 を 「 経 営 学 部 で は 、 経 営 及 び 関 連 領 域 に 関 す る 知 識 の 獲 得 と 実 践 的 な 経

験 を 通 し て 、 企 業 な ど の 組 織 に 関 す る さ ま ざ ま な 活 動 に 応 用 で き る 能 力 を 身 に つ け た 社 会

的 責 任 感 の あ る 人 材 を 養 成 す る 」と 定 め て い る（ 資 料 1-13【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /情

報 公 開 /規 則 集 /追 手 門 学 院 大 学 経 営 学 部 規 程 ］）。  

 地 域 創 造 学 部 は 地 域 創 造 学 科 １ 学 科 で 構 成 し 、 地 域 創 造 学 部 規 程 第 ２ 条 に お い て 人 材 育

成 そ の 他 の 教 育 研 究 上 の 目 的 を 「 地 域 創 造 学 科 で は 、『 地 域 政 策 』『 地 域 デ ザ イ ン 』『 観 光 』

『 食 農 マ ネ ジ メ ン ト 』 に 関 す る 学 修 を 通 じ て 、 幅 広 い 専 門 知 識 と 教 養 を 身 に つ け 、 職 業 人
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と し て 、 ま た 地 域 の 生 活 者 と し て 、 生 涯 に わ た り 学 び 続 け る と と も に 、 持 続 可 能 な 地 域 ・

社 会 を 創 造 す る こ と に 主 体 的 に 参 画 す る 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン 人 材 を 養 成 す る 」 と 定 め て い

る（ 資 料 1-14【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /情 報 公 開 /規 則 集 /追 手 門 学 院 大 学 地 域 創 造 学 部

規 程 ］）。  

国 際 教 養 学 部 は 国 際 教 養 学 科 と 国 際 日 本 学 科 の ２ 学 科 で 構 成 し 、 国 際 教 養 学 部 規 程 第 ２

条 に お い て 人 材 育 成 そ の 他 の 教 育 研 究 上 の 目 的 を 「 国 際 教 養 学 部 は 、 現 代 社 会 の 理 解 と 創

造 に 役 立 つ 情 報 文 化 と 21 世 紀 の 国 際 社 会 に 広 く 通 用 す る 国 際 語 学 を 中 心 に 教 育 を 行 い 、

生 活 基 盤 と し て の 基 礎 教 養 文 化 （ コ モ ン ・ リ ベ ラ ル ・ ア ー ツ ） の 上 に 、 よ り 多 様 化 し 複 雑

化 す る 社 会 や 文 化 に 対 す る 的 確 な 理 解 及 び 情 報 の 適 切 な 選 択 と 発 信 の 能 力 を 涵 養 し 、 も っ

て 現 代 に 通 用 す る 生 き た 教 養 を 備 え た 社 会 有 為 の 人 材 の 育 成 を 目 的 と す る 」と 定 め て い る 。

加 え て 、 国 際 教 養 学 科 で は 「 1)国 際 的 に 通 用 す る 教 養 と 実 践 的 な 英 語 力 を も っ た 人 材 、 2)

英 語 を コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ツ ー ル と し 、 国 際 的 な 視 野 に 立 っ て 自 国 文 化 を 眺 め 、 自 国 文 化

と の 関 係 の 中 で 、 グ ロ ー バ ル 社 会 の 諸 問 題 を よ り 多 角 的 か つ 客 観 的 に 把 握 し 、 そ れ を 解 決

す る 方 策 を 導 き 出 す こ と の で き る 人 材 の 養 成 を 目 的 と す る 」と し 、国 際 日 本 学 科 で は「 1）

日 本 の 文 化 を 深 く 理 解 し 、相 対 的 で 客 観 的 な 異 文 化 理 解 が で き る 人 材 、2）日 本 語 と 外 国 語

を 用 い て 、 自 ら の 考 え を 国 際 的 に 発 信 す る 力 の あ る 人 材 、3）「 国 語 」又 は「 外 国 語 」 と し

て の 日 本 語 を 教 育 す る こ と の で き る 人 材 の 養 成 を 目 的 と す る 」と 定 め て い る（ 資 料 1-15【 ウ

ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /情 報 公 開 /規 則 集 /追 手 門 学 院 大 学 国 際 教 養 学 部 規 程 ］）。  

〇 研 究 科  

経 営 ・ 経 済 研 究 科 は 博 士 前 期 課 程 と 博 士 後 期 課 程 を 有 す る 。 経 営 ・ 経 済 研 究 科 規 程 第 ２

条 に お い て 人 材 育 成 そ の 他 の 教 育 研 究 上 の 目 的 を 「 本 研 究 科 は 、 経 営 学 ・ 経 済 学 の 両 分 野

に わ た る 基 本 理 論 と 論 理 的 思 考 法 を 広 く 学 び 、 企 業 ・ 団 体 の ビ ジ ネ ス 分 野 あ る い は 公 共 機

関 の 政 策 ・ 経 営 分 野 に お け る 理 論 と 実 践 事 例 の 分 析 力 及 び 課 題 発 見 ・ 解 決 力 を 培 い 、 プ ロ

フ ェ ッ シ ョ ナ ル ・ キ ャ リ ア 開 発 の 基 盤 と な る 自 立 的 研 究 力 を 有 す る 高 度 職 業 人 材 を 養 成 す

る こ と を 目 的 と す る 」と 定 め て い る（ 資 料 1-16【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /情 報 公 開 /規 則

集 /追 手 門 学 院 大 学 大 学 院 経 営 ・ 経 済 研 究 科 規 程 ］）。  

心 理 学 研 究 科 は 博 士 前 期 課 程 と 博 士 後 期 課 程 を 有 す る 。 心 理 学 研 究 科 規 程 第 ２ 条 に お い

て 人 材 育 成 そ の 他 の 教 育 研 究 上 の 目 的 を 「 本 研 究 科 は 、 心 理 学 の 専 門 資 格 を 有 し 心 理 職 に

就 き 活 躍 で き る 高 度 専 門 職 業 人 の 養 成 、 知 識 基 盤 社 会 を 支 え る 高 度 な 心 理 学 の 専 門 的 知 識

を 有 す る 教 養 人 の 養 成 、及 び 将 来 は 研 究 者 と な る た め の 人 材 を 養 成 す る こ と を 目 的 と す る 」

と 定 め て い る（ 資 料 1-17【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /情 報 公 開 /規 則 集 /追 手 門 学 院 大 学 大

学 院 心 理 学 研 究 科 規 程 ］）。  

現 代 社 会 文 化 研 究 科 は 現 代 社 会 学 専 攻 と 国 際 教 養 学 専 攻 の ２ 専 攻 で 構 成 し て い る 。 現 代

社 会 文 化 研 究 科 規 程 第 ２ 条 に お い て 人 材 育 成 そ の 他 の 教 育 研 究 上 の 目 的 を 「 現 代 社 会 学 専

攻 は 、 社 会 学 に 関 す る 高 度 な 専 門 的 知 識 を 基 盤 と し て 、 現 代 社 会 の 全 体 像 を 多 元 的 に 研 究

す る こ と を 通 じ て 、 複 雑 化 す る 様 々 な 社 会 問 題 の 解 決 や 地 域 社 会 の 持 続 性 を 目 指 し て 学 術

研 究 す る 能 力 を 備 え 、 現 代 社 会 の イ ノ ベ ー シ ョ ン や 地 域 社 会 の 持 続 性 に 寄 与 す る 高 度 専 門

職 業 人 を 養 成 す る こ と を 目 的 と す る 」、「 国 際 教 養 学 専 攻 は 、 国 際 的 通 用 性 の あ る 教 養 と 、

英 語 あ る い は 日 本 語 の よ り 高 い 運 用 力 を 持 ち 、 自 ら を 深 く 知 り 、 研 究 を と お し て 自 ら を 不
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断 に 成 ⻑ さ せ る ⼈ 材 を 育 成 し 、 国 際 共 通 語 と し て の 英 語 を 活 用 し て 、 世 界 中 の 異 文 化 に 視

野 を 広 げ 、 他 者 の 価 値 観 を 尊 重 し 、 自 分 の 生 き 方 が 相 対 化 で き る 高 度 専 門 職 業 人 、 あ る い

は 国 際 的 視 野 か ら 日 本 の 伝 統 文 化 や 最 先 端 の 文 化 及 び 日 本 語 に つ い て よ り 深 く 学 び 、 自 国

文 化 を 積 極 的 に 他 者 に 発 信 す る こ と が で き る 高 度 専 門 職 業 人 を 養 成 す る こ と を 目 的 と す る 」

と 定 め て い る（ 資 料 1-18【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /情 報 公 開 /規 則 集 /追 手 門 学 院 大 学 大

学 院 現 代 社 会 文 化 研 究 科 規 程 ］）。  

な お 、 各 学 部 ・ 研 究 科 と も 外 部 に 対 し 、 養 成 す る 人 材 像 や 学 び の 特 色 な ど を 簡 潔 に 紹 介

す る 媒 体 と し て パ ン フ レ ッ ト を 制 作 し て い る（ 資 料 1-19【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /2024 

大 学 案 内 ］）（ 資 料 1-20【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /2024 大 学 院 ガ イ ド ］）。  

点検・評価項目②：大学の理念・目的及び学部・研究科の目的を学則又はこれに準ずる規 

         則等に適切に明示し、教職員及び学生に周知し、社会に対して公表し 

         ているか。 

１．学部においては、学部、学科又は課程ごとに、研究科においては、研究科又は専攻ご 

  とに設定する人材育成その他の教育研究上の目的の適切な明示 

２．教職員、学生、社会に対する刊行物、ウェブサイト等による大学の理念・目的、学部・ 

  研究科の目的等の周知及び公表

各 学 部 ・ 研 究 科 に お い て 設 定 す る 人 材 育 成 そ の 他 の 教 育 研 究 上 の 目 的 は 、 追 手 門 学 院 教

育 理 念 及 び 学 則・大 学 院 学 則 を 踏 ま え 、「 各 学 部 規 程 」及 び「 各 研 究 科 規 程 」に そ れ ぞ れ 明

記 し て い る 。 ま た 履 修 要 項 で あ る 「 STUDY GUIDE」 に て 学 院 全 体 の 教 育 理 念 や 大 学 の 教

育 方 針 、 各 学 部 ・ 研 究 科 の 教 育 目 的 を 明 示 し て い る （ 資 料 1-21【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大

学 /STUDYGUIDE/教 育 理 念  -追 手 門 学 院 大 学 の 教 育 理 念 -］）。な お 、「 STUDY GUIDE」は

大 学 HP に て 公 開 し 、教 職 員 や 社 会 に 対 し て も 広 く 周 知 し て い る（ 資 料 1-22【 ウ ェ ブ 】［ 追

手 門 学 院 大 学 /STUDYGUIDE］）。さ ら に 、教 職 員 向 け に は 学 院 内 広 報 誌「 LIBERTAS」に

よ っ て も 適 宜 学 内 へ の 浸 透 を 図 っ て い る 。  

大 学 の 理 念 ・ 目 的 お よ び 各 学 部 ・ 研 究 科 が 設 定 す る 人 材 育 成 そ の 他 の 教 育 研 究 上 の 目 的

の 適 切 な 明 示 に あ た っ て は 、学 校 教 育 法 施 行 規 則 第 172 条 の ２ に 従 い 、大 学 HP に て 教 育

理 念 や 大 学 の 教 育 方 針 、 各 学 部 ・ 研 究 科 の 教 育 目 的 を 参 照 で き る ペ ー ジ を 設 け 、 誰 も が ア

ク セ ス で き る 環 境 で 広 く 社 会 に 公 表 し て い る（ 資 料 1-23【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /大 学

基 本 情 報 （ 法 令 に 基 づ く 情 報 公 開 ）］）。   

学 生 に お け る 教 育 理 念 の 理 解 状 況 に つ い て は 、 卒 業 時 ア ン ケ ー ト に て そ の 状 況 を 確 認 し

て い る 。2022 年 度 卒 業 時 ア ン ケ ー ト で は 、教 育 理 念 で あ る「 独 立 自 彊・社 会 有 為 」の 意 味

に つ い て 理 解 し て い る と し た 卒 業 生 は 80.1%で あ り 、コ ロ ナ 禍 の 影 響 を 受 け ア ン ケ ー ト 調

評価の視点１：学部においては、学部、学科又は課程ごとに、研究科においては、研究科

又 は 専 攻 ご と に 設 定 す る 人 材 育 成 そ の 他 の 教 育 研 究 上 の 目 的 の 適 切 な 明

示 

評価の視点２：教職員、学生、社会に対する刊行物、ウェブサイト等による大学の理念・

目的、学部・研究科の目的等の周知及び公表 
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査 が 不 十 分 で あ っ た 2019 年 度 卒 業 生 を 除 い て 、 例 年 ８ 割 以 上 の 学 生 が 教 育 理 念 の 意 味 を

理 解 し て い る も の と 判 断 し て い る （ 資 料 1-24［ 2022 年 度 卒 業 時 ア ン ケ ー ト 結 果 〔 大 学 政

策 課 資 料 〕］）。  

今 後 も 継 続 的 な 調 査 に よ っ て 、 学 生 の 教 育 理 念 の 理 解 状 況 を 確 認 し 、 教 育 理 念 の 理 解 向

上 に 努 め て い く 。  

点検・評価項目③：大学の理念・目的、各学部･研究科における目的等を実現していくため、 

⼤学として将来を見据えた中・⻑期の計画その他の諸施策を設定してい

        るか。 

１．将来を見据えた中・⻑期の計画その他の諸施策の設定

①認証評価の結果等を踏まえた中・⻑期の計画等の策定

予 測 不 可 能 な 時 代 の 到 来 に 向 け て 、本 学 院 が イ ノ ベ ー シ ョ ン の 発 信 拠 点 と し て 地 域 社 会 、

国 家 お よ び 国 際 社 会 に 貢 献 す る 存 在 と な る た め に 、2018 年 に 、学 院 の 教 育 理 念「 独 立 自 彊・

社 会 有 為 」 に 基 づ き 学 院 の 目 指 す べ き 方 向 性 を 明 確 化 し た も の と し て 「 学 校 法 人 追 手 門 学

院『 ⻑ 期 構 想 2040』」を 策 定 し た（ 資 料 1-3【 ウ ェ ブ 】［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院 /⻑ 期 構 想  2040］）。 

「 ⻑ 期 構 想 2040」 で は 、 2040 年 の 学 院 像 お よ び 各 校 園 像 を 定 め て い る 。 大 学 は 、 2040

年 に 向 け た あ る べ き 姿 と し て 「 文 理 に ま た が る 学 問 領 域 を 担 う 総 合 大 学 と し て の 地 位 を 確

立 し 、 多 様 な 価 値 観 や 異 文 化 を 持 つ 学 院 生 と 教 職 員 が 世 界 中 か ら 集 う イ ノ ベ ー シ ョ ン の 源

泉 で あ り 続 け 、 教 育 及 び 研 究 に お い て 類 ま れ な る 成 果 を 生 み 出 し 続 け る 日 本 有 数 の 教 育 ・

研 究 機 関 と し て 世 界 中 に 認 知 さ れ る 存 在 」と な る こ と を 掲 げ て い る 。こ の「 ⻑ 期 構 想 2040」

で は 本 学 の 取 り 組 み 方 針 を 「 教 育 」「 研 究 」「 社 会 と の か か わ り 」 の ３ つ の 観 点 か ら 明 ら か

に し て い る 。 教 育 の 観 点 か ら は 、 未 来 社 会 に 有 為 な 人 材 を 輩 出 す る た め に 、 分 野 を 横 断 し

た 知 識 を 自 ら 学 び 、 ま た 行 動 し て 学 ぶ 本 学 院 独 自 の 教 育 方 法 「 WIL（ Work-Is-Learning）

の 実 現 」 を 目 指 し て い る 。 ま た そ れ ら を 担 保 す る た め の 全 学 的 教 育 マ ネ ジ メ ン ト の 確 立 に

取 り 組 ん で い る 。 研 究 の 観 点 か ら は 、 産 業 界 等 と の 連 携 を 強 化 し 、 大 学 院 に お け る 研 究 の

質 向 上 に 取 り 組 む こ と 、 社 会 と の 関 わ り の 観 点 か ら は 地 域 の 知 の 拠 点 と な る こ と 、 を 目 指

し て い る 。  

さ ら に 、本 学 院 は「 ⻑ 期 構 想 2040」に 基 づ き 、2019 年 度 に 、今 後 10 年 間 の 学 院 の 方 向

性 と し て 経 営 計 画 を 具 体 的 に ⽰ し た「 ⻑ 期 計 画 2030」を 策 定 し た（ 資 料 1-25［ 学 校 法 人 追

手 門 学 院  ⻑ 期 計 画 2030］）。 併 せ て 、 2019 年 度 よ り 2021 年 度 ま で の ３ 年 間 に か か る 中 期

経 営 戦 略 と し て 「 第 Ⅲ 期 中 期 経 営 戦 略 」 を 策 定 し た （ 資 料 1-26［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院  第

Ⅲ 期 中 期 経 営 戦 略 ］）。「 第 Ⅲ 期 中 期 経 営 戦 略 」は 、７ つ の 戦 略 ド メ イ ン や 具 体 的 施 策 と し て

の 重 点 中 核 施 策 で あ る CSF（ Critical Success Factor）を 定 め 、そ の 進 捗 状 況 や 達 成 度 を 点

検・評 価 し 、ま た 、必 要 に 応 じ て 改 善 の サ イ ク ル を 実 施 し た 。な お 、「 第 Ⅲ 期 中 期 経 営 戦 略 」

の 取 り 組 み 成 果 は ス テ ー ク ホ ル ダ ー に 提 示 が 可 能 な 形 で 「 External Report」 に ま と め 成 果

を ス ト ッ ク す る こ と で 、 次 期 中 期 経 営 戦 略 に 活 か す 等 「 次 へ つ な げ る 」 組 織 風 土 を 醸 成 す

評価の視点１：将来を見据えた中・⻑期の計画その他の諸施策の設定 

① 認証評価の結果等を踏まえた中・⻑期の計画等の策定
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る こ と に も 取 り 組 ん で き た （ 資 料 1-27［ External Report］）。  

本 学 院 で は 現 在 、「 第 Ⅲ 期 中 期 経 営 戦 略 」に 続 き 、2022 年 度 か ら 2027 年 度 の ６ 年 間 の 中

期 経 営 戦 略 と し て 、「 第 Ⅳ 期 中 期 経 営 戦 略 」を 策 定 し 、外 部 環 境 や 内 部 環 境 の 急 速 な 変 化 に

対 応 す る た め に 、経 営 戦 略 の 実 行 、点 検・評 価 、改 善 サ イ ク ル を 実 施 し て い る（ 資 料 1-28

【 ウ ェ ブ 】［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院 /第 Ⅳ 期 中 期 経 営 戦 略 ］）（ 資 料 1-29［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院  

第 Ⅳ 期 中 期 経 営 戦 略 の 策 定 に つ い て 〔 理 事 ⻑ 室 資 料 〕］）。  

「 第 Ⅳ 期 中 期 経 営 戦 略 」 で は 、 大 学 ・ 大 学 院 に お け る ビ ジ ョ ン を 「 教 育 と 研 究 の 新 た な

価 値 を 創 造 し 、 生 涯 に わ た っ て 能 動 的 に 学 び 続 け る イ ノ ベ ー シ ョ ン 人 材 を 育 成 す る 大 学 ・

大 学 院 」と 掲 げ 、方 針 を よ り 具 体 的 に 示 す 中 期 計 画 を 定 め 、施 策 を 実 行 し て い る 。「 第 Ⅳ 期

中 期 経 営 戦 略 」 は 、 ５ つ の 戦 略 ド メ イ ン や 具 体 的 施 策 と し て の 重 点 中 核 施 策 で あ る CSF

（ Critical Success Factor）を 定 め 、PDCA シ ー ト に よ っ て 進 捗 状 況 や 達 成 度 を 点 検・ 評 価

す る こ と で 、 確 実 な 戦 略 達 成 を 目 指 す と と も に 大 学 教 育 の 質 保 証 ・ 向 上 に 努 め て い る （ 資

料 1-29［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院  第 Ⅳ 期 中 期 経 営 戦 略 の 策 定 に つ い て〔 理 事 ⻑ 室 資 料 〕］）（ 資

料 1-30［ 第 Ⅳ 期 中 期 経 営 戦 略 PDCA 体 制 〔 理 事 ⻑ 室 資 料 〕］）。  

（２）⻑所・特⾊

＜ 経 営 戦 略 の 着 実 な 遂 行 ＞   

 本 学 院 で は 、 経 営 戦 略 を 実 現 す る た め 、 戦 略 か ら 具 体 的 施 策 ま で が 一 貫 し て 緻 密 に つ な

が っ て い る こ と 、 ま た ⽬ 標 設 定 お よ び 進 捗 管 理 に ⻑ 所 が あ る と 考 え て い る 。

⻑ 期 的 な 視 野 に 基 づ く 「 ⻑ 期 構 想 2040」 を 実 現 す る た め 、 今 後 10 年 間 の 学 院 の 方 向 性

と し て 経 営 計 画 を 具 体 的 に ⽰ し た 「 ⻑ 期 計 画 2030」 を 2019 年 度 に 策 定 し た 。「 ⻑ 期 計 画

2030」を 実 現 す る た め に 、３ 年 や ６ 年 の 間 隔 で 中 期 経 営 戦 略 を 策 定 し 、そ の 中 で は 、取 り

組 む べ き 領 域 を 設 定 し た 戦 略 ド メ イ ン と 、 戦 略 ド メ イ ン の 中 で ど の よ う な 具 体 的 な 施 策 を

行 う の か を 示 し た 重 点 中 核 施 策 （ CSF Critical Success Factor） を 定 め て い る 。 こ れ に よ

り 戦 略 か ら 具 体 的 な 施 策 ま で が 一 貫 し て 緻 密 に つ な が っ て い る 。  

 ま た 、 戦 略 を 確 実 に 進 め る た め 、 重 点 中 核 施 策 を 定 め る に あ た っ て は 必 ず 数 値 を 用 い た

定 量 的 な 目 標 設 定 を 行 い 、「 PDCA シ ー ト 」と い う 様 式 に よ り そ の 進 捗 を 約 ４ ヵ 月 ご と に 点

検 ・ 評 価 す る こ と と し て い る 。  

＜ 教 育 理 念 を ふ ま え た 特 色 あ る 教 育 活 動 ＞  

先 の「 ⻑ 期 構 想 2040」に お い て 定 め る 将 来 を 見 据 え た 取 り 組 み 方 針 に 基 づ く 本 学 の 特 徴

的 な 取 り 組 み と し て 、次 代 を 担 う 人 材 を 育 成 す る 新 教 育「 WIL の 実 現 」が あ る 。「 WIL（ Work-

Is-Learning）」と は 、主 体 的 に 学 び 、協 働 し て 問 題 解 決 に あ た る 本 学 独 自 の 学 修 ス タ イ ル で

あ る 。「 行 動 し て 学 び 、 学 び な が ら 行 動 す る 」 を コ ン セ プ ト に 、 行 動 （ Work） を 通 じ て 学

修 （ Learning） を 行 い 、 そ れ を 即 実 践 に 反 映 す る 経 験 を 蓄 積 す る こ と で 、 予 測 困 難 な 状 況

の 中 で も 行 動 し 、 学 び 続 け る 力 を 養 う こ と を 目 指 す も の で あ る 。 ま た 、 授 業 や 学 内 外 で 実

施 さ れ る 様 々 な 活 動 を「 WIL プ ロ グ ラ ム 」と し て 認 定・登 録 し 、学 生 の 主 体 的 な 学 び を 推

進 し て い る （ 資 料 1-31【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /学 び の 特 色 /追 大 の 教 育 を 支 え る 教 育

ス タ イ ル と 教 育 手 法 「 行 動 し て 学 び 、 学 び な が ら 行 動 す る  OIDAI WIL」］）。  
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さ ら に 、も う 一 つ の 特 徴 的 な 学 び の 手 法 に「 MATCH」が あ る 。「 MATCH（ MAximized-

TeaCHing）」は 、ICT を 含 め た あ ら ゆ る 手 法 を 駆 使 し 、教 育 内 容 に 応 じ て 、教 育 効 果 を 最

大 化 す る 本 学 独 自 の 教 育 手 法 で あ る 。 ア ナ ロ グ か ら デ ジ タ ル へ の ハ ー ド 面 の 環 境 整 備 を 土

台 と し て 、 そ こ に 授 業 運 営 な ど ソ フ ト 面 の 制 度 改 革 を 掛 け 合 わ せ 、 学 修 者 本 位 の 教 育 の 実

現 を 目 指 し て い る （ 資 料 1-32【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /学 び の 特 色 /追 大 の 教 育 を 支 え

る 教 育 ス タ イ ル と 教 育 手 法 「 最 適 な 手 法 で 学 び を 最 大 化 す る  OIDAI MATCH」］）。  

こ れ ら「 WIL」と「 MATCH」は 、「 ⻑ 期 構 想 2040」に 記 し た と お り 、激 し く 変 動 す る 社

会 の 中 で 、生 涯 に わ た っ て 学 び 続 け る 人 材 を 社 会 へ 輩 出 す る こ と を 目 指 す 取 り 組 み で あ る 。 

（３）問題点 

 特 に な し  

（４）全体のまとめ 

 本 学 院 は 、 1888 年 、 社 会 に 役 立 つ ⼈ 材 を 育 成 ·輩 出 す る こ と を ⽬ 的 と し て 「 独 立 自 彊 」

を 掲 げ て 開 学 し 、1966 年 の 大 学 設 立 を 契 機 に 、さ ら な る 教 育 研 究 活 動 の 充 実 を 図 っ て き た 。 

2008 年 に は「 追 手 門 ビ ジ ョ ン 120」に お い て 本 学 院 の 理 念 ·⽬ 的「 独 立 自 彊 ·社 会 有 為 」を

「 追 手 門 学 院 教 育 理 念 」 と し て 策 定 し た 。 こ れ を 踏 ま え 大 学 の 教 育 研 究 上 の 目 的 を 学 則 及

び 大 学 院 学 則 に 適 切 に 定 め て い る 。 各 学 部 ・ 研 究 科 に お い て は 、 学 則 お よ び 大 学 院 学 則 に

定 め る 教 育 研 究 上 の 目 的 に 基 づ き 、 各 学 部 規 程 又 は 各 研 究 科 規 程 に お い て 、 各 学 部 又 は 学

科 ご と 、 各 研 究 科 又 は 専 攻 ご と に 、 人 材 育 成 そ の 他 の 教 育 研 究 上 の 目 的 を 適 切 に 定 め て い

る 。  

こ れ ら 本 学 の 教 育 理 念 や 学 則 、 大 学 院 学 則 、 各 学 部 規 程 及 び 各 研 究 科 規 程 に 定 め る 人 材

育 成 そ の 他 の 教 育 研 究 上 の 目 的 を 周 知 す る た め 、学 生 に 対 し て は 履 修 要 項「 STUDY GUIDE」

に そ れ ら を 記 載 し 、 配 布 し て い る 。 さ ら に 新 入 学 生 を 中 心 に 自 校 教 育 に 関 す る 正 規 授 業 科

目 を 設 け 、 本 学 院 の 教 育 理 念 に つ い て 学 ぶ 機 会 を 設 け る 等 、 独 自 の 取 り 組 み を 実 施 し て い

る 。 ま た 社 会 に 対 し て は 、 教 育 理 念 及 び 学 部 学 科 ご と の 目 的 、 研 究 科 専 攻 ご と の 目 的 を 大

学 ホ ー ム ペ ー ジ に 掲 載 し 、 広 く 周 知 し て い る 。  

本 学 院 の 教 育 理 念 「 独 立 自 彊 ·社 会 有 為 」 に 基 づ き  2018 年 に 「 ⻑ 期 構 想 2040」 を 策 定

し 、予 測 不 可 能 な 時 代 に 向 け た 新 教 育「 WIL」「 MATCH」の 確 立 、質 保 証 の 実 質 化 や 研 究

の 質 の 向 上 、地 域 の 知 の 拠 点 と し て の 機 能 の 確 立 を 目 指 し 、様 々 な 取 り 組 み を 進 め て い る 。

そ の 「 ⻑ 期 構 想  2040」 に 基 づ き 、 2019 年 度 に は 今 後 10 年 間 の 本 学 院 の 方 向 性 と し て 経

営 計 画 を 具 体 的 に ⽰ し た「 ⻑ 期 計 画 2030」を 策 定 し た 。併 せ て 、2019 年 度 よ り 2021 年 度

ま で の ３ 年 間 に か か る 「 第 Ⅲ 期 中 期 経 営 戦 略 」 を 策 定 し 、 そ こ に 定 め ら れ た 計 画 を 実 行 す

る と と も に 定 期 的 に 点 検 ·評 価 を 行 い 、必 要 に 応 じ て 外 的 環 境 等 の 実 績 に 見 合 っ た 計 画 の 見

直 し を 行 っ た 。 続 く 2022 年 度 か ら 2027 年 度 の ６ 年 間 に つ い て も 「 ⻑ 期 計 画 2030」 に 沿

っ て 「 第 IV 期 中 期 経 営 戦 略 」 を 策 定 し 、 実 行 、 点 検 ·評 価 、 改 善 の サ イ ク ル を 運 用 し な が

ら 、 着 実 に 施 策 を 進 め て い る 。  
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第２章 内部質保証 

（１）現状説明 

点検・評価項目①：内部質保証のための全学的な方針及び手続を明示しているか。   

１．下記の要件を備えた内部質保証のための全学的な方針及び手続の設定とその明示 

①内部質保証に関する大学の基本的な考え方 

 本 学 は「 学 則 」第 １ 条 、「 大 学 院 学 則 」第 １ 条 及 び 第 ４ 条 ２ 項 に お い て そ れ ぞ れ 人 材 養 成

の 目 的 を 定 め て お り 、 そ の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 学 に お け る 教 育 研 究 活 動 及 び 管 理 運

営 等 の 状 況 に つ い て 自 ら 点 検 及 び 評 価 を 行 う こ と を「 追 手 門 学 院 大 学 自 己 点 検・評 価 規 程 」

第 １ 条 に 定 め て い る (資 料 1-4【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /情 報 公 開 /規 則 集 /追 手 門 学 院 大

学 学 則 ］) （ 資 料 2-1【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /内 部 質 保 証 、自 己 点 検・評 価 、認 証 評 価

/追 手 門 学 院 大 学 自 己 点 検・評 価 規 程 ］）。大 学 の 教 育 の 質 を 保 証 す る 第 一 義 的 責 任 は 大 学 自

身 に あ る こ と か ら 、 大 学 と し て の 質 を 保 証 し 、 自 己 点 検 ・ 評 価 に 基 づ く 内 部 質 保 証 の 推 進

を 図 る た め 、 下 記 の と お り 「 内 部 質 保 証 の 方 針 」 を 定 め 、 そ の 中 で 本 学 の 内 部 質 保 証 に 関

す る 基 本 的 な 考 え 方 を 示 し 、公 表 し て い る（ 資 料 2-2【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /内 部 質 保

証 、 自 己 点 検 ・ 評 価 、 認 証 評 価 /内 部 質 保 証 の 方 針 ］）。  

 こ の 基 本 的 な 考 え 方 を も と に 、 本 学 は 恒 常 的 に 教 育 研 究 活 動 等 諸 活 動 の 質 の 向 上 を 図 る

体 制 を 整 備 し て い る 。  

評 価 の視 点１ ：下 記の要 件 を備 えた 内部 質保証 の ため の全 学的 な方針 及 び手 続の 設定 と

その明示 

① 内部質保証に関する大学の基本的な考え方 

② 内部質保証の推進に責任を負う全学的な組織（全学内部質保証推進組

織）の権限と役割、当該組織と内部質保証に関わる学部・研究科その

他の組織との役割分担 

③ 教育の企画・設計、運用、検証及び改善・向上の指針（ＰＤＣＡサイ

クルの運用プロセスなど） 
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②内部質保証の推進に責任を負う全学的な組織（全学内部質保証推進組織）の権限と役 

割、当該組織と内部質保証に関わる学部・研究科その他の組織との役割分担 

 上 述 の 内 部 質 保 証 の 方 針 に 基 づ き 、 全 学 的 な 内 部 質 保 証 に 責 任 を 負 う 組 織 と し て 「 全 学

自 己 点 検・評 価 委 員 会 」を 、「 全 学 自 己 点 検・評 価 委 員 会 」か ら 命 を う け 、各 学 部・研 究 科

と 連 携 し な が ら 内 部 質 保 証 の 推 進 を 行 う 組 織 と し て「 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 」を 、各 学 部・

研 究 科 単 位 で 自 己 点 検 ・ 評 価 を 行 い 、 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 へ 報 告 を 行 う 組 織 と し て 「 学

部 等 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員 会 」 を 、 そ れ ぞ れ 設 置 し て い る 。 さ ら に 、 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会

や 学 部 等 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員 会 が 担 う 内 部 質 保 証 推 進 活 動 を 支 援 す る 組 織 と し て 「 教 育 支

援 セ ン タ ー 」 を 設 置 し て い る 。  

 「 全 学 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員 会 」 は 、 追 手 門 学 院 大 学 自 己 点 検 ・ 評 価 規 程 第 ６ 条 に あ る と

お り 、（ １ ） 大 学 が 毎 年 度 行 う 自 己 点 検 ・ 評 価 活 動 の 実 施 計 画 の 策 定 、（ ２ ） 前 号 の 実 施 計

画 に 基 づ き 各 部 局 等 が 行 っ た 自 己 点 検・評 価 結 果 の 総 括 、（ ３ ）前 号 の 部 局 等 の 自 己 点 検・

評 価 結 果 に 対 す る 、 第 ５ 条 第 ３ 項 に 定 め る 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 へ の 助 言 及 び 改 善 指 示 、

（ ４ ） 自 己 点 検 ・ 評 価 に 関 す る 事 項 の 、 第 ５ 条 第 ２ 項 に 定 め る 外 部 評 価 委 員 会 、 経 営 戦 略

推 進 本 部 、な ら び に 大 学 教 育 研 究 評 議 会 へ の 報 告 、（ ５ ）自 己 点 検・評 価 の 総 括 結 果 の 公 表 、

の 役 割 を 有 し て お り 、 本 学 の 自 己 点 検 ・ 評 価 の 方 向 性 を 定 め 、 ま た 総 括 を 行 う 責 任 主 体 を

担 っ て い る（ 資 料 2-1【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /内 部 質 保 証 、自 己 点 検・評 価 、認 証 評 価

/追 手 門 学 院 大 学 自 己 点 検 ・ 評 価 規 程 ］）。  

 「 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 」 は 、 追 手 門 学 院 大 学 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 規 程 第 ４ 条 に あ る

と お り 、（ １ ） 自 己 点 検 ・ 評 価 、 評 価 結 果 に 関 す る こ と 、（ ２ ） 追 手 門 学 院 大 学 自 己 点 検 ・

評 価 規 程 第 6 条 第 1 項 第 1 号 に 定 め る 自 己 点 検 ・ 評 価 の 実 施 計 画 に 関 す る こ と 、（ ３ ） 全

学 自 己 点 検・評 価 委 員 会 へ の 報 告 、（ ４ ）全 学 自 己 点 検・評 価 委 員 会 か ら の 改 善 指 示 に 対 す

る 対 応 、（ ５ ）学 部 等 自 己 点 検・評 価 委 員 会 へ の 助 言 及 び 改 善 指 示 、と い う 役 割 を 担 っ て い

る 。 こ の よ う に 、 責 任 主 体 で あ る 全 学 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員 会 か ら 命 を 受 け 、 学 部 等 の 自 己

点 検 ・ 評 価 委 員 会 へ の 助 言 や 改 善 指 示 を 行 い つ つ 、 学 部 等 か ら 報 告 が な さ れ た 自 己 点 検 ・

評 価 結 果 を 全 学 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員 会 へ と 報 告 す る こ と で 、 本 学 の 全 学 的 な 内 部 質 保 証 を

推 進 し て い る（ 資 料 2-3【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /内 部 質 保 証 、自 己 点 検・評 価 、認 証 評

価 /追 手 門 学 院 大 学 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 規 程 ］）。  

 「 学 部 等 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員 会 」 は 、 追 手 門 学 院 大 学 学 部 等 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員 会 規 程

第 ４ 条 に あ る と お り 、（ １ ）自 己 点 検・評 価 規 程 第 ６ 条 第 １ 項 第 １ 号 に 定 め る 実 施 計 画 に 基

づ く 自 己 点 検・評 価 及 び 改 善 、（ ２ ）学 部 等 の 学 修 成 果 の 現 況 に 関 す る 自 己 点 検・評 価 、（ ３ ）

学 部 等 に お け る 認 証 評 価 へ の 対 応 、（ ４ ）自 己 点 検・評 価 に あ た っ て の 、根 拠 資 料 及 び デ ー

タ に 基 づ く 検 証 、（ ５ ） 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 か ら の 助 言 及 び 改 善 指 示 へ の 対 応 、（ ６ ） 内

部 質 保 証 推 進 委 員 会 へ の 報 告 、 と い う 役 割 を 担 っ て い る 。 こ の よ う に 、 各 学 部 等 は 自 己 点

検 ・ 評 価 を 行 う 組 織 で あ り 、 そ の 報 告 を 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 へ 行 っ た う え 、 助 言 や 改 善

指 示 を 受 け て い る（ 資 料 2-4【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /内 部 質 保 証 、自 己 点 検・評 価 、認

証 評 価 /追 手 門 学 院 大 学 学 部 等 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員 会 規 程 ］）。  

 「 教 育 支 援 セ ン タ ー 」 は 本 学 の 教 育 の 質 保 証 と 質 的 向 上 に 向 け た 教 育 施 策 の 企 画 ・ 開 発
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を 推 進 す る と と も に 、 持 続 的 な 教 育 内 容 及 び 教 育 方 法 の 改 善 を 行 い 、 本 学 の 教 育 の 発 展 に

寄 与 す る こ と を 目 的 に 設 置 さ れ て い る 。 同 セ ン タ ー は 、 追 手 門 学 院 大 学 教 育 支 援 セ ン タ ー

規 程 第 ４ 条 ３ 号 に あ る と お り 、「 各 学 部 等 の 教 育 課 程 の 評 価・改 善 に 関 す る こ と 」を 事 業 の

１ つ と し て 定 め 、 各 学 部 等 が 行 う 自 己 点 検 ・ 評 価 活 動 の 特 に 教 育 課 程 部 分 に つ い て 支 援 を

行 っ て い る 。 な お 、 教 育 支 援 セ ン タ ー は 教 育 内 容 や 方 法 の 改 善 、 教 育 環 境 の 整 備 ・ 改 善 の

支 援 な ど 、 フ ァ カ ル テ ィ ・ デ ィ ベ ロ ッ プ メ ン ト （ Ｆ Ｄ ） に 関 わ る 様 々 な 取 り 組 み を 行 っ て

お り 、 本 学 の 内 部 質 保 証 体 制 を 下 支 え し て い る （ 資 料 2-5［ 追 手 門 学 院 大 学 教 育 支 援 セ ン

タ ー 規 程 ］）。  

 以 上 の 組 織 に つ い て 、 役 割 と 相 互 の 関 わ り を 示 し た 図 と し て 「 教 育 に 焦 点 を 当 て た 内 部

質 保 証 シ ス テ ム 体 系 図 」（ 下 図 参 照 ）を 整 備 し 、内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 に お い て 審 議 決 定 し

た （ 資 料 2-6［ 2023 年 9 月 21 日 開 催 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 議 事 録 ］）。  

 ま た 、 こ れ ら の 組 織 に 関 わ る 規 程 や 体 系 図 は 、 大 学 ホ ー ム ペ ー ジ に お い て 広 く 公 表 し て

い る（ 資 料 2-7【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /内 部 質 保 証 、自 己 点 検 ・評 価 、認 証 評 価 /教 育

に 焦 点 を 当 て た 内 部 質 保 証 シ ス テ ム 体 系 図 ］）。  

③教育の企画・設計、運用、検証及び改善・向上の指針（ＰＤＣＡサイクルの運用プロ   

セスなど） 

 前 述 の 「 内 部 質 保 証 の 方 針 」 を 基 本 方 針 と し つ つ 、 大 学 全 体 レ ベ ル 、 学 位 プ ロ グ ラ ム レ

ベ ル 、授 業 科 目 レ ベ ル 、の ３ つ の 階 層 そ れ ぞ れ で 教 育 の 質 の 向 上 に 係 る PDCA サ イ ク ル を

運 用 し て い く た め 、 下 図 の と お り ア セ ス メ ン ト プ ラ ン を 策 定 し 、 大 学 ホ ー ム ペ ー ジ に お い

て 公 表 し て い る（ 資 料 2-8【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /内 部 質 保 証 、自 己 点 検・評 価 、認 証

評 価 /追 手 門 学 院 大 学 の ア セ ス メ ン ト プ ラ ン ］）。  
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 こ の 「 ア セ ス メ ン ト プ ラ ン 」 に 基 づ き 、 カ リ キ ュ ラ ム ・ ア セ ス メ ン ト ・ チ ェ ッ ク リ ス ト

と そ の 報 告 シ ー ト を 用 い 、各 学 部 等 は 学 位 プ ロ グ ラ ム レ ベ ル で の 自 己 点 検・評 価 の PDCA

サ イ ク ル の 運 用 を 行 っ て い る 。 具 体 的 に は 、 ① カ リ キ ュ ラ ム ・ ア セ ス メ ン ト ・ チ ェ ッ ク リ

ス ト を 各 学 部 等 が 作 成 す る 。 ② 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 か ら 依 頼 を 受 け た 教 育 支 援 セ ン タ ー

が 点 検 し た う え 、 必 要 に 応 じ て 修 正 を 行 う 、 ③ 教 育 支 援 セ ン タ ー か ら の フ ィ ー ド バ ッ ク を

ふ ま え 、 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 へ と 報 告 を 行 う 、 ④ 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 が 全 学 的 観 点 か

ら 自 己 点 検 ・ 評 価 を 行 う 、 ⑤ 全 学 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員 会 へ と 報 告 が な さ れ 、 最 終 の 点 検 ・

評 価 を 行 う こ と 、 と い う プ ロ セ ス を 経 る こ と と し て い る 。 こ う し た 内 部 質 保 証 の 方 針 や 体

制 、 手 続 き に つ い て は 、 全 学 教 授 会 に て 全 教 員 に 周 知 し て い る （ 資 料 2-9［ 追 手 門 学 院 大

学 全 学 教 授 会 及 び 学 部 会 議 に 関 す る 規 程 ］）（ 資 料 2-10［ 内 部 質 保 証・認 証 評 価 対 応 に つ い

て 〔 2023 年 度 第 3 回 全 学 教 授 会 資 料 〕］）。  

点検・評価項目②：内部質保証の推進に責任を負う全学的な体制を整備しているか。 

１．全学内部質保証推進組織・学内体制の整備 

２．全学内部質保証推進組織のメンバー構成 

本 学 の 内 部 質 保 証 に 責 任 を 負 う 全 学 的 な 組 織 は 、 内 部 質 保 証 の 方 針 に 記 載 の と お り 「 全

学 自 己 点 検・評 価 委 員 会 」で あ る（ 資 料 2-2【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /内 部 質 保 証 、自 己

点 検 ・ 評 価 、 認 証 評 価 /内 部 質 保 証 の 方 針 ］）。  

評価の視点１：全学内部質保証推進組織・学内体制の整備

評価の視点２：全学内部質保証推進組織のメンバー構成
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 「 全 学 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員 会 」 は 、 内 部 質 保 証 の 方 針 決 定 を 行 い 、 内 部 質 保 証 推 進 委 員

会 か ら 報 告 さ れ た 各 学 部 ・ 研 究 科 等 の 自 己 点 検 ・ 評 価 結 果 に つ い て 最 終 的 な 点 検 ・ 評 価 を

行 う 。 そ の た め 、 大 学 の 意 思 決 定 を 担 い 、 ま た 各 部 局 を 統 括 す る学⻑、副学⻑、法⼈事務

局⻑、⼤学事務局⻑、CX デ ザ イ ン 局事務局⻑、理事⻑室⻑、を 構 成 員 と し て い る（ 資 料 2-

1【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /内 部 質 保 証 、 自 己 点 検 ・ 評 価 、 認 証 評 価 /追 手 門 学 院 大 学 自

己 点 検・評 価 規 程 ］）（ 資 料 2-11［ 全 学 自 己 点 検・評 価 委 員 会 及 び 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 名

簿 ］）。  

 「 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 」 は 、 各 学 部 ・ 研 究 科 等 が 行 う 自 己 点 検 ・ 評 価 活 動 を 指 示 し 、

ま た 報 告 を 受 け た う え で 全 学 的 な 観 点 か ら 点 検 ・ 評 価 を 行 う た め 、 内 部 質 保 証 の 推 進 を 担

う 組 織 と し て 位 置 付 け て い る 。 そ の た め 、 副学⻑、各学部⻑、各研究科⻑、教務部⻑、法

⼈事務局⻑、⼤学事務局⻑、CX デザイン局事務局⻑、⼤学政策部⻑、教務・学⽣⽀援部⻑、

教育⽀援センター⻑、を構成員としている（ 資 料 2-3【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /内 部 質 保

証 、 自 己 点 検 ・ 評 価 、 認 証 評 価 /追 手 門 学 院 大 学 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 規 程 ］）（ 資 料 2-11

［ 全 学 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員 会 及 び 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 名 簿 ］）。  

 「 全 学 自 己 点 検・評 価 委 員 会 」が 内 部 質 保 証 に 係 る 全 学 的 な 方 針 を 示 し 、「 内 部 質 保 証 推

進 委 員 会 」 は 各 学 部 ・ 研 究 科 等 が 行 っ た 自 己 点 検 ・ 評 価 の 報 告 を 受 け て 点 検 ・ 評 価 し 、 さ

ら に そ れ を 「 全 学 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員 会 」 が 点 検 ・ 評 価 を 行 う こ と と し て お り 、 二 重 の 点

検 体 制 を 設 け る こ と で 自 己 点 検 ・ 評 価 の 妥 当 性 を 担 保 し て い る 。  

 な お 、 以 上 組 織 体 制 は 、 教 育 関 係 の 自 己 点 検 ・ 評 価 を 強 化 す る た め に 2023 年 度 に 改 革

を 行 っ た 結 果 で あ り 、 そ の 経 緯 を 以 下 に 示 す 。  

 2017 年 度 に 受 審 し た 第 Ⅱ 期 認 証 評 価 時 の 自 己 点 検 ・ 評 価 に お い て は 、「 学 校 法 人 追 手 門

学 院 経 営 戦 略 推 進 本 部 規 程 」 に 基 づ き 、 経 営 戦 略 推 進 本 部 が 計 画 を 策 定 し 、 各 学 部 等 が そ

れ を 具 体 的 に 実 行 し て い く 組 織 と し て の 役 割 を 果 た し 、 そ れ を 全 学 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員 会

が 点 検 す る シ ス テ ム を 構 築 し 、 さ ら に 大 学 教 育 改 革 本 部 が 、 各 学 部 等 の 点 検 活 動 の 支 援 を

行 う こ と で 、教 育 改 革 の 実 現 を 目 指 す 体 制 を 整 備 し て い た（ 資 料 2-12［ 学 校 法 人 追 手 門 学

院 経 営 戦 略 推 進 本 部 規 程 ］）。し か し こ の 体 制 に 対 し て は 、2017 年 の 大 学 基 準 協 会 に よ る 認

証 評 価 結 果 の 総 評 や 提 言 に お い て 「 点 検 ・ 評 価 の 内 容 は 大 学 運 営 の 重 点 中 核 施 策 の 進 捗 管

理 が 中 心 で あ り 、 教 育 活 動 全 般 を 点 検 ・ 評 価 す る も の に な っ て お ら ず 、 改 善 に つ な げ る 仕

組 み も 十 分 機 能 し て い る と は い え な い 。」と の 指 摘 が あ っ た（ 資 料 2-13【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門

学 院 大 学 /内 部 質 保 証 、 自 己 点 検 ・ 評 価 、 認 証 評 価 /追 手 門 学 院 大 学 に 対 す る 大 学 評 価 （ 認

証 評 価 ） 結 果 〔 2017 年 度 〕］）。 こ の こ と か ら 、 第 Ⅱ 期 認 証 評 価 受 審 後 に 策 定 し た 「 第 Ⅲ 期

中 期 経 営 戦 略 」（ 2019 年度〜2021 年 度 ）に つ い て 、当 該 戦 略 の 大 学 に 関 連 す る 項 目 と 、大

学 基 準 協 会 が 定 め る 大 学 基 準 に 準 拠 し た 10 の 点 検 項 目 と を 対 応 さ せ た う え 、 全 学 自 己 点

検・評 価 委 員 会 に て 自 己 点 検・評 価 を 行 う こ と と し 、2021 年 に 提 出 し た 認 証 評 価 結 果 に 対

す る「 改 善 報 告 書 」に お い て そ の 旨 を 報 告 し た（ 資 料 2-14［ 改 善 報 告 書 ］）。し か し 、2022

年 に 大 学 基 準 協 会 よ り 通 知 の あ っ た「 改 善 報 告 書 の 検 討 結 果 に つ い て 」に お い て 、「 依 然 全

般 的 な 教 育 研 究 活 動 に 関 す る 内 容 の 点 検 ・ 評 価 を 行 っ て い る も の で あ る も の と は い い が た

い た め 、引 き 続 き 改 善 が 望 ま れ る 」と の 意 見 が 付 さ れ た（ 資 料 2-15［ 改 善 報 告 書 の 検 討 結

果 に つ い て ］）。  

改 善 報 告 書 の 提 出 と 並 行 し て 、 第 Ⅲ 期 認 証 評 価 受 審 に 向 け て は 、 内 部 質 保 証 体 制 を 強 化
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す る た め に 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 規 程 を 2021 年 度 に 制 定 し 、 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 に よ

る 各 学 部 等 の 自 己 点 検 ・ 評 価 結 果 の 確 認 等 を 進 め て き た と こ ろ で あ る が 、 規 程 に 定 め る 内

部 質 保 証 推 進 委 員 会 の 役 割 が 曖 昧 で あ り 、 ま た 全 学 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員 会 と の 役 割 分 担 が

不 明 瞭 で あ る と い う 状 況 が 続 い て い た 。  

 以 上 の 経 緯 を ふ ま え 、2023 年 度 に は 学 院 の「 第 Ⅳ 期 中 期 経 営 戦 略 」の 進 捗 お よ び 達 成 度

の 評 価 と 、 大 学 の 全 般 的 な 自 己 点 検 ・ 評 価 と を 切 り 分 け る 形 で 規 程 を 改 正 し た 。 具 体 的 に

は 、全 学 自 己 点 検・評 価 委 員 会 と 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 の 役 割 を 明 示 し 、前 者 を 自 己 点 検・

評 価 を 総 括 す る 委 員 会 と し て 、 後 者 を 主 と し て 各 学 部 等 の 教 育 研 究 活 動 の 点 検 ・ 改 善 状 況

を 自 己 点 検・評 価 す る 委 員 会 と し て 位 置 付 け る 規 程 改 正 を 行 っ た（ 資 料 2-16［ 追 手 門 学 院

大 学 教 育 研 究 評 議 会 規 程 ］）（ 資 料 2-17［ 2023 年 10 月 12 日 開 催 大 学 教 育 研 究 評 議 会 議 事

録（ 抜 粋 ）］）。ま た 、全 学 自 己 点 検・評 価 委 員 会 と 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 の 両 会 議 に 出 席 す

る ３⼈の副学⻑については、責任領域と点検領域を設けた。内部質保証推進委員会での役

割 と し て 、 10 の 大 学 基 準 ご と に １⼈の副学⻑を責任者として配置し（責任領域の設定）、

各 部 局 が 行 っ た 自 己 点 検 ・ 評 価 内 容 を 確 認 ・ 点 検 し て い る 。 さ ら に 、 全 学 自 己 点 検 ・ 評 価

委 員 会 で の 役 割 と し て 、 責 任 領 域 以 外 の 基 準 を 点 検 領 域 と し 、 ２名の副学⻑がダブルチェ

ッ ク を 行 う 体 制 を 整 え て い る（ 資 料 2-18［ 自 己 点 検・評 価 に お け る 責 任 体 制 の 明 確 化 に つ

い て〔 2023 年 10 月 12 日 開 催 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 資 料 〕）（ 資 料 2-19［ 2023 年 10 月 12

日 開 催 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 議 事 録 ］）。  

 こ う し た 整 備 に よ っ て 、「 第 Ⅳ 期 中 期 経 営 戦 略 」 の 進 捗 や 達 成 度 を 測 る PDCA 活 動 と 、

大 学 の 全 般 的 な 教 育 研 究 活 動 等 を 自 己 点 検・評 価 す る PDCA 活 動 と を 明 確 に 区 分 し た 。こ

れ ら の 新 た な 内 部 質 保 証 体 制 に よ っ て 、 前 回 第 Ⅱ 期 認 証 評 価 の 際 に 付 さ れ た 意 見 に も 対 応

で き た と 考 え て い る 。  

 な お 、 第 Ⅳ 期 中 期 経 営 戦 略 の 進 捗 確 認 に 用 い て い る シ ー ト や 根 拠 資 料 は 自 己 点 検 ・ 評 価

において根拠資料とする形で⼀貫性を持たせており、また経営戦略を所管する理事⻑室の

室⻑を全学⾃⼰点検・評価委員会の構成員にする こ と に よ っ て 、 学 院 の 戦 略 の 進 捗 お よ び

達 成 度 の 評 価 と 、 大 学 の 全 般 的 な 自 己 点 検 ・ 評 価 と を 連 携 で き る 体 制 を と っ て い る 。  

点検 ・評価項目③ ：方針及 び手続に基づ き、内部 質保証システ ムは有効 に機能してい るか。 

評価の視点１：学位授与方針、教育課程の編成・実施方針及び学生の受け入れ方針の策定

のための全学としての基本的な考え方の設定 

評価の視点２：方針及び手続に従った内部質保証活動の実施 

評価の視点３：全学内部質保証推進組織による学部・研究科その他の組織における教育の

ＰＤＣＡサイクルを機能させる取り組み 

評価の視点４：学部・研究科その他の組織における点検・評価の定期的な実施 

評価の視点５：学部・研究科その他の組織における点検・評価結果に基づく改善・向上の

計画的な実施 

評価の視点６：行政機関、認証評価機関等からの指摘事項（設置計画履行状況等調査等）

に対する適切な対応 

評価の視点７：点検・評価における客観性、妥当性の確保 
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１． 学位授与方針、教育課程の編成・実施方針及び学生の受け入れ方針の策定のための全

学としての基本的な考え方の設定 

本 学 は 、学 位 授 与 方 針（ デ ィ プ ロ マ・ポ リ シ ー ）、教 育 課 程 の 編 成・実 施 方 針（ カ リ キ ュ

ラ ム・ポ リ シ ー ）、学 生 の 受 け 入 れ 方 針（ ア ド ミ ッ シ ョ ン・ポ リ シ ー ）の ３ つ の ポ リ シ ー を

策 定 し 、学 内 外 に 広 く 公 表 し て い る（ 資 料 2-20【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /３ つ の ポ リ シ

ー ・ カ リ キ ュ ラ ム マ ッ プ ］）。  

 ま た 、こ の ３ つ の ポ リ シ ー の 妥 当 性 を 継 続 的 に 見 直 す た め 、本 学 で は「 追 手 門 学 院 大 学・

大 学 院 に お け る ３ つ の ポ リ シ ー を 策 定 す る た め の 基 本 方 針 」 を 策 定 し 、 学 内 外 に 広 く 公 表

し て い る（ 資 料 2-21【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /内 部 質 保 証 、自 己 点 検・評 価 、認 証 評 価

/追 手 門 学 院 大 学 ・ 大 学 院 に お け る ３ つ の ポ リ シ ー を 策 定 す る た め の 基 本 方 針 ］）。  

 さ ら に 、 本 学 で は ア セ ス メ ン ト プ ラ ン を 策 定 し 、 大 学 全 体 レ ベ ル 、 学 位 プ ロ グ ラ ム レ ベ

ル 、授 業 科 目 レ ベ ル 、の ３ つ の 階 層 そ れ ぞ れ で 教 育 の 質 の 向 上 に 係 る PDCA サ イ ク ル を 運

用 し て い る（ 資 料 2-8【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /内 部 質 保 証 、自 己 点 検・評 価 、認 証 評 価

/追 手 門 学 院 大 学 の ア セ ス メ ン ト プ ラ ン ］）。  

 ア セ ス メ ン ト プ ラ ン に 基 づ き 、 本 学 で は 教 育 研 究 等 活 動 の 全 般 の 自 己 点 検 ・ 評 価 に あ た

っ て「 自 己 点 検・評 価 シ ー ト 」を 用 い て い る 。「 自 己 点 検・評 価 シ ー ト 」は 大 学 基 準 協 会 が

定 め る 10 の 点 検・評 価 基 準 ご と に 作 成 す る も の で 、自 己 点 検・評 価 報 告 書 に 用 い る「 評 価

の 視 点 」 を 点 検 ・ 評 価 項 目 と し て ５ 段 階 の 自 己 評 価 を 行 う 様 式 と な っ て い る 。 点 検 ・ 評 価

基 準 全 体 で の 取 り 組 み 状 況 を 総 括 す る と と も に 、自 己 評 価 が C 評 価 と な っ た 点 検 項 目 に つ

い て は 改 善 す べ き 点 を 記 載 す る こ と と し て い る 。  

各部局による⾃⼰点検・評価を終えたのち、副学⻑による点検・評価を行 う こ と で 客 観

性 を 担 保 し て い る（ 資 料 2-22［ 自 己 点 検・評 価 体 制 の 強 化 に つ い て〔 2023 年 年 9 月 21 日

開 催 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 資 料 〕］）（ 資 料 2-6［ 2023 年 9 月 21 日 開 催 内 部 質 保 証 推 進 委 員

会 議 事 録 ］）。  

 上 記 の 「 自 己 点 検 ・ 評 価 シ ー ト 」 は 、 教 育 研 究 等 活 動 全 般 の 自 己 点 検 に 用 い る も の で あ

る が 、 加 え て 、 学 位 プ ロ グ ラ ム レ ベ ル の 内 部 質 保 証 の 取 り 組 み と し て 、 各 学 部 で は カ リ キ

ュ ラ ム ・ ア セ ス メ ン ト ・ チ ェ ッ ク リ ス ト を 用 い た 学 習 成 果 の 達 成 度 評 価 を 行 っ て い る 。 こ

の 取 り 組 み の 中 で 、 カ リ キ ュ ラ ム を 改 編 す る 、 ３ つ の ポ リ シ ー を 改 訂 す る と い っ た 必 要 性

が 各 学 部・研 究 科 等 か ら 提 示 さ れ た 際 に は 、「 追 手 門 学 院 大 学・大 学 院 に お け る ３ つ の ポ リ

シ ー を 策 定 す る た め の 基 本 方 針 」 を 参 照 す る よ う に 呼 び か け て い る 。  

 こ れ ら の 方 針 や 様 式 が 策 定 さ れ た 経 緯 と し て は 、 2018 年 度 に 教 育 開 発 セ ン タ ー （ 旧 称 。

現 、 教 育 支 援 セ ン タ ー ） 主 導 の も と 各 学 部 に お け る カ リ キ ュ ラ ム ・ ア セ ス メ ン ト ・ チ ェ ッ

ク リ ス ト の 作 成 ワ ー ク シ ョ ッ プ が 行 わ れ た こ と に 端 を 発 し て い る （ 資 料 2-23［ 2018 年 度

夏 期 全 体 研 修 開 催 ス ケ ジ ュ ー ル ］）。 カ リ キ ュ ラ ム ・ ア セ ス メ ン ト ・ チ ェ ッ ク リ ス ト は 、 デ

ィ プ ロ マ ポ リ シ ー と 、 そ の 評 価 方 法 、 対 象 、 実 施 時 期 、 実 施 頻 度 、 評 価 者 、 実 施 責 任 者 か

ら な る 様 式 で あ り 、 学 修 成 果 の 達 成 具 合 に つ い て 点 検 ・ 評 価 を 行 う た め の 手 段 や 計 画 を 示

し た も の で あ る（ 資 料 2-24［ カ リ キ ュ ラ ム・ア セ ス メ ン ト・チ ェ ッ ク リ ス ト（ 様 式 ）］）。こ

の ワ ー ク シ ョ ッ プ に よ っ て カ リ キ ュ ラ ム を 継 続 的 に 改 善 す る 方 針 が 確 認 さ れ 、2018 年 9 月

24 日 の 大 学 教 育 研 究 評 議 会 に お い て ア セ ス メ ン ト・ポ リ シ ー（ 現 在 の ア セ ス メ ン ト プ ラ ン ）
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が 策 定 さ れ た （ 資 料 2-25［ 2018 年 9 月 24 日 開 催 大 学 教 育 研 究 評 議 会 議 事 録 （ 抜 粋 ）］）。  

 そ の 後 、 コ ロ ナ 禍 に よ る 停 滞 は あ っ た も の の 、 断 続 的 に カ リ キ ュ ラ ム ・ ア セ ス メ ン ト ・

チ ェ ッ ク リ ス ト 及 び そ の 自 己 評 価 報 告 書 を 用 い た カ リ キ ュ ラ ム の 点 検 ・ 評 価 お よ び 改 善 活

動 は な さ れ て お り 、2023 年 2 月 9 日 に は 継 続 的 な ポ リ シ ー 見 直 し の た め 、大 学 全 体 と し て

の ポ リ シ ー 策 定 の た め の 指 針 を 規 定 す る 必 要 が あ る と の 観 点 か ら 、「 大 学・大 学 院 に お け る

3 つ の ポ リ シ ー を 策 定 す る た め の 基 本 方 針 」 を 策 定 し た （ 資 料 2-26［ 2023 年 2 月 9 日 開

催 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 議 事 録 ］）（ 資 料 2-21【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /内 部 質 保 証 、自

己 点 検・評 価 、認 証 評 価 /追 手 門 学 院 大 学・大 学 院 に お け る ３ つ の ポ リ シ ー を 策 定 す る た め

の 基 本 方 針 ］）。  

２．方針及び手続に従った内部質保証活動の実施 

 本 学 で は 、「 内 部 質 保 証 の 方 針 」や「 大 学・大 学 院 に お け る 3 つ の ポ リ シ ー を 策 定 す る た

め の 基 本 方 針 」、「 ３ つ の ポ リ シ ー 」、「 ア セ ス メ ン ト プ ラ ン 」 な ど 、 内 部 質 保 証 の 推 進 に 必

要 な 方 針 を 策 定 し て い る 。 ま た 、 こ れ ら の 方 針 に 基 づ き 、 前 述 し た 全 学 自 己 点 検 ・ 評 価 委

員 会 や 内 部 質 保 証 推 進 会 、 各 学 部 等 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員 会 な ど が ど の よ う な 役 割 を 担 い 、

相 互 に 関 係 し て い る の か に つ い て「 教 育 に 焦 点 を 当 て た 内 部 質 保 証 シ ス テ ム 体 系 図 」（ 本 章

P3 に 示 し た 図 を 参 照 の こ と ）と し て ま と め て い る（ 資 料 2-1【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /

内 部 質 保 証 、自 己 点 検・評 価 、認 証 評 価 /追 手 門 学 院 大 学 自 己 点 検・評 価 規 程 ］）（ 資 料 2-3

【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /内 部 質 保 証 、自 己 点 検・評 価 、認 証 評 価 /追 手 門 学 院 大 学 内 部

質 保 証 推 進 委 員 会 規 程 ］）（ 資 料 2-4【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /内 部 質 保 証 、自 己 点 検・評

価 、認 証 評 価 /追 手 門 学 院 大 学 学 部 等 自 己 点 検・評 価 委 員 会 規 程 ］）（ 資 料 2-5［ 追 手 門 学 院

大 学 教 育 支 援 セ ン タ ー 規 程 ］）。  

以 上 の 方 針 お よ び 体 制 、 ま た 全 学 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員 会 が 示 す 実 施 計 画 の も と 、 内 部 質

保 証 活 動 を 実 施 す る こ と と し て い る 。 以 下 に は 、 教 育 面 に 焦 点 を あ て た 内 部 質 保 証 活 動 の

実 施 と 、 全 学 的 な 観 点 で の 内 部 質 保 証 活 動 に つ い て 記 す 。  

〇 教 育 の 内 部 質 保 証 活 動  

 本 学 で は 、「 ア セ ス メ ン ト プ ラ ン 」 を 定 め 、 そ の う ち 学 位 プ ロ グ ラ ム レ ベ ル に お い て は 、

「 学 部 ・ 機 構 ご と に カ リ キ ュ ラ ム の 到 達 度 や プ ロ セ ス の 測 定 方 法 を 記 載 し た チ ェ ッ ク リ ス

ト を 用 い て 学 生 の 学 修 成 果 を 中 心 に カ リ キ ュ ラ ム の 評 価 ・ 点 検 を 行 い 、 そ の 結 果 を カ リ キ

ュ ラ ム の 改 善 に 活 用 」す る こ と と し 、「 カ リ キ ュ ラ ム・ア セ ス メ ン ト・チ ェ ッ ク リ ス ト 」と

「 カ リ キ ュ ラ ム ・ ア セ ス メ ン ト ・ チ ェ ッ ク リ ス ト に 基 づ く 自 己 評 価 報 告 シ ー ト 」（ 2023 年

度 よ り 「 カ リ キ ュ ラ ム ・ ア セ ス メ ン ト ・ チ ェ ッ ク リ ス ト に 基 づ く 自 己 評 価 報 告 書 」 か ら 改

称 ） に よ っ て 各 学 部 等 の 学 修 成 果 の 測 定 と そ の 評 価 を 行 っ て い る （ 資 料 2-27［ 2022 年 度

カ リ キ ュ ラ ム・ア セ ス メ ン ト・チ ェ ッ ク リ ス ト（ 統 合 版 ）］）（ 資 料 2-28［ 2022 年 度 カ リ キ

ュ ラ ム ・ ア セ ス メ ン ト ・ チ ェ ッ ク リ ス ト に 基 づ く 自 己 評 価 報 告 書 （ 統 合 版 ）］）。  

 「 カ リ キ ュ ラ ム ・ ア セ ス メ ン ト ・ チ ェ ッ ク リ ス ト 」 は デ ィ プ ロ マ ポ リ シ ー と 、 そ の 評 価

方 法 、 対 象 、 実 施 時 期 、 実 施 頻 度 、 評 価 者 、 実 施 責 任 者 か ら な る 様 式 で あ り 、 学 修 成 果 の

達 成 具 合 に つ い て 点 検・評 価 を 行 う た め の 手 段 や 計 画 を 示 し た も の で あ る（ 資 料 2-24［ カ
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リ キ ュ ラ ム ・ ア セ ス メ ン ト ・ チ ェ ッ ク リ ス ト （ 様 式 ）］）。「 カ リ キ ュ ラ ム ・ ア セ ス メ ン ト ・

チ ェ ッ ク リ ス ト に 基 づ く 自 己 評 価 報 告 シ ー ト 」 は 「 カ リ キ ュ ラ ム ・ ア セ ス メ ン ト ・ チ ェ ッ

ク リ ス ト 」 に 示 さ れ た デ ィ プ ロ マ ポ リ シ ー に 対 す る 、 対 象 学 生 の 到 達 目 標 達 成 度 や そ の 根

拠 、今 後 の 具 体 的 対 応 や 総 括 コ メ ン ト を 記 載 す る 欄 で 構 成 さ れ て い る（ 資 料 2-29［ カ リ キ

ュ ラ ム・ア セ ス メ ン ト・チ ェ ッ ク リ ス ト に 基 づ く 自 己 評 価 報 告 書（ 様 式 ）］）。本 報 告 シ ー ト

を 用 い て 学 修 成 果 の 達 成 度 合 を 自 己 評 価 す る こ と で 、 評 価 方 法 や カ リ キ ュ ラ ム の 改 善 に つ

な げ て い る 。  

 「 カ リ キ ュ ラ ム ・ ア セ ス メ ン ト ・ チ ェ ッ ク リ ス ト 」 の 作 成 は 、 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 か

ら 各 学 部 等 へ 作 成 の 指 示 を 行 う と こ ろ か ら 始 ま る（ 資 料 2-30［ 2023 年 5 月 18 日 開 催 内 部

質 保 証 推 進 委 員 会 議 題 ・ 資 料 ］）。 各 学 部 等 は 教 育 支 援 セ ン タ ー に よ る 助 言 や 支 援 を 受 け な

が ら チ ェ ッ ク リ ス ト を 作 成 し 、 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 に 提 出 を す る 。 そ の 後 、 内 部 質 保 証

推 進 委 員 会 か ら 依 頼 を 受 け た 教 育 支 援 セ ン タ ー に よ る 点 検 ・ 評 価 が あ り 、 内 部 質 保 証 推 進

委 員 会 へ と そ の 報 告 が な さ れ る 。 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 で は 、 学 部 等 よ り 提 出 さ れ た 「 カ

リ キ ュ ラ ム ・ ア セ ス メ ン ト ・ チ ェ ッ ク リ ス ト 」 を 点 検 ・ 評 価 し 、 全 学 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員

会 へ と 報 告 を 行 う 。 全 学 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員 会 に お い て も 点 検 ・ 評 価 を 行 い 、 必 要 に 応 じ

て フ ィ ー ド バ ッ ク を 行 っ て い る （ 下 図 参 照 ）。  

 「 カ リ キ ュ ラ ム ・ ア セ ス メ ン ト ・ チ ェ ッ ク リ ス ト に 基 づ く 自 己 評 価 報 告 シ ー ト 」 に つ い

て も 、 大 き く は 「 カ リ キ ュ ラ ム ・ ア セ ス メ ン ト ・ チ ェ ッ ク リ ス ト 」 と 同 様 に 、 内 部 質 保 証

推 進 委 員 会 か ら の 作 成 指 示 の も と 各 学 部 等 に よ り 作 成 が な さ れ 、 そ れ を 教 育 支 援 セ ン タ ー

が 点 検・評 価 し た 後 、内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 お よ び 全 学 自 己 点 検・評 価 委 員 会 に よ る 点 検・

評 価 を 行 う 流 れ と し て い る （ 下 図 参 照 ）。  
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 た だ し 、「 カ リ キ ュ ラ ム ・ ア セ ス メ ン ト ・ チ ェ ッ ク リ ス ト に 基 づ く 自 己 評 価 報 告 シ ー ト 」

の 運 用 フ ロ ー は 、 学 部 等 間 で ピ ア ・ レ ビ ュ ー を 行 う 点 が 「 カ リ キ ュ ラ ム ・ ア セ ス メ ン ト ・

チ ェ ッ ク リ ス ト 」 の そ れ と は 異 な っ て い る 。 こ の ピ ア ・ レ ビ ュ ー は FD 活 動 の 一 環 と し て

も 実 施 さ れ 、 他 学 部 の 良 い 点 や 改 善 が 必 要 と 思 わ れ る 点 、 自 組 織 で 活 か し た い 点 、 な ど コ

メ ン ト と し て 記 載 し 双 方 で 共 有 す る こ と で 、 互 い に 質 の 向 上 に つ な が る 気 づ き を 得 る 点 に

狙 い が あ る 。  

 こ の よ う に 、 決 ま っ た 様 式 を 用 い て 各 学 部 等 が 自 己 点 検 ・ 評 価 を 行 っ た 後 、 教 育 支 援 セ

ン タ ー や 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 、 全 学 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員 会 と い っ た 複 数 の 機 関 が 、 定 め

ら れ た 役 割 に 基 づ き 重 層 的 に 点 検 ・ 評 価 を 行 っ て い る 。  

 本 学 で は 、 こ れ ら の 様 式 を 用 い て 学 位 プ ロ グ ラ ム レ ベ ル の 内 部 質 保 証 活 動 を 行 っ て き た

も の の 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 流 行 も あ り 、 継 続 的 な 実 施 体 制 が 十 分 に 整 備 さ れ て い な い

こ と 、 ま た フ ィ ー ド バ ッ ク の 仕 組 み が 確 立 さ れ て い な い こ と 、 大 学 院 に お い て は 作 成 さ れ

て い な い こ と 、 と い う ３ 点 の 課 題 が あ っ た 。 そ こ で 、 2024 年 1 月 18 日 の 内 部 質 保 証 推 進

委 員 会 に お い て 、 こ れ ま で の 経 緯 を ふ ま え つ つ 前 述 の 課 題 を 克 服 す る た め 、 定 期 的 に 自 己

点 検 ・ 評 価 お よ び フ ィ ー ド バ ッ ク が な さ れ る た め の 運 用 フ ロ ー と 様 式 の 改 訂 を 行 っ た （ 資

料 2-31［ 学 部 等 の 自 己 点 検・評 価 サ イ ク ル に つ い て〔 2024 年 1 月 18 日 開 催 内 部 質 保 証 推

進 委 員 会 資 料 〕］）。 今 後 は 、 こ の 取 り 組 み を 継 続 的 に 行 っ て い き た い と 考 え て い る 。  

〇 大 学 運 営 全 体 と し て の 内 部 質 保 証 活 動  

 先 述 の と お り 、 本 学 で は こ れ ま で 「 中 期 経 営 戦 略 」 に お け る 重 点 中 核 施 策 の 進 捗 状 況 報

告 シ ー ト を 自 己 点 検 ・ 評 価 を 行 う た め の 帳 票 と し て も 活 用 し 、 重 点 中 核 施 策 の 進 捗 状 況 か

ら 自 己 点 検 ・ 評 価 状 況 を 判 定 し て い た 。 し か し 2017 年 度 に 受 審 し た 第 Ⅱ 期 認 証 評 価 で の

講 評 や 、 そ の 後 の 「 改 善 報 告 書 の 検 討 結 果 」 に お い て 、 全 般 的 な 点 検 と な っ て い な い と い

19



う 指 摘 を 受 け た こ と か ら 、 自 己 点 検 ・ 評 価 に か か る 運 用 フ ロ ー お よ び 点 検 評 価 に 用 い る シ

ー ト を 刷 新 す る こ と と し た（ 資 料 2-22［ 自 己 点 検・評 価 体 制 の 強 化 に つ い て〔 2023 年 9 月

21 日 開 催 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 資 料 〕］）（ 資 料 2-6 ［ 2023 年 9 月 21 日 開 催 内 部 質 保 証 推

進 委 員 会 議 事 録 ］）。  

 そ の た め 、現 在 で は 大 学 全 般 の 教 育 研 究 等 活 動 を 自 己 点 検・評 価 す る た め の 様 式 と し て 、

「 自 己 点 検・評 価 シ ー ト 」と い う 、大 学 基 準 協 会 が 定 め る 10 の 点 検・評 価 基 準 ご と に 自 己

評 価 入 力 様 式 を 用 い る こ と と し た（ 資 料 2-32［ 自 己 点 検・評 価 シ ー ト（ 様 式 ）］）。ま ず 、各

部 局 が 自 身 に 関 係 す る 大 学 基 準 協 会 が 定 め る 点 検 ・ 評 価 項 目 ご と に 自 己 評 価 を 行 い 、 担 当

し て い る 領 域 の 総 評 と 改 善 す べ き 事 項 お よ び そ の 方 策 を 記 載 す る こ と と し て い る 。そ の 後 、

点 検 ・ 評 価 領 域 ご と に 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 に お け る 立 場 と し て 割 り 当 て ら れ た 点 検 主 担

当の副学⻑が点検を⾏い、さ ら に ダ ブ ル チ ェ ッ ク と し て 、 全 学 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員 会 の 立

場 と し て 割 り 当 て ら れ た 、主担当以外の副学⻑に よ る 点 検 も 行 う 体 制 と し た（ 資 料 2-18［ 自

己 点 検 ・ 評 価 に お け る 責 任 体 制 の 明 確 化 に つ い て 〔 2023 年 10 月 12 日 開 催 内 部 質 保 証 推

進 委 員 会 資 料 〕］）（ 資 料 2-17［ 2023 年 10 月 12 日 開 催 大 学 教 育 研 究 評 議 会 議 事 録（ 抜 粋 ）］）。  

 な お 、 当 該 「 自 己 点 検 ・ 評 価 シ ー ト 」 は 、 2023 年 11 月 2 日 に 開 催 さ れ た 外 部 評 価 委 員

会 に お い て 外 部 評 価 委 員 よ り 、「 目 的 を 『 改 善 』 に 置 く べ き で あ り 、 現 状 は C 評 価 に な っ

た 項 目 の み 、 改 善 方 策 を 書 く 様 式 と な っ て い る 。 各 項 目 に わ た り 改 善 を 検 討 し 、 内 省 で き

る 様 式 に し て は ど う か 」と い う 趣 旨 の 意 見 が 付 さ れ た 。そ の た め 、外 部 評 価 委 員 会 後 の 2023

年 12 月 14 日 の 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 に お い て 、外 部 評 価 委 員 の 意 見 を 報 告 し 、よ り「 改

善 」を 意 識 し た 様 式 へ と 改 訂 す る 必 要 が あ る こ と を 共 有 し た（ 資 料 2-33［ 外 部 評 価 委 員 会

報 告 と 改 善 の 方 向 性〔 2023 年 12 月 14 日 開 催 全 学 自 己 点 検・評 価 委 員 会 資 料 〕］）（ 資 料 2-

34［ 2023 年 12 月 14 日 開 催 全 学 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員 会 議 事 録 ］）。  

 以 上 、 教 育 の 内 部 質 保 証 と 大 学 運 営 全 体 と し て の 内 部 質 保 証 の そ れ ぞ れ で 作 成 し た 、 カ

リ キ ュ ラ ム ・ ア セ ス メ ン ト ・ チ ェ ッ ク リ ス ト や 自 己 点 検 ・ 評 価 シ ー ト 等 の 帳 票 は 、 内 部 質

保 証 推 進 委 員 会 で の 点 検・評 価 を 受 け た う え 、全 学 自 己 点 検・評 価 委 員 会 に お い て も 点 検・

評 価 が な さ れ る 。 そ の 後 、 外 部 評 価 委 員 会 に 報 告 さ れ る こ と と な っ て い る 。 外 部 評 価 委 員

に よ る 点 検 ・ 評 価 結 果 と 指 摘 を 得 る こ と で 、 本 学 の 教 育 研 究 活 動 等 諸 活 動 お よ び そ れ に 付

随 す る 自 己 点 検 ・ 評 価 活 動 の 妥 当 性 、 客 観 性 を 担 保 し て い る （ 資 料 2-35［ 2023 年 11 月 2

日 開 催 外 部 評 価 委 員 会 次 第 ］）（ 資 料 2-36［ 追 手 門 学 院 大 学 の 内 部 質 保 証 に つ い て〔 2023 年

11 月 2 日 開 催 外 部 評 価 委 員 会 報 告 資 料 〕］）（ 資 料 2-37［ 2023 年 11 月 2 日 開 催 外 部 評 価 委

員 会 議 事 録 ］）。  

３．全学内部質保証推進組織による学部・研究科その他の組織における教育のＰＤＣＡサ 

  イクルを機能させる取り組み 

 教 育 の 内 部 質 保 証 活 動 と し て 前 述 し た と お り 、「 ア セ ス メ ン ト プ ラ ン 」に 基 づ き 、カ リ キ

ュ ラ ム ・ ア セ ス メ ン ト ・ チ ェ ッ ク リ ス ト と そ の 報 告 シ ー ト を 用 い 、 各 学 部 等 は 学 位 プ ロ グ

ラ ム レ ベ ル で の 自 己 点 検・評 価 の PDCA サ イ ク ル の 運 用 を 行 っ て い る 。こ れ ら の 活 動 を 機

能 さ せ る た め の 工 夫 と し て 、 教 育 支 援 セ ン タ ー の 協 力 が 挙 げ ら れ る 。 内 部 質 保 証 推 進 委 員
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会 と 各 学 部 等 の 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員 会 と い う 上 下 の 関 係 だ け で は 、 各 学 部 等 は 自 己 点 検 ・

評 価 の 対 象 範 囲 や 精 度 に ば ら つ き が で る た め 、 教 育 支 援 セ ン タ ー が 各 学 部 等 の カ リ キ ュ ラ

ム・ア セ ス メ ン ト・チ ェ ッ ク リ ス ト 作 成 に あ た っ て の 支 援・相 談 対 応 を 行 っ て い る 。ま た 、

教 員 個 人 の 授 業 改 善 に 対 し て 相 談 ・ 支 援 を 行 っ た り 、 各 種 研 修 を 実 施 し た り す る こ と で 、

各 学 部 等 の 足 並 み を そ ろ え る こ と に 寄 与 し て い る （ 資 料 2-5［ 追 手 門 学 院 大 学 教 育 支 援 セ

ン タ ー 規 程 ］）（ 資 料 2-38［ 2022 年 度 教 育 支 援 セ ン タ ー 活 動 報 告 書 ］）。さ ら に 、カ リ キ ュ ラ

ム ・ ア セ ス メ ン ト ・ チ ェ ッ ク リ ス ト に 基 づ く 報 告 シ ー ト を 作 成 し た 後 、 学 部 等 間 で ピ ア ・

レ ビ ュ ー を 行 う こ と と し て い る こ と か ら 、 客 観 的 な 点 検 ・ 評 価 と と も に 、 改 善 に 向 け た 活

発 な 意 見 交 換 が 期 待 で き る 。  

４．学部・研究科その他の組織における点検・評価の定期的な実施 

カ リ キ ュ ラ ム ・ ア セ ス メ ン ト ・ チ ェ ッ ク リ ス ト と そ の 報 告 シ ー ト 作 成 に よ る 点 検 ・ 評 価

は 、 学 部 に お い て は コ ロ ナ 禍 の 影 響 も あ り 断 続 的 な 実 施 に 留 ま っ て い る 。 ま た 、 研 究 科 に

お い て は 自 己 点 検 ・ 評 価 報 告 書 の 原 稿 を も っ て 自 己 点 検 ・ 評 価 を 行 っ て い た も の の 、 カ リ

キ ュ ラ ム ・ ア セ ス メ ン ト ・ チ ェ ッ ク リ ス ト を 用 い た 点 検 ・ 評 価 を 実 施 で き て い な か っ た 。

そ の た め 、 2023 年 10 月 12 日 第 5 回 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 に お い て 定 期 的 な 実 施 と 研 究

科 で の 点 検・評 価 に 課 題 が あ る 旨 の 問 題 提 起 を 行 っ た（ 資 料 2-39［ 学 部 等 の 自 己 点 検・評

価 サ イ ク ル の 課 題 に つ い て〔 2023 年 10 月 12 日 開 催 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 資 料 〕］）（ 資 料

2-19［ 2023 年 10 月 12 日 開 催 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 議 事 録 ］）。  

 そ の 後 、2024 年 1 月 18 日 第 7 回 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 に お い て 、学 部 等 に お け る 自 己

点 検・評 価 サ イ ク ル の 改 善 に つ い て 提 起 し た 。そ れ に よ り 、2023 年 度 分 の 学 部・研 究 科 等

に お け る 自 己 点 検 ・ 評 価 は 、 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 か ら の 指 示 の も と 、 教 育 支 援 セ ン タ ー

に よ る 助 言 ・ 支 援 を 受 け な が ら 刷 新 さ れ た 様 式 、 フ ロ ー に て 実 施 す る こ と を 予 定 し て い る

（ 資 料 2-40［ 学 部 等 の 自 己 点 検・評 価 サ イ ク ル に つ い て〔 2024 年 1 月 18 日 開 催 内 部 質 保

証 推 進 委 員 会 資 料 〕］）（ 資 料 2-41［ 2024 年 1 月 18 日 開 催 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 議 事 録 ］）。  

 な お 、 本 学 で は 対 面 授 業 を 中 心 に 授 業 を 開 講 し て い た が 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の

流 行 に よ り 、 拡 大 防 止 の 観 点 か ら 遠 隔 授 業 （ オ ン ラ イ ン 授 業 ） 導 入 し 、 現 在 に お い て も 継

続 し て 併 用 し て い る 。カ リ キ ュ ラ ム・ア セ ス メ ン ト・チ ェ ッ ク リ ス ト の 作 成 に あ た っ て は 、

遠 隔 授 業 実 施 や LMS の 使 用 を ふ ま え た 授 業 ア ン ケ ー ト 結 果 や 成 績 評 価 結 果 を ふ ま え た 点

検 ・ 評 価 を 各 学 部 等 が 行 い 、 そ の 結 果 を 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 及 び 全 学 自 己 点 検 ・ 評 価 委

員 会 で 点 検 ・ 評 価 し て い る こ と か ら 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス へ の 対 応 ・ 対 策 を ふ ま え た 内 部

質 保 証 活 動 を 行 っ て い る 。 ま た 、 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 や 全 学 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員 会 の 開

催 に あ た っ て は 、 遠 隔 会 議 シ ス テ ム を 用 い る こ と で オ ン ラ イ ン で の 参 加 を 可 能 と す る こ と

で 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス に 対 応 し た 。  

５．学部・研究科その他の組織における点検・評価結果に基づく改善・向上の計画的な実 

  施 

 各 学 部 ・ 研 究 科 が 行 う 点 検 ・ 評 価 に 用 い て い る 様 式 は 「 カ リ キ ュ ラ ム ・ ア セ ス メ ン ト ・
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チ ェ ッ ク リ ス ト 」 と 「 カ リ キ ュ ラ ム ・ ア セ ス メ ン ト ・ チ ェ ッ ク リ ス ト に 基 づ く 自 己 評 価 報

告 シ ー ト 」で あ る 。「 カ リ キ ュ ラ ム・ア セ ス メ ン ト・チ ェ ッ ク リ ス ト 」の 様 式 に は 、教 育 支

援 セ ン タ ー に よ る 点 検 ・ 評 価 結 果 を 記 載 す る 欄 を 設 け て お り 、 様 式 の 記 載 を 進 め る と 確 実

に 改 善 す べ き 事 項 が 学 部 に フ ィ ー ド バ ッ ク さ れ る 様 式 と な っ て い る 。「 カ リ キ ュ ラ ム・ア セ

ス メ ン ト ・ チ ェ ッ ク リ ス ト 」 に 基 づ く 自 己 評 価 報 告 シ ー ト の 様 式 に は 、 ピ ア ・ レ ビ ュ ー 担

当 学 部 と 教 育 支 援 セ ン タ ー が 点 検 ・ 評 価 内 容 を 記 載 す る 欄 を 設 け て お り 、 様 式 の 記 載 を 進

め る と 確 実 に 改 善 す べ き 事 項 が 学 部 に フ ィ ー ド バ ッ ク さ れ る 様 式 と な っ て い る 。 ま た 、 こ

れ ら の 様 式 を 用 い て 確 実 に 自 己 点 検・評 価 が 実 施 で き る よ う 、運 用 フ ロ ー の 整 備 を 2024 年

1 月 18 日 第 7 回 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 に お い て 提 起 し た（ 資 料 2-40［ 学 部 等 の 自 己 点 検・

評 価 サ イ ク ル に つ い て 〔 2024 年 1 月 18 日 開 催 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 資 料 〕］）。  

 ま た 、 教 育 支 援 セ ン タ ー に よ る 点 検 ・ 評 価 を 経 た 「 カ リ キ ュ ラ ム ・ ア セ ス メ ン ト ・ チ ェ

ッ ク リ ス ト 」 や 「 カ リ キ ュ ラ ム ・ ア セ ス メ ン ト ・ チ ェ ッ ク リ ス ト に 基 づ く 自 己 評 価 報 告 シ

ー ト 」 は 、 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 へ と 報 告 が な さ れ 、 全 学 的 観 点 か ら 自 己 点 検 ・ 評 価 を 行

っ た う え 、 全 学 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員 会 へ と 報 告 を 行 う こ と と な っ て い る 。 全 学 自 己 点 検 ・

評 価 委 員 会 に お い て は 、 点 検 ・ 評 価 結 果 や 指 摘 事 項 を 精 査 し 、 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 へ と

フ ィ ー ド バ ッ ク す る と と も に 、 自 己 点 検 ・ 評 価 の 結 果 を 外 部 評 価 委 員 会 に も 報 告 し 、 客 観

的 な 立 場 か ら の 点 検 ・ 評 価 ・ 指 摘 を 受 け る こ と で 、 教 育 研 究 活 動 及 び そ れ に 付 随 す る 自 己

点 検 ・ 評 価 活 動 に つ い て 妥 当 性 を 持 た せ て い る 。 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 に 伝 え ら れ た フ ィ

ー ド バ ッ ク は 、 そ の 内 容 が 精 査 さ れ た う え で 、 さ ら に 学 部 等 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員 会 へ と フ

ィ ー ド バ ッ ク さ れ る こ と で 、 各 学 部 等 の 教 育 研 究 活 動 等 諸 活 動 の 改 善 ・ 向 上 に つ な げ て い

る 。  

６．行政機関、認証評価機関等からの指摘事項（設置計画履行状況等調査等）に対する適  

  切な対応 

大 学 基 準 協 会 よ り 第 Ⅱ 期 認 証 評 価 受 審 の 際 に 改 善 勧 告 と し て 1 項 目 、 努 力 課 題 と し て 7

項 目 が 挙 げ ら れ た （ 資 料 2-13【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /内 部 質 保 証 、 自 己 点 検 ・ 評 価 、

認 証 評 価 /追 手 門 学 院 大 学 に 対 す る 大 学 評 価（ 認 証 評 価 ）結 果〔 2017 年 度 〕］）。そ れ ら の 内

容 に つ い て 、「 追 手 門 学 院 大 学 自 己 点 検・評 価 規 程 第 7 条 」に 則 り 、全 学 自 己 点 検・評 価 委

員 会 等 に て 改 善 策 の 検 討 お よ び 対 応 を 行 っ た う え で 改 善 報 告 書 を 提 出 し た（ 資 料 2-14［ 改

善 報 告 書 ］）。  

そ の 後 、大 学 基 準 協 会 よ り 2021 年 度 に 受 領 し た「『 善 報 告 書 の 検 討 結 果 に つ い て（ 通 知 ）」

に お い て は 、 改 善 勧 告 と な っ て い た 事 項 「 研 究 指 導 計 画 の 策 定 」（ 改 善 勧 告 No.1） に つ い

て は 再 度 報 告 を 求 め ら れ る 事 項 は な か っ た も の の 、「 経 営・経 済 研 究 科 博 士 後 期 課 程 の カ リ

キ ュ ラ ム の 整 合 性 を と り 、 明 示 す る こ と 」（ 努 力 課 題 No.3）、「 各 研 究 科 に お け る 組 織 的 な

FD 実 施 体 制 の 構 築 と FD 実 施 」（ 努 力 課 題 No.4）、「 心 理 学 部 、国 際 教 養 学 部 の 編 入 学 生 定

員 比 率 の 改 善 」（ 努 力 課 題 No.5）、「 各 研 究 科 の 収 容 定 員 比 率 の 改 善 」（ 努 力 課 題 No.6）、「 全

般 的 な 教 育 の 自 己 点 検 を 行 う 内 部 質 保 証 体 制 の 構 築 」（ 努 力 課 題 No.7） に つ い て は さ ら な

る 改 善 お よ び 対 応 が 求 め ら れ た （ 資 料 2-15［ 改 善 報 告 書 の 検 討 結 果 に つ い て ］）。  

こ の こ と か ら 、 全 学 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員 会 に お い て 対 応 の 方 針 を 決 定 し 、 学 内 の 関 係 部
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局 に て 改 善 を 行 っ た（ 資 料 2-42［ 2021 年 度 自 己 点 検・評 価  評 価 者（ 案 ）に つ い て〔 2022

年 5 月 19 日 開 催 全 学 自 己 点 検・評 価 委 員 会 資 料 〕］）（ 資 料 2-43［ 2022 年 5 月 19 日 開 催 全

学 自 己 点 検・評 価 委 員 会 議 事 録 ］）（ 資 料 2-44［ 大 学 基 準 協 会 か ら の 指 摘 に 対 す る 対 応 状 況

に つ い て〔 2023 年 4 月 13 日 開 催 全 学 自 己 点 検・評 価 委 員 会 資 料 〕］）（ 資 料 2-45［ 2023 年

4 月 13 日 開 催 全 学 自 己 点 検・評 価 委 員 会 議 事 録 ］）。な お 、努 力 課 題 No.7 に つ い て は 、2022

年 5 月 9 日 開 催 の 全 学 自 己 点 検・評 価 委 員 会 に て 対 応 済 み と さ れ た も の の 、再 度 の 見 直 し

に よ り 更 な る 改 善 が 必 要 と い う 見 解 の も と 、 2023 年 9 月 21 日 開 催 の 全 学 自 己 点 検 ・ 評 価

委 員 会 に お い て 自 己 点 検・評 価 体 制 の 強 化 を 行 う こ と と し た（ 資 料 2-22［ 自 己 点 検・評 価

体 制 の 強 化 に つ い て 〔 2023 年 9 月 21 日 開 催 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 資 料 〕］）（ 資 料 2-46

［ 2023 年 9 月 21 日 開 催 全 学 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員 会 議 事 録 ］）。  

こ れ ら の 指 摘 対 応 お よ び 改 善 内 容 に つ い て は 、2023 年 11 月 2 日 に 開 催 さ れ た 外 部 評 価

委 員 会 に お い て 報 告 を 行 っ て お り 、 そ の 際 の 外 部 評 価 委 員 に よ る 意 見 を 基 に 、 規 程 改 正 に

よ り 全 学 自 己 点 検・評 価 委 員 会 と 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 の 役 割 の 違 い を 明 確 化 さ せ て お り 、

更 な る 改 善 を 行 っ て い る（ 資 料 2-32［ 外 部 評 価 委 員 会 報 告 と 改 善 の 方 向 性〔 2023 年 12 月

14 日 開 催 全 学 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員 会 資 料 〕］）（ 資 料 2-34［ 2023 年 12 月 14 日 開 催 全 学 自

己 点 検 ・ 評 価 委 員 会 議 事 録 ］）。  

こ の よ う に 、 認 証 評 価 機 関 よ り 改 善 に 係 る 意 見 が 付 さ れ た 際 に は 、 関 係 部 署 と 連 携 の う

え 対 応 を 行 い 、 ま た そ れ を 外 部 評 価 委 員 会 に て 報 告 を 行 う こ と に よ り 、 対 応 の 客 観 性 ・ 妥

当 性 を 担 保 し つ つ 、 さ ら な る 改 善 が 必 要 な 際 に は 迅 速 に 対 応 を 行 う 体 制 を 整 備 し て い る 。  

本 学 で は 、2019 年 度 に 収 容 定 員 変 更 に 係 る 認 可 申 請 、2021 年 度 に ２ 学 部 設 置 に 係 る 届

出 、 2022 年 度 に １ 学 部 設 置 に 係 る 認 可 申 請 を 文 部 科 学 省 に 対 し て 行 っ た 。 そ の 際 の 設 置

計 画 履 行 状 況 調 査（ AC）に お い て 意 見 や 指 摘 が 付 さ れ た 際 に は 、以 下 の と お り 、そ れ ぞ れ

関 係 各 所 と 連 携 の う え 改 善 を 図 っ て い る（ 資 料 2-47【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /情 報 公 開

/履 行 状 況 報 告 書 等 ］）。  

① 2019 年 度  収 容 定 員 に 係 る 学 則 変 更  認 可 申 請（ 地 域 創 造 学 部  地 域 創 造 学 科 、社 会 学 部  

社 会 学 科 ）  

本 申 請 に つ い て は 、 認 可 時 及 び 設 置 計 画 履 行 状 況 等 調 査 時 に お い て も 、 特 段 の 指 摘 は 受

け て い な い 。  

② 2021 年 度  文 学 部 人 文 学 科 、 国 際 学 部 国 際 学 科  学 部 設 置  届 出  

届 出 受 理 時 に 、 文 学 部 人 文 学 科 に お い て 教 員 組 織 編 制 に 係 る 遵 守 事 項 と し て 「 完 成 年 度

前 に 、 定 年 規 程 に 定 め る 退 職 年 齢 を 超 え る 専 任 教 員 数 の 割 合 が 高 い こ と か ら 、 定 年 規 程 の

趣 旨 を 踏 ま え た 適 切 な 運 用 に 努 め る と と も に 、 教 員 組 織 編 制 の 将 来 構 想 を 策 定 し 、 着 実 に

実 行 す る こ と 」 と 付 さ れ て い る 。  

教 員 の 雇 用 に 関 す る 問 題 で あ り 、 即 時 に 解 決 す る こ と は 困 難 で あ る が 、 完 成 年 度 に お い

て 定 年 を 超 え て 専 任 教 員 と し て 採 用 さ れ て い る 教 員 の 後 任 補 充 に あ た っ て は 、 引 き 続 き 、

年 齢 構 成 を 配 慮 し た 採 用 を 行 い、中⻑期的な解決を⽬指している。
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③ 2022 年 度  法 学 部 法 律 学 科  学 部 設 置  認 可 申 請  

認 可 申 請 時 に は 教 員 組 織 編 制 と 教 育 研 究 環 境 に 関 す る ２ 件 の 遵 守 事 項 が 付 さ れ た 。  

教 員 組 織 編 制 に 係 る 遵 守 事 項 と し て 「 完 成 年 度 前 に 、 定 年 規 程 に 定 め る 退 職 年 齢 を 超 え

る 専 任 教 員 数 の 割 合 が 高 い こ と か ら 、 定 年 規 程 の 趣 旨 を 踏 ま え た 適 切 な 運 用 に 努 め る と と

も に 、 教 員 組 織 編 制 の 将 来 構 想 を 策 定 し 、 着 実 に 実 行 す る こ と 」 と 付 さ れ て い る 。  

こ の た め、中⻑期的な展望のもと、完成年度後に定年を迎えた教員の後任採⽤にあたっ

て は 、 年 齢 構 成 を 考 え た 採 用 を 行 い 、 解 決 を 行 う こ と と し て い る 。  

ま た 、教 育 研 究 環 境 に 係 る 遵 守 事 項 と し て 、「 二 以 上 の 校 地 に お い て 教 育 を 行 う こ と か ら 、

学 生 及 び 教 員 の 教 育 研 究 等 に 支 障 の な い よ う 留 意 す る こ と 。 ま た 、 学 生 の 課 外 活 動 等 に も

配 慮 す る こ と 」 と 付 さ れ て い る 。  

こ ち ら に つ い て は 、二 つ の 校 地 の 距 離 は 2 キ ロ メ ー ト ル ほ ど で あ り 、移 動 に 関 し て は ス

ク ー ル バ ス を 頻 発 運 行 し 、移 動 に 要 す る 時 間 も 片 道 8 分 程 度 で あ る こ と か ら 教 員 や 学 生 の

各 活 動 に 支 障 が 生 じ る こ と は な い と 判 断 し て い る 。 ま た 、 教 員 の 研 究 室 は 茨 木 安 威 キ ャ ン

パ ス に 設 け る 一 方 で 、 茨 木 総 持 寺 キ ャ ン パ ス に は 学 生 か ら の 質 問 や 相 談 等 に も 個 別 に 対 応

で き る 環 境 （ 法 学 部 教 員 専 用 共 同 研 究 室 や 学 部 教 員 と 学 生 の 面 談 ス ペ ー ス を 兼 ね た 演 習 室

等 ） を 整 備 し 、 ど ち ら の キ ャ ン パ ス に お い て も 授 業 準 備 や 学 生 か ら の 相 談 に 十 分 対 応 で き

る 環 境 を 整 え る な ど 取 り 組 み を 進 め て い る 。  

今 後 、 学 部 ・ 研 究 科 設 置 に 係 る 申 請 や 届 出 を 行 っ た 際 に 指 摘 事 項 ・ 遵 守 事 項 が 付 さ れ た

場 合 に は 、 学 部 設 置 準 備 委 員 会 構 成 員 等 と 共 有 し 、 改 善 に 向 け た 取 り 組 み を 実 施 す る 体 制

と し て い る 。  

設 置 計 画 履 行 状 況 等 調 査 に つ い て は 、調 査 対 象 の 学 部・研 究 科 な ど に つ い て 、AC 委 員 会

を 設 置 し 、 届 出 時 ・ 認 可 時 の 設 置 計 画 に も と づ い て 設 置 の 趣 旨 ・ 目 的 に そ っ た 教 育 研 究 活

動 が 着 実 に 実 施 さ れ て い る こ と を 確 認 し 、 学 部 ・ 研 究 科 設 置 届 出 時 ・ 認 可 時 に お い て 、 指

摘 事 項 ・ 遵 守 事 項 が 付 さ れ た 場 合 の 改 善 に 向 け た 取 り 組 み 内 容 を 含 め て 、 履 行 状 況 を 文 部

科 学 省 に 報 告 し て い る 。  

設 置 計 画 履 行 状 況 等 調 査 は 総 務 課 が 担 当 し て お り 、 設 置 計 画 履 行 状 況 等 調 査 に お い て 指

摘 事 項 ・ 遵 守 事 項 が 付 さ れ た 場 合 に は 、 調 査 対 象 組 織 の AC 委員会と学部⻑・研究科⻑と

が 連 携 し 、 改 善 に 向 け た 取 り 組 み を 実 施 す る 体 制 と し て い る 。  

７．点検・評価における客観性、妥当性の確保 

本 学 で は 学 部 等 が 行 っ た カ リ キ ュ ラ ム ・ ア セ ス メ ン ト ・ チ ェ ッ ク や 、 各 事 務 部 局 が 行 っ

た 自 己 点 検 ・ 評 価 シ ー ト に よ る 自 己 点 検 ・ 評 価 に つ い て 、 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 に よ る 点

検 ・ 評 価 を 経 て 全 学 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員 会 が 点 検 ・ 評 価 を 行 っ て い る 。 こ の と き 、 内 部 質

保 証 推 進 委 員 会 の 立 場での点検主担当としての副学⻑と、全学⾃⼰点検・評価委員会の⽴

場 で のダブルチェック担当としての副学⻑を割り当てることにより、点 検 ・ 評 価 に お け る

客 観 性 と 妥 当 性 を 担 保 し て い る 。  

ま た 、自 己 点 検・評 価 の 客 観 性 と 妥 当 性 を よ り 高 め る た め に 、「 追 手 門 学 院 大 学 自 己 点 検・
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評 価 規 程 」第 ５ 条 及 び「 追 手 門 学 院 大 学 外 部 評 価 委 員 会 規 程 」に 基 づ き 、学 外 の 有 識 者（ 産

業 界 、 高 等 教 育 関 係 者 ） が 出 席 す る 外 部 評 価 委 員 会 を 置 き 、 本 学 が 行 っ た 自 己 点 検 ・ 評 価

結 果 に つ い て の 客 観 的 評 価 を 行 う こ と と し て い る 。 外 部 評 価 委 員 会 は 自 己 点 検 ・ 評 価 報 告

書を点検するだけでなく、学⻑や副学⻑といった本学の教育研究活動等諸活動の責任者と

の 質 疑 応 答 や 意 見 交 換 を 行 う こ と で 、 大 学 の 教 育 研 究 活 動 等 諸 活 動 及 び 内 部 質 保 証 体 制 に

つ い て 、よ り 実 質 的 な 評 価 を 行 う こ と と し て い る（ 資 料 2-37［ 2023 年 11 月 2 日 開 催 外 部

評 価 委 員 会 議 事 録 ］）。 本 外 部 評 価 委 員 会 は 2023 年 に は じ め て 本 格 的 に 開 催 さ れ た も の で

あ る た め 、 今 後 は こ れ を 継 続 さ せ る こ と で 、 本 学 の 教 育 活 動 や 内 部 質 保 証 シ ス テ ム の 充 実

に つ な げ て い き た い と 考 え て い る 。  

点検・評価項目④：教育研究活動、自己点検・評価結果、財務、その他の諸活動の状況等 

         を適切に公表し、社会に対する説明責任を果たしているか。 

１．教育研究活動、自己点検・評価結果、財務、その他の諸活動の状況等の公表 

２．公表する情報の正確性、信頼性 

本 学 で は 、 学 校 教 育 法 施 行 規 則 改 正 に 伴 う 大 学 の 教 育 関 連 情 報 の 公 開 義 務 化 に 伴 う 教 育

研 究 活 動 等 諸 活 動 の 状 況 の 公 開 を は じ め 、 財 務 情 報 や ガ バ ナ ン ス ・ コ ー ド 、 事 業 計 画 ・ 報

告 、 設 置 認 可 申 請 ・ 届 出 等 に つ い て 大 学 ウ ェ ブ サ イ ト に て 情 報 を 集 約 し た ペ ー ジ を 開 設 し

て 公 開 し て い る （ 資 料 2-48【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /情 報 公 開 ］）。  

 ま た 、 内 部 質 保 証 体 制 や 自 己 点 検 ・ 評 価 結 果 、 認 証 評 価 結 果 に つ い て も 、 授 業 ア ン ケ ー

ト 結 果 と 同 様 に 公 表 す る ペ ー ジ を 設 け て い る（ 資 料 2-49【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /内 部

質 保 証 、 自 己 点 検 ・ 評 価 、 認 証 評 価 ］）。  

 さ ら に 、 各 科 目 の 担 当 者 、 授 業 の 概 要 と 方 法 、 到 達 目 標 、 授 業 ス ケ ジ ュ ー ル 、 成 績 評 価

方 法 等 の 情 報 を 含 む シ ラ バ ス を 全 科 目 で 作 成 し 、 大 学 ウ ェ ブ サ イ ト に て 公 開 し て い る 。 教

育 活 動 の 透 明 性 を 保 ち 、 各 学 部 の ３ つ の ポ リ シ ー や カ リ キ ュ ラ ム マ ッ プ 、 卒 業 要 件 や 科 目

一 覧 表 を 掲 載 し た 、 学 生 便 覧 に あ た る 「 STUDY GUIDE」 に つ い て も 大 学 HP に て 公 表 を

行 っ て い る （ 資 料 1-22【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /STUDYGUIDE］）。  

2014 年 度 に 導 入 さ れ た 大 学 ポ ー ト レ ー ト に お い て も 、 導 入 初 年 度 か ら 全 学 的 に 情 報 を

収 集 の 上 、公 開 し て い る（ 資 料 2-50【 ウ ェ ブ 】［ 大 学 ポ ー ト レ ー ト /追 手 門 学 院 大 学 ］）。以

後 、 毎 年 3 ⽉〜6 月 に 全 学 的 に 情 報 を 見 直 し 、 7 月 に 更 新 し た 情 報 を 公 開 す る と い う 手 続

き を 踏 み 、 内 容 の 充 実 に 努 め 、 積 極 的 な 情 報 公 開 を 行 っ て い る 。  

 な お 公 表 す る 各 種 情 報 に お い て は 複 数 の 職 員 に よ る 精 査・チ ェ ッ ク の も と 正 確 に 作 成 し 、

必 要 に 応 じ て 機 関 決 定 の 上 、 公 開 し て い る 。  

評価の視点１：教育研究活動、自己点検・評価結果、財務、その他の諸活動の状況等の公

表 

評価の視点２：公表する情報の正確性、信頼性  

評価の視点３：公表する情報の適切な更新 
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３．公表する情報の適切な更新 

情 報 の 公 表 に あ た っ て は 、 正 確 性 及 び 信 頼 性 を 確 保 す る た め に 、 所 管 部 署 の 確 認 を 経 た

う え で 本 学 ウ ェ ブ サ イ ト に 公 表 し て い る 。 特 に 、 財 務 情 報 に つ い て は 、 学 内 の 部 局 で あ る

内 部 監 査 室 を は じ め 、 監 査 法 人 や 監 事 の 監 査 を 受 け た 上 で 公 開 し て い る 。 情 報 の 更 新 に つ

い て は 、 当 該 情 報 の 確 定 時 期 等 と 連 動 し 、 最 新 情 報 へ の 更 新 を 行 っ て い る 。 教 育 研 究 活 動

の 情 報 は 4 月 1 日 ま た は 5 月 1 日 を 基 準 日 と す る も の が 多 く 、自 己 点 検・評 価 の 結 果 は

「 全 学 自 己 点 検・評 価 委 員 会 」を 経 て 、財 務 状 況 に つ い て は 次 年 度 5 月 末 の 理 事 会 を 経 て 、

そ れ ぞ れ に 必 要 な 手 続 き を と っ た 上 で 、 速 や か に 毎 年 度 、 更 新 し て い る 。 こ の よ う に 、 組

織 的 な 確 認 を 経 て 情 報 の 正 確 性 、 信 頼 性 を 確 保 し 、 適 切 に 更 新 し て い る 。  

点検・評価項目⑤：内部質保証システムの適切性について定期的に点検・評価を行ってい 

るか。また、その結果をもとに改善・向上に向けた取り組みを行って 

いるか。  

１．全学的なＰＤＣＡサイクル等の適切性、有効性の定期的な点検・評価 

全 学 的 な PDCA サ イ ク ル 等 の 適 切 性 、有 効 性 に つ い て は 、内 部 質 保 証 活 動 の 推 進 を 担 う

「 内 部 質 保 証 推 進 会 」 が 各 学 部 等 を は じ め と し た 各 部 局 の 点 検 ・ 評 価 を 行 い 、 内 部 質 保 証

の 責 任 主 体 で あ る 「 全 学 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員 会 」 が そ れ を 最 終 的 に 点 検 す る こ と に よ っ て

確 認 し て い る 。 さ ら に 、 大 学 全 体 の 活 動 へ の 点 検 ・ 評 価 の 一 環 と し て 、 外 部 有 識 者 か ら 構

成 さ れ る 「 外 部 評 価 委 員 会 」 に よ る 点 検 ・ 評 価 を 実 施 す る こ と に よ っ て 、 内 部 質 保 証 シ ス

テ ム の 適 切 性 に 対 す る 客 観 的 な 点 検・評 価 の 実 施 を 行 っ て い る 。「 外 部 評 価 委 員 会 」の 具 体

的 な 活 動 内 容 と し て は 、 大 学 基 準 協 会 の 点 検 ・ 評 価 項 目 に 準 拠 し て 作 成 し て い る 「 自 己 点

検・評価報告書」と、学⻑・副学⻑との質疑応 答の内容を基に、⻑所や改善点等の意⾒・

提 言 を 受 け る こ と に よ っ て 、 本 学 の 内 部 質 保 証 シ ス テ ム に 関 す る 客 観 的 な 検 証 の 機 会 を 確

保 し 改 善 に 繋 げ て い る 。な お 、2023 年 度 の「 外 部 評 価 委 員 会 」に お い て 、本 学 の 内 部 質 保

証 推 進 体 制 に つ い て は 、以 下 の 助 言 を 受 け て い る（ 資 料 2-33［ 外 部 評 価 委 員 会 報 告 と 改 善

の 方 向 性 〔 2023 年 12 月 14 日 開 催 全 学 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員 会 資 料 〕］）。  

 ・ 全 学 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員 会 と 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 の 関 係 な ら び に 役 割 を よ り 明 確 に  

  し 、 そ れ ら を 整 理 す べ き で あ る 。  

 ・ 自 己 点 検 評 価 体 制 は 整 っ た も の の 、 こ れ を 継 続 さ せ て い く こ と が 大 事 で あ る 。  

 上 記 の う ち 、 全 学 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員 会 と 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 の 関 係 な ら び に 役 割 を

よ り 明 確 に し 、 そ れ ら を 整 理 す べ き と の 助 言 に つ い て は 、 直 ち に 対 応 を 検 討 し 、 各 会 議 の

評価の視点１：全学的なＰＤＣＡサイクル等の適切性、有効性の定期的な点検・評価  

評価の視点２：点検・評価における適切な根拠（資料、情報）の使用 

評価の視点３：点検・評価結果に基づく改善・向上 
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構 成 員 を 変 更 す る 形 で 対 応 を 行 っ た （ 資 料 2-51［ 2023 年 12 月 14 日 開 催 内 部 質 保 証 推 進

委 員 会 議 事 録 ］）（ 資 料 2-34［ 2023 年 12 月 14 日 開 催 全 学 自 己 点 検・評 価 委 員 会 議 事 録 ］）。  

２．点検・評価における適切な根拠（資料、情報）の使用 

本 学 の 内 部 質 保 証 推 進 組 織 で あ る 「 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 」 や 全 学 の 自 己 点 検 ・ 評 価 を

統 括 す る 「 全 学 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員 会 」 が 全 学 レ ベ ル の 点 検 ・ 評 価 活 動 を 行 う に あ た っ て

は 、 各 学 部 等 や 事 務 部 局 か ら 提 出 さ れ る 「 カ リ キ ュ ラ ム ・ ア セ ス メ ン ト ・ チ ェ ッ ク リ ス ト

に 基 づ く 自 己 評 価 シ ー ト 」、「 自 己 点 検 ・ 評 価 シ ー ト 」 を 基 に し て お り 、 こ の 点 検 ・ 評 価 結

果 を 基 に 、全 学 レ ベ ル で 重 点 的 に 改 善 す べ き 課 題 を 抽 出 す る と と も に 、毎 年 度 の 自 己 点 検・

評 価 に 関 す る 基 本 方 針 を 示 す こ と と し て い る 。  

 各 学 部 等 に お い て は 、「 カ リ キ ュ ラ ム・ア セ ス メ ン ト・チ ェ ッ ク リ ス ト に 基 づ く 自 己 評 価

シ ー ト 」 を 作 成 す る に あ た り 、 全 学 授 業 ア ン ケ ー ト 結 果 や そ の 土 台 と な る 成 績 等 各 種 デ ー

タ を 用 い て い る 。ま た 、各 事 務 部 局 が「 自 己 点 検・評 価 シ ー ト 」を 作 成 す る に あ た っ て は 、

各 種 会 議 資 料 や 、 大 学 ホ ー ム ペ ー ジ の 情 報 公 開 ペ ー ジ に も 掲 出 し て い る 学 生 募 集 ・ 就 職 支

援・ 財 務 状 況 等 の 数 値 デ ー タ 、お よ び 経 営 戦 略 の 進 捗 状 況 を 示 す「 PDCA 進 捗 シ ー ト 」を

基 に し て 作 成 を 行 っ て い る 。 い ず れ も 量 的 な デ ー タ が 中 心 に な っ て お り 、 用 い る 根 拠 と し

て 適 切 と い え る （ 資 料 2-48【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /情 報 公 開 ］）。  

３．点検・評価結果に基づく改善・向上 

本 学 で は 、各 学 部 等 や 各 事 務 部 局 が 行 っ た 自 己 点 検・評 価 に つ い て 、「 内 部 質 保 証 推 進 委

員 会 」に て 点 検・評 価 を 行 っ た 後 、「 全 学 自 己 点 検・評 価 委 員 会 」に お い て も 点 検・評 価 を

行 う 体 制 を 整 備 し て い る 。ま た 、よ り 客 観 性 、妥 当 性 を 担 保 す る た め に「 外 部 評 価 委 員 会 」

を 設 け 、 外 部 評 価 委 員 に よ る 指 摘 や 助 言 を ふ ま え た 改 善 を 速 や か に 実 行 で き る 体 制 と し て

い る 。  

本 学 に お い て は 、 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 と 全 学 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員 会 の 役 割 の 違 い が 明

確 で な か っ た の が 課 題 で あ っ た と こ ろ 、 外 部 評 価 委 員 会 に お け る 助 言 を 受 け 、 直 ち に 両 会

議 構 成 員 の 変 更 を 行 っ た 。 こ の よ う に 、 点 検 ・ 評 価 結 果 を 改 善 ・ 向 上 に つ な げ る サ イ ク ル

が 機 能 し て い る と い え る（ 資 料 2-33［ 外 部 評 価 委 員 会 報 告 と 改 善 の 方 向 性〔 2023 年 12 月

14 日 開 催 全 学 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員 会 資 料 〕］）（ 資 料 2-34［ 2023 年 12 月 14 日 開 催 全 学 自

己 点 検 ・ 評 価 委 員 会 議 事 録 ］）。  

（２） ⻑所・特⾊

 特 に な し 。  

（３） 問題点 

＜ 内 部 質 保 証 体 制 の 強 化 と 継 続 的 運 用 ＞  
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本 学 は 、 第 Ⅱ 期 認 証 評 価 受 審 以 降 、 第 Ⅲ 期 中 期 経 営 戦 略 に お け る 大 学 関 連 項 目 の 重 点 中

核 施 策 と 、 大 学 基 準 協 会 が 定 め る 大 学 基 準 に 準 拠 し た 10 の 点 検 項 目 と を 対 応 さ せ 、 中 期

経 営 戦 略 に 紐 づ く 重 点 中 核 施 策 の 進 捗 状 況 や 達 成 度 を も っ て 、 教 育 研 究 活 動 全 般 の 自 己 点

検・評 価 を 行 っ て い る こ と と し て き た 。し か し 、2022 年 に 大 学 基 準 協 会 よ り 通 知 の あ っ た

「『 改 善 報 告 書 』 の 検 討 結 果 に つ い て 」 に お い て 、「 依 然 全 般 的 な 教 育 研 究 活 動 に 関 す る 内

容 の 点 検 ・ 評 価 を 行 っ て い る も の で あ る も の と は い い が た い た め 、 引 き 続 き 改 善 が 望 ま れ

る 。」 と の 意 見 が 付 さ れ た た め 、 第 Ⅲ 期 認 証 評 価 受 審 に 向 け て 、 2023 年 度 に 内 部 質 保 証 体

制 の 強 化 を 行 っ た 。 具 体 的 に は 大 学 基 準 に 定 め る 10 の 点 検 ・ 評 価 項 目 に 基 づ く 様 式 で あ

る 「 自 己 点 検 ・ 評 価 シ ー ト 」 を 用 い て 点 検 ・ 評 価 を 行 う こ と と し 、 ま た 、 学 院 の 中 期 経 営

戦 略 と 教 育 研 究 活 動 の 自 己 点 検 ・ 評 価 を 切 り 分 け 、 ま た 会 議 体 ご と の 関 係 性 や 役 割 を 整 理

す る た め に 規 程 を 改 正 し た 。 さ ら に 、 内 部 質 保 証 の 核 と な る 学 位 プ ロ グ ラ ム レ ベ ル の 自 己

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て は 、「 カ リ キ ュ ラ ム ・ ア セ ス メ ン ト ・ チ ェ ッ ク リ ス ト 」（ チ ェ ッ ク リ

ス ト ）と 、「 チ ェ ッ ク リ ス ト に 基 づ く 自 己 評 価 報 告 シ ー ト 」を 用 い て 、フ ィ ー ド バ ッ ク も 含

め て 継 続 的 に 質 の 維 持・向 上 を 図 る PDCA サ イ ク ル を 運 用 で き る よ う 、運 用 フ ロ ー と 様 式

を 整 備 し た 。  

以 上 に 述 べ た 内 部 質 保 証 体 制 は 2023 年 度 に 整 え た も の で あ る た め 、 今 後 、 教 職 員 一 同

が 共 通 認 識 の も と 、 組 織 的 か つ 継 続 的 に 運 営 し て い く こ と が 課 題 で あ る と 認 識 し て い る 。  

（４）全体のまとめ 

 本 学 は 前 回 の 認 証 評 価 受 審 に お い て 、 中 期 経 営 戦 略 に お け る 重 点 中 核 施 策 と い う 個 別 の

取 り 組 み の 進 捗 と 達 成 度 の 点 検 ・ 評 価 を 行 う こ と で 、 大 学 の 諸 活 動 に 係 る 自 己 点 検 ・ 評 価

を 行 っ て き た 。 第 Ⅲ 期 の 認 証 評 価 に 向 け て も 、 同 様 の 方 法 で 自 己 点 検 ・ 評 価 を 進 め て き た

と こ ろ で あ る が 、 大 学 基 準 協 会 と の 「 改 善 報 告 書 」 を め ぐ る や り と り 、 ま た 学 内 の 議 論 に

よ っ て 教 育 研 究 活 動 全 般 の 自 己 点 検 ・ 評 価 が で き る よ う 内 部 質 保 証 体 制 や 運 用 フ ロ ー を 改

善 し た 。  

  内 部 質 保 証 体 制 と し て は 、内 部 質 保 証 の 責 任 主 体 と し て の 全 学 自 己 点 検・評 価 委 員 会 と 、

内 部 質 保 証 の 推 進 主 体 と し て の 内 部 質 保 証 推 進 と い う 形 で 関 係 性 及 び 役 割 を 分 け る べ く 、

規 程 改 正 を 行 っ た 。 ま た 、 両 会 議 は 構 成 員 が 似 通 っ て い た こ と か ら 、 役 割 に 即 し た 形 へ と

構成員を変更し、また両会議に出席する副学⻑には、⼤学基準 10 項 目 の う ち 主 と し て 点

検 ・ 評 価 活 動 の 統 括 を 行 う 基 準 を 定 め 、 こ れ を 責 任 領 域 と し 、 責 任 領 域 以 外 の 基 準 を 点 検

領 域 と し て 定 め 、 ダ ブ ル チ ェ ッ ク を 行 う こ と と し た 。 内 部 質 保 証 の 運 用 フ ロ ー と し て は 、

大 学 の 諸 活 動 全 般 を 自 己 点 検・評 価 す る た め に 、大 学 基 準 10 項 目 に 沿 っ た「 自 己 点 検・評

価 シ ー ト 」 様 式 を 用 い る こ と と し た 。 中 で も 、 基 準 ４ 「 教 育 課 程 ・ 学 修 成 果 」 の 項 目 に 係

る 、 学 位 プ ロ グ ラ ム レ ベ ル の 内 部 質 保 証 活 動 を 活 性 化 さ せ る た め 、 こ れ ま で も 用 い て き た

「 カ リ キ ュ ラ ム・ア セ ス メ ン ト・チ ェ ッ ク リ ス ト 」（ チ ェ ッ ク リ ス ト ）と「 チ ェ ッ ク リ ス ト

に 基 づ く 自 己 評 価 報 告 シ ー ト 」（ 報 告 シ ー ト ）の 様 式 を 改 訂 し 、運 用 フ ロ ー を 見 直 し た 。具

体 的 に は 、教 育 支 援 セ ン タ ー に よ る 点 検・評 価 や ピ ア・レ ビ ュ ー を 運 用 フ ロ ー に 位 置 付 け 、

よ り 精 緻 な 自 己 点 検・評 価 が で き る よ う に し つ つ 、「 チ ェ ッ ク リ ス ト 」と「 報 告 シ ー ト 」の

様 式 に そ の 自 己 点 検 ・ 評 価 結 果 を 記 載 で き る よ う に す る こ と で 、 PDCA サ イ ク ル の う ち 、
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と く に A（ ア ク シ ョ ン ） に つ な が る こ と を 企 図 し た 。  

 以 上 の よ う に 、 前 回 の 第 Ⅱ 期 認 証 評 価 受 審 時 に 付 さ れ た 改 善 事 項 に つ い て の 対 応 を 行 い

つ つ 、内 部 質 保 証 体 制 の 強 化 に 努 め て き た と こ ろ で あ る が 、そ の PDCA サ イ ク ル の 定 期 的

な 運 用 に つ い て は 途 半 ば で あ る 。  
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第３章 教育研究組織 

（１）現状説明 

点検・評価項目①：大学の理念・目的に照らして、学部・研究科、附置研究所、センター 

         その他の組織の設置状況は適切であるか。 

１．大学の理念・目的と学部（学科又は課程）構成及び研究科（研究科又は専攻）構成と 

  の適合性  

本 学 は 、下 図 の と お り 、茨⽊市⻄安威（以下、「茨 木 安 威 キ ャ ン パ ス 」）、茨 木 市 太 田 東 芝

町 （ 以 下 、「 茨 木 総 持 寺 キ ャ ン パ ス 」） の ２ つ の キ ャ ン パ ス に ９ 学 部 ３ 研 究 科 １ 機 構 （ 内 、

国 際 教 養 学 部 は 国 際 学 部 設 置 に 伴 い 募 集 停 止 ）（ 追 手 門 学 院 大 学 学 則 第 ４ 条 、追 手 門 学 院 大

学 大 学 院 学 則 第 ４ 条 ）に 加 え 、本 学 の 強 み 、特 徴 を 活 か し た 11 の 研 究 所・セ ン タ ー（ 追 手

門 学 院 大 学 学 則 第 58 条 ） を 擁 し て い る （ 資 料 1-4【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /情 報 公 開 /

規 則 集 /追 手 門 学 院 大 学 学 則 ］）（ 資 料 1-6【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /情 報 公 開 /規 則 集 /追

手 門 学 院 大 学 大 学 院 学 則 ］）（ 資 料 3-1【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /研 究 所 ・ セ ン タ ー ］）。  

評価の視点１：大学の理念・目的と学部（学科又は課程）構成及び研究科（研究科又は専

攻）構成との適合性 

評価の視点２：大学の理念・目的と附置研究所、センター等の組織の適合性 

評価の視点３：教職課程等を置く場合における全学的な実施組織の適切性 

評価の視点４：教育研究組織と学問の動向、社会的要請、大学を取り巻く国際的環境等へ

の配慮 
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本 学 は 、 1966 年に茨⽊市⻄安威の地に開設された。⼤学の教育⽅針については、「 高 い

志 を 持 っ て 主 体 的 に 学 び 、 新 し い 社 会 の 創 出 ・ 発 展 に 協 働 的 に 関 わ る こ と の で き る 資 質 ・

能 力 ・ 人 間 性 を 有 す る 人 物 」 を 育 成 す る こ と を 謳 っ て い る 。 そ こ で 育 成 さ れ る よ り 具 体 的

な 人 物 像 は 、「 創 造 的 に 問 題 解 決 を 図 り 、生 涯 に わ た っ て 学 び 続 け る 強 い 意 志 の あ る 人 物 」、

「 他 者 の 多 様 な 考 え 方 や 生 き 方 を 尊 重 し 、 実 践 的 な 経 験 を 通 し て 豊 か な 人 間 関 係 を 形 成 で

き る 人 物 」、「 生 涯 の 基 盤 と な る 能 力 を 持 ち 、 専 門 的 知 識 ・ 技 能 を 活 用 し て 思 考 ・ 行 動 で き

る 人 物 」で あ り 、こ れ ら の 人 材 養 成 目 的 に 沿 っ て 、「 予 測 困 難 な 未 来 社 会 に お い て 、答 え の

な い 問 い に 積 極 的 に 立 ち 向 か う 力 」、「 生 涯 に わ た っ て 学 び 続 け る こ と の で き る 力 」、「 常 に

日 々 の 革 新 を 旨 と し 、 自 己 に つ い て よ く 知 る 力 」、「 複 雑 で 多 様 な 環 境 と 人 間 関 係 の 中 で 、

他 者 を 理 解 し 、 協 力 共 存 で き る 力 」、「 幅 広 い 興 味 と 教 養 を 持 ち つ つ 、 一 つ の 課 題 に つ い て

深 く 集 中 す る こ と が で き 、 時 流 に 乗 る だ け で は な く 時 代 を 創 出 す る こ と の で き る 力 」 を 育

成 す る べ く 、 教 育 を 展 開 し て い る （ 資 料 1-5【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /教 育 理 念 ］）。  

大 学 開 学 当 初 、本 学 は 経 済 学 部 、文 学 部 の 2 学 部 で あ っ た 。経 済 学 部 は １ 学 部 １ 学 科（ 経

済 学 科 ） 体 制 で あ っ た が 、 経 営 学 教 育 の 充 実 を 図 る た め 、 開 学 ５ 年 を 経 過 し た 1971 年 に

経 営 学 科 を 増 設 し た 。 さ ら に 経 営 の グ ロ ー バ ル 化 や 情 報 社 会 の 進 展 な ど を 背 景 に 、 実 践 力

強 化 な ど を 目 的 と し て 、 1995 年 に 経 営 学 科 を 独 立 さ せ 経 営 学 部 経 営 学 科 と し た 。 そ の 後 、

幾 度 か の 改 組 を 経 て 現 在 の 学 部 学 科 構 成 と な っ て い る 。  

文 学 部 、 国 際 学 部 、 心 理 学 部 、 社 会 学 部 の 各 学 部 は 、 開 学 当 初 は 文 学 部 に 設 置 さ れ た 学

科 と し て の 位 置 付 け で あ っ た が 、 各 学 問 分 野 の 専 門 領 域 拡 大 等 を 背 景 に 、 複 雑 化 す る 社 会

の 要 請 に 応 え る た め 、 改 組 に よ る 変 遷 を 経 て 、 現 在 の 形 と な っ た 。     

2015 年 度 に 設 置 し た 地 域 創 造 学 部 は 、新 設 学 部 で あ る が 、幅 広 い 教 養 を 身 に つ け 、日 本

社 会 全 体 お よ び 世 界 へ と つ な が る グ ロ ー バ ル な 視 野 を 持 ち 、 地 域 社 会 の 革 新 と 発 展 に 寄 与

す る 高 度 な 知 識 と 学 士 力 を 備 え た 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン 人 材 の 養 成 を 目 指 し て お り 、 PBL

（ Project Based Learning）型の少⼈数ゼミナールなど実践性を重んじた教育課程が特⻑で

あ る 。  

2023 年 度 に 設 置 し た 法 学 部 も 新 設 学 部 で あ る が 、幅 広 く 深 い 教 養 及 び 主 体 的 な 判 断 力 と

豊 か な 人 間 性 を 身 に 付 け 、 法 に 関 す る 専 門 知 識 及 び 法 知 識 の 基 礎 と な る 基 本 事 項 並 び に 思

考 方 法 と い っ た 法 的 素 養 を 有 し て 、 そ れ ら を 社 会 の 様 々 な 場 面 に 適 用 で き る 応 用 力 を も っ

て 、 社 会 の 様 々 な 分 野 で 日 常 的 に 生 じ る 法 的 な 業 務 や 諸 問 題 を 的 確 に 処 理 す る こ と の で き

る 職 業 人 の 養 成 を 目 指 し て お り 、「 自 治 行 政 の 実 務 に 活 か す こ と が で き る 基 本 的 な 法 務 能

力 を 養 う モ デ ル 」 と 「 企 業 活 動 の 実 務 に 活 か す こ と が で き る 基 本 的 な 法 務 能 力 を 養 う モ デ

ル」の⼆つの履修モデルを柱とした教育課程が特⻑である。

2013 年 度 に 開 設 し た 基 盤 教 育 機 構 は 、本 学 の 基 礎 教 養 教 育 を 担 い 、個 性 と 協 働 力 を 備 え

た 自 立 的・主 体 的 な 人 材 の 育 成 を 目 指 し て い る 。2022 年 度 か ら は 教 育 環 境 の 変 化や「⻑期

計 画 2030」（ 資 料 1-25［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院  ⻑期計画 2030］）に お け る 教 学 組 織 の 構 想 に

基 づ い て 、 基 礎 教 養 分 野 の さ ら な る 充 実 を 図 る た め に 基 盤 教 育 機 構 を 共 通 教 育 機 構 に 名 称

を 変 更 し た 。  

大 学 院 は 現 在 ３ つ の 研 究 科 を 有 し て お り 、 現 代 社 会 文 化 研 究 科 は 修 士 課 程 、 経 営 ・ 経 済

研 究 科 お よ び 心 理 学 研 究 科 は 、 博 士 前 期 課 程 ・ 博 士 後 期 課 程 を 有 し て い る 。 ３ つ の 研 究 科

の 設 置 か ら 現 在 に 至 る ま で の 過 程 は 以 下 の と お り で あ る 。  

31



1973 年 に 文 学 研 究 科 心 理 学 専 攻 を 開 設 し た の ち 、社 会 学 専 攻・中 国 文 化 専 攻・英 文 学 専

攻 の ３ 専 攻 を 設 置 し た 。そ の 後 、人 文・社 会 科 学 領 域 に お け る 学 際 的 な 学 び を 深 め る た め 、

2018 年 に こ れ ら ３ 専 攻を⺟体とする現代社会⽂化研究科へ と 改 組 し 、 現 在 に 至 っ て い る 。 

次 に 、 1979 年 に 経 済 学 研 究 科 経 済 学 専 攻 を 開 設 、 1985 年 に 経 営 学 専 攻 を 増 設 し 、 2006

年 に は 経 営 学 専 攻 が 研 究 科 と し て 独 立 し 、経 営 学 研 究 科 を 開 設 し た 。そ の 後 、2018 年 4 月

に は 経 済 学 と 経 営 学 の 領 域 を 融 合 し 複 雑 な 経 済 社 会 現 象 の 本 質 を 究 明 し 、 研 究 方 法 論 を 超

え た 新 し い 知 見 の 獲 得 を め ざ す た め 、 経 営 ・ 経 済 研 究 科 に 改 組 し た 。 な お 、 こ の 時 に 博 士

後 期 課 程 に つ い て も 経 済 学 研 究 科 と 経 営 学 研 究 科 を 統 合 す る 形 で 、 経 営 領 域 （ ビ ジ ネ ス 、

会 計 ・ 経 常 情 報 、 企 業 法 務 ） ま た は 経 済 領 域 （ 経 済 学 ・ 地 域 政 策 ） の 専 攻 領 域 に か か わ る

主 体 的 探 究 を 成 果 と し て 表 し 、 プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル ・ キ ャ リ ア の 専 門 的 基 盤 を 確 保 す る 自

律 的 な 研 究 力 を 有 す る 高 度 専 門 職 業 人 を 育 成 す る た め の 博 士 後 期 課 程 と し て 改 組 し た 。  

最 後 に 、2008 年 に 心 理 学 専 攻 を 文 学 研 究 科 か ら 研 究 科 と し て 独 立 さ せ 、心 理 学 研 究 科 を

開 設 し た 。 2017 年 4 月 に は よ り 高 度 な 専 門 性 を 有 し 先 端 的 な 心 理 学 研 究 に 従 事 す る こ と

の で き る 人 材 を 育 成 す る た め 心 理 学 研 究 科 に 博 士 後 期 課 程 を 開 設 し た 。  

上 述 の と お り 各 学 部 ・ 研 究 科 は 、 本 学 の 理 念 に も と づ い て そ れ ぞ れ の 教 育 目 標 を 定 め て

お り 、 こ れ ら が 各 学 部 ・ 研 究 科 の 教 育 ・ 研 究 の 指 針 と な っ て い る 。  

そ の 他 に 、 各 学 部 ・ 研 究 科 に お け る 教 育 ・ 研 究 活 動 に 必 要 と な る 図 書 ・ 資 料 を 収 集 し 、

利 用 者 に 提 供 す る 設 備 と し て 、 茨 木 安 威 キ ャ ン パ ス 、 茨 木 総 持 寺 キ ャ ン パ ス に 大 学 図 書 館

を 設 置 し 、 50 万 冊 以 上 の 蔵 書 を 供 し て い る 。  

２．大学の理念・目的と附置研究所、センター等の組織の適合性 

本 学 は 、本 学 院 全 体 の 教 育 理 念 に 基 づ き 、「 独 立 自 彊・社 会 有 為 」な 人 材 、基 礎 的 な ス キ

ル を 身 に つ け 、 幅 広 い 興 味 と 好 奇 心 に 導 か れ た 深 い 教 養 、 そ し て 一 つ の 課 題 に つ い て 深 く

集 中 す る 情 熱 を 併 せ 持 ち 、 時 流 に 乗 る だ け で は な く 時 代 を 創 出 す る こ と の で き る 人 材 の 育

成 に 資 す る た め 、 11 の 研 究 所 ・ セ ン タ ー を 設 置 し て い る （ 大 学 基 礎 デ ー タ 表 １ ）。  

WIL 推 進 セ ン タ ー は 、本 学 の 教 育 理 念 で あ る「 独 立 自 彊・社 会 有 為 」を 体 現 す る 人 材 の

育 成 に 資 す る た め 、追 手 門 学 院 創 立 130 周 年 に 掲 げ た 新 教 育 コ ン セ プ ト で あ る「 WIL(Work-

Is-Learning)」 の 推 進 を 図 る こ と を 目 的 と し て 2022 年 に 発 足 し た セ ン タ ー で あ る 。  

当 セ ン タ ー は 、 前 述 し た 教 育 理 念 を 達 成 す る た め 、（ 1） WIL の 方 針 ・ 戦 略 の 策 定 、（ 2）

WIL プ ロ グ ラ ム の 認 定・促 進 、（ 3）WIL プ ロ グ ラ ム 事 業・運 営 費 用 補 助 と い っ た 事 業 を 中

心 に 役 割 を 担 っ て い る （ 資 料 3-2［ 追 手 門 学 院 大 学  WIL 推 進 セ ン タ ー 規 程 ］）。  

「 WIL（ Work-Is-Learning）」と は 、主 体 的 に 学 び 、協 働 し て 問 題 解 決 に あ た る 本 学 独 自

の 学 修 ス タ イ ル に よ り 、行 動（ Work）を 通 じ て 学 修（ Learning）を 行 い 、同 時 に そ れ を 即

実 践 に 反 映 す る 経 験 の 蓄 積 を 図 ろ う と す る も の 、と 定 義 し て い る（ 資 料 3-3【 ウ ェ ブ 】［ 追

手 門 学 院 大 学 /WIL 推 進 セ ン タ ー ］）（ 資 料 1-31【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /学 び の 特 色 /追

大 の 教 育 を 支 え る 教 育 ス タ イ ル と 教 育 手 法 「 行 動 し て 学 び 、 学 び な が ら 行 動 す る  OIDAI 

WIL」］）。グ ロ ー バ ル 化 や デ ジ タ ル 化 を 背 景 と し た 予 測 困 難 な 状 況 下 で は 、行 動 を 通 じ て 課

題 を 発 見 し 、 そ の 解 決 に 必 要 な 知 識 や 技 術 ・ 能 力 を 獲 得 ・ 創 造 し な が ら 、 課 題 に 立 ち 向 か

い 続 け る 必 要 が あ る 。そ の よ う な 資 質 や 能 力 を 獲 得 す る こ と は 、本 学 の 教 育 理 念 で あ る「 独
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立 自 彊 ・ 社 会 有 為 」 に 通 ず る も の で あ る と い え る 。  

学 習 支 援 セ ン タ ー は 、 学 修 者 本 位 の 教 育 の 実 現 に 資 す る た め 、 学 生 な ら び に 入 学 予 定 者

の 主 体 的 ・ 自 律 的 な 学 習 活 動 の 支 援 を 行 う こ と を 目 的 に 2022 年 に 設 立 さ れ た 。 こ の 目 的

を 達 成 す る た め（ 1）「 学 び 合 い 」文 化 の 醸 成 及 び 学 習 共 同 体（ ラ ー ニ ン グ・コ ミ ュ ニ テ ィ ）

の 形 成 の 促 進 、（ 2）入 学 か ら 卒 業 ま で の 在 学 期 間 を 通 じ て 、正 課 科 目 と 関 連 づ け た 正 課 外

に お け る 学 習 支 援 を 事 業 の 柱 と し て い る（ 資 料 3-4［ 追 手 門 学 院 大 学  学 習 支 援 セ ン タ ー 規

程 ］）。  

具 体 的 に は 、「 入 学 前 教 育 」の 実 施 、「 リ メ デ ィ ア ル 教 育 」の 推 進 、「 ラ イ テ ィ ン グ 能 力 向

上 に か か る 学 習 支 援 」 の 実 施 （ ラ イ テ ィ ン グ ヘ ル プ デ ス ク ）、「 教 員 採 用 試 験 合 格 を 目 指 す

学 生 の 支 援 」の 実 施（ 教 職 支 援 室 ）、の ４ つ の 機 能 を 担 い 、多 角 的 に 学 生 の 学 習 を 支 援 す る

役 割 を 果 た し て い る （ 資 料 3-5【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /学 習 支 援 セ ン タ ー ］）（ 資 料 3-

6【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /入 学 前 教 育 ］）（ 資 料 3-7【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /ラ イ テ

ィ ン グ ヘ ル プ デ ス ク ］）（ 資 料 3-8【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /教 職 支 援 室 ］）。  

MATCH 推 進 セ ン タ ー は 、 学 修 者 本 位 の 教 育 活 動 の 実 現 の た め に 、 ICT を 含 め た あ ら ゆ

る 手 法 を 活 用 す る こ と で 、 学 修 ス タ イ ル や 教 育 手 法 、 支 援 方 法 を 高 度 化 し 、 本 学 の 教 育 の

発 展 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と し て 2022 年 に 設 立 さ れ た 。 MATCH と は 、 MAximized-

TeaCHing（ ＝ 最 大 化 さ れ た 教 育 ）を 略 し た 造 語 で あ り 、あ ら ゆ る 方 法 で 教 育 効 果 を 最 大 化

す る こ と を 目 指 す 追 手 門 学 院 大 学 独 自 の 教 育 手 法 で あ る （ 資 料 1-32【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学

院 大 学 /学 び の 特 色 /追 大 の 教 育 を 支 え る 教 育 ス タ イ ル と 教 育 手 法 「 最 適 な 手 法 で 学 び を 最

大 化 す る  OIDAI MATCH」］）。当 該 セ ン タ ー は 、前 述 し た 教 育 理 念 を 達 成 す る た め (1)学 修

支 援 シ ス テ ム 機 能 の 活 用 促 進 、最 適 化 に 関 す る こ と 、(2)DX の 促 進 に 関 す る こ と 、(3)学 修

成 果 の 可 視 化 に 関 す る こ と を 事 業 の 柱 と し て い る（ 資 料 3-9［ 追 手 門 学 院 大 学  MATCH 推

進 セ ン タ ー 規 程 ］）（ 資 料 3-10【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /MATCH 推 進 セ ン タ ー ］）。  

ま た 、 学 修 時 間 や 教 育 の 成 果 等 の 情 報 収 集 ・ 分 析 を 行 う 、「 大 学 IR 推 進 オ フ ィ ス 」 を 大

学 政 策 課 に 設 置 し 、 MATCH 推 進 セ ン タ ー で 進 め る 事 業 と 連 携 す る こ と で 、 そ こ か ら 取 得

さ れ る 各 種 デ ー タ を 利 用 し た 教 学 IR の 推 進 を 担 っ て い る 。大 学 IR 推 進 セ ン タ ー で 分 析 し

た 内 容 に つ い て は 大 学 政 策 会 議 に お い て 報 告 、意 見 交 換 を 実 施 し 、全 学 的 な 教 学 IR を 推 進

し 、 教 学 の 改 善 を 行 っ て い る （ 資 料 3-11［ 追 手 門 学 院 大 学 大 学 政 策 会 議 規 程 ］）。  

教 育 支 援 セ ン タ ー は 、 本 学 院 の 教 育 理 念 で あ る 「 独 立 自 彊 ・ 社 会 有 為 」 に 相 応 し い 教 員

を 育 成 す べ く 、教 員 の 能 力 開 発 に 取 り 組 む こ と を 目 的 に 、2013 年 に 設 立 さ れ た 。設 立 以 降

学⻑のリーダーシップのもと、「教員の能⼒開発」に取り組み、全学の教育⼒向上を図るた

め フ ァ カ ル テ ィ・デ ィ ベ ロ ッ プ メ ン ト（ FD）を 推 進 し て い る 。本 学 で は 、フ ァ カ ル テ ィ ・

デ ィ ベ ロ ッ プ メ ン ト（ FD）を「 教 育 理 念 に 基 づ き 、本 学 が 教 員 の 能 力 開 発 を 目 的 に 行 う 組

織 的 な 取 り 組 み の 総 称 」と 定 義 し て い る（ 資 料 2-5［ 追 手 門 学 院 大 学  教 育 支 援 セ ン タ ー 規

程 ］）（ 資 料 3-12【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /教 育 支 援 セ ン タ ー ］）。  

オ ー ス ト ラ リ ア・ア ジ ア 研 究 所 は 、1967 年 に 設 立 さ れ 、本 邦 初 の オ ー ス ト ラ リ ア に 特 化

し た 研 究 機 関 と し て 、 国 内 外 で 高 い 評 価 を 受 け て き た オ ー ス ト ラ リ ア 研 究 所 を 2015 年 に

改 組 ・ 改 編 し た 研 究 所 で あ る 。 オ ー ス ト ラ リ ア ・ ア ジ ア 研 究 所 は 、 オ ー ス ト ラ リ ア 研 究 所

が 生 み 出 し て き た 成 果 を 発 展 的 に 引 き 継 ぐ と と も に 、「 独 立 自 彊・社 会 有 為 」と い う 本 学 院

の 教 育 理 念 の 実 現 の た め 、 グ ロ ー バ ル 化 と 国 際 社 会 の 変 動 に 対 応 し た 研 究 ・ 教 育 活 動 を 企
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図 し て 改 組・改 編 し 、オ ー ス ト ラ リ ア 、ASEAN 諸 国 、イ ン ド 及 び そ れ ら の 周 辺 地 域 を 対 象

と し た 学 術 研 究 並 び に 相 互 理 解 と 学 術 文 化 交 流 に 寄 与 す る 活 動 を 行 う と と も に 、 そ の 成 果

を 広 く 社 会 並 び に 教 育 に 還 元 す る こ と を 目 的 と し て い る （ 資 料 3-13［ 追 手 門 学 院 大 学  オ

ー ス ト ラ リ ア・ア ジ ア 研 究 所 規 程 ］）（ 資 料 3-14【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /オ ー ス ト ラ リ

ア ・ ア ジ ア 研 究 所 ］）。  

 ベ ン チ ャ ー ビ ジ ネ ス 研 究 所 は 、2006 年 に 設 立 さ れ 、学 内 外 の ベ ン チ ャ ー の 理 論 的・実 証

的 研 究 を は じ め 、 そ の 成 果 の 刊 行 や 講 演 会 、 北 摂 エ リ ア の 優 良 な 中 小 ・ 中 堅 企 業 か ら の 調

査 の 受 託 を 行 っ て い る 。加 え て 、学 部 学 生 、院 生 の 起 業 家 育 成 、大 学 発 ベ ン チ ャ ー の 育 成 、

ビ ジ ネ ス プ ラ ン 発 表 に よ る 学 生 の 起 業 家 精 神 の 醸 成 ， ビ ジ ネ ス マ ッ チ ン グ フ ェ ア へ の 参 加

に よ る 学 生 の 就 活 支 援 な ど を 行 っ て い る （ 資 料 3-15［ 追 手 門 学 院 大 学  ベ ン チ ャ ー ビ ジ ネ

ス 研 究 所 規 程 ］）（ 資 料 3-16【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /ベ ン チ ャ ー ビ ジ ネ ス 研 究 所 ］）。  

上 方 文 化 笑 学 セ ン タ ー は 、 2015 年 に 笑 学 研 究 所 と し て 設 立 さ れ 、 2020 年 に は 上 方 文 化

笑 学 セ ン タ ー へ 名 称 を 変 更 し た 。 本 セ ン タ ー は 、 円 滑 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 る た め の

重 要 な 要 素 と し て の 「 笑 い 」 を 中 心 と し た 「 上 方 文 化 」 に 関 す る 情 報 発 信 や 、「 笑 い 」「 ユ

ー モ ア 」 を 活 用 し た 教 育 プ ロ グ ラ ム の 開 発 を 目 指 し て い る 。 ま た 、 本 学 の あ る 大 阪 と い う

土 地 に こ だ わ り 「 上 方 の 笑 い 」 を 中 心 に 、 文 化 と 笑 い の 関 係 、 言 葉 と 笑 い の 関 係 、 環 境 と

笑 い の 関 係 、生 活 と 笑 い の 関 係 な ど 、様 々 な 角 度 か ら「 笑 い 」を 追 究 し て い る（ 資 料 3-17

［ 追 手 門 学 院 大 学  上 方 文 化 笑 学 セ ン タ ー 規 程 ］）（ 資 料 3-18【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /

上 方 文 化 笑 学 セ ン タ ー ］）。  

成 熟 社 会 研 究 所 は 、2014 年 に 設 立 さ れ た 研 究 所 で あ る 。本 学 院 の 教 育 理 念 で あ る「 独 立

自 彊・社 会 有 為 」は 、自 立 と 社 会 と の 協 働 を 意 味 す る こ と か ら 、本 研 究 所 で は 、「 多 様 な 価

値観を認め、⾃らの⽣き⽅を選び取り、誰もがかけがえのない⼈として成⻑できる社会」

の 実 現 の た め に 自 立 し て 生 き る 力 を 備 え た 「 志 」 の あ る 個 人 を 育 て る こ と を 目 的 と し て い

る 。 ま た 、 鳥 瞰 的 ・ 横 断 的 視 点 を 持 っ て 伝 統 と 革 新 の 中 か ら 物 事 の 本 質 を と ら え 、 若 者 の

自 立 と 社 会 環 境 に 関 わ る 調 査 ・ 研 究 ・ 提 言 を 行 い 、 学 内 外 に 向 け た 講 演 会 も 開 催 し て い る

（ 資 料 3-19［ 追 手 門 学 院 大 学  成 熟 社 会 研 究 所 規 程 ］）（ 資 料 3-20【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大

学 /成 熟 社 会 研 究 所 ］）。  

地 域 支 援 心 理 研 究 セ ン タ ー は 、 文 部 科 学 省 に よ る 2004 年 度 私 立 大 学 学 術 研 究 高 度 化 推

進 事 業 （ オ ー プ ン ・ リ サ ー チ ・ セ ン タ ー 整 備 事 業 ） の 選 定 を 受 け て 設 立 さ れ 、 人 々 が 日 々

の 生 活 の 中 で 少 し で も 幸 せ に 生 き て い く た め の 援 助 を す る こ と を 目 的 に 、 社 会 へ の 貢 献 を

め ざ し て 活 動 し て い る 。 ま た 、 地 域 社 会 ・ 学 校 ・ 家 庭 に お け る 教 育 機 能 に つ い て の 研 究 を

行 う こ と に よ り 、 地 域 社 会 ・ 学 校 ・ 家 庭 で ど の よ う に す れ ば 、 健 常 な 児 童 、 生 徒 の 健 全 な

人 格 形 成 を は か る こ と が で き る か を 考 察 し 、 地 域 社 会 へ の 働 き か け を 行 う こ と を め ざ し て

い る 。 他 方 、 す で に 心 理 的 問 題 を 抱 え て い る 幼 児 ・ 児 童 ・ 生 徒 を は じ め 、 各 年 齢 層 の 人 た

ち に 対 し て は 、 心 理 臨 床 的 な 援 助 を 行 う と と も に 、 研 究 者 お よ び 高 度 に 訓 練 さ れ た 心 理 臨

床 実 践 の 専 門 家 の 養 成 を め ざ し て お り 、 具 体 的 に は 国 家 資 格 で あ る 公 認 心 理 師 資 格 に 係 る

実 習 先 と な っ て い る （ 資 料 3-21［ 追 手 門 学 院 大 学  地 域 支 援 心 理 研 究 セ ン タ ー 規 程 ］）（ 資

料 3-22【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /地 域 支 援 心 理 研 究 セ ン タ ー ］）。  

ス ポ ー ツ 研 究 セ ン タ ー は 、2014 年 に 設 立 さ れ 、ス ポ ー ツ 教 育 、地 域 ス ポ ー ツ 、生 涯 ス ポ
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ー ツ 、 ス ポ ー ツ ボ ラ ン テ ィ ア 、 ス ポ ー ツ マ ネ ジ メ ン ト な ど に つ い て の 調 査 ・ 研 究 を 行 う と

ともに、地域と連携したスポーツ活動、地域住⺠へのスポーツ指導、健康・体⼒向上⽀援

な ど の 活 動 に 取 り 組 ん で い る 。 ま た 、 日 本 の ス ポ ー ツ 界 の 好 循 環 に 寄 与 で き る よ う 、 ス ポ

ー ツ に 関 わ る 各 種 組 織 体 と の 連 携・協 働 を 積 極 的 に 推 進 し て い る（ 資 料 3-23［ 追 手 門 学 院

大 学  ス ポ ー ツ 研 究 セ ン タ ー 規 程 ］）（ 資 料 3-24【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学  ス ポ ー ツ 研 究

セ ン タ ー ］）。  

学 院 志 研 究 室 は 、2012 年 に 設 立 さ れ 、学 院 の 歴 史 及 び 学 院 関 係 者 の 事 跡 に 関 す る 資 料 の

収 集 ・ 保 存 ・ 研 究 な ど を 通 じ て 、 学 院 の 教 育 ・ 研 究 の 一 層 の 充 実 ・ 発 展 に 寄 与 す る こ と を

目 的 と し て い る （ 資 料 3-25［ 追 手 門 学 院 大 学  学 院 志 研 究 室 規 程 ］）（ 資 料 3-26【 ウ ェ ブ 】

［ 追 手 門 学 院 大 学  学 院 志 研 究 室 ］）。  

教 育 ・ 研 究 を 支 え る こ れ ら す べ て の 組 織 の 設 置 ・ 改 廃 は 、 大 学 教 育 研 究 評 議 会 、 常 任 理

事 会 お よ び 理 事 会 に お い て 、 当 該 組 織 が 理 念 ・ 目 的 に 沿 っ た も の で あ る か 、 学 術 研 究 の 動

向 や 社 会 の 要 請 を 踏 ま え た も の で あ る か に 照 ら し 、 規 程 に も と づ い て 審 議 し て い る 。  

ま た 、 本 学 で は 、 2015 年 4 月 の 「 学 校 教 育 法 改 正 」 に 先 立 ち 、 2012 年 度 に は 大 学 評 議

会を廃⽌し、学⻑の諮問機関となる⼤学教育研究評議会を設置、また副学⻑を原則 3 名 体

制とし、学⻑の補佐体制を整えるなど、⼤学のガバナンス改⾰に取り組んだ。そ の 結 果 、

各 研 究 所 ・ セ ン タ ー 等 の 事 業推進にあたっても学⻑・副学⻑を中⼼としたガバナンス体制

に よ っ て 迅 速 な 意 思 決 定 が 可 能 と な っ て い る 。  

３．教職課程等を置く場合における全学的な実施組織の適切性 

本 学 で は 、 教 育 理 念 で あ る 「 独 立 自 彊 ・ 社 会 有 為 」 を 体 現 す る 教 職 課 程 ・ 教 職 教 育 の 全

学 的 か つ 適 正 な 運 営 を 図 る こ と を 目 的 と し た 「 教 職 課 程 運 営 委 員 会 」 を 設 置 し て い る （ 資

料 3-27［ 追 手 門 学 院 大 学 教 職 課 程 運 営 委 員 会 規 程 ］）。当 委 員 会 で は 、教 職 課 程 の カ リ キ ュ

ラ ム 運 営 ・ 管 理 や 教 育 実 習 を は じ め と し た 実 習 管 理 な ど 、 す べ て の 学 部 ・ 研 究 科 に お け る

教 職 課 程 の 運 営 に 資 す る 役 割 を 担 っ て い る 。  

ま た 、教 育 職 員 免 許 法 施 行 規 則 の 改 正 に よ り 、2021 年 度 よ り 教 職 課 程 自 己 点 検 評 価 の 実

施 及 び 公 表 が 義 務 化 さ れ た こ と か ら 、 教 職 課 程 自 己 点 検 評 価 報 告 書 を 作 成 し 、 公 表 し て い

る（ 資 料 3-28【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /情 報 公 開 /教 職 課 程 に 関 す る 情 報 公 開 /令 和 4 年

度 教 職 課 程 自 己 点 検 評 価 報 告 書 ］）。 本 報 告 書 に お い て 、 教 職 課 程 運 営 委 員 会 の 運 営 に つ い

て 点 検 ・ 評 価 を 行 う こ と で 、 適 切 性 を 確 認 し て い る 。  

加 え て 、「 学 習 支 援 セ ン タ ー 」の 中 に「 教 職 支 援 室 」を 設 置 し 、教 員 を 志 望 す る 本 学 学 生

及 び 卒 業 生 に 対 し て 、 試 験 対 策 の 実 施 や 模 擬 授 業 の 指 導 な ど 現 代 社 会 に お い て 求 め ら れ る

資 質 ・ 能 力 を 持 っ た 教 員 と し て 活 躍 で き る 人 材 を 育 む こ と に 注 力 し て い る （ 資 料 3-8【 ウ

ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /教 職 支 援 室 ］）。  

４．教育研究組織と学問の動向、社会的要請、大学を取り巻く国際的環境等への配慮 
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 企 業 、他 大 学・研 究 機 関（ 海 外 の 機 関 を 含 む ）、行 政 機 関 と の 活 発 で 多 面 的 な 連 携 や 交 流

を 通 し て 人 材 育 成 と イ ノ ベ ー シ ョ ン 創 出 へ の 参 画を図り、学⽣の成⻑と研 究 活 動 の 進 展 、

本 学 の 発 展 、さ ら に は 地 域 の 文 化・経 済・教 育 の 発 展 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と し 、2019 年

度 か ら 産 学 官 連 携 推 進 本 部 を 置 い て い る 。 産 学 官 連 携 推 進 本 部 は 企 業 ・ 研 究 所 等 の 外 部 機

関 と の 委 託・共 同 研 究 の 支 援 、産 学 官 連 携 を 通 じ た 実 践 型 人 材 育 成 プ ロ グ ラ ム の 企 画 運 営 、

著 作 権 等 の 知 的 財 産 の 発 掘・管 理・活 用 な ど の 役 割 を 担 っ て い る（ 資 料 3-29［ 追 手 門 学 院

大 学 産 学 官 連 携 推 進 本 部 規 程 ］）。  

ま た 産 学 官 連 携 に 係 る 情 報 収 集 ・ 分 析 及 び 企 業 等 と の 交 渉 と い っ た 実 務 部 分 に つ い て は

産 学 官 連 携 オ フ ィ ス を 置 き 、 上 述 し た 産 学 官 連 携 推 進 本 部 と 連 携 し て 推 進 を 加 速 さ せ て い

る 。  

点検・評価項目②：教育研究組織の適切性について定期的に点検・評価を行っているか。 

         また、 その結果をも とに改善 ・向上に向け た取り組 みを行ってい るか。 

１．適切な根拠（資料、情報）に基づく教育研究組織の構成の定期的な点検・評価 

２．点検・評価結果に基づく改善・向上 

2015 年 度 以 前 に お い て は 、本 学 に お け る 改 組・設 置 等 に あ た っ て は 、本 学 院 理 事と学⻑、

副学⻑等 が 定 期 的 に 話 し 合 い を 行 い 、 そ の 方 向 性 を 決 定 し た う え で ワ ー キ ン グ グ ル ー プ 等

を 設 置 し 、検 討 を 進 め て い た 。2016 年 度 に そ の 体 制 を 明 確 化 す る た め 、学 院 中 期 経 営 戦 略

推 進 本 部 を 設 置 し 、 本 学 院 の 将 来 構 想 に 関 わ る 中 期 経 営 戦 略 に 必 要 な 事 項 を 検 討 す る こ と

とした。なお、学院中期経営戦略推進本部は「⻑期構想 2040」（ 資 料 1-3【 ウ ェ ブ 】［ 学 校

法 人 追 手 門 学 院 /⻑期構想  2040］）に 示 し た よ う に 、中期のみならず⻑期の戦略策定・運⽤

も 担 う こ と か ら 、 2020 年 度 よ り 名 称 を 経 営 戦 略 推 進 本 部 へ と 変 更 し た （ 資 料 2-12［ 学 校

法 人 追 手 門 学 院 経 営 戦 略 推 進 本 部 規 程 ］）。  

現 在 は 理 工 学 部 の 新 設 準 備 を 行 っ て お り 、 並 行 し て 進 め て い る 茨 木 総 持 寺 キ ャ ン パ ス Ⅱ

期 棟 建 設 な ら び に キ ャ ン パ ス 再 編 も あ わ せ て そ れ ら の 検 討 内 容 を 大 学 教 育 研 究 評 議 会 、 全

学 教 授 会 な ど で 報 告 す る こ と で 、 全 学 的 な 施 策 と の 整 合 及 び 情 報 共 有 を 図 り な が ら 進 め て

い る（ 資 料 3-11［ 追 手 門 学 院 大 学 大 学 政 策 会 議 規 程 ］）（ 資 料 2-16［ 追 手 門 学 院 大 学 教 育 研

究 評 議 会 規 程 ］）（ 資 料 2-9［ 追 手 門 学 院 大 学 全 学 教 授 会 及 び 学 部 会 議 に 関 す る 規 程 ］）。  

各 研 究 所 ・ セ ン タ ー 、 そ の 他 組 織 に つ い て は 、 高 等 教 育 機 関 の 動 向 、 大 学 を 取 り 巻 く 状

況 や 外 部 環 境 の 変 化 、 社 会 的 要 請 な ど に 応 じ て 適 宜 検 証 し て い る 。 具 体 的 に は 「 第 Ⅳ 期 中

期 経 営 戦 略 」 に て 定 め て い る 具 体 的 な 施 策 で あ る 重 点 中 核 施 策 （ CSF： Critical Success 

Factor） に つ い て 、「 第 Ⅳ 期 中 期 経 営 戦 略  PDCA シ ー ト 」 を 用 い て 進 捗 状 況 を 点 検 ・ 評 価

し て い る 。 再 編 に つ い て は 、副学⻑、教務部⻑等を構成員とするワーキンググループを 立

ち 上 げ 、 中 期 戦 略 の 方 向 性 も 視 野 に 組 織 の 在 り 方 を 検 討 し て い る 。 検 討 内 容 を 学 内 の 各 会

評価の視点１：適切な根拠（資料、情報）に基づく教育研究組織の構成の定期的な点検・

評価 

評価の視点２：点検・評価結果に基づく改善・向上 
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議 に て 共 有 し 、 全 学 的 な 施 策 と 整 合 性 を 図 り な が ら 取 り 組 み を 進 め て い る 。  

大 学 の 学 部 ・ 研 究 科 の 組 織 の 適 切 性 に つ い て は 、 経 営 戦 略 推 進 本 部 が 取 り 組 む 重 点 中 核

施 策 （ CSF： Critical Success Factor） に つ い て 、「 第 Ⅳ 期 中 期 経 営 戦 略  PDCA シ ー ト 」 を

用 い て 行 う 進 捗 状 況 の 点 検・評 価 と 、全 学 自 己 点 検・評 価 組 織 が 取 り 組 む 内 部 質 保 証 PDCA

サ イ ク ル が 両 輪 と な り 、 定 期 的 に 全 学 的 な 自 己 点 検 ・ 評 価 を 行 っ て 検 証 し 、 改 善 ・ 向 上 へ

と つ な げ て い る 。   

経 営 戦 略 推 進 本 部 に お い て は 、 上 述 し た 重 点 中 核 施 策 （ CSF： Critical Success Factor）

に つ い て 、「 第 Ⅳ 期 中 期 経 営 戦 略  PDCA シ ー ト 」を 用 い て 約 ４ ヵ 月 ご と に 進 捗 状 況 を 点 検・

評 価 す る こ と で 、 組 織 の 適 切 性 を 検 証 し 、 改 善 ・ 向 上 へ と つ な げ て い る 。  

ま た 、全 般 的 な 自 己 点 検・評 価 を 行 う に あ た っ て は 、大 学 基 準 に 定 め る 10 の 点 検 項 目 ご

と に 作 成 す る「 自 己 点 検・評 価 シ ー ト 」を 用 い て 、「 教 育 研 究 組 織 」の 項 目 に つ い て 全 般 的

な 点 検 を 行 っ て い る 。自 己 評 価 が 低 い 項 目 に つ い て は 改 善 内 容 を 記 載 す る こ と と し て お り 、

そ の 後 の 改 善 に つ な げ る よ う に し て い る 。な お 、当 該「 自 己 点 検・評 価 シ ー ト 」は 2023 年

度 の 状 況 を 暫 定 的 に 点 検 ・ 評 価 す る た め に 運 用 を 開 始 し た も の で あ り 、 今 後 、 各 点 検 項 目

の 改 善 が よ り 適 切 に 行 わ れ る よ う な 様 式 へ と 改 正 し 運 用 し て い き た い と 考 え て い る 。  

（２）⻑所・特⾊

＜ 教 育 理 念 に 基 づ い た 特 色 あ る 研 究 所 ・ セ ン タ ー ＞  

本 学 は 、 教 育 理 念 に 基 づ い た 教 育 研 究 を 実 現 す る た め に 、 課 題 を 改 善 し な が ら 学 術 研 究

の 動 向 や 社 会 の 要 請 を 踏 ま え 、 継 続 し て 教 育 研 究 組 織 を 改 編 し て き た 。 特 に 2022 年 の 国

際 教 養 学 部 国 際 教 養 学 科 の 国 際 学 部 国 際 学 科 へ の 改 組 、 国 際 日 本 学 科 の 文 学 部 人 文 学 科 へ

の 改 組 、 2023 年 の 法 学 部 開 設 を 経 て 、 2023 年 4 月 現 在 で 9 学 部 11 学 科 、 3 研 究 科 4 専

攻 及 び 1 機 構（ 内 、1 学 部 2 学 科 は 募 集 停 止 ）か ら な る 教 育 研 究 組 織 は 、そ れ ぞ れ の 理 念・

目 的 を 達 成 す る た め の 組 織 編 制 を も っ て 教 育 研 究 活 動 を 行 い 、 成 果 を 上 げ て い る 。 特 に 共

通 教 育 機 構 で は 、 学 部 や 学 年 を 越 え て の 「 学 び あ い 、 教 え あ い 」 を 実 現 し 、 身 に つ け た 知

識を⾃らの成⻑につなげるための習慣や態度を培っている。各学部が提供する専⾨教育と、

共 通 教 育 機 構 が 提 供 す る 教 養 教 育 が 調 整 ・ 統 合 さ れ 、 学 習 支 援 セ ン タ ー 等 に よ る サ ポ ー ト

も 加 わ っ て 、 社 会 の 要 請 に 応 え 、 本 学 が 目 指 す 「 独 立 自 彊 ・ 社 会 有 為 」 の 人 材 を 、 総 合 的

か つ 体 系 的 に 輩 出 し て お り 、大 学 と し て の 教 育 の 質 保 証 の 責 任 を 果 た し て い る と 判 断 す る 。 

「 学 習 支 援 セ ン タ ー 」 の 活 動 に お い て は 、 当 該 セ ン タ ー 所 属 教 員 に よ る 指 導 に 基 づ い て

学 生 の 主 体 性 ・ 自 律 性 を 育 む こ と に 留 ま ら ず 、 先 輩 学 生 が 後 輩 学 生 を 指 導 す る な ど 学 生 相

互 が 助 け 合 い 、 学 び 合 う こ と を 促 進 し て お り 、 こ れ ら の 活 動 は 入 学 前 教 育 プ ロ グ ラ ム に も

活 か さ れ て い る （ 資 料 3-5【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /学 習 支 援 セ ン タ ー ］）。  

「 WIL 推 進 セ ン タ ー 」 に お い て は 、 WIL の 趣 旨 に 合 致 す る 授 業 や 学 内 外 で 実 施 さ れ る

様 々 な 活 動 を「 WIL プ ロ グ ラ ム 」と し て 認 定 し 、学 生 の 主 体 的 な 学 び の 場 を 提 供 し て い る 。

例 え ば 、 ジ ェ ン ダ ー 問 題 に 対 す る 啓 発 活 動 や 農 家 の 人 手 不 足 問 題 の 解 消 に 向 け た 事 業 モ デ

ル 構 築 プ ロ ジ ェ ク ト な ど を 認 定 プ ロ グ ラ ム と し 、 学 生 と 教 員 が 現 場 で 多 様 な 実 践 的 活 動 が

展 開 で き る よ う 支 援 を 行 っ て い る （ 資 料 1-31【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /学 び の 特 色 /追

大 の 教 育 を 支 え る 教 育 ス タ イ ル と 教 育 手 法 「 行 動 し て 学 び 、 学 び な が ら 行 動 す る  OIDAI 
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WIL」］）。  

「 教 職 支 援 室 」 に お い て は 、 教 員 採 用 試 験 合 格 者 や 現 役 の 教 員 と し て 働 い て い る 卒 業 生

を 招 聘 し た 交 流 会 を 実 施 し 、 教 職 を 目 指 す 在 学 生 の モ チ ベ ー シ ョ ン 向 上 に 資 す る 取 組 な ど

を 展 開 し て い る （ 資 料 3-8【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /教 職 支 援 室 ］）。  

ま た 、本 学 で は 2025 年 度 に 理 工 学 部 設 置 を 計 画 し 、文 部 科 学 省「 大 学・高 専 機 能 強 化 支

援 事 業 」に も 選 定 さ れ た（ 資 料 3-30【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /プ レ ス リ リ ー ス：「 大 学・

高 専 機 能 強 化 支 援 事 業 」に 選 定 ］）（ 資 料 3-31【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /プ レ ス リ リ ー ス：

文 部 科 学 省 「 理 系 学 部 拡 充 支 援 事 業 」 選 定  2025 年 理 工 学 部 （ 仮 称 ・ 設 置 構 想 中 ） 新 設 概

要 ］）。 新 し い 時 代 の 理 系 人 材 育 成 を 目 指 し て お り 、 開 学 以 来 、 文 系 大 学 と し て 歩 ん で き た

本 学 の 伝 統 を 堅 持 し つ つ 、 新 時 代 に 挑 戦 す る こ と の 意 義 は 大 き く 、 よ り 適 正 な 組 織 の あ り

方 を 求 め て 改 革 を 進 め る 契 機 と な っ て い る 。  

（３）問題点 

＜ 研 究 所 ・ セ ン タ ー の 認 知 度 向 上 ＞  

い ず れ の セ ン タ ー （ 活 動 ） に お い て も 参 加 者 ・ 利 用 者 が 一 部 学 生 に 限 定 さ れ て い る 点 に

課 題 が あ る 。 各 セ ン タ ー の 特 色 や 具 体 的 な 活 動 内 容 等 に つ い て 、学 内 外 へ の PR が 不 十 分

で あ り 、 認 知 度 の 高 ま り が 見 え な い と こ ろ が 懸 念 点 と し て 挙 げ ら れ る 。  

今 後 、 大 学 HP を 活 用 し た 広 報 展 開 や 大 学 案 内 ・ オ ー プ ン キ ャ ン パ ス を 活 用 し た 受 験 生

へ の 認 知 度 ア ッ プ な ど の 施 策 展 開 を 検 討 す る 必 要 が あ る と 認 識 し て い る 。  

（４）全体のまとめ 

本 学 の 教 育 研 究 組 織 は ９ 学 部 11 学 科 、３ 研 究 科 ４ 専 攻 及 び １ 機 構（ 内 、１ 学 部 ２ 学 科 は

募 集 停 止 ）を は じ め 、教 育 理 念 を ふ ま え 、本 学 の 強 み や 特 徴 を 活 か し た 11 の 研 究 所・セ ン

タ ー か ら 構 成 さ れ て い る 。 こ れ ら 教 育 ・ 研 究 を 支 え る す べ て の 組 織 は 、 本 学 院 の 教 育 理 念

を 実 現 す る た め 、 改 組 ・ 設 置 し て き た も の で あ る 。  

特 に 、行 動（ Work）を 通 じ て 学 修（ Learning）を 行 い 、同 時 に そ れ を 即 実 践 に 反 映 さ せ

て 経 験 の 蓄 積 を 図 る「 WIL」の 活 動 を 推 進 す る「 WIL 推 進 セ ン タ ー 」や 、学 修 者 本 位 の 教

育 活 動 の 実 現 の た め に 、ICT を 含 め た あ ら ゆ る 手 法 を 活 用 す る「 MAximized-TeaCHing（ ＝

最 大 化 さ れ た 教 育 ）」を 推 進 す る「 MATCH 推 進 セ ン タ ー 」な ど は 、本 学 の 掲 げ て い る 教 育

の 理 念 を 追 求 し 、 学 生 の ニ ー ズ や 社 会 の 要 請 に 応 え る と い っ た 目 的 の 達 成 に 寄 与 す る 、 特

徴 的 な 組 織 で あ る 。 教 育 研 究 組 織 を 改 廃 す る に あ た っ て は 、 経 営 計 画 の 面 で は 経 営 戦 略 推

進 本 部 会 議 、 教 学 計 画 の 面 で は 大 学 政 策 会 議 で 方 針 を 定 め 、 そ の う え で 準 備 委 員 会 等 の 検

討 会 議 で 議 論 さ れ た 検 討 内 容 を 大 学 教 育 研 究 評 議 会 、 全 学 教 授 会 な ど で 報 告 す る こ と で 、

全 学 的 な 施 策 と の 整 合 及 び 情 報 共 有 を 図 り な が ら 進 め て い る 。  

今 後 は 、「⻑期計画 2030」（ 資 料 1-25［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院  ⻑期計画 2030］）、「⻑期構

想 2040」（ 資 料 1-3【 ウ ェ ブ 】［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院 /⻑期構想  2040］）に 基 づ き 、2025 年

の 、 理 工 学 部 の 設 置 、 キ ャ ン パ ス 再 編 な ど 、 学 術 研 究 の 動 向 や 社 会 の 要 請 を 踏 ま え 、 継 続

し て 更 な る 進 化 を 目 指 す 。  
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第４章 教育課程・学習成果 

（１）現状説明 

点検・評価項目①：授与する学位ごとに、学位授与方針を定め、公表しているか。   

１．課程修了にあたって、学生が修得することが求められる知識、技能、態度等、当該学 

  位にふさわしい学習成果を明示した学位授与方針の適切な設定（授与する学位ごと） 

  及び公表

 本 学 で は 、教 育 理 念 で あ る「 独 立 自 彊・社 会 有 為 」の も と 、「 追 手 門 学 院 大 学・大 学 院 に

お け る ３ つ の ポ リ シ ー を 策 定 す る た め の 基 本 方 針 」 に 基 づ き 、学 部・研 究 科 の 教 育 課 程 ご

と に 人 材 養 成 目 的 お よ び 学 位 授 与 の 方 針 （ デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー ） を 定 め て お り 、 課 程 修

了 に あ た っ て 必 要 と な る 知 識・技 能・態 度 等 の 学 習 成 果 を 示 し て い る（ 資 料 2-21【 ウ ェ ブ 】

［ 追 手 門 学 院 大 学 /内 部 質 保 証 、 自 己 点 検 ・ 評 価 、 認 証 評 価 /追 手 門 学 院 大 学 ・ 大 学 院 に お

け る ３ つ の ポ リ シ ー を 策 定 す る た め の 基 本 方 針 ］）。  

ま た 、 人 材 養 成 お よ び 学 位 授 与 の 方 針 （ デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー ） は 大 学 HP に て 広 く 社

会 に 公 表 し て い る（ 資 料 2-20【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /３ つ の ポ リ シ ー・カ リ キ ュ ラ ム

マ ッ プ ］）。加 え て 、学 生・教 職 員 に 対 し て は 、当 該 内 容 等 を 記 載 し た「 STUDYGUIDE」と

称 し た 、 い わ ゆ る 学 生 要 覧 を 案 内 （ 2022 年 度 ま で は 冊 子 を 刊 行 し て 配 付 、 2023 年 度 よ り

Web 化 し 、 大 学 ホ ー ム ペ ー ジ に て 公 開 ） し て い る （ 資 料 1-22【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学

/STUDYGUIDE］）。と り わ け 新 入 生 に 対 し て は 、学 部・研 究 科 ご と に 実 施 す る オ リ エ ン テ

ー シ ョ ン に て 人 材 養 成 目 的 や 学 位 授 与 の 方 針 （ デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー ） を 解 説 す る 機 会 を

設 け る な ど 内 容 の 理 解 ・ 浸 透 を 促 し て い る 。  

 以 下  、具 体 例 と し て 文 学 部 人 文 学 科 、経 営・経 済 研 究 科  経 営・経 済 専 攻  博 士 前 期 課 程

お よ び 心 理 学 研 究 科  心 理 学 専 攻  博 士 後 期 課 程 の 学 位 授 与 の 方 針（ デ ィ プ ロ マ・ポ リ シ ー ）

を 示 す（ 資 料 4-1【 ウ ェ ブ 】［［ 追 手 門 学 院 大 学 /STUDYGUIDE/文 学 部 カ リ キ ュ ラ ム マ ッ プ ］）

（ 資 料 4-2【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /STUDYGUIDE/経 営 ・ 経 済 研 究 科 カ リ キ ュ ラ ム マ

ッ プ ］）（ 資 料 4-3【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /STUDYGUIDE/心 理 学 研 究 科 カ リ キ ュ ラ ム

マ ッ プ ］）。  

学 位 授 与 の 方 針 （ デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー ）  

【 文 学 部 人 文 学 科 】  

＜ 知 識 ・ 理 解 ＞       

(1)古 典 か ら 近 現 代 ま で の 日 本 文 学 を 深 く 理 解 し 、 説 明 す る こ と が で き る 。  

(2)日 本 語 の 諸 現 象 に つ い て 深 く 理 解 し 、 説 明 す る こ と が で き る 。  

(3)日 本 の 歴 史 、 文 化 に つ い て 深 く 理 解 し 、 説 明 す る こ と が で き る 。  

(4)文 化 的 建 造 物 と そ の 様 式 美 に つ い て 深 く 理 解 し 、 説 明 す る こ と が で き る 。  

評価の視点１：課程修了にあたって、学生が修得することが求められる知識、技能、態

度等、当該学位にふさわしい学習成果を明示した学位授与方針の適切な

設定（授与する学位ごと）及び公表 
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＜ 思 考 ・ 判 断 ＞  

(5)日 本 文 化 (文 学 、日 本 語 、歴 史 、美 術 、文 化 的 建 造 物 )の 諸 相 を 他 の 文 化 と の 関 係 の 中

で 客 観 的 に 考 え 、 位 置 づ け る こ と が で き る 。  

＜ 技 能 ・ 表 現 ＞  

(6)適 切 な 日 本 語 を 運 用 し 、文 章 お よ び 口 頭 に て 自 ら の 考 え を 円 滑 に 表 現 す る こ と が で き

る 。  

(7)演 習 や フ ィ ー ル ド ワ ー ク を 通 じ て 、自 分 自 身 で 課 題 を 発 見 し 、こ れ を 適 切 な 方 法 で 調

査 ・ 分 析 ・ 検 討 し た う え で 、 他 者 に 向 け て 効 果 的 に 発 信 す る  こ と が で き る 。  

＜ 関 心 領 域 お よ び 視 野 の 拡 大 ＞  

(8)人 間 の 文 化 的 営 み に 関 し て の 自 己 の 関 心 領 域 、 視 野 を 拡 大 す る こ と が で き る 。  

【 経 営 ・ 経 済 研 究 課  経 営 ・ 経 済 専 攻  博 士 前 期 課 程 】  

① 博 士 前 期 課 程 共 通 の 方 針  

1）経 営 ･経 済 の 基 本 概 念 ・基 本 課 題 の 全 体 像 を 理 解 し 、学 び の 視 野 を 広 げ る こ と が で き

る 。  

2） 経 営 ･経 済 領 域 に お け る 分 析 力 の 基 礎 と な る 考 え 方 を 広 く 身 に つ け る 。  

3）主 体 的 な 探 求 活 動 を 通 し て 学 び を 統 合 し 、独 自 の 分 析 手 法 を 身 に つ け 、創 造 的 な 研 究

成 果 を 獲 得 す る こ と が で き る 。  

② 経 営 コ ー ス 「 ビ ジ ネ ス 研 究 領 域 」 の 方 針  

経 営 学 の 専 門 分 野 の 理 論 、制 度 ･政 策 、実 践 事 例 を 体 系 的 に 深 く 学 び 、ビ ジ ネ ス 課 題 の 発

見 ･解 決 に 資 す る 定 量 ･定 性 分 析 力 と 考 察 力 を 身 に つ け る 。  

③ 経 営 コ ー ス 「 会 計 ・ 経 営 情 報 研 究 領 域 」 の 方 針  

会 計 ･経 営 情 報 の 専 門 分 野 の 理 論 、制 度 ･政 策 、実 践 事 例 を 体 系 的 に 深 く 学 び 、会 計 ･経 営

情 報 の 課 題 の 発 見 ･解 決 に 資 す る 分 析 法 ・ 考 察 力 を 身 に つ け る 。  

④ 経 営 コ ー ス 「 企 業 法 務 研 究 領 域 」 の 方 針  

企 業 法 務 の 専 門 分 野 の 理 論 、制 度 ･政 策 、法 務 実 例 等 を 体 系 的 に 深 く 学 び 、国 内 外 の 企 業

法 務 の 課 題 を 調 査 ・ 分 析 ･考 察 す る 力 を 身 に つ け る 。  

⑤ 経 済 コ ー ス 「 経 済 研 究 領 域 」 の 方 針  

経 済 研 究 の 専 門 分 野 の 理 論 、制 度 ･政 策 、歴 史 を 体 系 的 に 深 く 学 び 、経 済 政 策 分 析 に 必 要

な 数 理 的 分 析 手 法 を 身 に つ け る 。  

⑥ 経 済 コ ー ス 「 地 域 政 策 研 究 領 域 」 の 方 針  

地 域 政 策 の 専 門 分 野 の 理 論 、 政 策 、 応 用 事 例 を 体 系 的 に 深 く 学 び な が ら 、 地 域 経 済 ・ 経

営 課 題 を 発 見 ・ 分 析 ･考 察 す る 力 を 身 に つ け る 。  

【 心 理 学 研 究 科  心 理 学 専 攻  博 士 後 期 課 程 】  
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① 心 理 学 に お け る 高 度 な 専 門 的 知 識 を 有 す る だ け で な く 、 心 理 学 の 先 端 的 な 研 究 方 法 と

対 応 ス キ ル を 持 ち 、 実 践 す る こ と が で き る 。  

② 幅 広 い 観 点 か ら 、心 理 学 研 究 の 発 展 に 寄 与 す る よ う な 教 育 研 究 に 携 わ る こ と が で き る 。 

③ 心 理 学 及 び 関 連 領 域 に お い て 幅 広 く 貢 献 す る 高 度 心 理 専 門 職 業 人 の 育 成 に 資 す る 人 材

の 養 成 に 携 わ る こ と が で き る 。  

点検・評価項目②：授与する学位ごとに、教育課程の編成・実施方針を定め、公表してい 

         るか。 

１．下記内容を備えた教育課程の編成・実施方針の設定（授与する学位ごと）及び公表 

①教育課程の体系、教育内容 

本 学 で は 、学 部・研 究 科 の 教 育 課 程 ご と に 設 定 さ れ て い る 学 位 授 与 の 方 針（ デ ィ プ ロ マ・

ポ リ シ ー ） を 踏 ま え 、 前 述 の 学 位 授 与 の 方 針 （ デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー ） と 同 様 に 、 学 部 ・

研 究 科 の 教 育 課 程 ご と に 教 育 課 程 の 編 成・実 施 の 方 針（ カ リ キ ュ ラ ム・ポ リ シ ー ）を 定 め 、

学 位 授 与 の 方 針（ デ ィ プ ロ マ・ポ リ シ ー ）を 達 成 す る た め 、ど の よ う な 教 育 課 程 を 編 成 し 、

ど の よ う な 教 育 内 容 ・ 方 法 を 実 施 し 、 ど の よ う に 学 修 成 果 を 評 価 す る の か を 定 め て い る 。  

加 え て 、 教 育 課 程 ご と の 科 目 体 系 を 可 視 化 し 、 各 カ リ キ ュ ラ ム に お け る 科 目 の 位 置 づ け

を 確 認 す る た め に カ リ キ ュ ラ ム マ ッ プ を 整 備 し 、学 位 授 与 の 方 針（ デ ィ プ ロ マ・ポ リ シ ー ）

の 達 成 に 向 け て 、よ り よ い 学 び を 進 め る た め の 資 料 と し て 役 立 て て い る（ 資 料 2-20【 ウ ェ

ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /３ つ の ポ リ シ ー ・ カ リ キ ュ ラ ム マ ッ プ ］）。  

ま た 、 教 育 課 程 の 編 成 ・ 実 施 の 方 針 （ カ リ キ ュ ラ ム ・ ポ リ シ ー ） は 大 学 HP に て 広 く 社

会 に 公 表 し て い る 。 加 え て 、 学 生 ・ 教 職 員 に 対 し て は 、 当 該 内 容 等 を 記 載 し た

『 STUDYGUIDE』と 称 し た 、い わ ゆ る 学 生 要 覧 を 案 内（ 2022 年 度 ま で は 冊 子 を 刊 行 し て

配 付 、2023 年 度 よ り Web 化 し 、大 学 ホ ー ム ペ ー ジ に て 公 開 ）し て い る（ 資 料 2-20【 ウ ェ

ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /３ つ の ポ リ シ ー・カ リ キ ュ ラ ム マ ッ プ ］）。新 入 生 に 対 し て は 、学 部・

研 究 科 ご と に 実 施 す る オ リ エ ン テ ー シ ョ ン に て カ リ キ ュ ラ ム マ ッ プ を 活 用 し 、 各 教 育 課 程

の 全 体 像 の 把 握 を 促 し て い る 。  

 以 下 、 具 体 例 と し て 文 学 部 人 文 学 科 、 経 営 ・ 経 済 研 究 科  経 営 ・ 経 済 専 攻  博 士 前 期 課 程

お よ び 心 理 学 研 究 科  心 理 学 専 攻  博 士 後 期 課 程 の 教 育 課 程 の 編 成 ・ 実 施 の 方 針 （ カ リ キ ュ

ラ ム ・ ポ リ シ ー ） を 示 す （ 資 料 4-1【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /STUDYGUIDE/文 学 部 カ

リ キ ュ ラ ム マ ッ プ ］）（ 資 料 4-2【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /STUDYGUIDE/経 営 ・ 経 済 研

究 科 カ リ キ ュ ラ ム マ ッ プ ］）（ 資 料 4-3【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /STUDYGUIDE/心 理 学

研 究 科 カ リ キ ュ ラ ム マ ッ プ ］）。  

評価の視点１：下記内容を備えた教育課程の編成・実施方針の設定（授与する学位ごと）

及び公表 

① 教育課程の体系、教育内容 

② 教育課程を構成する授業科目区分、授業形態等 

評価の視点２：教育課程の編成・実施方針と学位授与方針との適切な連関性
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教 育 課 程 の 編 成 ・ 実 施 の 方 針 （ カ リ キ ュ ラ ム ・ ポ リ シ ー ）  

【 文 学 部 人 文 学 科 】  

＜ 専 門 基 礎 科 目 群 ＞       

・ 文 学 、 日 本 語 、 歴 史 ・ 文 化 、 美 学 、 建 築 文 化 と い っ た 人 文 学 各 分 野 の 基 礎 を 広 範 に 、 そ

し て 深 く 理 解 す る た め に 、学 科 共 通 科 目 及 び 専 門 基 本 科 目 を 置 く 。こ こ で の 学 び を 通 じ て 、

人 文 学 的 な も の の 見 方 、 捉 え 方 を 身 に つ け る 。  

・ 人 文 学 に つ い て 総 合 的 に 学 び 、 そ れ を さ ま ざ ま な 形 で 発 信 す る た め に 、 演 習 科 目 を 中 心

と し た 専 門 演 習 科 目 及 び 専 門 研 究 科 目 を 置 く 。 こ こ に お い て ２ 年 次 秋 か ら 始 ま る 「 専 門 演

習 」 を ４ 年 次 秋 ま で 体 系 的 に 学 び 、 そ の 集 大 成 と し て 「 卒 業 研 究 」 を 行 う 。  

＜ 専 攻 科 目 群 ＞  

専 門 基 礎 科 目 群 で の 学 び を 基 礎 と し た 人 文 学 各 領 域 で の 高 度 な 専 門 性 を 習 得 す る た め に 、

専 門 基 幹 科 目 群 お よ び 専 門 展 開 科 目 群 を 置 く 。 こ の 科 目 群 に よ っ て 、 専 門 性 に 裏 づ け ら れ

た 実 践 的 な 知 識 を 獲 得 す る 。  

＜ 専 門 関 連 科 目 群 ＞  

獲 得 し た 専 門 的 知 識 を 生 か す 進 路 の 選 択 肢 を 提 供 す べ く 、 免 許 ・ 資 格 の た め の 科 目 に よ っ

て 構 成 さ れ る 専 門 関 連 科 目 群 を 配 置 す る 。  

【 経 営 ・ 経 済 研 究 科  経 営 ・ 経 済 専 攻  博 士 前 期 課 程 】  

ア  専 攻 共 通 科 目  

① 共 通 基 礎 科 目  

本 研 究 科 の 専 攻 共 通 と し て 、 経 営 ま た は 経 済 分 野 の 専 門 的 な 学 修 が 十 分 で な い 入 学 者 の

た め の「 経 営・経 済 研 究 入 門（ 経 営 ）」及 び「 経 営・経 済 研 究 入 門（ 経 済 ）」を 置 く 。ま た 、

経 営 と 経 済 の 両 分 野 に つ い て 、 概 論 的 な 専 門 知 識 と 研 究 方 法 を 学 ぶ 基 礎 科 目 「 経 営 ・ 経 済

研 究 基 礎 Ⅰ 」「 経 営・経 済 研 究 基 礎 Ⅱ 」を 配 置 す る 。経 営・経 済 研 究 基 礎 Ⅰ は 、本 研 究 科 の

全 て の 学 生 に 対 し 共 通 の 必 修 科 目 と す る 。  

な お 、 本 大 学 院 に お い て は 大 学 院 共 通 科 目 と し て 、 学 術 英 語 文 献 講 読 の 基 本 を 学 ぶ  

Academic English 特 論 を 置 い て い る が 、本 研 究 科 に お い て は こ れ を リ メ デ ィ ア ル 教 育 と 位

置 付 け 、 指 導 教 員 が 研 究 能 力 の 向 上 を 図 る た め に 必 要 と 認 め た 場 合 に 履 修 さ せ る も の と し

て 、 修 了 単 位 に は 含 め な い 。  

② 共 通 コ ア 科 目  

 経 営 ・ 経 済 専 攻 の 幅 広 い 学 習 を 確 保 す る 共 通 コ ア の 観 点 か ら 、 経 済 コ ー ス 各 研 究 領 域 の

コ ア と な る ３ 科 目「 初 級 マ ク ロ 経 済 学 研 究 」「 初 級 ミ ク ロ 経 済 学 研 究 」「 統 計 学 研 究 」、及 び

経 営 コ ー ス 各 研 究 領 域 の コ ア と な る ５ 科 目 「 経 営 学 研 究 」「 マ ー ケ テ ィ ン グ 論 研 究 」「 財 務

会 計 論 研 究 」「 企 業 法 務 研 究 」「 産 業 社 会 心 理 学 研 究 」 を 共 通 コ ア 科 目 と し て 配 置 し 、 両 分

野 を 横 断 す る 体 系 的 な 学 修 を 促 す 。  

③ 研 究 演 習 科 目  

研 究 演 習 は 研 究 指 導 を 内 容 と し て お り 、 専 攻 す る 研 究 領 域 ご と に ２ 年 間 を 通 し て 行 わ れ

る が 、 当 該 専 門 分 野 の 教 員 の み が 指 導 す る の で は な く 、 学 生 の 研 究 課 題 に 応 じ て 異 な る 専
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門 分 野 の 教 員 が 加 わ り 、 複 数 の 教 員 が 研 究 指 導 を 行 う 体 制 を 確 保 す る 。  

イ  経 営 コ ー ス 専 攻 科 目  

① ビ ジ ネ ス 研 究 領 域  

 ビ ジ ネ ス 研 究 領 域 で は 体 系 的 な 専 修 を 基 軸 に 据 え る た め に 、 当 該 研 究 領 域 の コ ア 科 目 で

あ る 「 経 営 学 研 究 」「 マ ー ケ テ ィ ン グ 論 研 究 」「 産 業 社 会 心 理 学 研 究 」 に 加 え 、 専 攻 科 目 と

し て 「 国 際 経 営 論 研 究 」「 経 営 戦 略 論 研 究 」「 人 的 資 源 管 理 論 研 究 」「 経 営 組 織 論 研 究 」「 マ

ー ケ テ ィ ン グ 情 報 論 研 究 」 の ５ 科 目 を 主 要 科 目 と し て 配 置 す る 。  

② 会 計 ・ 経 営 情 報 研 究 領 域  

会 計 ・ 経 営 情 報 研 究 領 域 で は 体 系 的 専 修 の 観 点 を 考 慮 し 、 当 該 研 究 領 域 の コ ア 科 目 で あ

る 「 財 務 会 計 論 研 究 」「 経 営 学 研 究 」 に 加 え 、 専 攻 科 目 と し て 「 管 理 会 計 論 研 究 」「 経 営 分

析 論 研 究 」「 社 会 情 報 シ ス テ ム 研 究 」 の ３ 科 目 を 主 要 科 目 と し て 配 置 す る 。  

③ 企 業 法 務 研 究 領 域  

企 業 法 務 研 究 領 域 で は 体 系 的 専 修 を 軸 に し 、 当 該 研 究 領 域 の コ ア 科 目 で あ る 「 企 業 法 務

研 究 」「 経 営 学 研 究 」に 加 え 、専 攻 科 目 と し て「 商 法 研 究 」「 内 部 統 制 論 研 究 」「 金 融 法 務 研

究 」 の ３ 科 目 を 主 要 科 目 と し て 配 置 す る 。  

ウ  経 済 コ ー ス 専 攻 科 目  

① 経 済 研 究 領 域  

経 済 研 究 領 域 で は 体 系 的 な 専 修 を 基 軸 と す る た め に 、当 該 研 究 領 域 の コ ア 科 目 で あ る「 初

級 マ ク ロ 経 済 学 研 究 」「 初 級 ミ ク ロ 経 済 学 研 究 」「 統 計 学 研 究 」に 加 え 、専 攻 科 目 と し て「 中

級 マ ク ロ 経 済 学 研 究 」「 中 級 ミ ク ロ 経 済 学 研 究 」「 計 量 経 済 学 研 究 」「 経 済 政 策 研 究 」「 財 政

学 研 究 」「 国 際 金 融 論 研 究 」「 フ ァ イ ナ ン ス 論 研 究 」 の ７ 科 目 を 主 要 科 目 と し て 配 置 す る 。  

② 地 域 政 策 研 究 領 域  

地 域 政 策 研 究 領 域 で は 地 域 政 策 の 体 系 的 専 修 を 確 保 す る た め に 、 当 該 研 究 領 域 の コ ア 科

目 で あ る 「 初 級 マ ク ロ 経 済 学 研 究 」「 初 級 ミ ク ロ 経 済 学 研 究 」「 統 計 学 研 究 」 に 加 え 、 専 攻

科 目 と し て 「 地 域 政 策 研 究 」「 都 市 政 策 研 究 」「 地 域 経 営 研 究 」 の ３ 科 目 を 主 要 科 目 と し て

配 置 す る 。  

エ  コ ー ス 共 通 選 択 科 目  

各 研 究 領 域 に 共 通 す る 選 択 科 目 と し て「 中 堅・中 小 企 業 経 営 研 究 」「 広 告 心 理 学 研 究 」「 ネ

ゴ シ エ ー シ ョ ン 論 研 究 」「 ERP ビ ジ ネ ス プ ロ セ ス 研 究 」「 債 権 法 研 究 」「 会 社 法 研 究 」「 高 等

教 育 政 策 と 制 度 」「 大 学 の 財 務・会 計 」「 経 済 史 研 究 」「 租 税 論 研 究 」「 地 方 行 政 研 究 」「 都 市

計 画 研 究 」 等 の 多 彩 な 科 目 を 配 置 し 、 専 攻 す る 研 究 領 域 以 外 の 領 域 の 授 業 科 目 を 含 め た 幅

広 い 学 修 を 指 導 す る 。  

【 心 理 学 研 究 科  心 理 学 専 攻  博 士 後 期 課 程 】  

博 士 後 期 課 程 で は 、 高 度 な 専 門 的 知 識 を 持 ち 、 心 理 学 研 究 の 発 展 に 寄 与 す る よ う な 教 育

研 究 に 携 わ る 人 材 の 育 成 な ら び に 、 心 理 学 の 基 礎 分 野 の 専 門 知 識 と 対 応 ス キ ル を 持 ち 、 公

認 心 理 師 に 加 え 、 臨 床 心 理 士 、 臨 床 発 達 心 理 士 を は じ め と し た 幅 広 い 臨 床 ・ 応 用 領 域 で 社
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会 貢 献 で き る 高 度 心 理 専 門 職 の 育 成 に 資 す る 人 材 の 育 成 を 目 指 し て い る 。 し た が っ て 、 博

士 後 期 課 程 に お い て は 徹 底 し た 研 究 指 導 を 行 い つ つ 、 漸 次 領 域 横 断 的 な ア プ ロ ー チ の 指 導

へ と 移 行 で き る よ う 柔 軟 な 教 育 体 制 を 敷 い て い る 。  

 博 士 後 期 課 程 で は 、  

① 特 別 演 習 科 目 に お い て 博 士 論 文 の 作 成 を 指 導 す る 中 で 、 高 度 な 専 門 的 知 識 を 用 い て 現

代 社 会 に お け る 心 理 学 的 な 問 題 を 発 見 し 、 科 学 的 な 方 法 に よ っ て 解 決 で き る 資 質 を 身 に つ

け る 。  

② 特 別 研 究 科 目 に お い て 自 身 の 専 門 領 域 と と も に 関 連 領 域 の 理 論 枠 組 み や 研 究 法 を 学 ぶ

こ と を 通 じ て 、 領 域 横 断 的 な 研 究 能 力 を 身 に つ け る 。  

こ れ ら の 方 針 に 従 っ て 、 カ リ キ ュ ラ ム を 編 成 し て い る 。  

②教育課程を構成する授業科目区分、授業形態等 

教 育 課 程 を 構 成 す る 授 業 科 目 区 分 に つ い て は 、 各 学 部 ・ 研 究 科 で 定 め た 学 位 授 与 の 方 針

（ デ ィ プ ロ マ・ポ リ シ ー ）お よ び 教 育 課 程 の 編 成・実 施 の 方 針（ カ リ キ ュ ラ ム・ポ リ シ ー ）

を 踏 ま え 、 学 位 レ ベ ル と 分 野 に 応 じ て 達 成 す べ き 能 力 を 育 成 す る た め に 必 要 な 科 目 群 を 適

切 に 設 定 し て い る 。  

例 え ば 、 法 学 部 法 律 学 科 で は 、 授 業 科 目 区 分 を 「 専 門 基 礎 科 目 」「 専 門 基 幹 科 目 」「 専 門

研 究 科 目 」「 専 門 展 開 科 目 」  の ４ つ に 区 分 し 、「 専 門 基 礎 科 目 」「 専 門 基 幹 科 目 」 に て 法 学

を 学 ぶ う え で 基 礎 と な る 専 門 知 識 の 定 着 を 図 り 、「 専 門 研 究 科 目 」に て そ の 知 識 を 活 か し た

課 題 解 決・主 体 的 研 究 能 力 の 涵 養 を 目 指 し 、「 専 門 展 開 科 目 」に て 発 展 的 知 識 に 触 れ 、多 様

な 見 識 を 深 め る こ と を 目 的 と し た 科 目  を そ れ ぞ れ 配 置 し て い る （ 資 料 4-4【 ウ ェ ブ 】［ 追

手 門 学 院 大 学 /STUDYGUIDE/法 律 学 科 開 講 科 目 表 ］）。  

本 学 に お け る 授 業 形 態 は 、講 義 、演 習 、実 験 、実 習 の ４ 区 分 と し 、1 単 位 あ た り の 学 習 時

間 と 、 そ の う ち の 授 業 時 間 を 学 則 第 19 条 に 定 め て い る （ 資 料 1-4【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院

大 学 /情 報 公 開 /規 則 集 /追 手 門 学 院 大 学 学 則 ］）。  

な お 、 こ れ ま で は 面 接 授 業 （ 対 面 授 業 ） を 主 軸 と し て い た と こ ろ 、 コ ロ ナ 禍 に 導 入 し た

遠 隔 授 業 （ オ ン ラ イ ン 授 業 ） を 併 用 し 、 双 方 の メ リ ッ ト ・ デ メ リ ッ ト を 踏 ま え つ つ 、 教 育

の 質 保 証 、 授 業 科 目 の 特 性 な ら び に 各 学 部 の 特 色 を 勘 案 し 、 適 切 な 授 業 形 態 の 選 択 に 努 め

て い る 。  

遠 隔 授 業（ オ ン ラ イ ン 授 業 ）に つ い て は 、 大 学 設 置 基 準 第 32 条 等 の 規 定 に よ り 60 単 位

を 超 え な い も の と し て 上 限 設 定 が あ る こ と か ら 、 学 ⻑ の 諮 問 機 関 と し て ⼤ 学 全 体 に わ た る

教 育 に 関 す る 基 本 的 な 事 項 を 協 議 す る 「 教 務 連 絡 委 員 会 」 に て 、 遠 隔 授 業 （ オ ン ラ イ ン 授

業 ） を 適 用 す る 科 目 の 妥 当 性 に つ い て 確 認 を お こ な い 、 全 学 的 な 教 育 の 質 保 証 を 資 す る 仕

組 み を 導 入 し て い る（ 資 料 4-5［ 追 手 門 学 院 大 学 教 務 連 絡 委 員 会 規 程 ］）（ 資 料 4-6［（ 参 考 ）

第 ５ 回 オ ン ラ イ ン 科 目 検 討 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ 会 議 資 料 ］）（ 資 料 4-7［ 2024 年 度 フ ル オ ン

ラ イ ン 授 業 一 覧 表 〔 教 務 課 資 料 〕］）。  

２．教育課程の編成・実施方針と学位授与方針との適切な連関性 
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 教 育 課 程 の 編 成 ・ 実 施 の 方 針 （ カ リ キ ュ ラ ム ・ ポ リ シ ー ） は 、 学 位 授 与 の 方 針 （ デ ィ プ

ロ マ・ポ リ シ ー ）を 達 成 す る た め に 適 切 な 教 育 課 程 を 編 成 す る た め の 方 針 で あ る こ と か ら 、

双 方 の 連 関 性 は 強 く 求 め ら れ る 。  

そ の 整 合 性 や 体 系 性 を 可 視 化 す る た め 、 本 学 で は 独 自 の カ リ キ ュ ラ ム マ ッ プ を 整 備 し て

い る 。 科 目 区 分 と デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー お よ び カ リ キ ュ ラ ム ・ ポ リ シ ー と の 対 応 関 係 が 一

目 で わ か る よ う な 様 式 と す る こ と で 、 両 ポ リ シ ー と カ リ キ ュ ラ ム の 整 合 性 を 確 認 で き る よ

う に し て い る 。 な お 、 実 際 に 整 合 性 を 確 認 す る に あ た っ て は 、 後 述 す る カ リ キ ュ ラ ム ・ ア

セ ス メ ン ト・チ ェ ッ ク リ ス ト を 用 い て い る（ 資 料 2-20【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /３ つ の

ポ リ シ ー ・ カ リ キ ュ ラ ム マ ッ プ ］）。  

点検・評価項目③：教育課程の編成・実施方針に基づき、各学位課程にふさわしい授業科 

         目を開設し、教育課程を体系的に編成しているか。 

１．各学部・研究科において適切に教育課程を編成するための措置 

①教育課程の編成・実施方針と教育課程の整合性 

本 学 で は 、 教 育 課 程 の 編 成 ・ 実 施 の 方 針 （ カ リ キ ュ ラ ム ・ ポ リ シ ー ） に 基 づ い た 授 業 科

目 の 開 設 に 努 め て い る 。 具 体 的 に は 、 教 育 課 程 の 整 合 性 を 可 視 化 す る た め 、 本 学 独 自 の カ

リ キ ュ ラ ム マ ッ プ を 活 用 し 、 学 位 授 与 の 方 針 （ デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー ） を 達 成 す る た め に

教 育 課 程 の 編 成 ・ 実 施 の 方 針 （ カ リ キ ュ ラ ム ・ ポ リ シ ー ） を 踏 ま え た 授 業 科 目 が 適 正 に 配

置 さ れ て い る こ と を 確 認 し て い る 。  

ま た 、「 カ リ キ ュ ラ ム・ア セ ス メ ン ト・チ ェ ッ ク リ ス ト に 基 づ く 自 己 評 価 報 告 シ ー ト 」を

活 用 し 、 デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー の 達 成 度 を 測 る こ と で 教 育 課 程 の 点 検 ・ 見 直 し を 図 る こ と

が で き る 体 制 を 構 築 し て い る（ 資 料 2-29［ カ リ キ ュ ラ ム・ア セ ス メ ン ト・チ ェ ッ ク リ ス ト

に 基 づ く 自 己 評 価 報 告 書 （ 様 式 ）］）（ 資 料 2-30［ 2023 年 5 月 18 日 開 催 内 部 質 保 証 推 進 委

評価の視点１：各学部・研究科において適切に教育課程を編成するための措置

① 教育課程の編成・実施方針と教育課程の整合性

② 教育課程の編成にあたっての順次性及び体系性への配慮

③ 授業期間の適切な設定

④ 単位制度の趣旨に沿った単位の設定

⑤ 個々の授業科目の内容及び方法

⑥ 授業科目の位置づけ（必修、選択等）

⑦ 各学位課程にふさわしい教育内容の設定

⑧ 初年次教育、高大接続への配慮

⑨ 教養教育と専門教育の適切な配置

⑩ コースワークとリサーチワークを適切に組み合わせた教育への配慮

等（【修士】・【博士】）

⑪ 教育課程の編成における全学内部質保証推進組織等の関わり

評価の視点２：学生の社会的及び職業的自立を図るために必要な能力を育成する教育

の適切な実施
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員 会 議 題 ・ 資 料 ］）。  

②教育課程の編成にあたっての順次性及び体系性への配慮 

授 業 科 目 の 順 次 性 お よ び 体 系 性 に つ い て は 、 す べ て の 授 業 科 目 に 対 し 統 一 し た ル ー ル に

基 づ く「 科 目 ナ ン バ リ ン グ 」を 行 て い る（ 資 料 4-8［ 科 目 ナ ン バ リ ン グ の 導 入 に つ い て〔 教

育 企 画 課 資 料 〕］）。カ リ キ ュ ラ ム・マ ッ プ に て 各 教 育 課 程 に お け る 授 業 科 目 と 科 目 ナ ン バ ー

を 記 載 し 、順 次 性 や 体 系 性 が 確 認 し や す い よ う 配 慮 し て い る（ 資 料 4-1【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門

学 院 大 学 /STUDYGUIDE/文 学 部 カ リ キ ュ ラ ム マ ッ プ ］）。  

ま た 、 入 学 か ら 課 程 修 了 ま で の 学 修 計 画 の 策 定 や 卒 業 後 の キ ャ リ ア イ メ ー ジ を 意 識 し て

も ら う こ と を 目 的 に 「 履 修 モ デ ル 」 の 明 示 に も 取 り 組 ん で い る 。 例 え ば 、 心 理 学 部 心 理 学

科 は ４ 年 間 の 学 び の 指 針 と し て 活 用 す る こ と を 目 的 に コ ー ス 別 の 履 修 モ デ ル や 履 修 推 奨 科

目 を 示 し 、「 STUDYGUIDE」 に て 公 表 し て い る （ 資 料 4-9［ 心 理 学 部 の 各 コ ー ス の カ リ キ

ュ ラ ム モ デ ル〔 追 手 門 学 院 大 学  STUDYGUIDE 2023 よ り 抜 粋 〕］）。経 営・経 済 研 究 科  経

営 ・ 経 済 専 攻  博 士 前 期 課 程 で は コ ー ス ・ 研 究 領 域 ご と の 履 修 モ デ ル を 設 定 す る と と も に 、

セ メ ス タ ー ご と の 研 究 指 導 （ 論 文 指 導 ） イ メ ー ジ を 記 載 し 、 学 位 授 与 ま で の 各 段 階 に お け

る 学 修 内 容 の 可 視 性 を 高 め て い る 。 な お 、 そ の 履 修 モ デ ル は 入 学 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 時 に

資 料 と し て 配 付 し 、学 生 が 自 律 的 に 学 修 に 臨 め る よ う 努 め て い る（ 資 料 4-10［ 経 営・経 済

研 究 科 博 士 前 期 課 程 履 修 モ デ ル ］）。  

③授業期間の適切な設定 

本 学 に お け る 各 授 業 科 目 の 授 業 期 間 に つ い て は 、 ゆ と り あ る 学 年 暦 の 実 現 と 柔 軟 で 多 様

な 魅 力 あ る 授 業 を 展 開 し 教 育 効 果 を 高 め る こ と を 目 的 に 、 2021 年 度 よ り 1 コ マ 105 分 授

業 と 半 期 13 週 の 学 年 暦 を 導 入 し て い る（ 資 料 4-11【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /ニ ュ ー ス：

2021 年 度 春 学 期 授 業 を 開 始 ］）。  

柔 軟 な 学 年 暦 が 設 定 で き る よ う に な っ た こ と で 、 単 位 を 実 質 化 す る た め に 必 要 な 授 業 時

間 の 確 保 が 容 易 に な り 、 多 様 な 授 業 方 法 を 実 践 す る 時 間 の 確 保 も で き る よ う に な っ た 。 そ

の 結 果 、 事 前 ・ 事 後 学 習 時 間 や 授 業 の 満 足 度 、 到 達 目 標 達 成 度 が 増 加 傾 向 に あ り 、 教 育 の

質 向 上 を 図 る こ と が で き た（ 資 料 4-12［ 全 学 授 業 ア ン ケ ー ト 結 果（ 2022 年 度 秋 学 期 ）に つ

い て 〔 2023 年 6 月 8 日 開 催 大 学 教 育 研 究 評 議 会 資 料 〕］）。  

加 え て 、 祝 ⽇ 授 業 の 解 消 や ⻑ 期 休 暇 期 間 の 確 保 が 容 易 に な っ た こ と で 海 外 留 学 や ボ ラ ン

テ ィ ア 活 動 な ど 多 様 な 活 動 へ の 参 画 を 学 生 に 促 し 、 課 外 活 動 の 活 発 化 ・ 充 実 化 を 企 図 し て

い る（ 資 料 4-13［ 2021 年 度 か ら の 授 業 時 間 割 の 変 更 と 統 一 の 効 果〔 教 務 課 資 料 〕］）。な お 、

授 業 期 間 に つ い て は 本 学 学 則 第 20 条 に 規 定 し 、 十 分 な 教 育 効 果 を 上 げ る こ と を 前 提 に 、

適 切 な 授 業 期 間 を 柔 軟 に 設 定 で き る こ と を 定 め て い る（ 資 料 1-4【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大

学 /情 報 公 開 /規 則 集 /追 手 門 学 院 大 学 学 則 ］）。  

④単位制度の趣旨に沿った単位の設定 
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単 位 制 度 の 趣 旨 に 沿 っ た 単 位 の 設 定 に つ い て は 、「 大 学 設 置 基 準 等 の 一 部 を 改 正 す る 省

令（ 2022 年 10 月 1 日 施 行 ）」の 内 容 を 踏 ま え 、本 学 で は 学 則 第 19 条 に 規 定 し 、そ れ に 基

づ い て 各 授 業 科 目 の 単 位 を 設 定 し て い る（ 資 料 1-4【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /情 報 公 開 /

規 則 集 /追 手 門 学 院 大 学 学 則 ］）。 履 修 上 限 単 位 数 に つ い て は 、「 追 手 門 学 院 大 学 履 修 登 録 に

関 す る 取 扱 基 準 」に よ り 、各 学 期 22 単 位 と し て い る 。な お 、前 学 期 の GPA が 2.50 以 上 で

あ っ た も の は 、 次 学 期 の 履 修 上 限 単 位 数 を 24 単 位 と し て い る （ 資 料 4-14［ 追 手 門 学 院 大

学 履 修 登 録 に 関 す る 取 扱 基 準 ］）。  

ま た 、単 位 制 度 を よ り 実 質 的 な も の に す る た め 、授 業 時 間 外 に 必 要 な 学 修 等 に つ い て は 、

各 授 業 科 目 の シ ラ バ ス に 事 前 ・ 事 後 学 習 の 内 容 や 必 要 な 時 間 数 を 明 記 し 、 単 位 制 度 の 趣 旨

に 沿 っ た 学 修 時 間 を 確 保 し て い る （ 資 料 4-15［ 2023 年 度 シ ラ バ ス 作 成 要 領 ］）。  

⑤個々の授業科目の内容及び方法 

個 々 の 授 業 科 目 の 内 容 及 び 方 法 に つ い て は 、 シ ラ バ ス に 明 記 し て い る 。 シ ラ バ ス 作 成 に

あ た っ て は 、 毎 年 発 行 さ れ る 「 シ ラ バ ス 作 成 要 領 」 に し た が い 、 授 業 内 容 や 方 法 の み な ら

ず 、評 価 方 法 や 事 前・事 後 学 習 の 内 容 が 明 記 さ れ て い る 。作 成 さ れ た シ ラ バ ス は 、学 部 ⻑・

研 究 科 ⻑ を 中 ⼼ に 記 載 内 容 の 適 切 性 に つ い て 点 検 （ 第 三 者 チ ェ ッ ク ） を 実 施 す る 体 制 を と

っ て お り 、適 正 な シ ラ バ ス 公 開 に 努 め て い る（ 資 料 4-15［ 2023 年 度 シ ラ バ ス 作 成 要 領 ］）。  

な お 、各 授 業 科 目 の シ ラ バ ス に つ い て は 、大 学 HP に て 公 開 し て い る（ 資 料 4-16【 ウ ェ

ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /シ ラ バ ス （  公 開 ペ ー ジ ）］）。  

⑥授業科目の位置づけ（必修、選択等） 

授 業 科 目 の 位 置 づ け に つ い て は 、 各 教 育 課 程 に お け る 学 問 体 系 や 人 材 養 成 目 的 及 び 学 位

授 与 の 方 針 （ デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー ） に 従 い 、 各 授 業 科 目 の 重 要 度 に 応 じ た 履 修 区 分 の 設

定 を 行 っ て い る 。  

ま た 、 各 授 業 科 目 の 位 置 づ け ・ 重 要 度 の 視 認 性 を 高 め る た め 、 カ リ キ ュ ラ ム マ ッ プ や 科

目 ナ ン バ リ ン グ を 導 入 し て い る （ 資 料 2-20【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /３ つ の ポ リ シ ー ・

カ リ キ ュ ラ ム マ ッ プ ］）。例 え ば 、社 会 学 部 に お い て は 、学 部 や コ ー ス で コ ア 科 目 を 設 定 し 、

学 生 が よ り わ か り や す く 履 修 で き る 工 夫 を 行 っ て い る （ 資 料 4-17【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院

大 学 /STUDYGUIDE/社 会 学 科 開 講 科 目 表 ］）。  

⑦各学位課程にふさわしい教育内容の設定 

本 学 で は 、 す べ て の 授 業 科 目 が 学 位 授 与 の 方 針 （ デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー ） と ど の よ う に

関 連 し て い る か を シ ラ バ ス に て 明 記 し て い る 。ま た 、シ ラ バ ス を 作 成 す る に あ た っ て 、「 シ

ラ バ ス 作 成 要 領 」 に お い て 学 位 授 与 の 方 針 （ デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー ） と の 関 連 性 を 踏 ま え

た 授 業 内 容 ・ 評 価 方 法 を 取 り 入 れ た 授 業 計 画 を 策 定 す る こ と が 要 請 さ れ て お り 、 学 部 ⻑ ・

研 究 科 ⻑ を 中 心 と し た 点 検 （ 第 三 者 チ ェ ッ ク ） に お い て も そ の 観 点 を 重 要 視 し 、 各 学 位 課
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程 に ふ さ わ し い 授 業 内 容 に な っ て い る か を 確 認 し て い る （ 資 料 4-15［ 2023 年 度 シ ラ バ ス

作 成 要 領 ］）。  

⑧初年次教育、高大接続への配慮 

・ 初 年 次 教 育  

本 学 の 学 士 課 程 に お け る 教 育 課 程 は 、本 学 学 則 第 10 条 に 基 づ き 、共 通 教 育 科 目 、学 科 科

目 お よ び 資 格 取 得 に 関 す る 科 目 の 大 き く ３ つ に 分 か れ て お り 、 初 年 次 教 育 に つ い て は 共 通

教 育 科 目 の 一 分 野 と し て 全 学 共 通 で 展 開 し て い る （ 資 料 1-4【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /

情 報 公 開 /規 則 集 /追 手 門 学 院 大 学 学 則 ］）。例 え ば 、「 日 本 語 表 現 」と い う 授 業 科 目 で は 、い

わ ゆ る ア カ デ ミ ッ ク ラ イ テ ィ ン グ の ス キ ル を 身 に つ け る た め 、 ペ ア ワ ー ク や グ ル ー プ ワ ー

ク な ど 多 彩 な 授 業 方 法 を 活 用 し な が ら 文 章 作 成 能 力 の 向 上 を 図 っ て い る（ 資 料 4-18【 ウ ェ

ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /シ ラ バ ス 「 日 本 語 表 現 Ａ ＜ 地 域 創 造 学 部 １ 年 ＞ 」］）。  

ま た 、 学 部 ご と に 初 年 次 配 当 の 演 習 科 目 を 開 講 し 、 文 献 検 索 の 方 法 や レ ポ ー ト の 作 成 方

法 、 専 門 教 育 の 導 入 な ど を 取 り 扱 い 、 高 等 教 育 へ の 円 滑 な 接 続 に 寄 与 し て い る 。  

・ 入 学 前 教 育  

高 大 接 続 に 関 す る 取 組 の 一 つ と し て 、本 学 で は「 入 学 前 教 育 」と 称 し 、毎 年  3 月（ ま た

は  2 月 ）に 、指 定 校 推 薦 入 試 や 特 別 入 試（ 前 期 日 程 ）等 の 入 学 予 定 者 を 対 象 と し た 入 学 前

教 育 プ ロ グ ラ ム を 実 施 し て い る（ 資 料 3-6【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /入 学 前 教 育 ］）（ 資 料

4-19［ 2024 年 度 入 学 者 向 け 入 学 前 教 育 の 実 施 に つ い て〔 2023 年 7 月 13 日 開 催 大 学 教 育 研

究 評 議 会 資 料 〕］）。  

当 プ ロ グ ラ ム の 実 施 ・ 運 営 は 、 学 修 者 本 位 の 教 育 の 実 現 に 資 す る た め 、 本 学 学 生 並 び に

本 学 入 学 予 定 者 の 主 体 的 ・ 自 律 的 な 学 習 活 動 の 支 援 を 行 う こ と を 目 的 と す る 「 学 習 支 援 セ

ン タ ー 」が 所 管 し て い る（ 資 料 3-4［ 追 手 門 学 院 大 学  学 習 支 援 セ ン タ ー 規 程 ］）。入 学 前 教

育 の 主 な 目 的 と し て は 、 ① 本 学 の 教 育 理 念 で あ る 「 独 立 自 彊 」 と 「 社 会 有 為 」 を 体 現 す る

人 材 と な る 基 礎 を 築 く こ と 、 ② 自 己 と の 対 話 や 他 者 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 通 し て 、 大

学 入 学 時 か ら 卒 業 ま で の イ メ ー ジ に 対 す る 理 解 を 深 め る こ と 、 が 挙 げ ら れ る 。  

具 体 的 に は 、 先 輩 と の 対 話 ・ ワ ー ク シ ョ ッ プ 等 を 通 し て 、 入 学 前 ア ク シ ョ ン プ ラ ン を 作

成 す る 「 先 輩 プ ロ グ ラ ム 」 の 実 施 や 入 学 後 に 新 入 生 の 大 半 が 履 修 す る 「 追 手 門 ア イ デ ン テ

ィ テ ィ 」 科 目 に て 、 学 生 間 で ア ク シ ョ ン プ ラ ン を 共 有 し 、 計 画 案 の ブ ラ ッ シ ュ ア ッ プ を 行

う な ど 、 入 学 前 教 育 と 正 課 活 動 （ 初 年 次 教 育 ） の 有 機 的 な 連 携 を 意 識 し た 取 り 組 み を 行 っ

て い る（ 資 料 4-20【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /シ ラ バ ス「 追 手 門 ア イ デ ン テ ィ テ ィ A＜ 文

学 部 ＞ 」］）。  

⑨教養教育と専門教育の適切な配置 

本 学 の 学 士 課 程 に お け る 教 育 課 程 は 、本 学 学 則 第 10 条 に 基 づ き 、共 通 教 育 科 目 、学 科 科

目 お よ び 資 格 取 得 に 関 す る 科 目 の 大 き く ３ つ の 科 目 区 分 か ら 構 成 さ れ る 。 学 位 授 与 の 方 針
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（ デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー ） を 達 成 す る た め 、 学 生 が 卒 業 時 に 修 得 す べ き 知 識 ・ 能 力 ・ 資 質

等 を 考 慮 し 、 各 学 部 規 程 ・ 研 究 科 規 程 に よ っ て 学 位 課 程 ご と に 卒 業 要 件 を 定 め て い る （ 資

料 4-21【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /各 学 部 ・ 研 究 科 規 程 ］）。  

各 学 部 に お け る 卒 業 に 必 要 な 単 位 数 は 次 の と お り で あ る 。  

■ 各 学 部 に お け る 卒 業 に 必 要 な 単 位 数  

学 部  学 科  共 通 教 育 科 目 学 科 科 目  総 計  

文 学 部  人 文 学 科  28 単 位 以 上  68 単 位 以 上  124 単 位 以 上

国 際 学 部  国 際 学 科  28 単 位 以 上  70 単 位 以 上  124 単 位 以 上

心 理 学 部  心 理 学 科  28 単 位 以 上  74 単 位 以 上  124 単 位 以 上

社 会 学 部  社 会 学 科  28 単 位 以 上  70 単 位 以 上  124 単 位 以 上

法 学 部  法 律 学 科  28 単 位 以 上  62 単 位 以 上  124 単 位 以 上

経 済 学 部  経 済 学 科  28 単 位 以 上  68 単 位 以 上  124 単 位 以 上

経 営 学 部  経 営 学 科  28 単 位 以 上  78 単 位 以 上  124 単 位 以 上

地 域 創 造 学 部 地 域 創 造 学 科 28 単 位 以 上  66 単 位 以 上  124 単 位 以 上

ま た 、 い わ ゆ る ⼀ 般 教 養 科 ⽬ に あ た る 「 共 通 教 育 科 ⽬ 」 は 、 市 ⺠ と し て ⽣ 涯 に わ た っ て

自 己 を 形 成 し 続 け る 活 動 の 基 盤 を 養 成 す る こ と を 目 的 に 、 学 生 が 所 属 す る 学 部 に お け る 専

門 的 な 学 び を 補 完 し 、 幅 広 い 知 識 や 視 野 、 豊 か な 人 間 性 な ど を 育 む た め 、 以 下 の 科 目 群 を

設 定 し て い る（ 資 料 4-22【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /STUDYGUIDE/共 通 教 育 科 目 カ リ キ

ュ ラ ム マ ッ プ ］）。  

・ フ ァ ウ ン デ ー シ ョ ン 科 目 群 （ 初 年 次 科 目 ・ 外 国 言 語 科 目 ・ 体 育 科 目 ）  

市 ⺠ 教 養 及 び 専 ⾨ 基 礎 の 学 び の 基 本 と な る 多 様 な ス キ ル や マ イ ン ド を 確 保 し 実 践 に ⽣

 か す  

・ リ ベ ラ ル ア ー ツ ・ サ イ エ ン ス 科 目 群 （ リ ベ ラ ル ア ー ツ ・ サ イ エ ン ス 系 科 目 ・ 人 文 学 系 科  

目 ・ 社 会 科 学 系 科 目 ・ 自 然 科 学 系 科 目 ）  

（ １ ） 人 と 社 会 と 自 然 の 複 雑 な か か わ り を 学 際 的 視 点 で 理 解 し 、 現 代 社 会 の 価 値 観 の 多

様 性 と 広 が り に つ い て 学 び を 深 め る  

（ ２ ） 学 問 の 多 角 的 な も の の 見 方 と 捉 え 方 、 お よ び 学 び 方 の 多 彩 な 方 法 論 に 出 会 い 生 活

に 生 か す 経 験 を 積 む  

・ 主 体 的 学 び 科 目 群 （ キ ャ リ ア 形 成 系 科 目 ・ キ ャ リ ア 展 開 系 科 目 ）  

（ １ ） 学 習 者 自 ら が 行 動 す る 社 会 的 な 学 び の 場 を 広 げ る  

（ ２ ） 中 ⻑ 期 の ⽬ 標 に そ っ た ⾃ 主 的 ・ ⾃ 律 的 な キ ャ リ ア 開 発 と 選 択 の た め の ス キ ル ・ 態

度 ・ 方 法 論 を 身 に つ け る  

（ ３ ） 学 習 者 自 ら が 設 定 ・ 遂 行 す る 学 際 的 課 題 を 体 験 的 か つ 協 同 的 に 学 ぶ 経 験 を 積 む  
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（ ４ ） 帰 納 ・ 演 繹 の 学 び の 本 質 と 面 白 さ を 体 得 す る  

⑩コ ースワーク とリサーチ ワークを適 切に組み合 わせた教育 への配慮等 （修士・博 士） 

博 士 前 期 課 程 ・ 博 士 後 期 課 程 に お い て は 、 コ ー ス ワ ー ク （ 授 業 ） と リ サ ー チ ワ ー ク （ 研

究 ・ 論 文 指 導 ） を 有 機 的 に 組 み 合 わ せ 、 バ ラ ン ス を 考 慮 し た 体 系 的 な 授 業 科 目 の 配 置 と し

て い る （ 資 料 4-23［ 各 研 究 科 カ リ キ ュ ラ ム マ ッ プ ］）。  

⑪教育課程の編成における全学内部質保証推進組織等の関わり 

 第 ２ 章 に て 記 載 の と お り 、本 学 で は 学 位 プ ロ グ ラ ム レ ベ ル の 内 部 質 保 証 活 動 と し て 、「 カ

リ キ ュ ラ ム ・ ア セ ス メ ン ト ・ チ ェ ッ ク リ ス ト 」 お よ び そ の 自 己 評 価 報 告 シ ー ト を 用 い て 学

修 成 果 を 中 心 と し た 教 育 課 程 の 評 価 ・ 点 検 を 行 っ て い る 。 各 学 部 等 で 作 成 さ れ た 「 カ リ キ

ュ ラ ム ・ ア セ ス メ ン ト ・ チ ェ ッ ク リ ス ト 」 は 、 教 育 支 援 セ ン タ ー に よ る 助 言 や 支 援 を 経 て

内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 に 報 告 さ れ る 。 そ の 後 、 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 か ら 依 頼 を 受 け た 教

育 支 援 セ ン タ ー に よ る 点 検 ・ 評 価 が あ り 、 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 へ と 報 告 が な さ れ る 。 内

部 質 保 証 推 進 委 員 会 で は 、 学 部 等 よ り 提 出 さ れ た 「 カ リ キ ュ ラ ム ・ ア セ ス メ ン ト ・ チ ェ ッ

ク リ ス ト 」 を 点 検 ・ 評 価 し 、 全 学 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員 会 へ と 報 告 を 行 う 。 全 学 自 己 点 検 ・

評 価 委 員 会 に お い て も 点 検 ・ 評 価 を 行 い 、 必 要 に 応 じ て フ ィ ー ド バ ッ ク を 行 う こ と で 、 各

学 部 等 の 教 育 課 程 等 の 編 成 に 関 す る 改 善・向 上 に つ な げ て い る（ 資 料 2-40［ 学 部 等 の 自 己

点 検 ・ 評 価 サ イ ク ル に つ い て 〔 2024 年 1 月 18 日 開 催 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 資 料 〕］）。  

２．学生の社会的及び職業的自立を図るために必要な能力を育成する教育の適切な実施 

本 学 で は 、学 生 の 社 会 的 及 び 職 業 的 自 立 を 図 る た め に 必 要 な 能 力 を 育 成 す る 教 育 と し て 、

共 通 教 育 科 目 に て キ ャ リ ア 形 成 に か か る 科 目 を 開 設 し て い る 。 １ 年 次 向 け に 開 講 し て い る

「 追 手 門 ア イ デ ン テ ィ テ ィ 」 は 、 本 学 の 教 育 理 念 に つ い て 理 解 を 深 め 、 本 学 で の 学 び の 意

義 を 考 え る と と も に 、 自 ら の キ ャ リ ア 創 生 に 対 す る 意 識 を 醸 成 し て い く こ と を 目 的 に 授 業

を 展 開 し て お り 、 卒 業 生 や 先 輩 学 生 、 本 学 職 員 な ど 、 追 手 門 学 院 に 携 わ る 人 の 考 え 方 ・ マ

イ ン ド に つ い て 対 話 形 式 で 学 ぶ 構 成 と な っ て い る 点 に 特 色 が あ る（ 資 料 4-20【 ウ ェ ブ 】［ 追

手 門 学 院 大 学 /シ ラ バ ス 「 追 手 門 ア イ デ ン テ ィ テ ィ A＜ 文 学 部 ＞ 」］）。  

ま た 、様 々 な 実 践 型 活 動 を 推 奨・支 援 す る WIL プ ロ グ ラ ム 事 業 も 学 生 の 社 会 的 及 び 職 業

的 自 立 を 図 る た め に 必 要 な 能 力 を 育 成 す る 教 育 と し て 寄 与 し て い る 。「 WIL（ Work-Is-

Learning）」と は 、主 体 的 に 学 び 、協 働 し て 問 題 解 決 に あ た る 本 学 独 自 の 学 修 ス タ イ ル に よ

り 、行 動（ Work）を 通 じ て 学 修（ Learning）を 行 い 、同 時 に そ れ を 即 実 践 に 反 映 す る 経 験

の 蓄 積 を 図 ろ う と す る も の と 定 義 し て い る 。 ま た 、 予 測 困 難 な 状 況 下 に お い て 行 動 を 通 じ

て 課 題 を 発 見 し 、 そ の 解 決 に 必 要 な 知 識 や 技 術 ・ 能 力 を 獲 得 ・ 創 造 し な が ら 、 課 題 に 立 ち

向 か い 続 け る 資 質 や 能 力 を 獲 得 す る こ と を 目 的 と し て い る（ 資 料 3-3【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学

院 大 学 /WIL 推 進 セ ン タ ー ］）。  
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具 体 的 な WIL プ ロ グ ラ ム と し て 、 2023 年 度 に は 、 企 業 内 の プ ロ ジ ェ ク ト 提 案 競 争 を 模

擬 体 験 す る プ ロ ジ ェ ク ト や 、 農 家 の 人 手 不 足 問 題 の 解 消 に 向 け た 事 業 モ デ ル 構 築 プ ロ ジ ェ

ク ト な ど が 認 定 さ れ 、 実 施 さ れ た 。 学 生 と 教 員 が 現 場 で 多 様 な 実 践 的 活 動 が 展 開 で き る 支

援 を 行 っ て い る （ 資 料 1-31【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /学 び の 特 色 /追 大 の 教 育 を 支 え る

教 育 ス タ イ ル と 教 育 手 法「 行 動 し て 学 び 、学 び な が ら 行 動 す る  OIDAI WIL」］）（ 資 料 4-24

【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /学 び の 特 色 /追 大 の 教 育 を 支 え る 教 育 ス タ イ ル と 教 育 手 法「 行

動 し て 学 び 、 学 び な が ら 行 動 す る  OIDAI WIL」 /WIL REPORT］）。  

点検・評価項目④：学生の学習を活性化し、効果的に教育を行うための様々な措置を講じ 

         ているか。 

１．各学部・研究科において授業内外の学生の学習を活性化し効果的に教育を行うための 

  措置 

①各学位課程の特性に応じた単位の実質化を図るための措置（１年間又は学期ごとの 

履修登録単位数の上限設定等） 

本 学 は 、単 位 の 実 質 化 を 図 る た め の 措 置 と し て 、「 大 学 設 置 基 準 等 の 一 部 を 改 正 す る 省 令

評価の視点１：各学部・研究科において授業内外の学生の学習を活性化し効果的に教育を

行うための措置 

① 各学位課程の特性に応じた単位の実質化を図るための措置（１年間又は

学期ごとの履修登録単位数の上限設定等） 

② シラバスの内容（授業の目的、到達目標、学習成果の指標、授業内容及

び方法、授業計画、授業準備のための指示、成績評価方法及び基準等の

明示）及び実施（授業内容とシラバスとの整合性の確保等） 

③ 授業の内容、方法等を変更する場合における適切なシラバス改訂と学生

への周知 

④ 学生の主体的参加を促す授業形態、授業内容及び授業方法（教員・学生

間や学生同士のコミュニケーション機会の確保、グループ活動の活用等

⑤ 学習の進捗と学生の理解度の確認 

⑥ 授業の履修に関する指導、その他効果的な学習のための指導 

⑦ 授業外学習に資する適切なフィードバックや、量的・質的に適当な学習

課題の提示 

⑧ 授業形態に配慮した１授業あたりの学生数【学士】 

⑨ 研究指導計画（研究指導の内容及び方法、年間スケジュール）の明示と

それに基づく研究指導の実施（【修士】【博士】） 

⑩ 各学部・研究科における教育の実施にあたっての全学内部質保証推進組

織等の関わり（教育の実施内容・状況の把握等） 
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（ 2022 年 10 月 1 日 施 行 ）」の 内 容 を 踏 ま え 、本 学 学 則 第 19 条 に て １ 単 位 の 授 業 科 目 に 必

要 な 学 修 時 間 を 定 め て い る（ 資 料 1-4【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /情 報 公 開 /規 則 集 /追 手 門

学 院 大 学 学 則 ］）。  

単 位 制 度 を よ り 実 質 的 な も の に す る た め 、 シ ラ バ ス に 「 授 業 時 間 外 学 習 （ 内 容 ・ 時 間 ）」

欄 を 設 け 、 事 前 ・ 事 後 学 習 と し て 必 要 な 内 容 や 時 間 数 を 明 記 し 、 単 位 制 度 の 趣 旨 に 沿 っ た

学 修 時 間 の 確 保 に 努 め て い る （ 資 料 4-15［ 2023 年 度 シ ラ バ ス 作 成 要 領 ］）。  

 加 え て 、2021 年 度 よ り 1 コ マ 105 分 授 業 と 半 期 13 週 の 学 年 暦 を 導 入 し 、必 要 な 授 業 時

間 の 確 保 が 容 易 に な っ た こ と や 多 様 な 授 業 方 法 を 実 践 す る 時 間 が 確 保 で き る よ う に な っ た

こ と で 、 事 前 ・ 事 後 学 習 時 間 や 授 業 の 満 足 度 、 到 達 目 標 達 成 度 が 増 加 傾 向 に あ り 、 教 育 の

質 向 上 を 図 る こ と が で き た （ 資 料 4-13［ 2021 年 度 か ら の 授 業 時 間 割 の 変 更 と 統 一 の 効 果

（ 教 務 課 資 料 ）］）。  

ま た 、履 修 単 位 CAP 制 度 の 趣 旨 を 踏 ま え 、半 期 ご と の 履 修 登 録 単 位 数 に 上 限 を 設 け 、過

剰 な 履 修 登 録 に よ る 学 修 の 形 骸 化 を 防 止 し て い る 。な お 、一 定 の 成 績（ GPA）を 上 回 っ た

場 合 、 履 修 登 録 単 位 数 の 上 限 を 緩 和 す る 特 例 措 置 も 設 け て い る （ 資 料 4-25【 ウ ェ ブ 】［ 追

手 門 学 院 大 学 /STUDYGUIDE/履 修 ］）。  

②シラバスの内容（授業の目的、到達目標、学習成果の指標、授業内容及び方法、授 

業計画、授業準備のための指示、成績評価方法及び基準等の明示）及び実施（授業 

内容とシラバスとの整合性の確保等） 

本 学 で は 、 シ ラ バ ス の 実 質 化 ・ 高 度 化 を 図 る た め 、 毎 年 授 業 担 当 者 に 「 シ ラ バ ス 作 成 要

領 」 を 配 付 し 、 記 載 内 容 に 基 づ い た シ ラ バ ス 作 成 と セ ル フ チ ェ ッ ク を 依 頼 し て い る 。 本 学

の シ ラ バ ス は 、 授 業 の 目 的 、 到 達 目 標 、 学 習 成 果 の 指 標 、 授 業 内 容 及 び 方 法 、 授 業 計 画 、

授 業 準 備 の た め の 指 示 、 成 績 評 価 方 法 及 び 基 準 等 の 明 示 に 留 ま ら ず 、 関 連 科 目 や 学 位 授 与

の 方 針 （ デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー ） と の 関 連 性 、 成 績 評 価 の フ ィ ー ド バ ッ ク 方 法 な ど の 明 記

も 求 め 、 シ ラ バ ス に て 当 該 授 業 の 情 報 を 網 羅 的 に 表 現 し て い る 。  

ま た 、 作 成 し た シ ラ バ ス は 学 部 ⻑ ・ 研 究 科 ⻑ を 中 ⼼ に 学 位 授 与 の 方 針 （ デ ィ プ ロ マ ・ ポ

リ シ ー ） と の 関 連 性 に 見 合 っ た 授 業 内 容 に な っ て い る か を 主 眼 と し た 点 検 （ 第 三 者 チ ェ ッ

ク ） を お こ な っ て い る 。 記 載 内 容 の 改 善 が 必 要 と 判 断 さ れ る 場 合 は 、 学 部 ⻑ ・ 研 究 科 ⻑ か

ら 授 業 担 当 者 に 直 接 修 正・改 善 を 依 頼 し て い る（ 資 料 4-15［ 2023 年 度 シ ラ バ ス 作 成 要 領 ］）。  

③授業の内容、方法等を変更する場合における適切なシラバス改訂と学生への周知 

原 則 と し て 、 シ ラ バ ス 公 開 後 は 授 業 内 容 の 変 更 等 は 認 め て い な い た め 、 い か な る 事 由 が

あ っ た と し て も 、 シ ラ バ ス の 改 訂 は 行 わ な い 。 し か し な が ら 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症

の 拡 大 な ど 外 的 環 境 の 変 化 に よ り 大 学 全 体 と し て 授 業 運 営 方 針 の 見 直 し を 図 る 必 要 が 出 て

き た 場 合 に お い て は 、ポ ー タ ル サ イ ト や LMS、授 業 内 に お い て 変 更 を 周 知 す る こ と と し て

い る 。  
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④学生の主体的参加を促す授業形態、授業内容及び授業方法（教員・学生間や学生同 

士のコミュニケーション機会の確保、グループ活動の活用等） 

学 生 の 主 体 的 参 加 を 促 す 授 業 形 態 、 授 業 内 容 お よ び 授 業 方 法 と し て 、 本 学 で は 課 題 解 決

型 学 習（ PBL：Project Based Learning）に 積 極 的 に 取 り 組 ん で い る 。各 学 部 の 専 門 講 義 で

知 識 ・ 理 論 を 学 び 、 演 習 （ ゼ ミ ナ ー ル ） や 正 課 外 活 動 に て 実 際 に 活 動 し 課 題 解 決 に 向 け た

営 み を 重 ね て い く PBL は 、 理 論 と 実 践 の 往 復 に よ っ て 自 分 た ち に 足 り な い 知 識 や 行 動 は

何 か に 気 づ き 、 ど の よ う に し て 解 決 し て い く こ と が 必 要 か を 自 ら 行 動 し な が ら 学 ぶ も の で

あ る 。 こ の 取 り 組 み は 、 教 育 理 念 で あ る 「 独 立 自 彊 ・ 社 会 有 為 」 を 体 現 す る も の で あ り 、

ま た 、 本 学 が 提 唱 す る 学 修 ス タ イ ル で あ る 「 WIL（ Work-Is-Learning）」 に も 合 致 す る 。  

以 下 、 具 体 例 と し て 、 経 営 学 部 と 地 域 創 造 学 部 で 実 施 し て い る 取 り 組 み に つ い て 紹 介 す

る 。  

【 具 体 的 事 例 １ ： 経 営 学 部 で の 取 り 組 み 「 見 山 の 郷 商 品 開 発 プ ロ ジ ェ ク ト 」】  

経 営 学 部 経 営 学 科 で は 、 2013 年 か ら 本 学 が 位 置 す る 大 阪 府 茨 木 市 の 最 北 端 に あ る 山 村

「 見 山 の 郷 」 と の 連 携 事 業 と し て 「 見 山 の 郷 商 品 開 発 プ ロ ジ ェ ク ト 」 を 開 始 し て い る 。  

2013 年 度 に 実 施 し た フ ィ ー ル ド ワ ー ク に よ り 「 見 山 の 郷 へ の 訪 問 客 の 高 齢 化 と 固 定 化 」

に 問 題 意 識（ 課 題 ）を 持 ち 、同 地 区 の 特 産 品 で あ る「 赤 し そ と 米 粉 」を 活 用 し 、「 食 」を 通

じ た 課 題 解 決 に 着 手 し た 。学 生 同 士 の デ ィ ス カ ッ シ ョ ン は も ち ろ ん 、見 山 の 郷 で 働 く 方 々 、

や 訪 問 客 と の 意 見 交 換 も 実 施 し 、 企 画 を 練 り 上 げ た 。  

結 果 、2014 年 に は 若 者・家 族 向 け 商 品 と し て「 お う て も ん 赤 し そ 塩 あ ん ぱ ん 」を 開 発 し 、

2023 年 現 在 に お い て も 同 地 区 で 製 造・販 売 を 行 っ て い る 。2015 年 に は「 平 成 27 年 度 茨 木

市 産 学 連 携 ス タ ー ト ア ッ プ 事 業 」 に 採 択 さ れ 、「 見 山 ジ ュ レ （ 赤 し そ ・ ゆ ず ）」 の 開 発 ・ 販

売 ま で 行 う に 至 っ て い る 。  

以 降 は 「 販 路 拡 大 と 商 品 PR」 を 主 な 課 題 と し て 設 定 し 、 2016 年 か ら は 北 摂 地 域 を 中 心

に 様 々 な 場 所 で 試 食 ・ 販 売 会 を 実 施 し た り 、 学 園 祭 や オ ー プ ン キ ャ ン パ ス な ど 学 内 の イ ベ

ン ト に も 出 展 し た り す る こ と で 、本 学 の 知 名 度 ア ッ プ や 売 上 ア ッ プ に 貢 献 し て い る 。2020

（ 令 和 2） 年 に は 「 追 家 （ お う ち ） か ら 見 山 チ ャ ン ネ ル 」 と 題 し た Youtube チ ャ ン ネ ル を

開 設 し 、 新 た な か た ち で の 広 報 活 動 に 注 力 し て い る （ 資 料 4-26【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大

学 /学 生 を 交 え た プ ロ ジ ェ ク ト  見 山 の 郷 商 品 開 発 プ ロ ジ ェ ク ト ］）。  

【 具 体 的 事 例 ２ ： 2022 年 度  地 域 創 造 実 践 演 習 （ 基 礎 ） 1＜ 藤 原 ゼ ミ ＞ 】  

 地 域 創 造 学 部 の 2 年 生 ゼ ミ で あ る「 地 域 創 造 実 践 演 習（ 基 礎 ）」で は 、学 生 が 自 ら の 関 心

の も と 地 域 課 題 の 解 決 に つ い て 考 察 し て い る 。学 生 は 2 人 ペ ア に 分 か れ て そ れ ぞ れ 商 店 街

活 性 化 、 地 域 防 災 、 フ ー ド ロ ス と い っ た テ ー マ に つ い て 、 課 題 と そ の 原 因 を 調 べ て 、 問 題

解 決 の 方 法 を 検 討 し 、 検 討 し た 解 決 策 の 実 現 性 に つ い て は 、 そ れ ぞ れ 自 治 体 な ど 現 地 調 査

を 行 っ て 検 証 し 、ア イ デ ィ ア を 改 善 し て い く と い う 学 び を 行 っ て い る 。例 え ば 、「 商 店 街 の

シ ャ ッ タ ー 通 り 化 問 題 」 と そ の 対 応 策 と し て の 「 電 子 地 域 通 貨 」 に 取 り 組 ん だ 学 生 は 、 フ

ィ ー ル ド ワ ー ク 活 動 を 行 い 、 電 子 地 域 通 貨 導 入 を 進 め る 地 域 の 方 と の 意 見 交 換 と そ の 後 の

政 策 提 案 を 行 う プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン を 通 じ て 、「 論 理 的 思 考 力 」や「 発 表 す る 力 」を 養 う こ
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と が で き た と 語 っ て い る（ 資 料 4-27【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /WIL REPORT 036「 2022

年 度  地 域 創 造 実 践 演 習 （ 基 礎 ） 1＜ 藤 原 ゼ ミ ＞ 」］）。  

⑤学習の進捗と学生の理解度の確認 

本 学 で は 、柔 軟 な 学 年 暦 や ICT 環 境 の 充 実 な ど 様 々 な 手 法 を 用 い て 教 育 効 果 を 最 大 化 す

る OIDAI MATCH（ MAximized-TeaCHing）と い う 教 育 手 法 を 実 施 し て い る 。MATCH の

取 組 の 一 つ と し て 、  2021 年 度 よ り 1 コ マ 105 分 授 業 と 半 期 13 週 の 学 年 暦 を 採 用 す る こ

と と し た 。そ の 際 に 、教 学 マ ネ ジ メ ン ト 指 針（ 2020 年 1 月 22 日  中 央 教 育 審 議 会 大 学 分 科

会 ） に て 謳 わ れ た 学 修 者 本 位 の 教 育 を 実 現 す る 観 点 か ら 、 授 業 期 間 内 に 課 題 や 試 験 等 に よ

り 複 数 回 に わ た り 成 績 評 価 を 行 う こ と で 、 学 修 成 果 の 把 握 ・ 可 視 化 に 努 め て い る 。  

１ コ マ あ た り の 授 業 時 間 が 90 分 か ら 105 分 に な っ た こ と で 、 例 え ば 90 分 の 講 義 と 15

分 の 確 認 テ ス ト と い っ た 構 成 で の 授 業 が 実 施 し や す く な り 、 単 位 を 実 質 化 す る た め に 必 要

な 授 業 時 間 を 容 易 に 確 保 し た り 、 多 様 な 授 業 方 法 を 組 み 合 わ せ 、 授 業 期 間 内 に 課 題 や 試 験

等 に よ り 複 数 回 に わ た っ て 成 績 評 価 を 行 っ た り す る こ と が 可 能 と な っ た 。こ の こ と に よ り 、

学 生 個 々 人 が 細 や か に 学 修 到 達 度 を 確 認 す る こ と が で き る よ う に な り 、 日 頃 の 学 修 の 積 み

重 ね が 成 績 評 価 と し て 反 映 さ れ る 仕 組 み が 確 立 し た （ 資 料 4-13［ 2021 年 度 か ら の 授 業 時

間 割 の 変 更 と 統 一 の 効 果 〔 教 務 課 資 料 〕］）。  

ま た 、別 の MATCH の 取 り 組 み と し て 、ア ナ ロ グ か ら デ ジ タ ル へ と 教 育 環 境 の 改 善 に 着

手 し て い る 。 具 体 的 に は 2019 年 度 以 降 、 1 人 1 台 の ノ ー ト パ ソ コ ン 必 携 （ BYOD： Bring 

Your Own Device） を 導 入 し 、 あ ら ゆ る 授 業 科 目 に お い て ICT を 活 用 し た 学 習 を 可 能 に す

る 環 境 を 整 え て い る（ 資 料 4-28【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 シ ス テ ム 企 画 推 進 課 /BYOD サ

ポ ー ト ペ ー ジ ］）。 加 え て 、 2015 年 か ら 学 習 支 援 シ ス テ ム （ LMS： Learning Management 

System）を 導 入 し て い る 。こ れ ま で は 、対 面 授 業 に お け る 講 義 資 料 の 提 供 は 紙 に よ る 資 料

が 中 心 で あ っ た が 、 2020 年 度 以 降 は コ ロ ナ 禍 の 影 響 も あ り 、 ほ ぼ す べ て の 授 業 に お い て

LMS が 使 用 さ れ 、LMS を 通 じ た 授 業 資 料 の 提 供 、講 義 動 画 の 配 信 、テ ス ト の 実 施 、レ ポ ー

ト 課 題 の 提 示 ・ 提 出 な ら び に チ ャ ッ ト 機 能 等 を 活 用 し た 双 方 向 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 可

能 に し て い る （ 資 料 4-29【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 シ ス テ ム 企 画 推 進 課 /WebClass の 概

要 ］）。2021 年 3 ⽉ に は 関 ⻄ の 中 規 模 私 大 で 唯 一「 デ ジ タ ル を 活 用 し た 大 学・高 専 教 育 高 度

化 プ ラ ン 」 の 採 択 を 受 け 、 そ の 取 組 の 一 つ と し て 、 よ り 学 習 成 果 や 学 習 進 捗 の 可 視 化 を 実

現 で き る 新 し い LMS を 導 入 し 、 さ ら な る 「 学 修 者 本 位 の 教 育 の 実 現 」 と 「 学 び の 質 の 向

上 」 を 図 っ て い る （ 資 料 4-30［ 追 手 門 学 院 大 学  デ ジ タ ル を 活 用 し た 大 学 ・ 高 専 教 育 高 度

化 プ ラ ン 〔 文 科 省 補 助 金 申 請 資 料 〕］）。  

⑥授業の履修に関する指導、その他効果的な学習のための指導 

本 学 で は 、 学 生 一 人 ひ と り に 学 修 指 導 や 学 修 支 援 を 行 う 担 当 教 員 （ ア カ デ ミ ッ ク ア ド バ

イ ザ ー ） を 設 定 し 、 学 生 個 々 人 に 対 し て 効 果 的 で 最 適 な 履 修 に 関 す る 指 導 や そ の 他 効 果 的

な 学 習 の た め の 指 導 を お こ な っ て い る（ 資 料 4-31［ 設 置 の 趣 旨 等 を 記 載 し た 書 類（ 国 際 学

部 国 際 学 科 ）］）。  
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学 生 へ の 指 導 は 担 当 教 員 （ ア カ デ ミ ッ ク ア ド バ イ ザ ー ） を 中 心 に 行 う が 、 必 要 に 応 じ て

教 務 課 （ 各 学 部 担 当 ） 職 員 や 学 部 ⻑ ・ 教 務 担 当 教 員 を は じ め と し た 学 部 教 員 と の 連 携 ・ フ

ロ ー も 確 立 し 、学 部 一 体 で の 指 導 体 制 を 構 築 し て い る（ 資 料 4-32［ 追 手 門 学 院 大 学 ア カ デ

ミ ッ ク ア ド バ イ ザ ー に 関 す る 規 程 ］）。   

そ の 中 で も 文 学 部 ・ 国 際 学 部 ・ 地 域 創 造 学 部 で は 、 学 部 内 で 年 次 ご と に 修 得 し て お く べ

き 単 位 数 の 基 準 を 定 め 、 そ の 基 準 を 下 回 る 学 生 に 対 し て は 、 よ り き め 細 や か な 指 導 を 展 開

し て い る 。 具 体 的 に は 、 修 得 単 位 数 に 応 じ て 「 注 意 」「 警 告 」「 勧 告 」 の ３ 段 階 で 区 分 が な

さ れ 、 自 身 の 状 態 を 端 的 に 理 解 す る こ と が で き る 「 自 律 型 学 修 支 援 サ ポ ー ト 」 と 呼 ば れ る

仕 組 み を 導 入 し て い る 。 こ れ に よ り 、 学 生 が 自 身 の 修 得 単 位 数 を 確 認 す る 際 、 そ の 後 の 履

修 計 画 を 立 て や す く す る だ け で な く 、 単 位 修 得 状 況 の 良 否 を 自 律 し て 認 識 ・ 判 断 す る こ と

を 可 能 に し て い る（ 資 料 4-33［ 文 学 部・国 際 教 養 学 部・国 際 学 部 学 生 の 自 律 型 学 修 支 援 サ

ポ ー ト に つ い て 〔 教 務 課 資 料 〕］）。  

研 究 科 に お い て は  STUDY GUIDE に よ り 、 ど の 科 目 が リ サ ー チ ワ ー ク ・ コ ー ス ワ ー ク

に 該 当 す る か を 明 示 し て い る (資 料 4-34【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /STUDYGUIDE/経 営・

経 済 研 究 科  開 講 科 目 一 覧  後 期 課 程 ］)。ま た 、研 究 指 導 教 員 と の 面 談 を 通 じ て 研 究 計 画 書

や 年 間 の 履 修 計 画 を 策 定 し 、 研 究 に 必 要 な 学 修 や 諸 活 動 に 関 す る 指 導 が 行 わ れ て い る （ 資

料 4-35【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /STUDYGUIDE/大 学 院  心 理 学 研 究 科 /専 攻 履 修 及 び そ

の 他 に つ い て の 諸 注 意 ］）。  

⑦授業外学習に資する適切なフィードバックや、量的・質的に適当な学習課題の提示 

本 学 で は 、 各 授 業 科 目 の シ ラ バ ス に お い て 成 績 評 価 方 法 及 び 基 準 、 成 績 評 価 に か か る 課

題 の フ ィ ー ド バ ッ ク 方 法 、 な ら び に 授 業 外 学 習 の 内 容 ・ 時 間 の 明 記 を 必 須 と し て い る 。 そ

の た め 、 学 生 に 対 し て は シ ラ バ ス を 通 じ て 授 業 外 学 習 に 資 す る 適 切 な フ ィ ー ド バ ッ ク や 学

習 課 題 （ 予 習 ・ 復 習 含 む ） を 提 示 し て い る （ 資 料 4-15［ 2023 年 度 シ ラ バ ス 作 成 要 領 ］）。  

ま た 、そ の 実 質 化 を 図 る た め 、2021 年 度 よ り 1 コ マ 105 分 授 業 と 半 期 13 週 の 学 年 暦 を

採 用 し て い る 。1 コ マ あ た り の 授 業 時 間 が 90 分 か ら 105 分 に な っ た こ と で 、例 え ば 90 分

の 講 義 の 後 に 15 分 の 時 間 を 使 用 し て 授 業 外 学 習 に 資 す る フ ィ ー ド バ ッ ク や 課 題 の 提 示 を

丁 寧 に 行 う こ と が 可 能 に な っ た 。 ま た 、 時 間 構 成 の バ リ エ ー シ ョ ン が 増 え た こ と で 授 業 が

実 施 し や す く な り 、 受 講 生 と の 適 切 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 る こ と が で き る よ う に な っ

て い る 。  

加 え て 、単 位 を 実 質 化 す る た め に 必 要 な 授 業 時 間 の 確 保 と 多 様 な 授 業 方 法 を 組 み 合 わ せ 、

授 業 期 間 内 に 課 題 や 試 験 等 に よ り 複 数 回 に わ た り 成 績 評 価 を 行 う こ と で 、 学 生 個 々 人 が 細

や か に 学 修 到 達 度 を 確 認 す る こ と が で き る よ う に な っ た 。 加 え て 、授 業 外 で 実 施 す る 試 験

や 課 題 を 授 業 内 で フ ィ ー ド バ ッ ク す る こ と も 推 奨 し て い る た め 、 授 業 時 間 外 学 修 に お け る

質 保 証 に も 努 め て い る （ 資 料 4-13［ 2021 年 度 か ら の 授 業 時 間 割 の 変 更 と 統 一 の 効 果 〔 教

務 課 資 料 〕］）。  

学 修 者 本 位 の 学 習 ス キ ー ム を 支 え る た め の 環 境 整 備 と し て 、2019 年 度 以 降 、1 人 1 台 の

ノ ー ト パ ソ コ ン 必 携（ BYOD）化 や 2015 年 か ら 学 習 支 援 シ ス テ ム（ LMS）の 導 入 を 行 っ て

い る 。 こ れ ら を 活 用 す る こ と で 、 個 別 最 適 な フ ィ ー ド バ ッ ク を 可 能 に し 、 授 業 外 学 習 の 管
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理 も 容 易 に な っ て い る 。  

研 究 科 に お い て は 、 各 大 学 院 生 に 指 導 教 員 が お り 、 そ の 指 導 教 員 が 担 当 す る 授 業 科 目 や

演 習 に お い て 、 学 期 始 め 等 に 確 定 し た 研 究 計 画 に 沿 っ た 授 業 外 学 習 に 関 す る ア ド バ イ ス を

行 っ て い る （ 資 料 4-15［ 2023 年 度 シ ラ バ ス 作 成 要 領 ］）。  

⑧授業形態に配慮した１授業あたりの学生数【学士】 

本 学 は 、単 位 の 実 質 化 を 図 る た め の 措 置 と し て 、「 大 学 設 置 基 準 等 の 一 部 を 改 正 す る 省 令

（ 2022 年 10 月 1 日 施 行 ）」の 内 容 を 踏 ま え 、本 学 学 則 第 20 条 の ２ に て 一 つ の 授 業 科 目 あ

た り の 学 生 数 は 、 授 業 の 方 法 や 施 設 等 の 諸 条 件 を 考 慮 し つ つ 、 教 育 効 果 を 十 分 に 上 げ ら れ

る よ う 適 当 な 人 数 と す る こ と を 定 め て い る （ 資 料 1-4【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /情 報 公

開 /規 則 集 /追 手 門 学 院 大 学 学 則 ］）。  

授 業 形 態 ご と の 適 正 人 数 を 明 確 に 定 め て い る も の は な い が 、 演 習 （ ゼ ミ ナ ー ル ） 科 目 に

つ い て は 、20 名 程 度 の 受 講 者 に な る よ う 配 当 し て い る 。ま た 、必 修 科 目 と し て い る 英 語 の

授 業 科 目 に つ い て は 習 熟 度 を 考 慮 し た ク ラ ス 編 成 を 行 っ て お り 、1 つ の ク ラ ス が 35 名 程 度

と な る よ う 編 成 し て い る 。 そ の 他 、 実 験 科 目 に つ い て は 学 習 効 果 、 施 設 ・ 設 備 の 観 点 、 な

ら び に 安 全 性 へ の 配 慮 の 観 点 か ら 10〜 15 名 程 度 の ク ラ ス 編 成 を 行 っ て い る 。  

本 学 で は 対 面 授 業 を 中 心 に 授 業 を 開 講 し て い た が 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 流 行 に

よ り 、 拡 大 防 止 の 観 点 か ら 遠 隔 授 業 （ オ ン ラ イ ン 授 業 ） を 導 入 し 、 現 在 に お い て も 継 続 し

て 併 用 し て い る 。 遠 隔 授 業 の 併 用 に あ た っ て は 、 知 識 伝 達 型 の 講 義 系 科 目 を 中 心 に オ ン デ

マ ン ド 形 式 で の 授 業 を 実 施 す る な ど 、 授 業 形 態 に 応 じ た 工 夫 を 施 し て い る 。  

⑨研究指導計画（研究指導の内容及び方法、年間スケジュール）の明示とそれに基づ 

く研究指導の実施（【修士】【博士】） 

本 学 で は 、 大 学 院 の 新 入 生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン に て 研 究 指 導 の 内 容 及 び 方 法 、 年 間 ス ケ

ジ ュ ー ル を 例 示 し た 資 料 を 配 付 し 、 そ れ に 基 づ い て 指 導 教 員 と 相 談 の う え 、 年 間 の 教 育 ・

研 究 活 動 方 針 を 記 載 し た「 研 究 指 導 計 画 書 」の 提 出 を 義 務 付 け て い る（ 資 料 4-36【 ウ ェ ブ 】

［ 追 手 門 学 院 大 学 /STUDYGUIDE/大 学 院  経 営・経 済 研 究 科 /授 業 科 目 の 履 修 、修 了 要 件 、

そ の 他 案 内 等 ］）（ 資 料 4-35【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /STUDYGUIDE/大 学 院  心 理 学 研

究 科 /専 攻 履 修 及 び そ の 他 に つ い て の 諸 注 意 ］）（ 資 料 4-37【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学

/STUDYGUIDE/大 学 院  現 代 社 会 文 化 研 究 科 /授 業 科 目 の 履 修 、 修 了 要 件 、 そ の 他 の 案 内

等 ］）。  

な お 、「 研 究 指 導 計 画 書 」は 、学 位 論 文 の 進 捗 状 況 や 研 究 内 容 の 変 更 等 に 柔 軟 に 対 応 す る

た め 、在 学 生 を 含 め 、必 ず 毎 年 ４ 月 に 作 成 す る こ と に な っ て い る（ 資 料 4-38［ 経 営・経 済

研 究 科  博 士 前 期 課 程 修 了 ま で の ス ケ ジ ュ ー ル（ イ メ ー ジ ）］）（ 資 料 4-39［ 2023 年 度  研 究

指 導 計 画 書 （ 様 式 ）］）。  

⑩各学部・研究科における教育の実施にあたっての全学内部質保証推進組織等の関わ 

り（教育の実施内容・状況の把握等） 
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 本 学 は 、 各 学 部 ・ 研 究 科 に お け る 教 育 の 実 施 内 容 等 に お い て 、 授 業 ア ン ケ ー ト （ 各 学 期

２ 回 ・ 授 業 単 位 ） を 学 生 に 対 し て 実 施 し て 状 況 把 握 を 行 っ て い る 。 そ の 後 、 集 約 さ れ た ア

ン ケ ー ト 結 果 は 大 学 教 育 研 究 評 議 会 に て 報 告 さ れ る 。 し か し 、 授 業 ア ン ケ ー ト の 項 目 が 教

育 の 実 施 内 容・状 況 を す べ て 把 握 で き る も の で は な く 、改 善 の 余 地 が あ る と 考 え る 。ま た 、

把 握 で き た 情 報 を 今 後 は 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 等 で 点 検 ・ 評 価 す る こ と に よ り 教 育 内 容 の

充 実 が 図 れ る た め 検 討 を 進 め て い き た い 。  

 ま た 、 第 ２ 章 に て 記 載 の と お り 、 本 学 で は 学 位 プ ロ グ ラ ム レ ベ ル の 内 部 質 保 証 活 動 と し

て 、「 カ リ キ ュ ラ ム・ア セ ス メ ン ト・チ ェ ッ ク リ ス ト に 基 づ く 自 己 評 価 報 告 シ ー ト 」を 用 い

て 、 学 修 成 果 を 中 心 に 教 育 課 程 の 評 価 ・ 点 検 を 行 っ て い る 。 本 「 カ リ キ ュ ラ ム ・ ア セ ス メ

ン ト ・ チ ェ ッ ク リ ス ト に 基 づ く 自 己 評 価 報 告 シ ー ト 」 に は 、 デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー に 示 さ

れ た 到 達 目 標 と 、 達 成 度 を 測 る た め の ア セ ス メ ン ト 方 法 を 記 載 す る こ と と な っ て い る 。 各

学 部 等 が 採 用 し て い る 主 な ア セ ス メ ン ト 方 法 は 、 科 目 群 や 特 定 の 科 目 の 単 位 修 得 率 や 卒 業

時 ア ン ケ ー ト の 回 答 結 果 で あ り 、 こ の 結 果 を ふ ま え て 科 目 の 内 容 や 教 育 課 程 自 体 の 変 更 が

必 要 か ど う か を「 総 括 コ メ ン ト 」欄 に 記 載 し て い る（ 資 料 2-30［ 2023 年 5 月 18 日 開 催 内

部 質 保 証 推 進 委 員 会 議 題 ・ 資 料 ］）。  

 各 学 部 等 で 作 成 さ れ た 「 カ リ キ ュ ラ ム ・ ア セ ス メ ン ト ・ チ ェ ッ ク リ ス ト に 基 づ く 自 己 評

価 報 告 シ ー ト 」 は 、 教 育 支 援 セ ン タ ー に よ る 助 言 や 支 援 を 受 け な が ら 作 成 さ れ 、 内 部 質 保

証 の 推 進 組 織 で あ る 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 に 報 告 さ れ る 。 そ の 後 、 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会

か ら 依 頼 を 受 け た 教 育 支 援 セ ン タ ー に よ る 点 検 ・ 評 価 が あ り 、 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 へ と

報 告 が な さ れ る 。 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 で は 、 学 部 等 よ り 提 出 さ れ た 「 カ リ キ ュ ラ ム ・ ア

セ ス メ ン ト ・ チ ェ ッ ク リ ス ト に 基 づ く 自 己 評 価 報 告 シ ー ト 」 を 点 検 ・ 評 価 し 、 内 部 質 保 証

に 責 任 を 持 つ 組 織 で あ る 全 学 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員 会 へ と 報 告 を 行 う 。 全 学 自 己 点 検 ・ 評 価

委 員 会 に お い て も 点 検 ・ 評 価 を 行 い 、 必 要 に 応 じ て フ ィ ー ド バ ッ ク を 行 う 体 制 を 構 築 し て

い る（ 資 料 2-40［ 学 部 等 の 自 己 点 検・評 価 サ イ ク ル に つ い て〔 2024 年 1 月 18 日 開 催 内 部

質 保 証 推 進 委 員 会 資 料 〕］）。  

点検・評価項目⑤：成績評価、単位認定及び学位授与を適切に行っているか。 
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１．成績評価及び単位認定を適切に行うための措置 

①単位制度の趣旨に基づく単位認定 

単 位 制 度 の 趣 旨 に 沿 っ た 単 位 の 設 定 に つ い て は 、「 大 学 設 置 基 準 等 の 一 部 を 改 正 す る 省

令（ 2022 年 10 月 1 日 施 行 ）」の 内 容 を 踏 ま え 、本 学 で は 学 則 第 19 条 に 規 定 し 、そ れ に 基

づ い て 各 授 業 科 目 の 単 位 を 設 定 し て い る（ 資 料 1-4【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /情 報 公 開 /

規 則 集 /追 手 門 学 院 大 学 学 則 ］）。  

ま た 、 単 位 認 定 に つ い て も 「 大 学 設 置 基 準 等 の 一 部 を 改 正 す る 省 令 （ 2022 年 10 月 1 日

施 行 ）」の 内 容 を 踏 ま え 、本 学 で は 学 則 第 22 条 に 規 定 し 、試 験 そ の 他 適 切 な 方 法 に よ り 学

修 成 果 を 評 価 し て 単 位 を 与 え る も の と 規 定 し て い る（ 資 料 1-4【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学

/情 報 公 開 /規 則 集 /追 手 門 学 院 大 学 学 則 ］）。  

な お 、 成 績 評 価 の 詳 細 に つ い て は 「 STUDY GUIDE」 に て 学 生 に 案 内 を し て い る 。 成 績

評 価 方 法 と し て は 、 授 業 期 間 内 に 課 題 や 試 験 等 に よ り 複 数 回 に わ た っ て 行 う 成 績 評 価 を 導

入 し 、 そ れ ら の 積 み 重 ね に よ っ て 総 合 的 に 評 価 す る こ と と し て い る 。 成 績 評 価 結 果 は 、 S

（ 90〜 100 点 ）、 A（ 80〜 89 点 ）、 B（ 70〜 79 点 ）、 C（ 60〜 69 点 ）、 D（ 0〜 59 点 ）、 E（ 評

価 不 能 ）の 6 段 階 に 分 け 、S・A・B・C を 合 格 と し 、所 定 の 単 位 を 与 え る も の と し て い る 。

成 績 評 価 に お い て は 、学 生 個 人 の 成 績 を 客 観 的・総 合 的 に 評 価 す る た め の 指 標 と し て Grade 

Point Average（ GPA）制 度 を 導 入 し 、各 授 業 科 目 の 評 価 に 対 し て 所 定 の グ レ ー ド・ポ イ ン

ト（ GP）を 付 与 し 、1 単 位 あ た り の 評 価 平 均 値 を 算 出 し て い る（ 資 料 4-40 【 ウ ェ ブ 】［ 追

手 門 学 院 大 学 /STUDYGUIDE/成 績 評 価 ・ 成 績 ］）。  

 研 究 科 に お い て も 、 各 授 業 科 目 で 授 業 期 間 内 に 複 数 の 課 題 や レ ポ ー ト を 課 す こ と に よ り

優 ・ 良 ・ 可 ・ 不 可 の 成 績 評 価 を 行 っ て い る 。  

 ま た 、 本 学 の シ ラ バ ス は 、 当 該 授 業 の 到 達 目 標 と し て 掲 げ た 事 項 ご と に 、 成 績 評 価 方 法

と 評 価 割 合 を 定 め る こ と と し て お り 、 よ り 精 緻 な 成 績 評 価 お よ び 単 位 認 定 を 可 能 と し て い

る （ 資 料 4-15［ 2023 年 度 シ ラ バ ス 作 成 要 領 ］）。  

評価の視点１：成績評価及び単位認定を適切に行うための措置

① 単位制度の趣旨に基づく単位認定

② 既修得単位等の適切な認定

③ 成績評価の客観性、厳格性、公正性、公平性を担保するための措置

④ 卒業・修了要件の明示

⑤ 成績評価及び単位認定に関わる全学的なルールの設定その他全学内

部質保証推進組織等の関わり

評価の視点２：学位授与を適切に行うための措置

① 学位論文審査がある場合、学位論文審査基準の明示・公表

② 学位審査及び修了認定の客観性及び厳格性を確保するための措置

③ 学位授与に係る責任体制及び手続の明示

④ 適切な学位授与

⑤ 学位授与に関わる全学的なルールの設定その他全学内部質保証推進

組織等の関わり
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②既修得単位等の適切な認定 

学 士 課 程 に お け る 既 修 得 単 位 等 の 認 定 は 、 大 学 設 置 基 準 に 規 定 さ れ た 内 容 を 踏 ま え 、 本

学 で は 学 則 第 23 条 お よ び 第 24 条 に 規 定 し 、教 育 上 有 益 と 認 め る 場 合 は 、本 学 に 入 学 す る

前 に 大 学 、専 門 職 大 学 ま た は 短 期 大 学 等 で 修 得 し た 単 位 を 、60 単 位 を 超 え な い 範 囲 で 本 学

に お け る 授 業 科 目 の 履 修 に よ り 修 得 し た も の と み な し て い る（ 資 料 1-4【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門

学 院 大 学 /情 報 公 開 /規 則 集 /追 手 門 学 院 大 学 学 則 ］）。  

編 入 学 や 転 学 等 に よ っ て 入 学 し た 学 生 に 対 す る 既 修 得 単 位 の 認 定 は 、 提 出 さ れ た 既 修 得

単 位 の わ か る 証 明 書 や シ ラ バ ス 等 に 基 づ き 、 本 学 に お け る 授 業 科 目 と 合 致 す る も の か を 判

断 し た う え で 認 定 し て い る（ 資 料 1-4【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /情 報 公 開 /規 則 集 /追 手 門

学 院 大 学 学 則 ］）。  

ま た 、 博 士 前 期 課 程 ま た は 修 士 課 程 に お け る 既 修 得 単 位 等 の 認 定 は 、 大 学 院 設 置 基 準 に

規 定 さ れ た 内 容 を 踏 ま え 、 本 学 大 学 院 学 則 第 9 条 に 規 定 し 、 教 育 上 有 益 と 認 め る 場 合 は 、

本 学 大 学 院 に 入 学 す る 前 に 本 学 大 学 院 ま た は 他 の 大 学 院 に お い て 履 修 し た 授 業 科 目 に つ い

て 習 得 し た 単 位 を 、15 単 位 を 超 え な い 範 囲 で 、本 学 大 学 院 に 入 学 し た 後 の 本 大 学 院 に お け

る 授 業 科 目 の 履 修 に よ り 修 得 し た も の と み な し て い る（ 資 料 1- 4【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大

学 /情 報 公 開 /規 則 集 /追 手 門 学 院 大 学 学 則 ］）。  

な お 、 単 位 認 定 に あ た っ て は 、 学 士 課 程 の 場 合 は 各 学 部 会 議 に お い て 、 博 士 前 期 課 程 ま

た は 修 士 課 程 の 場 合 は 各 研 究 科 委 員 会 に お い て 、 各 会 議 の 議 を 経 て 学 ⻑ が 認 定 す る こ と と

な っ て お り 、 適 切 な 認 定 を 行 っ て い る 。  

③成績評価の客観性、厳格性、公正性、公平性を担保するための措置 

成 績 評 価 の 客 観 性 、厳 格 性 、公 正 性 、公 平 性 を 担 保 す る た め の 措 置 と し て 、本 学 で は（ １ ）

シ ラ バ ス に お け る 成 績 評 価 方 法 の 明 記 、（ ２ ）成 績 問 い 合 わ せ 制 度 の 適 用 、に よ っ て 担 保 し

て い る 。  

（ １ ） 成 績 評 価 方 法 の 明 記  

本 学 シ ラ バ ス 様 式 に お い て 、 各 授 業 科 目 に お け る 到 達 目 標 に 紐 づ い た 成 績 評 価 方 法 、 評

価 割 合 、 お よ び 評 価 方 法 の 詳 細 情 報 ・ 評 価 基 準 の 明 記 を 必 須 項 目 と し て 設 定 し て い る 。 そ

の た め 、 小 テ ス ト や レ ポ ー ト と い っ た 成 績 評 価 方 法 を 記 載 す る に 留 ま ら ず 、 そ の 手 法 を 用

い て 評 価 す る 割 合 は ど の 程 度 か 、 到 達 目 標 の う ち ど の 項 目 を ど の 方 法 で 評 価 す る の か 、 そ

の 評 価 基 準 は ど う い っ た 観 点 に な る の か 、 を 明 示 す る こ と で 成 績 評 価 の 客 観 性 や 厳 格 性 等

を 担 保 し て い る 。  

加 え て 、 各 授 業 担 当 者 に よ る シ ラ バ ス 記 載 内 容 の セ ル フ チ ェ ッ ク に お い て も 「 到 達 目 標

で 設 定 し た 目 標 の 達 成 度 を 評 価 （ 測 定 ） す る た め に 適 切 な 評 価 方 法 が 選 択 さ れ て い る か 」

「 授 業 1 回 ご と の 成 績 評 価 を 意 識 し た 内 容 に な っ て い る か 」な ど を 確 認 し て も ら い 、適 正

な 評 価 方 法 を 適 用 し て い る （ 資 料 4-15［ 2023 年 度 シ ラ バ ス 作 成 要 領 ］）。  

な お 、毎 年 学 期 ご と に 実 施 し て い る 授 業 ア ン ケ ー ト で は 、「 私 は 、シ ラ バ ス に 記 載 の 到 達
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目 標 を 把 握・理 解 し て い る 。」「 私 は 、そ の 到 達 目 標 を 達 成 す る こ と が で き た 。」と の 設 問 に

対 し て 、開 講 科 目 全 体 を 通 し て 8 割 以 上 の 学 生 が「（ ど ち ら か と い う と ）理 解 し て い る 」と

回 答 し て い る こ と か ら 、適 切 な 成 績 評 価 が 実 施 さ れ て い る と 判 断 で き る（ 資 料 4-12［ 全 学

授 業 ア ン ケ ー ト 結 果 （ 2022 年 度 秋 学 期 ） に つ い て 〔 2023 年 6 月 8 日 開 催 大 学 教 育 研 究 評

議 会 資 料 〕］）。  

（ ２ ） 成 績 問 い 合 わ せ 制 度 の 適 用  

本 学 で は 、 成 績 評 価 の 信 頼 性 な ら び に 成 績 評 価 に 関 す る 説 明 責 任 を 果 た す た め 、 定 め ら

れ た 期 間 中 に 所 定 の 手 続 き を 行 う こ と で 学 生 か ら 授 業 担 当 者 に 対 し て 「 成 績 問 い 合 わ せ 」

を 行 う こ と が で き る 制 度 を 設 け て い る  。  

制 度 概 要 は 大 学 ホ ー ム ペ ー ジ に も 掲 出 し て い る 学 生 要 覧 「 STUDYGUIDE」 に て 案 内 を

し て お り 、 具 体 的 な 申 請 時 期 、 申 請 方 法 お よ び 申 請 条 件 な ど に つ い て は ポ ー タ ル サ イ ト を

通 じ て 学 生 に 周 知 し て い る（ 資 料 4-40【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /STUDYGUIDE/成 績 評

価 ・ 成 績 ］）。  

④卒業・修了要件の明示 

本 学 の 学 士 課 程 に お け る 卒 業 要 件 は 、各 教 育 課 程 に お け る 学 位 授 与 の 方 針（ デ ィ プ ロ マ・

ポ リ シ ー ） を 踏 ま え 、 本 学 学 則 第 11 条 （ 別 表 第 １ ） に 規 定 し て い る （ 資 料 1-4【 ウ ェ ブ 】

［ 追 手 門 学 院 大 学 /情 報 公 開 /規 則 集 /追 手 門 学 院 大 学 学 則 ］）。ま た 、そ の 内 訳 詳 細 は 本 学 ホ

ー ム ペ ー ジ に も 掲 出 し て い る 学 生 要 覧「 STUDYGUIDE」に て 明 示 し て い る（ 資 料 4-41【 ウ

ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /STUDYGUIDE/文 学 部 /卒 業 に 必 要 な 単 位 数 ］）。加 え て 、学 期 ご と

に 実 施 し て い る オ リ エ ン テ ー シ ョ ン に て 卒 業 要 件 の 概 説 を 行 う な ど 適 宜 確 認 す る 機 会 を 設

け て い る 。  

本 学 の 博 士 前 期 課 程 ま た は 修 士 課 程 、 博 士 後 期 課 程 に お け る 修 了 要 件 は 、 各 教 育 課 程 に

お け る 学 位 授 与 の 方 針（ デ ィ プ ロ マ・ポ リ シ ー ）を 踏 ま え 、本 学 大 学 院 学 則 第 11 条 を は じ

め 、本 学 学 位 規 程 に て 規 定 し て い る（ 資 料 4-42【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /規 則 集 /追 手 門

学 院 大 学 学 位 規 程 ］）。 ま た 、 そ の 内 訳 詳 細 は 本 学 ホ ー ム ペ ー ジ に も 掲 出 し て い る 学 生 要 覧

「 STUDYGUIDE 」 に て 明 示 し て い る （ 資 料 4-36 【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学

/STUDYGUIDE/大 学 院  経 営 ・ 経 済 研 究 科 /授 業 科 目 の 履 修 、 修 了 要 件 、 そ の 他 案 内 等 ］）

（ 資 料 4-35【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /STUDYGUIDE/大 学 院  心 理 学 研 究 科 /専 攻 履 修 及

び そ の 他 に つ い て の 諸 注 意 ］）（ 資 料 4-37【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /STUDYGUIDE/大 学

院  現 代 社 会 文 化 研 究 科 /授 業 科 目 の 履 修 、 修 了 要 件 、 そ の 他 の 案 内 等 ］）。 加 え て 、 修 了 要

件 の 一 つ と な っ て い る 学 位 論 文 の 提 出 に つ い て は 、 各 教 育 課 程 に お い て 詳 細 の 要 項 を 作 成

し 、学 生 に 配 付 す る な ど 適 切 に 明 示 し て い る（ 資 料 4-43［ 博 士 論 文 提 出 ガ イ ド（ 経 営・経

済 研 究 科 2024 年 度 3 月 ・ 2025 年 度 9 月 修 了 版 ）］）。  

⑤成績評価及び単位認定に関わる全学的なルールの設定その他全学内部質保証推進組 

織等の関わり 
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 本 学 で は 、 成 績 評 価 及 び 単 位 認 定 に お い て 「 シ ラ バ ス 作 成 要 領 」 を 全 教 員 へ 配 布 し て 、

具 体 的 な 指 針 を 全 学 的 な ル ー ル と し て 設 定 し て い る （ 資 料 4-15［ 2023 年 度 シ ラ バ ス 作 成

要 領 ］）。 成 績 評 価 及 び 単 位 認 定 の 資 料 は 各 学 期 終 了 後 、 教 務 連 絡 委 員 会 に て そ の 状 況 を 報

告 す る こ と と し て い る 。  

 ま た 、 第 ２ 章 に て 記 載 の と お り 、 本 学 で は 学 位 プ ロ グ ラ ム レ ベ ル の 内 部 質 保 証 活 動 と し

て 、「 カ リ キ ュ ラ ム・ア セ ス メ ン ト・チ ェ ッ ク リ ス ト に 基 づ く 自 己 評 価 報 告 シ ー ト 」を 用 い

て 、 学 修 成 果 を 中 心 に 教 育 課 程 の 評 価 ・ 点 検 を 行 っ て い る 。 本 「 カ リ キ ュ ラ ム ・ ア セ ス メ

ン ト ・ チ ェ ッ ク リ ス ト に 基 づ く 自 己 評 価 報 告 シ ー ト 」 に は 、 デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー に 示 さ

れ た 到 達 目 標 と 、 達 成 度 を 測 る た め の ア セ ス メ ン ト 方 法 を 記 載 す る こ と と な っ て お り 、 各

学 部 等 が 採 用 し て い る 主 な ア セ ス メ ン ト 方 法 と し て 、 科 目 群 や 特 定 の 科 目 の 単 位 修 得 率 が

挙 げ ら れ る 。 こ の 結 果 を ふ ま え て 、 評 価 項 目 ・ 手 法 の 変 更 や 到 達 目 標 の 変 更 が 必 要 か ど う

か を「 総 括 コ メ ン ト 」欄 に 記 載 し て い る（ 資 料 2-30［ 2023 年 5 月 18 日 開 催 内 部 質 保 証 推

進 委 員 会 議 題 ・ 資 料 ］）。  

 各 学 部 等 で 作 成 さ れ た 「 カ リ キ ュ ラ ム ・ ア セ ス メ ン ト ・ チ ェ ッ ク リ ス ト に 基 づ く 自 己 評

価 報 告 シ ー ト 」 は 、 教 育 支 援 セ ン タ ー に よ る 助 言 や 支 援 を 受 け な が ら 作 成 さ れ 、 内 部 質 保

証 の 推 進 組 織 で あ る 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 に 報 告 さ れ る 。 そ の 後 、 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会

か ら 依 頼 を 受 け た 教 育 支 援 セ ン タ ー に よ る 点 検 ・ 評 価 が あ り 、 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 へ と

報 告 が な さ れ る 。 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 で は 、 学 部 等 よ り 提 出 さ れ た 「 カ リ キ ュ ラ ム ・ ア

セ ス メ ン ト ・ チ ェ ッ ク リ ス ト に 基 づ く 自 己 評 価 報 告 シ ー ト 」 を 点 検 ・ 評 価 し 、 内 部 質 保 証

に 責 任 を 持 つ 組 織 で あ る 全 学 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員 会 へ と 報 告 を 行 う 。 全 学 自 己 点 検 ・ 評 価

委 員 会 に お い て も 点 検 ・ 評 価 を 行 い 、 必 要 に 応 じ て フ ィ ー ド バ ッ ク を 行 う 体 制 を 構 築 し て

い る （ 資 料 2-30［ 2023 年 5 月 18 日 開 催 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 議 題 ・ 資 料 ］）。  

２．学位授与を適切に行うための措置 

①学位論文審査がある場合、学位論文審査基準の明示・公表 

学 士 課 程 に お け る 卒 業 論 文 審 査 に つ い て は 、 口 頭 試 問 が あ る 旨 を 「 STUDY GUIDE」 に

て 明 示 し 、 本 学 ホ ー ム ペ ー ジ に も 掲 出 し て い る （ 資 料 4-44【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学

/STUDYGUIDE/授 業 /卒 業 論 文 ］）。  

本 学 の 博 士 前 期 課 程 ま た は 修 士 課 程 、 博 士 後 期 課 程 に つ い て は 、 論 文 審 査 お よ び 口 頭 試

問 が 行 わ れ る 旨 を 、 学 士 課 程 と 同 様 に 学 生 要 覧 で あ る 「 STUDY GUIDE」 に て 明 示 し 、 ホ

ー ム ペ ー ジ に も 掲 出 し て い る（ 資 料 4-36【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /STUDYGUIDE/大 学

院  経 営 ・ 経 済 研 究 科 /授 業 科 目 の 履 修 、 修 了 要 件 、 そ の 他 案 内 等 ］）（ 資 料 4-35【 ウ ェ ブ 】

［ 追 手 門 学 院 大 学 /STUDYGUIDE/大 学 院  心 理 学 研 究 科 /専 攻 履 修 及 び そ の 他 に つ い て の

諸 注 意 ］）（ 資 料 4-37【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /STUDYGUIDE/大 学 院  現 代 社 会 文 化 研

究 科 /授 業 科 目 の 履 修 、修 了 要 件 、そ の 他 の 案 内 等 ］）。加 え て 、教 育 課 程 ご と に 学 位 論 文 提

出 要 領 を 作 成 し て お り 、そ こ に 審 査 基 準 等 を 明 記 し 、学 生 に 配 付 し て い る（ 資 料 4-43［ 博

士 論 文 提 出 ガ イ ド （ 経 営 ・ 経 済 研 究 科 2024 年 度 3 月 ・ 2025 年 度 9 月 修 了 版 ）］）。  
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②学位審査及び修了認定の客観性及び厳格性を確保するための措置 

本 学 の 学 士 課 程 に お け る 学 位 審 査 （ 卒 業 判 定 ） は 、 追 手 門 学 院 大 学 全 学 教 授 会 及 び 学 部

会 議 に 関 す る 規 程 第 9 条 に 基 づ き 、各 学 部 会 議 の 議 を 経 て 、学 位 授 与 委 員 会 に て 学 位 授 与

を 認 定 す る 体 制 と し て い る （ 資 料 2-9［ 追 手 門 学 院 大 学 全 学 教 授 会 及 び 学 部 会 議 に 関 す る

規 程 ］）（ 資 料 4-45［ 追 手 門 学 院 大 学 ・ 大 学 院 学 位 授 与 委 員 会 規 程 ］）。  

本 学 の 博 士 前 期 課 程 ・ 修 士 課 程 お よ び 博 士 後 期 課 程 に お け る 修 了 認 定 の う ち 、 学 位 論 文

の 審 査 に つ い て は 、 研 究 科 委 員 会 に て 定 め ら れ た 審 査 委 員 ３ 名 以 上 に よ る 論 文 審 査 お よ び

口 頭 試 問 を 行 い 、 そ の 審 査 結 果 を 研 究 科 委 員 会 に て 審 議 し て い る 。 さ ら に 、 審 査 結 果 の 審

議 は 、当 該 研 究 科 委 員 会 の 構 成 員 の 3 分 の 2 以 上 の 出 席 と 、出 席 者 の 過 半 数 の 賛 成 に よ り

合 否 の 判 定 を 行 う こ と で 客 観 性 及 び 厳 格 性 を 確 保 し て い る （ 資 料 4-42【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門

学 院 大 学 /規 則 集 /追 手 門 学 院 大 学 学 位 規 程 ］）。  

ま た 、 博 士 後 期 課 程 に お い て は 、 学 位 論 文 提 出 前 に 予 備 審 査 の 実 施 、 学 位 論 文 提 出 後 は

公 聴 会 の 実 施 に よ っ て 学 位 の 質 保 証 な ら び に 審 査 の 透 明 性 や 客 観 性 の 確 保 に 努 め て い る

（ 資 料 4-43［ 博 士 論 文 提 出 ガ イ ド（ 経 営・経 済 研 究 科 2024 年 度 3 月・2025 年 度 9 月 修 了

版 ）］）。  

な お 、 博 士 前 期 課 程 ・ 修 士 課 程 お よ び 博 士 後 期 課 程 に お け る 学 位 審 査 （ 修 了 判 定 ・ 学 位

授 与 ） に つ い て も 、 各 研 究 科 委 員 会 の 議 を 経 て 、 学 位 授 与 委 員 会 に て 学 位 授 与 を 認 定 し て

い る 。  

③学位授与に係る責任体制及び手続の明示 

④適切な学位授与 

 学 士 の 授 与 に あ た っ て は 、追 手 門 学 院 大 学 全 学 教 授 会 及 び 学 部 会 議 に 関 す る 規 程 第 9 条

に 基 づ き 、 各 学 部 会 議 に 審 議 を 行 っ た 後 、 追 手 門 学 院 大 学 ・ 大 学 院 学 位 授 与 委 員 会 規 程 第

３ 条 に 基 づ き 、 学 位 授 与 委 員 会 が 学 位 の 授 与 を 行 っ て い る （ 資 料 2-9［ 追 手 門 学 院 大 学 全

学 教 授 会 及 び 学 部 会 議 に 関 す る 規 程 ］）（ 資 料 4-45［ 追 手 門 学 院 大 学・大 学 院 学 位 授 与 委 員

会 規 程 ］）。  

本 学 の 博 士 前 期 課 程 ・ 修 士 課 程 に お け る 学 位 授 与 に か か る 責 任 体 制 の う ち 、 学 位 論 文 の

審 査 に つ い て は 本 学 学 位 規 程 第 10 条 に て 規 定 し 、 研 究 科 委 員 会 の 定 め る 審 査 委 員 が 行 う

こ と を 明 記 し て い る 。加 え て 、審 査 委 員 は 当 該 論 文 に 関 係 の あ る 科 目 担 当 者 3 名 以 上 が 担

当 し 、 当 該 研 究 科 委 員 会 が 必 要 と 認 め た 場 合 は 、 当 該 課 程 以 外 の 教 員 や 他 の 大 学 院 又 は 研

究 所 等 の 教 員 等 の 協 力 を 得 る こ と が で き る と し 、 審 査 委 員 の 客 観 性 や 厳 格 性 の 確 保 に 資 す

る 体 制 を 整 え て い る （ 資 料 4-45［ 追 手 門 学 院 大 学 ・ 大 学 院 学 位 授 与 委 員 会 規 程 ］）。  

ま た 、 本 学 学 位 規 程 第 12〜 14 条 に て 、 審 査 委 員 は 審 査 結 果 を 当 該 研 究 科 ⻑ に 報 告 し 、

研 究 科 ⻑ は そ の 報 告 に 基 づ き 、 当 該 研 究 科 委 員 会 の 議 を 経 て 、 そ の 審 議 結 果 を 学 ⻑ に 報 告

す る も の と し て い る 。 報 告 を 受 け た 学 ⻑ は 、 本 学 学 位 授 与 委 員 会 規 程 第 3 条 に 基 づ き 、学

位 授 与 委 員 会 に て 学 位 授 与 の 認 定 を 行 う こ と と な っ て い る （ 資 料 4-45［ 追 手 門 学 院 大 学 ・

大 学 院 学 位 授 与 委 員 会 規 程 ］）。  
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本 学 の 博 士 後 期 課 程 に お け る 学 位 授 与 に か か る 責 任 体 制 の う ち 学 位 論 文 の 審 査 に つ い て

は 、 本 学 学 位 規 程 第 20 条 に て 規 定 し 、 研 究 科 委 員 会 の 定 め る 審 査 委 員 が 行 う こ と を 明 記

し て い る 。 加 え て 、 審 査 委 員 は 当 該 論 文 に 関 係 の あ る 科 目 担 当 の 教 員 3 名 以 上 が 担 当 し 、

そ の う ち 教 授 1 名 が 主 査 と な る こ と 、な ら び に 、指 導 教 員 は 主 査 を 務 め る こ と が で き な い

旨 を 明 記 し て い る 。 ま た 、 当 該 研 究 科 委 員 会 が 必 要 と 認 め た 場 合 は 、 当 該 課 程 以 外 の 教 員

や 他 の 大 学 院 又 は 研 究 所 等 の 教 員 等 の 協 力 を 得 る こ と が で き る と し 、 審 査 委 員 の 客 観 性 や

厳 格 性 の 確 保 に 資 す る 体 制 を 整 え て い る （ 資 料 4-42【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /規 則 集 /

追 手 門 学 院 大 学 学 位 規 程 ］）。  

学 位 授 与 の 手 続 に つ い て は 、 本 学 学 位 規 程 第 22〜 25 条 に て 、 審 査 委 員 は 審 査 結 果 を 当

該 研 究 科 ⻑ に 報 告 し 、 研 究 科 ⻑ は そ の 報 告 に 基 づ き 、 当 該 研 究 科 委 員 会 の 議 を 経 て 、 そ の

審 議 結 果 を 学 ⻑ に 報 告 す る も の と し て い る 。 報 告 を 受 け た 学 ⻑ は 、 本 学 学 位 授 与 委 員 会 規

程 第 3 条 に 基 づ き 、学 位 授 与 委 員 会 に て 学 位 授 与 の 認 定 を 行 う こ と と な っ て い る（ 資 料 4-

45［ 追 手 門 学 院 大 学 ・ 大 学 院 学 位 授 与 委 員 会 規 程 ］）。  

な お 、 学 位 授 与 に 係 る 責 任 体 制 及 び 手 続 に つ い て は 、 教 育 課 程 ご と に 作 成 し て い る 学 位

論 文 提 出 要 領 に 明 記 し て お り 、適 切 な 学 位 授 与 な ら び に 周 知 に 供 し て い る（ 資 料 4-43［ 博

士 論 文 提 出 ガ イ ド （ 経 営 ・ 経 済 研 究 科 2024 年 度 3 月 ・ 2025 年 度 9 月 修 了 版 ）］）。  

⑤学位授与に関わる全学的なルールの設定その他全学内部質保証推進組織等の関わり 

 本 学 で は 、 学 士 号 に つ い て は 各 学 部 会 議 に お い て 、 修 士 号 と 博 士 号 に お い て は 各 研 究 科

委 員 会 に お い て 授 与 に 係 る 審 議 を 行 っ た 後 、 学 位 授 与 委 員 会 を 開 催 し て 全 学 部 、 研 究 科 の

⻑ が 出 席 の 上 、 こ れ ら の 学 位 の 授 与 に つ い て 審 議 し 決 定 し て い る 。 学 位 授 与 委 員 会 は 、 学

⻑ 、 ⼤ 学 院 ⻑ 、 副 学 ⻑ 、 各 研 究 科 ⻑ 、 各 学 部 ⻑ 、 教 務 部 ⻑ に よ り 構 成 さ れ て お り 、 学 ⻑ が

委 員 ⻑ と な っ て い る 。

 ま た 、 第 ２ 章 に て 記 載 の と お り 、 本 学 で は 学 位 プ ロ グ ラ ム レ ベ ル の 内 部 質 保 証 活 動 と し

て 、「 カ リ キ ュ ラ ム・ア セ ス メ ン ト・チ ェ ッ ク リ ス ト に 基 づ く 自 己 評 価 報 告 シ ー ト 」を 用 い

て 、 学 修 成 果 を 中 心 に 教 育 課 程 の 評 価 ・ 点 検 を 行 っ て い る 。 本 「 カ リ キ ュ ラ ム ・ ア セ ス メ

ン ト ・ チ ェ ッ ク リ ス ト に 基 づ く 自 己 評 価 報 告 シ ー ト 」 に は 、 デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー に 示 さ

れ た 到 達 目 標 と 、 達 成 度 を 測 る た め の ア セ ス メ ン ト 方 法 を 記 載 す る こ と と な っ て お り 、 卒

業 研 究 や 卒 業 論 文 を 課 す 学 部 に お い て は 、 そ れ ら の 科 目 の 単 位 修 得 率 を ア セ ス メ ン ト 方 法

と し て 用 い て い る 。 学 位 の 授 与 と 密 接 に 関 わ る 科 目 の 単 位 修 得 率 を ア セ ス メ ン ト 方 法 と し

て 用 い る こ と で 、 学 位 授 与 の 妥 当 性 に つ い て も 間 接 的 に 点 検 ・ 評 価 を 行 っ て い る と い え る

（ 資 料 2-40［ 学 部 等 の 自 己 点 検・評 価 サ イ ク ル に つ い て〔 2024 年 1 月 18 日 開 催 内 部 質 保

証 推 進 委 員 会 資 料 〕］）。  

点検・評価項目⑥：学位授与方針に明示した学生の学習成果を適切に把握及び評価してい 

         るか。 
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１．各学位課程の分野の特性に応じた学習成果を測定するための指標の適切な設定（特に 

  専門的な職業との関連性が強いものにあっては、当該職業を担うのに必要な能力の修 

  得状況を適切に把握できるもの。） 

２．学位授与方針に明示した学生の学習成果を把握及び評価するための方法の開発 

３．学習成果の把握及び評価の取り組みに対する全学内部質保証推進組織等の関わり 

本 学 で は 、 各 学 部 ・ 研 究 科 に お け る 学 位 授 与 方 針 に 明 示 し た 学 習 成 果 に 対 す る 到 達 度 を

把 握 す る た め 、 デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー の 項 目 ご と に 、 評 価 方 法 、 対 象 と な る 学 年 、 評 価 の

実 施 時 期 ・ 頻 度 、 評 価 者 を 定 め た 「 カ リ キ ュ ラ ム ・ ア セ ス メ ン ト ・ チ ェ ッ ク リ ス ト 」 を 作

成 し て い る 。 毎 年 、 当 該 チ ェ ッ ク リ ス ト の 評 価 方 法 に 応 じ て 各 学 部 に て 自 己 評 価 を 行 い 、

「 カ リ キ ュ ラ ム ・ ア セ ス メ ン ト ・ チ ェ ッ ク リ ス ト に 基 づ く 自 己 評 価 報 告 シ ー ト 」 と し て ま

と め 、 内 部 質 保 証 の 推 進 組 織 で あ る 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 に 提 出 し た の ち 、 教 育 支 援 セ ン

タ ー に よ る 点 検 ・ 評 価 を 経 て 、 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 に て 報 告 が な さ れ 、 さ ら に 内 部 質 保

証 に 責 任 を 持 つ 全 学 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員 会 に お い て も 報 告 が な さ れ て い る 。  

学 習 成 果 を 測 定 す る た め の 指 標 と し て 、例 え ば 社 会 学 部 に お い て は 、「 社 会 に 生 起 す る 出

来 事 を 観 察 し て そ こ か ら 課 題 を 見 出 し 、 社 会 学 の 知 見 を 生 か し て 考 察 し て 自 分 な り の 解 決

策 や 企 画 を 提 示 す る こ と が で き る 。」と い う デ ィ プ ロ マ・ポ リ シ ー の 到 達 度 を 測 る た め 、一

般 資 格 で あ る ニ ュ ー ス 検 定 の 合 格 率 を ア セ ス メ ン ト 方 法 と し て 掲 げ て お り 、 そ の 結 果 に 基

づ い て 分 析 を 行 っ て い る（ 資 料 2-30［ 2023 年 5 月 18 日 開 催 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 議 題 ・

資 料 ］）。  

点検・評価項目⑦：教育課程及びその内容、方法の適切性について定期的に点検・評価を 

         行っているか。また、その結果をもとに改善・向上に向けた取り組み 

         を行っているか。 

１．適切な根拠（資料、情報）に基づく定期的な点検・評価 

本 学 で は 、 教 育 課 程 及 び そ の 内 容 、 方 法 の 適 切 性 の 点 検 の た め に 、 ア セ ス メ ン ト プ ラ ン

を 策 定 し 、公 表 し て い る（ 資 料 2-8【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /内 部 質 保 証 、自 己 点 検・評

評価の視点１：各学位課程の分野の特性に応じた学習成果を測定するための指標の適

切な設定（特に専門的な職業との関連性が強いものにあっては、当該職

業を担うのに必要な能力の修得状況を適切に把握できるもの。）

評価の視点２：学位授与方針に明示した学生の学習成果を把握及び評価するための方

法の開発

評価の視点３：学習成果の把握及び評価の取り組みに対する全学内部質保証推進組織

等の関わり

評価の視点１：適切な根拠（資料、情報）に基づく定期的な点検・評価

① 学習成果の測定結果の適切な活用

評価の視点２：点検・評価結果に基づく改善・向上
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価 、認 証 評 価 /追 手 門 学 院 大 学 の ア セ ス メ ン ト プ ラ ン ］）。学 位 プ ロ グ ラ ム レ ベ ル の ア セ ス メ

ン ト プ ラ ン に 基 づ き 「 カ リ キ ュ ラ ム ・ ア セ ス メ ン ト ・ チ ェ ッ ク リ ス ト に 基 づ く 自 己 評 価 報

告 シ ー ト 」 を 、 授 業 レ ベ ル の ア セ ス メ ン ト プ ラ ン に 基 づ き 「 全 学 授 業 ア ン ケ ー ト 」 を 活 用

し て い る 。  

「 カ リ キ ュ ラ ム ・ ア セ ス メ ン ト ・ チ ェ ッ ク リ ス ト に 基 づ く 自 己 評 価 報 告 シ ー ト 」 に よ っ

て 学 習 成 果 の 到 達 度 を 把 握 、 評 価 す る こ と で 、 そ の 評 価 結 果 に 応 じ て 、 学 修 成 果 に 至 る カ

リ キ ュ ラ ム 変 更 の 必 要 性 を 検 討 す る 仕 組 み と し て い る 。  

全 学 授 業 ア ン ケ ー ト に つ い て は 、 授 業 科 目 レ ベ ル で の 質 の 保 証 、 質 の 向 上 を 目 指 し て 、

直 接 学 生 の 声 を 聞 き 、授 業 に 反 映 さ せ る こ と を 目 指 し て い る 。そ の た め 、2019 年 度 秋 学 期

か ら は 、そ れ ま で の 各 学 期 1 回 の 実 施 か ら 、学 期 途 中 と 学 期 終 了 後 の 2 回 実 施 へ と 変 更 し 、

学 期 途 中 の 回 答 結 果 を 担 当 教 員 に 即 座 に フ ィ ー ド バ ッ ク す る こ と で 、 学 期 中 に も 授 業 改 善

を 図 れ る 仕 組 み を 構 築 し て い る 。  

「 カ リ キ ュ ラ ム ・ ア セ ス メ ン ト ・ チ ェ ッ ク リ ス ト に 基 づ く 自 己 評 価 報 告 シ ー ト 」 に よ る

点 検 ・ 評 価 に つ い て は 、 定 期 的 な 実 施 及 び フ ィ ー ド バ ッ ク 、 ま た 大 学 院 で の 実 施 に つ い て

は 、2023 年 度 時 点 で 不 十 分 で あ っ た（ 資 料 2-19［ 2023 年 10 月 12 日 開 催 内 部 質 保 証 推 進

委 員 会 議 事 録 ］）。そ の た め 、2024 年 1 月 18 日 の 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 に お い て 、「 カ リ キ

ュ ラ ム ・ ア セ ス メ ン ト ・ チ ェ ッ ク リ ス ト に 基 づ く 自 己 評 価 報 告 シ ー ト 」 の 運 用 フ ロ ー お よ

び 様 式 を 改 め る こ と に よ っ て 、 今 後 は 定 期 的 な 実 施 、 適 切 な フ ィ ー ド バ ッ ク 、 大 学 院 で の

運 用 、を 行 う こ と が で き る 体 制 を 整 え た（ 資 料 2-41［ 2024 年 1 月 18 日 開 催 内 部 質 保 証 推

進 委 員 会 議 事 録 ］）。  

（２）⻑所・特⾊

＜ カ リ キ ュ ラ ム マ ッ プ ＞  

 本 学 は 、 教 育 課 程 ご と の 科 目 体 系 を 可 視 化 し 、 各 科 目 の 位 置 づ け を 確 認 す る た め に カ リ

キ ュ ラ ム マ ッ プ を 整 備 し て い る 。 本 学 の カ リ キ ュ ラ ム マ ッ プ の 特 徴 と し て 、 ３ つ の ポ リ シ

ー と マ ッ プ が 一 体 と な っ て い る こ と 、 ま た 科 目 区 分 と 学 位 授 与 の 方 針 （ デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ

シ ー ） が １ 対 １ で 対 応 し て い る こ と が あ る 。 こ れ に よ り 、 学 位 授 与 の 方 針 （ デ ィ プ ロ マ ・

ポ リ シ ー ） に 紐 づ く 科 目 が 明 確 に な り 、 学 修 の 到 達 度 が 確 認 し や す く な っ て い る 。  

＜ シ ラ バ ス ＞  

本 学 で は 単 位 制 度 の 実 質 化 や 学 修 者 本 位 の 教 育 展 開 に 資 す る た め 、 シ ラ バ ス の 充 実 化 ・

高 度 化 を 図 っ て い る 点 に 特 徴 が あ る 。  

本 学 の シ ラ バ ス で は 、授 業 計 画（ 各 授 業 回 の 詳 細 内 容 ）に 紐 づ く か た ち で 1 回 ご と に「 授

業 時 間 外 学 習 」 の 内 容 と 時 間 を 明 記 し て い る 。 そ の た め 、 各 授 業 回 の 準 備 ・ 復 習 内 容 等 を

細 や か か つ 明 確 に 示 す こ と が で き 、 事 前 ・ 事 後 学 習 の 明 確 化 を 図 る こ と が で き て い る 。  

ま た 、 シ ラ バ ス を 作 成 す る に あ た っ て 、 各 授 業 担 当 者 は 担 当 科 目 と 学 位 授 与 の 方 針 （ デ

ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー ） の 関 連 性 に 留 意 し 、 教 育 課 程 全 体 の 中 で 何 を 担 う 科 目 な の か を 意 識

し て 授 業 内 容 を 検 討 し 、 評 価 方 法 等 を 設 定 す る こ と と し て い る 。 そ の う え 、 関 連 性 を 意 識

し た 内 容 が 網 羅 さ れ て い る の か を セ ル フ チ ェ ッ ク す る た め の 仕 組 み や 、 学 部 ⻑ ・ 研 究 科 ⻑
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等 に よ る シ ラ バ ス 記 載 内 容 の 点 検 （ 第 三 者 チ ェ ッ ク ） に よ り 関 連 性 を 確 認 す る 体 制 を 構 築

し て い る 。  

成 績 評 価 に 関 し て も 、各 授 業 科 目 に お け る 到 達 目 標 に 紐 づ い た 成 績 評 価 方 法 、評 価 割 合 、

お よ び 評 価 方 法 の 詳 細 情 報 ・ 評 価 基 準 を シ ラ バ ス の 必 須 項 目 と し て 設 定 し 、 教 育 方 法 ご と

の 成 績 評 価 割 合 は ど の 程 度 か 、 等 を 明 示 す る こ と で 成 績 評 価 の 客 観 性 や 厳 格 性 等 を 担 保 し

て い る （ 資 料 4-15［ 2023 年 度 シ ラ バ ス 作 成 要 領 ］）。  

以 上 に よ り 、 シ ラ バ ス を 通 じ た 教 育 の 質 保 証 に 供 す る 環 境 が 整 っ て い る と い え る 。  

（３）問題点 

＜ 内 部 質 保 証 体 制 の さ ら な る 強 化 と 継 続 ＞  

 本 学 で は こ れ ま で 、「 カ リ キ ュ ラ ム・ア セ ス メ ン ト・チ ェ ッ ク リ ス ト 」を 活 用 し 、教 育 課

程 の 点 検・評 価 を 行 っ て き た が 、コ ロ ナ 禍 も あ り 、継 続 的 な 実 施 が 出 来 て い な か っ た こ と 、

フ ィ ー ド バ ッ ク を 行 う 仕 組 み が 確 立 し て い な か っ た こ と 、 ま た 大 学 院 に つ い て は 様 式 や フ

ロ ー の 整 備 が な さ れ て い な か っ た こ と 、が 問 題 点 と し て あ る 。2023 年 度 に 内 部 質 保 証 体 制

の 強 化 、 具 体 的 に は 規 程 改 正 や 各 種 様 式 の 運 用 フ ロ ー の 改 正 を 行 っ た た め 、 今 後 は 継 続 的

か つ 適 切 に 教 育 課 程 の 点 検 を 行 い 、教 育 の 質 保 証・質 向 上 に 資 す る よ う 努 め る 所 存 で あ る 。  

（４）全体のまとめ 

 本 学 で は 教 育 理 念 に 基 づ き 学 則 及 び 学 部 ・ 研 究 科 規 程 に そ の 目 的 を 定 め て い る 。 ま た そ

の 目 的 を 踏 ま え た  デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー を 定 め 、 大 学 HP 等 に お い て 公 表 し て い る 。 策

定 し た デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー に 関 し 、 学 習 成 果 に か か る デ ー タ 収 集 や デ ー タ の 分 析 を 行 う

た め 、 教 育 課 程 レ ベ ル 及 び 授 業 レ ベ ル の ア セ ス メ ン ト プ ラ ン を 作 成 し 、 デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ

シ ー 及 び カ リ キ ュ ラ ム ・ ポ リ シ ー の 点 検 ・ 評 価 ・ 改 善 活 動 を 実 施 し て い る 。 ま た 、 近 年 は

授 業 科 目 の 体 系 性 を 担 保 す る た め 、 カ リ キ ュ ラ ム ・ ポ リ シ ー に 加 え 履 修 モ デ ル 作 成 や 科 目

ナ ン バ リ ン グ を 実 施 し 、 そ れ ら の 情 報 を 学 生 に 対 し 明 示 し て い る 。  

学 生 の 学 習 を 活 性 化 さ せ る た め の 方 策 と し て は 、 各 学 年 で 一 年 間 に 履 修 で き る 上 限 単 位

数 を 定 め る こ と で １ つ １ つ の 授 業 に 集 中 し て 取 り 組 め る よ う に し て い る 。 ま た 、 学 生 の 主

体 的 参 加 を 促 す 取 り 組 み と し て  PBL 形 式 に よ る 授 業 を 進 め て い る 。 併 せ て 、 成 績 評 価 を

適 切 に 行 う た め 学 則 等 に 基 準 を 定 め 、 そ れ に 基 づ き 単 位 認 定 を 行 っ て い る 。 学 位 授 与 に あ

た っ て は 学 則 及 び 大 学 院 学 則 に  デ ィ プ ロ マ・ポ リ シ ー を 定 め 、全 学 的 な 共 通 理 解 の も と に

行 っ て い る 。 教 育 課 程 及 び そ の 内 容 、 方 法 の 適 切 性 に つ い て は 、 カ リ キ ュ ラ ム ・ ア セ ス メ

ン ト・チ ェ ッ ク リ ス ト を 用 い て 主 に 学 修 成 果 の 達 成 度 を 測 る こ と で 点 検 ·評 価 を 行 い 、そ の

結 果 を も と に 改 善 ·向 上 に 向 け た 取 り 組 み を 行 っ て い る 。  

今 後 は 、 学 修 者 本 位 の ア ダ プ テ ィ ブ な 教 育 環 境 を 構 築 し て 本 学 の 教 育 を よ り 高 度 化 し て

い く た め に 、本 学 独 自 の 教 育 手 法 で あ る「 WIL（ Work-Is-Learning）」と「 MATCH（ Maximized 

TeaCHing）」 を 展 開 し て い く 。  
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第５章 学生の受け入れ 

（１）現状説明 

点検・評価項目①：学生の受け入れ方針を定め、公表しているか。

１．学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針を踏まえた学生の受け入れ方針の適切な 

  設定及び公表 

本 学 の ⺟ 体 で あ る 学 校 法 ⼈ 追 ⼿ ⾨ 学 院 は 「 独 立 自 彊 ・ 社 会 有 為 」 の 教 育 理 念 の も と 、 地

域 社 会 、 国 家 及 び 国 際 社 会 に お い て 、 指 導 的 役 割 を 果 た し う る 人 間 の 育 成 を 目 的 と し て い

る （ 資 料 1-5【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /教 育 理 念 ］）。  

本 学 院 の 教 育 理 念 を 踏 ま え 、 本 学 で は 学 則 第 １ 条 に お い て 「 本 大 学 は 、 教 育 基 本 法 及 び

学 校 教 育 法 に 基 づ き 、 深 く 専 門 的 な 知 識 を 授 け 、 そ の 研 究 と 応 用 の 能 力 を 養 う こ と を 目 的

と し 、 高 い 人 格 教 養 と 優 れ た 健 康 を 併 せ そ な え 、 国 家 の 発 展 と 社 会 福 祉 の 増 進 に 寄 与 す る

独 創 的 で 実 践 力 に 富 む 指 導 的 人 材 の 育 成 を 使 命 と す る 。」と 定 め て い る（ 資 料 1-4【 ウ ェ ブ 】

［ 追 手 門 学 院 大 学 /情 報 公 開 /規 則 集 /追 手 門 学 院 大 学 学 則 ］）。  

ま た 本 学 で は 、「 三 つ の 方 針（ 学 位 授 与 方 針 、教 育 課 程 の 編 成・実 施 方 針 及 び 学 生 の 受 け

入 れ 方 針 ）」を 策 定 し 、学 位 授 与 方 針 お よ び 教 育 課 程 の 編 成・実 施 方 針 を 踏 ま え た 学 生 の 受

け 入 れ 方 針 を 設 定 し て い る 。 学 生 の 受 け 入 れ 方 針 は 、 各 学 部 ・ 研 究 科 に ア ド ミ ッ シ ョ ン ・

ポ リ シ ー と し て 定 め 、 デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー と カ リ キ ュ ラ ム ・ ポ リ シ ー に 基 づ く 教 育 内 容

を 踏 ま え 、受 け 入 れ る 学 生 に 求 め る 学 習 成 果 を 示 し 、本 学 HP に 公 開 し て い る（ 資 料 2-20

【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /３ つ の ポ リ シ ー ・ カ リ キ ュ ラ ム マ ッ プ ］）。 ま た 、 入 学 者 選 抜

試 験 の『 学 生 募 集 要 項 』に も 公 表 し 、周 知 を 図 っ て い る（ 資 料 5-1【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院

大 学 /追 手 門 学 院 大 学  2024 学 生 募 集 要 項 ］）。  

２．下記内容を踏まえた学生の受け入れ方針の設定 

①入学前の学習歴、学力水準、能力等の求める学生像 

②入学希望者に求める水準等の判定方法 

本 学 で は 、 各 学 部 に お い て 入 学 前 の 学 習 歴 、 学 力 水 準 、 能 力 等 の 求 め る 学 生 像 を ア ド ミ

ッ シ ョ ン ・ ポ リ シ ー に 定 め 、 入 学 者 選 抜 試 験 の 「 学 生 募 集 要 項 」 に お い て 出 願 資 格 、 入 学

希 望 者 に 求 め る 水 準 等 の 判 定 方 法 と と も に 明 示 し て い る（ 資 料 5-1【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院

大 学 /追 手 門 学 院 大 学  2024 学 生 募 集 要 項 ］）。各 研 究 科 に お い て も 学 部 同 様 に 、ア ド ミ ッ シ

ョ ン ・ ポ リ シ ー に 基 づ き 、 入 学 者 選 抜 試 験 の 「 大 学 院 学 生 募 集 要 項 」 に お い て 出 願 資 格 、

入 学 希 望 者 に 求 め る 水 準 等 の 判 定 方 法 を 明 示 し て い る（ 資 料 5-2【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大

学 /追 手 門 学 院 大 学  2024 年 度  大 学 院 学 生 募 集 要 項 ］）。  

評 価の視点 １：学位 授与 方針及び 教育課程 の編 成・実施 方針を踏 まえ た学生の 受け入 れ

方針の適切な設定及び公表 

評価の視点２：下記内容を踏まえた学生の受け入れ方針の設定 

① 入学前の学習歴、学力水準、能力等の求める学生像 

② 入学希望者に求める水準等の判定方法
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点検・評価項目②：学生の受け入れ方針に基づき、学生募集及び入学者選抜の制度や運営 

         体制を適切に整備し、入学者選抜を公正に実施しているか。 

１．学生の受け入れ方針に基づく学生募集方法及び入学者選抜制度の適切な設定 

本 学 で は 、 学 ⻑ を 議 ⻑ と す る 追 ⼿ ⾨ 学 院 ⼤ 学 ⼊ 試 委 員 会 を 設 置 し 、 ⼊ 試 制 度 及 び 学 ⽣ 募

集 に 関 す る 戦 略 ・ 政 策 等 重 要 事 項 を 審 議 し て い る （ 資 料 5-3［ 追 手 門 学 院 大 学 入 試 委 員 会

規 程 ］）。  

 各 学 部 に お い て 多 様 な 個 性 を 備 え た 学 生 の 受 け 入 れ を 目 指 し 、 定 員 枠 を 基 礎 と し た 適 切

な 学 生 数 を 確 保 す る た め 、 本 学 の 学 生 の 受 け 入 れ 方 針 で あ る ア ド ミ ッ シ ョ ン ・ ポ リ シ ー に

基 づ き 多 種 多 様 な 入 学 者 選 抜 制 度 を 設 け て い る 。2020 年 度 に は 社 会 学 部 に ス ポ ー ツ 文 化 専

攻 を 新 設 し 、2021 年 度 に は 心 理 学 部 心 理 学 科 人 工 知 能・認 知 科 学 専 攻 や 経 営 学 部 経 営 学 科

情 報 シ ス テ ム 専 攻 、 文 学 部 人 文 学 科 美 学 ・ 建 築 文 化 専 攻 等 、 学 際 的 な 学 び を 目 指 し た 領 域

の 新 設 に 伴 い 、 数 学 を 活 用 し た 入 試 を 拡 充 し た （ 資 料 5-4［ OIDAI 入 試 ガ イ ド  2022］）。

2024 年 度 に は 、⼀ 般 ⼊ 試 地 歴 公 ⺠ 重 視 型・国 際 学 部 独 ⾃ 型 と い う 得 意 な 科 ⽬ を 活 か せ る ⼊

試 制 度 を 拡 充 し た （ 資 料 5-5【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /OIDAI 入 試 ガ イ ド  2024］）。  

ま た 、 本 学 で は 、 ア ド ミ ッ シ ョ ン ・ ポ リ シ ー に 基 づ き 、 全 学 部 全 専 攻 を 対 象 に ア サ ー テ

ィ ブ 入 試 を 実 施 し て い る（ 資 料 5-5【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /OIDAI 入 試 ガ イ ド  2024］）。

本 入 試 で は 、 今 は 確 か な 希 望 や 理 念 が な く と も 、 知 的 な 事 柄 へ の 興 味 や 活 動 を 通 じ 、 何 の

た め に 学 ぶ の か を 問 い 続 け 、 努 力 す る 姿 勢 を 求 め て お り 、 出 願 書 類 と し て 自 己 PR 書 や 志

望 理 由 書 の 提 出 が 課 さ れ る 。  

 入 学 者 選 抜 試 験 に か か る 主 な 学 生 募 集 方 法 は 「 入 試 ガ イ ド 」（ 資 料 5-5【 ウ ェ ブ 】［ 追 手

門 学 院 大 学 /OIDAI 入 試 ガ イ ド  2024］） や 「 学 生 募 集 要 項 」（ 資 料 5-1【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門

学 院 大 学 /追 手 門 学 院 大 学  2024 学 生 募 集 要 項 ］）を 作 成 し 、大 学 ホ ー ム ペ ー ジ に お い て 情

報 発 信 を 行 う（ 資 料 5-6【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /OIDAI 入 試 ナ ビ ］）ほ か 、高 校 等 へ の

渉 外 活 動 や 模 擬 授 業 に お い て 直 接 受 験 生 や 高 校 関 係 者 に 本 学 の 魅 力 や 選 抜 方 法 等 の 情 報 を

伝 え る こ と が で き る 機 会 を 重 視 し て い る 。  

 大 学 院 （ 修 士 課 程 な ら び に 博 士 課 程 ） に つ い て は 、 本 学 の 学 生 の 受 け 入 れ 方 針 で あ る ア

ド ミ ッ シ ョ ン ・ ポ リ シ ー に 基 づ き 、 各 研 究 科 ⻑ を 議 ⻑ と す る 各 研 究 科 委 員 会 に お い て ⼊ 学

者 選 抜 に 関 す る 事 項 を 審 議 し 、 入 学 者 選 抜 制 度 を 設 け て い る （ 資 料 5-7［ 追 手 門 学 院 大 学

大 学 院 研 究 科 委 員 会 規 程 ］）。学 生 募 集 に あ た っ て は 学 部 と 同 様 に「 大 学 院 ガ イ ド 」（ 資 料 5-

8【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /OIDAI GRADUATE SCHOOL GUIDE 2024］）や「 大 学 院 学

評価の視点１：学生の受け入れ方針に基づく学生募集方法及び入学者選抜制度の適切

な設定

評価の視点２：授業料その他の費用や経済的支援に関する情報提供

評価の視点３：入試委員会等、責任所在を明確にした入学者選抜実施のための体制の適

切な整備

評価の視点４：公正な入学者選抜の実施

評価の視点５：入学を希望する者への合理的な配慮に基づく公平な入学者選抜の実施
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生 募 集 要 項 」（ 資 料 5-2【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /追 手 門 学 院 大 学  2024 年 度  大 学 院 学 生

募 集 要 項 ］）を 作 成 し 、大 学 ホ ー ム ペ ー ジ に お い て も 情 報 発 信 を 行 っ て い る（ 資 料 5-6【 ウ

ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /OIDAI 入 試 ナ ビ ］）。募 集 活 動 を 展 開 す る に あ た り 、学 内 向 け に は

学 部 生 を 対 象 と し た 説 明 会 を 実 施 し 、 そ の 他 学 外 向 け に は オ ー プ ン キ ャ ン パ ス や 大 学 訪 問

等 を 実 施 し て い る 。  

２．授業料その他の費用や経済的支援に関する情報提供 

授 業 料 そ の 他 の 費 用 や 経 済 的 支 援 に 関 す る 情 報 は 、「 入 試 ガ イ ド 」（ 資 料 5-5【 ウ ェ ブ 】

［ 追 手 門 学 院 大 学 /OIDAI 入 試 ガ イ ド  2024］）や「 学 生 募 集 要 項 」（ 資 料 5-1【 ウ ェ ブ 】［ 追

手 門 学 院 大 学 /追 手 門 学 院 大 学  2024 学 生 募 集 要 項 ］）、 大 学 ホ ー ム ペ ー ジ （ 資 料 5-6【【 ウ

ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /OIDAI 入 試 ナ ビ ］） に お い て 発 信 し て い る 。 ま た 受 験 生 お よ び 受

験 生 の ⽗ ⺟ 等 、 高 校 関 係 者 向 け 説 明 会 に お い て は 、 そ れ ら の 資 料 を 用 い て 直 接 に 説 明 を 行

い 、 広 く 情 報 を 提 供 し て い る 。 経 済 的 支 援 の １ つ と し て 、 本 学 で は 、 対 象 入 試 を 優 秀 な 成

績 で 合 格 し た 受 験 生 に 対 し て 、 １ 年 間 の 授 業 料 相 当 額 を 全 額 免 除 す る 奨 学 金 制 度 を 設 け て

い る 。 本 制 度 の 適 応 対 象 と な る 入 試 は 、 一 般 入 試 ・ 共 通 テ ス ト 利 用 入 試 前 期 日 程 の 特 定 の

型 や 方 式 だ が 、2023 年 度 入 試 で は 、200 名 を 超 え る 人 数 が 支 給 基 準 を 満 た し て お り 、幅 広

く 開 か れ た 奨 学 金 制 度 と な っ て い る 。  

３．入試委員会等、責任所在を明確にした入学者選抜実施のための体制の適切な整備 

本 学 で は 学 ⻑ を 議 ⻑ と す る ⼊ 試 委 員 会 を 設 置 し 、 ⼊ 学 者 選 抜 の 基 本 要 件 や 合 否 判 定 に 関

す る 事 項 を 審 議・決 定 し て い る（ 資 料 5-3［ 追 手 門 学 院 大 学 入 試 委 員 会 規 程 ］）。各 学 部・研

究 科 の ⼊ 学 試 験 は 、 学 ⻑ を 責 任 者 と し 、 ⼊ 試 部 ⻑ を 副 責 任 者 と す る 実 施 体 制 の も と で 、 ⼊

試 課 が 中 心 と な り 実 施 し て い る 。 学 部 入 学 者 の 選 抜 に つ い て は 、 入 試 委 員 会 が 作 成 し た 受

験 生 の 合 否 判 定 の 原 案 を 各 学 部 会 議 で 審 議 し て い る （ 資 料 4-21【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大

学 /各 学 部・研 究 科 規 程 ］）。ま た 、入 試 種 別 ご と に 判 定 基 準 を 記 録 と し て 残 す こ と に よ り 入

学 者 選 抜 基 準 の 透 明 性 の 確 保 を 心 が け て い る 。 ま た 大 学 院 入 学 者 の 選 抜 に つ い て は 、 各 研

究 科 ⻑ が 合 否 判 定 原 案 を 作 成 し 、 各 研 究 科 委 員 会 で 審 議 し て い る （ 資 料 5-7［ 追 手 門 学 院

大 学 大 学 院 研 究 科 委 員 会 規 程 ］）。  

４．公正な入学者選抜の実施 

本 学 で は 、 公 正 な 入 学 者 選 抜 を 実 施 す る た め に 、 各 入 学 者 選 抜 に 入 試 本 部 を 組 織 し 、 万

全 を 期 し て 臨 ん で い る 。 ま た 、 試 験 実 施 当 日 の 対 応 は 全 教 職 員 が 運 営 に あ た る 体 制 と し て

い る 。 受 験 者 数 の 規 模 に 応 じ て 試 験 日 ご と に 対 応 す る 教 職 員 数 は 変 動 が あ る も の の 、 原 則

と し て 全 て の 教 職 員 が 、 い ず れ か の 日 程 で 運 営 に 携 わ っ て い る 。 一 方 、 試 験 問 題 の 作 成 に

つ い て は 、 学 内 教 員 か ら 出 題 委 員 を 選 出 し 、 出 題 責 任 者 会 議 を 実 施 し て い る 。 入 学 者 選 抜

に お い て は 、 公 正 性 を 担 保 す る べ く 、 試 験 実 施 環 境 の 均 一 化 に 努 め 、 試 験 実 施 要 領 や 監 督

者 マ ニ ュ ア ル を 整 備 し 、入 試 業 務 に あ た る 教 職 員 に 対 し 事 前 説 明 を 実 施 し て い る 。 入 学 者
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選 抜 試 験 の 運 営 に つ い て は 、 入 学 者 選 抜 試 験 ご と に 、 試 験 室 の 設 営 か ら 当 日 の 運 営 に 至 る

詳 細 を 定 め た「 入 試 本 部・学 内 誘 導・連 絡 員  業 務 要 領 」を 作 成 し 、関 係 者 間 で 共 有 し て い

る（ 資 料 5-9［ 2023 年 度  一 般 入 試  前 期 日 程 ①  入 試 本 部・学 内 誘 導・連 絡 員  業 務 要 領〔 入

試 課 資 料 〕］）。こ の こ と に よ り 、全 国 各 地 の 試 験 地 に お い て も 本 業 務 要 領 に 沿 っ て 入 学 者 選

抜 試 験 を 同 時 に 実 施 す る こ と で 、 入 学 者 選 抜 の 公 平 性 を 担 保 し て い る 。 ま た 各 試 験 場 で 試

験 監 督 に あ た る 要 員 に 対 し て は 会 場 責 任 者 と 副 責 任 者 を 定 め た う え 、「 試 験 監 督 の 手 引 き 」

を 作 成 し て 配 布 し 説 明 会 を 行 う こ と に よ り 、 当 日 の 説 明 内 容 、 答 案 配 布 ・ 回 収 方 法 、 注 意

事 項 な ど に つ い て 関 係 者 間 で 共 有 を 行 い 、 試 験 監 督 ご と に 対 応 が 異 な る こ と の な い よ う 注

意 を 払 っ て い る（ 資 料 5-10［ 2023 年 度  一 般 入 試  前 期 日 程 ①  試 験 監 督 の 手 引 き〔 入 試 課

資 料 ］）。 ま た 、 質 的 な 評 価 を 伴 う 面 接 試 験 で は 、 質 問 内 容 は あ ら か じ め 統 一 し た も の を 用

意 し 、 公 平 性 の 担 保 に 努 め て い る 。 さ ら に 、 受 験 者 に 対 し 、 入 学 試 験 成 績 の 開 示 制 度 を 設

け る こ と で 、 選 抜 の 透 明 性 を 高 め て い る ほ か 、 大 学 公 式 ホ ー ム ペ ー ジ に お い て 、 前 年 度 の

入 試 デ ー タ な ど を 掲 載 し 情 報 公 開 に 努 め て い る 。 尚 、 現 在 オ ン ラ イ ン に よ る 入 学 者 選 抜 は

行 っ て い な い 。 ま た 、 外 国 人 留 学 生 が 出 願 可 能 な 入 試 制 度 も 設 け 、 外 国 籍 を 有 す る 者 に 対

し て も 広 く ⾨ ⼾ を 開 い て い る 。

５．入学を希望する者への合理的な配慮に基づく公平な入学者選抜の実施 

全 て の 学 部・研 究 科 に つ い て 、合 理 的 な 配 慮 を 必 要 と す る 入 学 希 望 者 に 対 し 、「 学 生 募 集

要 項 」（ 資 料 5-1【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /追 手 門 学 院 大 学  2024 学 生 募 集 要 項 ］） で 出

願 前 に 相 談 す る 体 制 を 整 え て い る こ と を 周 知 し 、 受 け 入 れ を 行 っ て い る 。 支 障 の 有 無 を 確

認 す る た め 、 入 学 希 望 者 個 別 の 状 況 に 応 じ て 適 宜 ⼊ 学 志 望 先 の 学 部 ⻑ 、 学 ⽣ ⽀ 援 課 職 員 、

教 務 課 職 員 、 管 財 課 職 員 お よ び 入 試 課 職 員 が 受 験 生 本 人 、 そ の 保 護 者 と 面 談 し 、 受 験 上 の

特 別 措 置 や 入 学 後 の 支 援 措 置 等 に つ い て 確 認 す る 等 の 相 談 対 応 を 行 っ て い る 。 受 験 上 の 特

別 措 置 の 具 体 例 と し て 、 試 験 時 間 の 延 ⻑ や 別 室 で の 受 験 の 実 施 等 が あ る 。

点検・評価項目③：適切な定員を設定して学生の受け入れを行うとともに、在籍学生数を 

         収容定員に基づき適正に管理しているか。 

１．入学定員及び収容定員の適切な設定と在籍学生数の管理 

①入学定員に対する入学者数比率（【学士】） 

②編入学定員に対する編入学生数比率（【学士】 

③収容定員に対する在籍学生数比率 

④収容定員に対する在籍学生数の過剰又は未充足に関する対応 

評価の視点１：入学定員及び収容定員の適切な設定と在籍学生数の管理

① 入学定員に対する入学者数比率（【学士】）

② 編入学定員に対する編入学生数比率（【学士】）

③ 収容定員に対する在籍学生数比率

④ 収容定員に対する在籍学生数の過剰又は未充足に関する対応
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学 士 課 程 に お け る 2023 年 度 入 試  入 学 者 数 は 2,242 人 、入 学 定 員 は 2,203 人 で あ り 、入

学 定 員 に 対 す る 入 学 者 比 率 は 102％ と な っ て い る 。ま た 、2023 年 ５ 月 １ 日 時 点 の 学 士 課 程

に お け る 入 学 定 員 に 対 す る 入 学 者 数 比 率 は 102％ で あ り 、 入 学 定 員 充 足 率 の 5 年 間 の 平 均

は 105％ で あ る 。  

2023 年 度 の 収 容 定 員 に 対 す る 在 籍 学 生 数 比 率 は 104％ で あ る 。過 年 度 に お け る 収 容 定 員

に 対 す る 在 籍 学 生 数 比 率 は 2019 年 度 に は 104％ 、 2020 年 度 に は 107％ 、 2021 年 度 に は

105％ 、 2022 年 度 に は 105％ と な っ て い る （ 大 学 基 礎 デ ー タ 表 ２ ）。 ま た 2023 年 度 の 編 入

学 定 員 に 対 す る 編 入 学 生 数 比 率 は 43％ で あ る （ 大 学 基 礎 デ ー タ 表 ２ ）。  

大 学 院（ 修 士 課 程 な ら び に 博 士 課 程 ） 全 体 の 2023 年 ５ 月 １ 日 時 点 の 、2023 年 度 の 収 容

定 員 に 対 す る 在 籍 学 生 数 比 率 は 、 修 士 課 程 85％ 、 博 士 前 期 課 程 61％ 、 博 士 後 期 課 程 56％

で あ る （ 大 学 基 礎 デ ー タ 表 ２ ）。  

大 学 院（ 修 士 課 程 な ら び に 博 士 課 程 ）に つ い て は 、在 学 生 数 比 率 が 低 い こ と か ら 、2016

年 度 よ り 常 任 理 事 会 の も と に 設 置 し た 中 期 経 営 戦 略 推 進 本 部 の 部 会 で あ る 大 学 院 検 討 部 会

に お い て 、改 編 を 含 む 対 応 を 検 討 し て き た 。そ の 結 果 、2018 年 に は 経 営 学 研 究 科 お よ び 経

済 学 研 究 科 を 経 営 ・ 経 済 研 究 科 に 改 組 し 、 近 年 、 在 学 生 数 比 率 が 改 善 傾 向 に あ る （ 大 学 基

礎 デ ー タ 表 ２ ）。ま た 現 代 社 会 文 化 研 究 科 に つ い て も 、現 代 の 社 会 と 文 化 に 焦 点 を 当 て た 教

育 研 究 を 目 的 と し て い る こ と が 受 験 生 な ら び に 一 般 の 方 々 に も 理 解 し や す い よ う 2018 年

度 に 文 学 研 究 科 か ら 名 称 変 更 を 実 施 し 、 ま た 専 攻 名 称 に つ い て も そ れ ぞ れ 社 会 学 専 攻 を 現

代 社 会 学 専 攻 に 、 英 文 学 専 攻 を 国 際 教 養 学 専 攻 に 変 更 す る 等 、 高 度 な 専 門 性 を 持 っ た 社 会

有 為 な 人 材 を 輩 出 す る た め に 、 種 々 の 施 策 を 実 施 し て い る 。 そ の 結 果 、 在 学 生 数 比 率 が 改

善 傾 向 に あ る （ 大 学 基 礎 デ ー タ 表 ２ ）。  

点検 ・評価項目④ ：学生の 受け入れの適 切性につ いて定期的に 点検・評 価を行ってい るか。 

        また、その結果をもとに改善・向上に向けた取り組みを行っているか。 

１．適切な根拠（資料、情報）に基づく定期的な点検・評価 

２．点検・評価結果に基づく改善・向上 

本 学 で は 、 入 学 者 選 抜 に 関 す る 出 願 資 格 や 試 験 科 目 、 配 点 ・ 時 間 、 募 集 人 員 や 出 題 ・ 採

点 、 入 試 広 報 に 関 す る 基 本 方 針 等 を 、 入 試 委 員 会 に て 適 宜 審 議 し て い る （ 資 料 5-3［ 追 手

門 学 院 大 学 入 試 委 員 会 規 程 ］）（ 資 料 5-11［ 2023 年 6 月 29 日 開 催 追 手 門 学 院 大 学 入 試 委 員

会 議 事 録 ］）。ま た 、入 学 試 験 実 施 後 の 結 果（ 資 料 5-12［ 2023 年 度  追 手 門 学 院 大 学  一 般 選

抜（ 一 般 入 試 ）前 期 日 程  結 果 速 報〔 入 試 課 資 料 〕］）に つ い て は 、入 試 委 員 会 に お い て 、入

試 種 別 ご と の 志 願 者 数 や 受 験 者 数 、 合 格 者 数 等 を 確 認 し て 点 検 ・ 評 価 し 、 必 要 に 応 じ て 次

年 度 の 入 学 者 選 抜 で の 改 善 に つ な げ て い る 。  

大 学 院 （ 修 士 課 程 な ら び に 博 士 課 程 ） に 関 し て は 、 修 士 課 程 ・ 博 士 前 期 課 程 ・ 博 士 後 期

課 程 そ れ ぞ れ に つ き 、 入 学 者 選 抜 に 関 す る 出 願 資 格 や 試 験 科 目 、 配 点 ・ 時 間 、 募 集 人 員 や

評価の視点１：適切な根拠（資料、情報）に基づく定期的な点検・評価

評価の視点２：点検・評価結果に基づく改善・向上
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出 題 ・ 採 点 、 入 試 広 報 に 関 す る 基 本 方 針 等 を 、 研 究 科 委 員 会 に て 適 宜 審 議 し て い る （ 資 料

5-7［ 追 手 門 学 院 大 学 大 学 院 研 究 科 委 員 会 規 程 ］）。  

現 在 、 志 願 者 確 保 だ け で は な く 、 入 学 後 の 教 育 の 質 向 上 及 び 就 職 成 果 に よ る 社 会 的 評 価

の 向 上 を 実 現 す る 計 画 を 策 定 し て お り 、 こ れ ら の 実 施 計 画 の 進 捗 を 、 定 期 的 に 開 催 す る 管

理 職 位 に よ る 会 議 等 に お い て 点 検 ・ 評 価 す る こ と で 、 課 題 の 抽 出 と 、 そ の 課 題 の 解 決 に 向

け た 改 善 策 の 検 討 を 進 め て い る が 、 こ の 取 り 組 み を 継 続 さ せ て い き た い 。 例 え ば 、 こ こ で

検 討 さ れ た 改 善 策 の 1 つ に 学 費・諸 費 等 の 納 入 の  分 割 手 続 の 設 定 が 挙 げ ら れ る 。学 費・諸

費 等 の 納 入 期 限 を 2 月 下 旬 以 降 に 設 定 し た こ と で 、学 費 納 入 者 の 負 担 軽 減 を 図 っ た（ 資 料

5-5【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /OIDAI 入 試 ガ イ ド  2024］）。  

ま た 、学 院 の「 中 期 経 営 戦 略 」（ 資 料 1-28【 ウ ェ ブ 】［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院 /第 Ⅳ 期 中 期 経

営 戦 略 ］） の 大 学 部 門 の 中 期 計 画 （ 資 料 5-13［ 大 学 部 門 の 中 期 計 画 〔 学 校 法 人 追 手 門 学 院  

Ⅳ 期 中 期 経 営 戦 略 の 策 定 に つ い て  よ り 抜 粋 〕］）に お い て は「 能 動 的 に 学 び 続 け る 素 養 を 持

ち 合 わ せ た 受 験 生 へ の 認 知 度 ア ッ プ と 獲 得 」 を 掲 げ 、 施 策 の 進 捗 状 況 を 「 第 Ⅳ 期 中 期 経 営

戦 略  PDCA シ ー ト 」に て 点 検 評 価 を 行 っ て い る（ 資 料 1-30［ 第 Ⅳ 期 中 期 経 営 戦 略 PDCA

体 制 〔 理 事 ⻑ 室 資 料 〕］）。  

さ ら に 、大 学 基 準 に 定 め る 10 の 点 検 項 目 ご と に 作 成 す る「 自 己 点 検・評 価 シ ー ト 」を 用

い て 、「 学 生 の 受 け 入 れ 」 の 項 目 に つ い て 全 般 的 な 点 検 を 行 っ て い る （ 資 料 2-32［ 自 己 点

検・評 価 シ ー ト（ 様 式 ）］）。自 己 評 価 が 低 い 項 目 に つ い て は 改 善 内 容 を 記 載 す る こ と し て お

り 、そ の 後 の 改 善 に つ な げ る よ う に し て い る 。当 該「 自 己 点 検・評 価 シ ー ト 」は 2023 年 度

の 状 況 を 暫 定 的 に 点 検 ・ 評 価 す る た め に 運 用 を 開 始 し た も の で あ り 、 今 後 、 よ り 各 点 検 項

目 の 改 善 に つ な が る よ う な 様 式 へ と 改 正 し 運 用 し て い き た い と 考 え て い る 。 な お 、 ２ 章 や

４ 章 に て 詳 述 し た 、 学 部 等 が 行 う ア セ ス メ ン ト ・ プ ラ ン に 基 づ く 「 ア セ ス メ ン ト ・ チ ェ ッ

ク ・ リ ス ト 」 を 用 い た デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー の 達 成 度 を 中 心 と し た 自 己 点 検 ・ 評 価 活 動 に

よ り 、 カ リ キ ュ ラ ム ・ ポ リ シ ー や ア ド ミ ッ シ ョ ン ・ ポ リ シ ー に つ い て も 点 検 を 行 う こ と と

し て お り 、 必 要 に 応 じ 改 善 す る こ と が で き る 体 制 と し て い る 。  

最 後 に 、2021 年 度 入 試 に お い て は 、新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 拡 大 の 状 況 下 に お い て も 、

受 験 生 に 不 利 益 が 生 じ る こ と な く 、 ア ド ミ ッ シ ョ ン・ポ リ シ ー に 沿 っ た 適 切 な 学 生 受 け 入

れ を 行 う こ と が で き る よ う 、 入 学 試 験 の 実 施 回 数 や 方 法 、 オ ー プ ン キ ャ ン パ ス の 在 り 方 、

入 試 説 明 会 等 に つ い て 検 証 し た 。 検 証 の 結 果 、 原 則 と し て 同 様 の 選 抜 方 法 を 維 持 し つ つ 、

オ ー プ ン キ ャ ン パ ス や 入 試 説 明 会 等 で 志 願 者 へ の 情 報 提 供 の 機 会 を WEB 等 に よ っ て 確 保

す る 方 針 を 決 定 し 、 実 際 に 2022 年 度 ・2023 年 度 入 試 に て 実 行 し た 。新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス

感 染 症 の 感 染 症 法 上 の 位 置 づ け が 5 類 感 染 症 に な っ た こ と を 受 け 、2024 年 度 で は 、新 型 コ

ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 対 策 を と り つ つ 、 来 校 型 オ ー プ ン キ ャ ン パ ス の 回 数 を 増 や し て 実 施

し て い る 。  

（２）⻑所・特⾊

 点検・評価項目①について 

＜ 特 色 あ る 入 学 者 選 抜 ＞  

 本 学 で は 多 種 多 様 な 入 学 者 選 抜 を 行 っ て い る 。一 例 と し て 、「 ア サ ー テ ィ ブ 入 試 」は 、イ
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ン タ ー ネ ッ ト を 活 用 し た 本 学 独 自 の 基 礎 学 力 確 認・養 成 シ ス テ ム で あ る「 MANABOSS」を

用 い て 、出 願 時 点 ま で に 基 礎 学 力 を 身 に つ け さ せ る 総 合 型 選 抜 で あ る（ 資 料 5-14［ ア サ ー

テ ィ ブ 入 試〔 OIDAI 入 試 ガ イ ド  2024 よ り 抜 粋 〕］）。そ の ほ か 心 理 学 部 心 理 学 科 人 工 知 能・

認 知 科 学 専 攻 や 経 営 学 部 経 営 学 科 情 報 シ ス テ ム 専 攻 、 さ ら に 文 学 部 人 文 学 科 美 学 ・ 建 築 文

化 専 攻 等 、学 際 的 な 学 び を 目 指 し た 領 域 を 設 け る こ と に 伴 い 、2022 年 度 か ら は 数 学 を 活 か

せ る 入 学 試 験 制 度 を 拡 充 し た 。ま た 、2024 年 度 入 試 で は 、得 意 科 目 を 活 か せ る 入 試 を 拡 充

し た 。例 え ば 地 歴 公 ⺠ の 配 点 が 英 語 の 配 点 の 2 倍 で あ る ⼀ 般 ⼊ 試 前 期 ⽇ 程 地 歴 公 ⺠ 重 視 型

は 2024 年 度 よ り 新 設 さ れ て お り 、地 歴 公 ⺠ が 得 意 な 受 験 ⽣ に 推 奨 で き る 入 試 制 度 で あ る 。  

さ ら に 、 出 願 に 係 る 改 善 も 行 っ て い る 。 出 願 者 が イ ン タ ー ネ ッ ト 出 願 サ イ ト に ア ク セ ス

し 、 出 願 情 報 を 登 録 す る 際 に 、 ア ド ミ ッ シ ョ ン ・ ポ リ シ ー を 確 認 す る ス テ ッ プ を 設 け て い

る 。「 学 生 募 集 要 項 」で の 明 示 を 行 う だ け で は な く 、出 願 者 が 確 実 に ア ド ミ ッ シ ョ ン・ポ リ

シ ー を 理 解 し た 上 で 出 願 で き る よ う 、工 夫 を 施 し て い る（ 資 料 5-15［ 出 願 要 領〔 追 手 門 学

院 大 学  2024 学 生 募 集 要 項  よ り 抜 粋 〕］）。  

＜ 入 学 者 数 の 適 切 な 管 理 ＞  

 入 学 定 員 に 対 し て 適 切 に 入 学 者 数 を 管 理 し て い る 。 学 生 の 受 け 入 れ に つ い て 、 本 学 の 最

⼤ の 特 ⻑ は 志 願 者 数 が 11 年 連 続 で 増 加 し て い る こ と で あ る 。  

 現 代 社 会 で 求 め ら れ る 力 を 身 に つ け る 教 育 ス タ イ ル と 教 育 手 法 、 キ ャ ン パ ス の 新 設 、 学

生 本 位 の 改 組 転 換 と 入 試 業 務 効 率 化 、 高 校 現 場 の ニ ー ズ に 沿 っ た 入 試 制 度 改 革 等 の 取 り 組

み を 行 い 、多 く の 受 験 生 を 集 め て い る 。18 歳 人 口 が 減 少 す る 中 、入 試・広 報 戦 略 の 継 続 的

な 改 革 に よ っ て 、 今 後 も 安 定 的 な 受 験 生 確 保 を 目 指 す 。  

（３）問題点 

＜ 大 学 院 （ 修 士 課 程 な ら び に 博 士 課 程 ） の 入 学 者 確 保 ＞  

本 学 で は 、 大 学 院 （ 修 士 課 程 な ら び に 博 士 課 程 ） の 収 容 定 員 に 対 す る 在 籍 学 生 比 率 向 上

の た め 、2016 年 よ り 様 々 な 施 策 を 検 討 し 、実 施 し て き た 。し か し 、依 然 と し て 一 部 研 究 科

に お い て は 低 い 状 況 に あ る 。 こ の 状 況 を 打 開 し 、 研 究 科 の 入 学 者 の 安 定 的 な 確 保 を 実 現 す

る た め 、各 研 究 科 に て カ リ キ ュ ラ ム 改 革 や 広 報 を 含 め た 必 要 な 施 策 を 検 討 し て い る 。な お 、

現 代 社 会 文 化 研 究 科 の 国 際 教 養 学 専 攻 に つ い て は 、2022 年 度 に ⺟ 体 と な る 学 部 の 改 組 を 受

け 、 学 士 課 程 と の 学 び の 接 続 性 を 考 慮 し た 教 育 課 程 の あ り 方 に つ い て 検 討 を 開 始 し 、 現 代

社 会 文 化 研 究 科 の 現 代 社 会 学 専 攻 に お い て は 、 現 代 社 会 ・ 地 域 創 造 に 加 え ス ポ ー ツ 文 化 学

コ ー ス を 新 設 し た 。さ ら に 、心 理 学 研 究 科 に お い て も AI・認 知 科 学 に 関 連 す る 専 攻 を 立 ち

上 げ る 計 画 を 立 案 す る 等 、 カ リ キ ュ ラ ム の 魅 力 を 高 め る こ と で さ ら な る 入 学 者 確 保 を 目 指

し た 取 り 組 み を 進 め て い る 。  

（４）全体のまとめ 

  本 学 で は 、「 独 立 自 彊・社 会 有 為 」の 教 育 理 念 を も と に 、デ ィ プ ロ マ・ポ リ シ ー お よ び

カ リ キ ュ ラ ム ・ ポ リ シ ー の 編 成 ・ 実 施 方 針 を 踏 ま え た 各 学 部 ・ 研 究 科 の 学 生 の 受 け 入 れ 方
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針 を ア ド ミ ッ シ ョ ン ・ ポ リ シ ー と し て 設 定 し 、 入 学 者 選 抜 試 験 の 「 学 生 募 集 要 項 」 に ア ド

ミ ッ シ ョ ン ・ ポ リ シ ー を 記 載 し 、 求 め る 学 生 像 を 周 知 し て い る 。  

各 学 部 で 多 様 な 個 性 を 備 え た 学 生 の 受 け 入 れ を 目 指 し 、 入 試 委 員 会 で 検 討 の 上 、 入 学 者

選 抜 制 度 を 適 切 に 設 定 し 多 種 多 様 な 入 試 制 度 を 設 け 、 公 正 な 入 学 者 選 抜 を 実 施 し て い る 。  

学 ⽣ の 受 け ⼊ れ に つ い て 、本 学 の 最 ⼤ の 特 ⻑ は 志 願 者 数 が 11 年 連 続 で 増 加 し て い る こ と

で あ る 。 ガ バ ナ ン ス 改 革 の 成 果 に よ り 、 多 く の 受 験 生 を 集 め て い る 。 具 体 的 に は 、「 教 学 」

と 「 経 営 」 が 密 に 連 携 し た 迅 速 な 意 思 決 定 に よ り 学 部 改 組 や 入 試 制 度 改 革 、 新 キ ャ ン パ ス

の 開 設 を 実 現 し た 。18 歳 人 口 が 減 少 す る 中 、入 試・広 報 戦 略 の 継 続 的 な 改 革 に よ っ て 、継

続 的 な 受 験 生 確 保 を 目 指 す 。  

大 学 院 （ 修 士 課 程 な ら び に 博 士 課 程 ） に つ い て も 、 研 究 科 委 員 会 で 検 討 の 上 、 入 学 者 選

抜 制 度 を 適 切 に 設 定 し 、 公 正 な 入 学 者 選 抜 を 実 施 し て い る 。 入 学 者 の 選 抜 に 際 し て は 入 試

委 員 会 で 検 討 の 上 、 各 学 部 会 議 及 び 各 研 究 科 委 員 会 で 審 議 し 、 審 議 資 料 を 記 録 す る こ と に

よ り 、 透 明 性 を 担 保 し て い る 。  

合 理 的 な 配 慮 を 必 要 と す る 受 験 生 に 対 し て は 出 願 前 の 相 談 体 制 を 整 備 し 、 周 知 し 、 受 け

⼊ れ を 実 施 し て い る 。 配 慮 の 内 容 に よ っ て 、 試 験 時 間 の 延 ⻑ や 別 室 受 験 等 、 臨 機 応 変 に 対

応 し て い る（ 資 料 5-16［ 障 が い の あ る 人 、不 慮 の 事 故 に よ る 負 傷 者 、疾 病 者 の 受 験 に つ い

て 〔 追 手 門 学 院 大 学  2024 学 生 募 集 要 項  よ り 抜 粋 〕］）。  

各 学 部 の 入 学 定 員 ・ 収 容 定 員 に 対 す る 入 学 者 数 、 在 籍 者 数 は 、 い ず れ も 大 学 基 準 協 会 の 指

針 に 照 ら し て 適 正 で あ る が 、大 学 院（ 修 士 課 程 な ら び に 博 士 課 程 ） に つ い て は 一 部 の 研 究

科 で は 基 準 を 満 た さ な い 状 況 に あ る 。 今 後 も 引 き 続 き 各 研 究 科 の 施 策 の 点 検 、 評 価 、 改 善

を 継 続 す る こ と に よ り 在 籍 学 生 比 率 向 上 を 目 指 す 。  

学 生 受 入 れ の 適 切 性 の 点 検 ・ 評 価 、 改 善 に つ い て 、 入 学 者 選 抜 の 基 本 方 針 に つ い て は 入

試 委 員 会 及 び 研 究 科 委 員 会 で 審 議 し て い る 。 入 学 者 選 抜 の 結 果 に つ い て は 入 試 課 で 分 析 の

上 、 必 要 に 応 じ て 方 法 や ス ケ ジ ュ ー ル の 改 善 に つ な げ て い る 。 ま た 本 学 院 の 中 期 経 営 戦 略

に 「 能 動 的 に 学 び 続 け る 素 養 を 持 ち 合 わ せ た 受 験 生 へ の 認 知 度 ア ッ プ と 獲 得 」 を 掲 げ 、 第

IV 期 中 期 経 営 戦 略 等 の 具 体 的 な 計 画 を 策 定 し て お り 、  大 学 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員 会 及 び 内

部 質 保 証 推 進 委 員 会 に て 点 検 ·評 価 を 実 施 し て い る 。  

以 上 の こ と か ら 、 学 生 の 受 け 入 れ に 関 し て 、 一 部 研 究 科 に お い て 定 員 の 充 足 状 況 に 改 善

の 余 地 は あ る が 、 概 ね 大 学 基 準 を 満 た し 、 学 生 受 け 入 れ の 方 針 に 沿 っ て 入 学 者 選 抜 を 実 施

し 、 本 学 の 理 念 ·⽬ 的 の 実 現 に 向 か っ て い る と 評 価 で き る 。  
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第６章 教員・教員組織 

（１）現状説明 

点検・評価項目①：大学の理念・目的に基づき、大学として求める教員像や各学部･研究科 

          等の教員組織の編制に関する方針を明示しているか。 

１．大学として求める教員像の設定 

①各学位課程における専門分野に関する能力、教育に対する姿勢等 

本 学 で は 、全 学 の「 求 め る 教 員 像 」を 定 め て い る 。本 学 の 教 員 に は 、倫 理 憲 章 を 順 守 し 、

教 育 理 念 に 基 づ く 教 育 目 標 を 十 分 に 理 解 し た う え で 、教 育・研 究 並 び に 大 学 運 営 に 専 心 し 、

学⽣の成⻑を促す教育を⾏うことを求めている。全学の「求める教員像」については、大

学 ホ ー ム ペ ー ジ を 通 し て 広 く 学 内 外 に 公 表 し て い る（ 資 料 6-1【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学

/内 部 質 保 証 、 自 己 点 検 ・ 評 価 、 認 証 評 価 /追 手 門 学 院 大 学 の 求 め る 教 員 像 と 教 員 組 織 の 編

成 方 針 ］）。また、教員採⽤選考時には学⻑より各教員に「求める教員像」と教員組織の編

成 方 針 を 伝 え て い る 。  

２．各学部・研究科等の教員組織の編制に関する方針（分野構成、各教員の役割、連携の 

  あり方、教育研究に係る責任所在の明確化等）の適切な明示 

 本 学 で は 、 全 学 の 「 教 員 組 織 の 編 成 方 針 」 と し て 「教育理念に基づき、学⽣の成⻑を⽀

援 す る た め に 、文 部 科 学 省 が 定 め る 設 置 基 準 に 則 っ た 専 任 教 員 を 配 置 す る と と も に 、学 部・

学 科 等 の 組 織 に 応 じ て 適 切 な 教 員 を 配 置 し 、 教 育 と 研 究 の 両 面 で 最 大 限 の 成 果 を 求 め る 」

と 定 め て い る（ 資 料 6-1【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /内 部 質 保 証 、自 己 点 検・評 価 、認 証 評

価 /追 手 門 学 院 大 学 の 求 め る 教 員 像 と 教 員 組 織 の 編 成 方 針 ］）。全 学 の「 教 員 組 織 の 編 成 方 針 」

に つ い て は 、 大 学 ホ ー ム ペ ー ジ を 通 し て 広 く 学 内 外 に 公 表 し て い る 。  

評価の視点１：大学として求める教員像の設定 

① 各学位課程における専門分野に関する能力、教育に対する姿勢等 

評価の視点２：各学部・研究科等の教員組織の編制に関する方針（分野構成、各教員の

役割、連携のあり方、教育研究に係る責任所在の明確化等）の適切な 明

示 
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点検 ・評価項目② ：教員組 織の編制に関 する方針 に基づき、教 育研究活 動を展開する ため、 

         適切に教員組織を編制しているか。 

１．大学全体及び学部・研究科等ごとの基幹教員・専任教員数 

 大 学 全 体 お よ び 学 部・研 究 科 等 ご と の 基 幹 教 員・専 任 教 員 数 に つ い て は 、大 学 設 置 基 準 、

大 学 院 設 置 基 準 の 必 要 教 員 数 を 満 た し て い る （ 大 学 基 礎 デ ー タ 表 １ ）。  

２．適切な教員組織編制のための措置 

①教員組織の編制に関する方針と教員組織の整合性 

②各学位課程の目的に即した教員配置 

③国際性、男女比 

⑤教育上主要と認められる授業科目における基幹教員・専任教員の適正な配置（専 

任教員については教授又は准教授） 

 本 学 で は 、「 教 員 組 織 の 編 成 方 針 」に 沿 っ て 、各 学 部・学 科 の 必 修 科 目 等 教 育 上 主 要 と 認

め ら れ る 授 業 科 目 に お い て は 、 専 任 教 員 が 担 当 で き る よ う に 教 員 組 織 を 編 成 し て い る （ 大

学 基 礎 デ ー タ 表 ４ ）。学 士 課 程 担 当 教 員 の 採 用 、昇 任 、降 任 に つ い て は 、全 学 教 育 職 員 人 事

委 員 会 お よ び 教 育 職 員 審 査 委 員 会 に お い て 、業 績 や 科 目 適 合 の 適 正 性 等 を 審 議 し て い る（ 資

料 6-2［ 追 手 門 学 院 大 学 全 学 教 育 職 員 人 事 委 員 会 規 程 ］）（ 資 料 6-3［ 追 手 門 学 院 大 学 教 育 職

員 審 査 委 員 会 規 程 ］）。  

 専 任 教 員 の 男 女 比 に つ い て は 、 2023 年 ５ 月 １ 日 現 在 、 大 学 全 体 の 教 員 218 名 中 、 男 性

評価の視点１：大学全体及び学部・研究科等ごとの基幹教員・専任教員数 

評価の視点２：適切な教員組織編制のための措置 

① 教員組織の編制に関する方針と教員組織の整合性 

② 各学位課程の目的に即した教員配置 

③ 国際性、男女比 

④ 特 定 の 範 囲 の 年 齢 に 偏 る こ と の な い バ ラ ン ス の と れ た 年 齢 構 成 へ の 配

慮 

⑤ 教育上主要と認められる授業科目における基幹教員・専任教員の適正な

配置（専任教員については教授又は准教授） 

⑥ 研究科担当教員の資格の明確化と適正な配置 

⑦ 教員の授業担当負担への適切な配慮 

⑧ 複数学部等の基幹教員を兼ねる者について、業務状況の適切性 

⑨ 他大学・企業等を兼務する基幹教員について、業務状況の適切性 

⑩ 教員と職員の役割分担、それぞれの責任の明確化と協働・連携 

評価の視点３：指導補助者を活用する場合の適切性（資格要件、授業担当教員との責任関

係や役割の明確化、指導計画の明確化等） 

評価の視点４：教養教育の運営体制 
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157 名 （ 72.0%）、 女 性 61 名 （ 28.0%） で あ る 。 外 国 人 教 員 は 、 全 学 で 14 名 （ 6.42%） で

あ る 。 特 に 国 際 学 部 で は 、 英 語 を コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ツ ー ル と し て 、 複 雑 化 す る 国 際 的 諸

問 題 を グ ロ ー カ ル な 視 点 か ら 把 握 ・ 理 解 し 、 専 門 的 知 識 や ス キ ル を 活 用 し て 問 題 解 決 を 図

り 、 国 際 社 会 に 貢 献 す る こ と が で き る 人 材 の 養 成 を 目 的 と し て い る た め 、 そ の 割 合 が 大 き

く 23.1％ で あ る（ 教 員 13 名 中 3 名 ）。以 上 の と お り 、外 国 人 教 員 を 適 正 に 配 置 し 、教 育 目

標 に 応 じ た 国 際 性 を 確 保 し て い る 。  

 な お 、 博 士 前 期 課 程 ・ 修 士 課 程 は 84 名 、 博 士 後 期 課 程 は 44 名 の 教 員 を 配 置 し て い る 。 

④特定の範囲の年齢に偏ることのないバランスのとれた年齢構成への配慮 

専 任 教 員 の 年 齢 構 成 比 率 は 、 学 士 課 程 で は 、 60 代 29.0%、 50 代 27.6%、 40 代 26.7%、

30 代 15.7％ 、20 代 0.9%、修 士 課 程 で は 、60 代 33.3%、50 代 26.7%、40 代 30.0%、30 代

10.0%、博 士 課 程 で は 、60 代 40.9％ 、50 代 22.7％ 、40 代 34.1％ 、30 代 2.3％ と な っ て い

る （ 大 学 基 礎 デ ー タ 表 ５ ）。 大 学 全 体 と し て は 、 特 定 の 範 囲 の 年 齢 へ の 偏 り は 多 く な い が 、

学 部 に よ っ て は 、60 代 が 40%を 超 え て い る た め 、バ ラ ン ス の と れ た 年 齢 構 成 に 向 け て 積 極

的 に 若 手 教 員 の 採 用 を 進 め て い る 。  

⑥研究科担当教員の資格の明確化と適正な配置 

 大 学 院 担 当 教 員 に つ い て は 、 大 学 院 担 当 教 員 資 格 審 査 規 程 （ 資 料 6-4［ 追 手 門 学 院 大 学

大 学 院 担 当 教 員 資 格 審 査 規 程 ］）に 基 づ き 資 格 審 査 委 員 会 を 設 置 し 審 査 を 行 い 、基 準 を 満 た

し た 教 員 を 適 正 に 配 置 し て い る 。  

⑦教員の授業担当負担への適切な配慮 

 教 員 の 担 当 授 業 時 間 に つ い て は 、教 育 職 員 の 勤 務 に 係 わ る 常 任 理 事 会 内 規（ 資 料 6-5［ 追

手 門 学 院 大 学 教 育 職 員 の 勤 務 に 係 わ る 常 任 理 事 会 内 規 ］）に お い て 、責 任 コ マ 数 は 各 学 期 3

コ マ 年 間 計 ６ コ マと定めている。副学⻑、特任副学⻑及び学部⻑は年間３ コ マ 以 内 、 部 館

⻑は年間２コマ以内、⼤学院⻑、研究科⻑は１ コ マ を 減 ず る こ と が で き る と 規 定 さ れ て お

り 、 過 度 の 負 担 が か か ら な い よ う 配 慮 を 行 っ て い る 。  

⑧複数学部等の基幹教員を兼ねる者について、業務状況の適切性 

 本 学 で は 、 対 象 と な る 教 員 な し 。  

⑨他大学・企業等を兼務する基幹教員について、業務状況の適切性 

 本 学 で は 、 対 象 と な る 教 員 な し 。  

⑩教員と職員の役割分担、それぞれの責任の明確化と協働・連携 
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職員である学部⻑補佐を全 学 教 授 会 お よ び 学 部 会 議の構成員と定め、学部⻑を補佐する

体 制 を 整 え 、 教 職 協 働 で 進 め て い る （ 資 料 2-9［ 追 手 門 学 院 大 学 全 学 教 授 会 及 び 学 部 会 議

に 関 す る 規 程 ］）。  

２．指導補助者を活用する場合の適切性（資格要件、授業担当教員との責任関係や役割の 

  明確化、指導計画の明確化等） 

 本 学 で は 、 対 象 と な る 者 な し 。  

３．教養教育の運営体制 

 教 養 科 目 の 運 営 に つ い て は 、概 ね 共 通 教 育 機 構 が 担 っ て お り 、教 務 連 絡 委 員 会 に お い て 、

全 学 に 共 通 す る 教 養 教 育 に 関 す る 方 針 や 担 当 者 配 置 等 に 関 す る 事 項 を 協 議 し て い る （ 資 料

6-6［ 追 手 門 学 院 大 学 教 務 連 絡 委 員 会 規 程 ］）。  

点検・評価項目③：教員の募集、採用、昇任等を適切に行っているか。 

１．教員の職位（教授、准教授、助教等）ごとの募集、採用、昇任等に関する基準及び手 

  続の設定と規程の整備 

 専 任 教 員 の 採 用 、 昇 任 等 に つ い て は 、 教 育 職 員 審 査 委 員 会 規 程 に も と づ き 、 審 査 委 員 会

を 開 催 し て い る （ 資 料 6-3［ 追 手 門 学 院 大 学 教 育 職 員 審 査 委 員 会 規 程 ］）。 ま た 教 育 職 員 審

査 委 員 会 規 程 に お い て 、 職 位 ご と の 基 準 を 定 め て い る 。  

２．規程に沿った教員の募集、採用、昇任等の実施 

 全 学 教 育 職 員 人 事 委 員 会 で 、設 置 基 準 に 定 め ら れ た 必 要 専 任 教 員 数 、退 職 予 定 者 、ST 比

率 な ど を も と に 大 学 全 体 の 人 事 計 画 を 検 討 し 、 採 用 人 数 を 決 定 し て い る （ 資 料 6-2［ 追 手

門 学 院 大 学 全 学 教 育 職 員 人 事 委 員 会 規 程 ］）。 採 用 は 、 原 則 と し て 公 募 で 進 め て お り 、 大 学

HP へ の 掲 載 と JREC-IN Portal を 利 用 し て 広 く 人 材 を 求 め て い る 。  

 昇 任 等 に つ い て は 、 教 育 職 員 審 査 委 員 会 規 程 に 基 づ き 、学部⻑、副学部⻑等と副学⻑に

よ る 審 査 委 員 会 を 開 催 し 、 最 終 的 に学⻑を委員⻑とする全 学 教 育 職 員 人 事 委 員 会 で 審 議 ・

決 定 し て い る 。  

評価の視点１：教員の職位（教授、准教授、助教等）ごとの募集、採用、昇任等に関する

基準及び手続の設定と規程の整備 

評価の視点２：規程に沿った教員の募集、採用、昇任等の実施 
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点検・評価項目④：ファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）活動を組織的かつ多面的 

         に実施し、教員の資質向上及び教員組織の改善・向上につなげている 

         か。 

１．ファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）活動の組織的な実施 

 本 学 で は 、教 育 支 援 セ ン タ ー を 設 置 し 、全 学 的 な フ ァ カ ル テ ィ・デ ィ ベ ロ ッ プ メ ン ト（ FD） 

活 動 を 組 織 的 に 実 施 し て い る （ 資 料 2-5［ 追 手 門 学 院 大 学 教 育 支 援 セ ン タ ー 規 程 ］）。 教 育

支 援 セ ン タ ー が 実 施 し て い る FD 活 動 と し て は 、 希 望 者 （ 専 任 教 員 と 非 常 勤 教 員 ） を 対 象

と す る「 授 業 に 関 す る 個 別 相 談 会 」、新 任 教 員（ 専 任 教 員 ）を 対 象 と す る「 テ ニ ュ ア・ト ラ

ッ ク プ ロ グ ラ ム 」、す べ て の 専 任 教 員 と 希 望 す る 非 常 勤 教 員 と を 対 象 と す る「 夏 期 FD 研 修

（ 全 学 FD セ ミ ナ ー ）」、 テ ニ ュ ア ・ ト ラ ッ ク プ ロ グ ラ ム 制 度 適 用 者 を 対 象 と す る 「 テ ィ ー

チ ン グ・ポ ー ト フ ォ リ オ 作 成 ワ ー ク シ ョ ッ プ 」等 が 挙 げ ら れ る（ 資 料 2-38［ 2022 年 度 教 育

支 援 セ ン タ ー 活 動 報 告 書 ］）。  

 な お 、 テ ィ ー チ ン グ ・ ポ ー ト フ ォ リ オ の 作 成 は テ ニ ュ ア ・ ト ラ ッ ク プ ロ グ ラ ム の 修 了 要

件 で あ る た め 、 2024 年 2 月 現 在 で 52 名 の 教 員 が 作 成 し て い る （ 資 料 6-7［ テ ニ ュ ア ・ ト

ラ ッ ク 制 度 実 施 要 綱 （ 2022 年 4 月 改 訂 版 ）］）（ 資 料 6-8［ テ ニ ュ ア ・ ト ラ ッ ク プ ロ グ ラ ム

修 了 者 一 覧 （ 2024 年 度 ２ 月 １ 日 現 在 ）〔 教 育 支 援 セ ン タ ー 資 料 〕］）。  

 各 学 部・研 究 科 に お い て も 、FD 会 議・FD 懇 談 会・研 究 会 を 各 組 織 で 開 催 し 、授 業 の 実

施 方 法 や 学 生 指 導 、 研 究 手 法 の 共 有 等 多 岐 に わ た る テ ー マ を 議 論 す る こ と で 、 独 自 の FD

活 動 を 実 施 し て い る（ 資 料 6-9［ 各 学 部・研 究 科 の FD 活 動 ］）。 教 育 に 係 る も の 以 外 の Ｆ

Ｄ 活 動 と し て は 、研 究 倫 理 研 修 、コ ン プ ラ イ ア ン ス 研 修 が 挙 げ ら れ る（ 2-9［ 追 手 門 学 院 大

学 全 学 教 授 会 及 び 学 部 会 議 に 関 す る 規 程 ］）（ 資 料 6-10［ 研 究 倫 理 研 修 、コ ン プ ラ イ ア ン ス

研 修 、 啓 発 活 動 の 年 間 計 画 に つ い て 〔 2023 年 度 第 2 回 全 学 教 授 会 資 料 〕］）。  

２．教員の教育活動、研究活動、社会活動等の評価とその結果の活用 

 授 業 の 「 質 の 保 証 」 と 「 質 の 向 上 」 に 向 け て 取 り 組 む た め に 、 直 接 学 生 の 声 を 聞 き 、 授

業 に 反 映 さ せ る こ と が 必 要 で あ る と の 認 識 に 立 ち 、そ の 手 段 と し て「 全 学 授 業 ア ン ケ ー ト 」

を 実 施 し て い る 。 全 学 授 業 ア ン ケ ー ト は 各 学 期 の 期 中 ・ 期 末 に ２ 回 実 施 し 、 １ 回 目 の 授 業

評 価 を 各 教 員 に フ ィ ー ド バ ッ ク す る こ と で 、 当 該 授 業 に ア ン ケ ー ト の 結 果 を 即 座 に 活 か す

よ う な 設 計 を し て い る  。結 果 に つ い て は 、教 育 研 究 評 議 会 を 通 し て 経 年 比 較 、授 業 形 態 比

較 結 果 を 報 告 し 、 個 別 の 授 業 に つ い て は 担 当 教 員 が 確 認 で き る よ う に な っ て お り 授 業 改 善

に 活 か し て い る（ 資 料 4-12［ 全 学 授 業 ア ン ケ ー ト 結 果（ 2022 年 度 秋 学 期 ）に つ い て〔 2023

年 6 月 8 日 開 催 大 学 教 育 研 究 評 議 会 資 料 〕］）。  

評価の視点１：ファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）活動の組織的な実施 

評価の視点２：教員の教育活動、研究活動、社会活動等の評価とその結果の活用 

評価の視点３：指導補助者に対する研修の実施 
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 教 育 職 員 人 事 評 価 制 度 を 導 入 し て お り 、 教 育 活 動 、 研 究 活 動 、 社 会 貢 献 活 動 、 そ の 他 の

活 動 に つ い て教員が⽬標を設定し、学部⻑等はその⽬標に対して成果と課題を確認し評価

を 行 っ て い る（ 資 料 6-11［ 追 手 門 学 院 大 学 教 育 職 員 人 事 評 価 規 程 ］）。学部⻑等は期⾸⾯談

に お い て 、 当 該 目 標 の 妥 当 性 に つ い て 当 該 教 員 と す り 合 わ せ を 行 い 、 期 末 面 談 に お い て 、

目 標 に 対 し て の 成 果 と 課 題 を 確 認 し 評 価 を 行 っ て い る 。 な お 、 教 員 か ら の 要 望 が あ れ ば 期

中 に 中 間 面 談 を 実 施 す る こ と も で き る 。期末においては、所属の学部⻑等による「役割期

待 目 標 」 へ の 対 応 や 組 織 コ ミ ッ ト メ ン ト の 側 面 か ら も 同 様 な 評 価 を 行 い 、 こ れ ら を 綜 合 的

に 評 価 し た も の を 最 終 人 事 評 価 と し て い る 。 教 育 研 究 業 績 評 価 に つ い て は 集 計 し 、 大 学 Ｈ

Ｐ で 公 表 し て い る 。ま た 、教 員 の 教 育 活 動 、研 究 活 動 、社 会 活 動 等 の 状 況 を「 研 究 者 総 覧 」

と し て 公 表 し て い る （ 資 料 6-12【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /研 究 者 総 覧 ］）。  

３．指導補助者に対する研修の実施 

 本 学 で は 、 対 象 と な る 者 な し 。  

点検 ・評価項目⑤ ：教員組 織の適切性に ついて定 期的に点検・ 評価を行 っているか。 また、 

         その結果をもとに改善・向上に向けた取り組みを行っているか。 

１．適切な根拠（資料、情報）に基づく定期的な点検・評価 

 教 員 組 織 の 適 切 性 に つ い て は 、 全 学 教 育 職 員 人 事 委 員 会 に お い て 、 設 置 基 準 に 定 め ら れ

た必要専任教員数を確認しているとともに、学部⻑等、研究科⻑か ら 、 当 該 組 織 に お い て

教 育 課 程 を 遂 行 す る た め に 必 要 な 教 員 が 適 切 に 配 置 さ れ て い る こ と を 確 認 し て い る （ 資 料

6-2［ 追 手 門 学 院 大 学 全 学 教 育 職 員 人 事 委 員 会 規 程 ］）。  

２．点検・評価結果に基づく改善・向上 

 全 学 教 育 職 員 人 事 委 員 会 に お い て 、都 度 、 採 用 、 昇 任 等 を 決 定 し 、年 度 末 に 1 年 間 （ 年

度 単 位 ） の 採 用 、 昇 任 、 異 動 等 を 振 り 返 り 点 検 を 行 い 、 現 状 の 問 題 把 握 と そ の 改 善 策 に つ

い て 議 論 を 行 っ て い る （ 資 料 6-2［ 追 手 門 学 院 大 学 全 学 教 育 職 員 人 事 委 員 会 規 程 ］）。  

 ま た 、大 学 基 準 に 定 め る 10 の 点 検 項 目 ご と に 作 成 す る「 自 己 点 検・評 価 シ ー ト 」を 用 い

て 、「 教 員・教 員 組 織 」の 項 目 に つ い て 全 般 的 な 点 検 を 行 っ て い る（ 資 料 2-32［ 自 己 点 検・

評 価 シ ー ト（ 様 式 ）］）。自 己 評 価 が 低 い 項 目 に つ い て は 改 善 内 容 を 記 載 す る こ と に し て お り 、

そ の 後 の 改 善 に つ な げ る よ う に し て い る 。な お 、当 該「 自 己 点 検・評 価 シ ー ト 」は 2023 年

度 の 状 況 を 暫 定 的 に 点 検 ・ 評 価 す る た め に 運 用 を 開 始 し た も の で あ り 、 今 後 、 よ り 各 点 検

項 目 の 改 善 に つ な が る よ う な 様 式 へ と 改 正 し 運 用 し て い き た い と 考 え て い る 。  

評価の視点１：適切な根拠（資料、情報）に基づく定期的な点検・評価 

評価の視点２：点検・評価結果に基づく改善・向上
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（２）⻑所・特⾊

＜ FD 活 動 ＞  

 本 学 で は 、 全 学 授 業 ア ン ケ ー ト を 各 学 期 の 期 中 ・ 期 末 に 2 回 実 施 し 、 1 回 目 の 授 業 評 価

を 即 座 に 各 教 員 へ フ ィ ー ド バ ッ ク す る こ と に よ り 、 学 期 内 に 受 講 生 が 実 感 で き る 授 業 改 善

を 行 う こ と で 、 教 育 の 質 の 保 証 な ら び に 向 上 を 図 っ て い る 。  

 ま た 、 組 織 的 な FD 活 動 を 推 進 す る 教 育 支 援 セ ン タ ー で は 、 全 学 の 教 育 力 向 上 を 図 る た

め 、専 任 教 員 だ け で な く 非 常 勤 教 員 も 参 加 可 能 な Ｆ Ｄ 研 修 と し て 、「 授 業 に 関 す る 個 別 相 談

会 」、「 FD 夏 期 プ ロ グ ラ ム 」、「 夏 期 Ｆ Ｄ 研 修（ 全 学 Ｆ Ｄ セ ミ ナ ー ）」を 実 施 し て い る 。さ ら

に 、 テ ニ ュ ア ・ ト ラ ッ ク プ ロ グ ラ ム 制 度 適 用 者 を 対 象 に 「 テ ィ ー チ ン グ ・ ポ ー ト フ ォ リ オ

作 成 ワ ー ク シ ョ ッ プ 」 も 実 施 し て お り 、 当 該 テ ィ ー チ ン グ ・ ポ ー ト フ ォ リ オ の 作 成 は 、 テ

ニ ュ ア ・ ト ラ ッ ク プ ロ グ ラ ム の 修 了 要 件 で あ る た め 、 2024 年 2 月 現 在 で 52 名 も の 教 員 が

作 成 を 行 っ た 。  

（３）問題点 

＜ 教 員 の 年 齢 ・ 男 女 構 成 ＞  

本 学 の 教 員 組 織 は 、 設 置 基 準 上 の 必 要 教 員 数 は 満 た し て お り 、 適 切 な 教 員 配 置 を 進 め て

は い る も の の 、 女 性 教 員 お よ び 女 性 研 究 者 の 採 用 強 化 、 若 手 教 員 お よ び 若 手 研 究 者 の 採 用

強 化 等 、 バ ラ ン ス の と れ た 年 齢 性 別 構 成 を 意 識 し な が ら 教 育 課 程 に 相 応 し い 教 員 組 織 の 整

備 に 努 め る 必 要 が あ る 。  

（４）全体のまとめ 

 本 学 で は 、 全 学 の 「 求 め る 教 員 像 」 を 定 め て お り 、 教 員 に は 、 倫 理 憲 章 を 順 守 し 、 教 育

理 念 に 基 づ く 教 育 目 標 を 十 分 に 理 解 し た う え で 、 教 育 ・ 研 究 並 び に 大 学 運 営 に 専 心 し 、 学

⽣の成⻑を促す教育を⾏うことを求めている。また、求める教員像と教員組織の編成⽅針

を教員募集時に明⽰し、採⽤⾯接時に学⻑から説明している。

 本 学 の 教 員 組 織 は 、 大 学 の 設 置 基 準 等 の 法 令 に 則 っ た 専 任 教 員 を 配 置 し て い る 。 教 員 採

用 、 昇 任 等 に つ い て は 規 程 で 基 準 を 定 め て お り 、 そ れ に 基 づ き 審 査 委 員 会 を 開 催 し 審 査 を

行 い 、 全 学 教 育 職 員 人 事 委 員 会 で 審 議 ・ 決 定 し て い る 。  

 フ ァ カ ル テ ィ・デ ィ ベ ロ ッ プ メ ン ト（ FD）に つ い て は 、教 育 支 援 セ ン タ ー を 設 置 し 、FD

活 動 を 組 織 的 に 実 施 し て い る 。 教 育 支 援 セ ン タ ー で は 、 全 教 員 を 対 象 と す る 「 全 学 FD セ

ミ ナ ー 」 や テ ニ ュ ア ・ ト ラ ッ ク プ ロ グ ラ ム 制 度 適 用 者 を 対 象 と す る 「 テ ィ ー チ ン グ ・ ポ ー

ト フ ォ リ オ 作 成 ワ ー ク シ ョ ッ プ 」 な ど を 実 施 し て い る 。  

 授 業 の 「 質 の 保 証 」 と 「 質 の 向 上 」 に 向 け て 取 り 組 む た め に 、 全 学 授 業 ア ン ケ ー ト を 各

学 期 の 期 中・期 末 に 2 回 実 施 し 、1 回 目 の 授 業 評 価 を 各 教 員 に フ ィ ー ド バ ッ ク す る こ と で 、

当 該 授 業 ア ン ケ ー ト の 結 果 を 即 座 に 活 か す 設 計 を し て い る 。 教 育 活 動 、 研 究 活 動 、 社 会 貢

献活動について、教員は⽬標を設定し、学部⻑が成果と課題を確認し評価を⾏っている
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第７章 学生支援 

（１） 現状説明 

点検・評価項目①：学生が学習に専念し、安定した 学生生活を送ることができるよう、 学 

         生支援に関する大学としての方針を明示しているか。 

１. 大学の理念・目的、入学者の傾向等を踏まえた学生支援に関する大学としての方針の 

  適切な明示 

 本 学 で は 、 学 生 支 援 に 関 す る 基 本 方 針 を 「 能 動 的 に 学 び 続 け る 学 生 を 育 成 し 、 さ ら に 成

⻑させるための⽀援体制強化」とし、その基本⽅針の基、修学⽀援、学⽣⽣活⽀援、キャ

リ ア （ 進 路 ） 支 援 の 3 つ の 方 針 を 定 め て い る （ 資 料 7-1【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /内 部

質 保 証 、自 己 点 検・評 価 、認 証 評 価 /学 生 支 援 に 関 す る 方 針 ］）。こ れ ら は 、学 院 の 教 育 理 念

で あ る「 独 立 自 彊・社 会 有 為 」、ま た 大 学 の 新 た な 教 育 方 針 で あ る「 高 い 志 を 持 っ て 主 体 的

に 学 び 、 新 し い 社 会 の 創 出 ・ 発 展 に 協 働 的 に 関 わ る こ と の で き る 資 質 ・ 能 力 ・ 人 間 性 を 有

す る 人 物 」 の 育 成 を 実 現 す る た め 、 学 生 が 学 修 に 専 念 し 、 安 定 し た 学 生 生 活 を 送 る こ と を

目 的 と し て 定 め ら れ て い る 。 ま た 、 学 生 支 援 に 関 す る 基 本 方 針 で あ る 「 能 動 的 に 学 び 続 け

る学⽣を育成し、さらに成⻑させるための⽀援体制強化」は、第Ⅳ 期 中 期 経 営 戦 略 に お い

て 、大 学 の 中 期 経 営 計 画 の ひ と つ と し て も 掲 げ て お り（ 資 料 5-13［ 大 学 部 門 の 中 期 計 画〔 学

校 法 人 追 手 門 学 院  Ⅳ 期 中 期 経 営 戦 略 の 策 定 に つ い て  よ り 抜 粋 〕］）、 中 期 経 営 計 画 を 構 成

す る 各 部 門 の 具 体 的 施 策 （ CSF： Critical Success Factor） の 進 捗 も 基 本 方 針 に 沿 っ て 実 施

さ れ る 仕 組 み と な っ て い る （ 資 料 1-29［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院  第 Ⅳ 期 中 期 経 営 戦 略 の 策 定

について〔理事⻑室資料〕］）。  

学 生 支 援 に 関 す る 基 本 方 針 は 、 大 学 の 教 育 研 究 に 関 す る 重 要 事 項 を 審 議 す る 教 育 研 究 評

議 会 に て 審 議 さ れ 、 各 学 部 会 議 等 に て 報 告 す る と と も に 、 大 学 の ホ ー ム ペ ー ジ に 公 開 し 大

学 全 体 に 共 有 さ れ て い る （ 資 料 2-49【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /内 部 質 保 証 、 自 己 点 検 ・

評 価 、 認 証 評 価 ］）。  

評 価 の 視 点 １ ： 大 学 の 理 念 ・ 目 的 、 入 学 者 の 傾 向 等 を 踏 ま え た 学 生 支 援 に 関 す る 大 学 と し て

の 方 針 の 適 切 な 明 示  
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点検・評価項目②：学生支援に関する大学としての方針に基づき、学生支援の体制は整備 

         されているか。また、学生支援は適切に行われているか。  

１．学生支援体制の適切な整備 

本 学 で は 、学 生 支 援 方 針 の 基 本 方 針（ 資 料 7-1【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /内 部 質 保 証 、

自 己 点 検 ・ 評 価 、 認 証 評 価 /学 生 支 援 に 関 す る 方 針 ］） で あ る 「 能 動 的 に 学 び 続 け る 学 生 を

育成し、さらに成⻑させるための⽀援体制の強化」に沿い、⽀援体制を整備している。具

体 的 に は 、大 学 の 各 部 門 を 所 管 す る 大 学 事 務 局 に 、教 務・学 生 支 援 部 を 置 き 、そ の も と に 、

教 学 面 を 所 管 す る 教 務 課 、 学 生 生 活 に 係 る 支 援 ・ 指 導 ・ 助 言 、 保 健 室 の 運 営 、 奨 学 金 、 課

外 活 動 等 を 所 管 す る 学 生 支 援 課 、 学 生 相 談 、 心 理 的 な 緊 急 事 案 に 対 す る ケ ア を 所 管 す る 学

評 価 の 視 点 １ ： 学 生 支 援 体 制 の 適 切 な 整 備  

評 価 の 視 点 ２ ： 学 生 の 修 学 に 関 す る 適 切 な 支 援 の 実 施  

① 学 生 の 能 力 に 応 じ た 補 習 教 育 、 補 充 教 育  

② 正 課 外 教 育  

③ 自 宅 等 の 個 々 の 場 所 で 学 習 す る 学 生 か ら の 相 談 対 応 、 そ の 他 学 習 支 援  

④ オ ン ラ イ ン 教 育 を 行 う 場 合 に お け る 学 生 の 通 信 環 境 へ の 配 慮 （ 通 信 環 境 確 保 の た め  

 の 支 援 、 授 業 動 画 の 再 視 聴 機 会 の 確 保 な ど ）  

⑤ 留 学 生 等 の 多 様 な 学 生 に 対 す る 修 学 支 援  

⑥ 障 が い の あ る 学 生 に 対 す る 修 学 支 援  

⑦ 成 績 不 振 の 学 生 の 状 況 把 握 と 指 導  

⑧ 留 年 者 及 び 休 学 者 の 状 況 把 握 と 対 応  

⑨ 退 学 希 望 者 の 状 況 把 握 と 対 応  

⑩ 奨 学 金 そ の 他 の 経 済 的 支 援 の 整 備  

⑪ 授 業 そ の 他 の 費 用 や 経 済 的 支 援 に 関 す る 情 報 提 供  

評 価 の 視 点 ３ ： 学 生 の 生 活 に 関 す る 適 切 な 支 援 の 実 施  

① 学 生 の 相 談 に 応 じ る 体 制 の 整 備  

② ハ ラ ス メ ン ト （ ア カ デ ミ ッ ク 、 セ ク シ ュ ア ル 、 モ ラ ル 等 ） 防 止 の た め の 体 制 の 整 備  

③ 学 生 の 心 身 の 健 康 、 保 健 衛 生 及 び 安 全 へ の 配 慮  

④ 人 間 関 係 構 築 に つ な が る 措 置 の 実 施 （ 学 生 の 交 流 機 会 の 確 保 等 ）  

評 価 の 視 点 ４ ： 学 生 の 進 路 に 関 す る 適 切 な 支 援 の 実 施  

① キ ャ リ ア 教 育 の 実 施  

② 学 生 の キ ャ リ ア 支 援 を 行 う た め の 体 制 （ キ ャ リ ア セ ン タ ー の 設 置 等 ） の 整 備  

③ 進 路 選 択 に 関 わ る 支 援 や ガ イ ダ ン ス の 実 施  

④ 博 士 課 程 に お け る 、 学 識 を 教 授 す る た め に 必 要 な 能 力 を 培 う た め の 機 会 の 設 定 又 は  

 当 該 機 会 に 関 す る 情 報 提 供  

評 価 の 視 点 ５ ： 学 生 の 正 課 外 活 動 （ 部 活 動 等 ） を 充 実 さ せ る た め の 支 援 の 実 施  

評 価 の 視 点 ６ ： そ の 他 、 学 生 の 要 望 に 対 応 し た 学 生 支 援 の 適 切 な 実 施  
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生 相 談 室 、 就 職 ・ 資 格 取 得 を 含 む キ ャ リ ア 形 成 全 般 を 所 管 す る 就 職 ・ キ ャ リ ア 支 援 課 、 留

学 生 の 支 援 と 留 学 や 異 文 化 交 流 を 所 管 す る 国 際 連 携 企 画 課 を 設 け て い る （ 資 料 7-2［ 学 校

法 人 追 手 門 学 院 事 務 組 織 規 程 （ 2023 年 4 月 1 日 施 行 ）］）。  

現 在 の 体 制 は 、 教 務 部 、 学 生 支 援 部 、 就 職 ・ キ ャ リ ア 支 援 部 、 国 際 交 流 教 育 部 等 に か つ

て 分 割 さ れ て い た 学 生 支 援 に 関 連 す る 各 部 門 を 、 ひ と つ の 部 に 集 約 す る こ と で 、 縦 割 り の

業 務 運 営 を 避 け 、 よ り 密 接 に 連 携 し た 支 援 体 制 を 構 築 す る こ と を 目 的 と し て 組 織 改 編 し た

も の で あ る 。 ま た 、 学 内 の 情 報 シ ス テ ム に 関 す る 支 援 は 、 学 院 全 体 の シ ス テ ム 全 般 を 所 管

す る シ ス テ ム 企 画 推 進 課 が 担 っ て お り 、 入 学 前 教 育 、 リ メ デ ィ ア ル 教 育 、 ラ イ テ ィ ン グ 能

力 向 上 に 係 る 学 習 支 援 な ら び に 教 員 採 用 試 験 合 格 を 目 指 す 学 生 の 支 援 は 、 学 習 支 援 セ ン タ

ー （ 資 料 3-4［ 追 手 門 学 院 大 学  学 習 支 援 セ ン タ ー 規 程 ］） が 担 っ て い る 。   

ま た 、 各 部 門 が 所 管 す る 委 員 会 と し て 、 教 学 面 全 般 は 教 務 連 絡 委 員 会 （ 資 料 4-5［ 追 手

門 学 院 大 学 教 務 連 絡 委 員 会 規 程 ］）、 教 学 面 の う ち 、 教 職 課 程 に 関 す る こ と に 特 化 し た 教 職

課 程 運 営 委 員 会（ 資 料 3-27［ 追 手 門 学 院 大 学 教 職 課 程 運 営 委 員 会 規 程 ］）、学 生 生 活 全 般 に

お い て は 学 生 支 援 委 員 会 （ 資 料 7-3［ 追 手 門 学 院 大 学 学 生 支 援 委 員 会 規 程 ］）、 キ ャ リ ア 形

成 、留 学 支 援 等 は そ れ ぞ れ 就 職・キ ャ リ ア 支 援 委 員 会（ 資 料 7-4［ 追 手 門 学 院 大 学 就 職・キ

ャ リ ア 支 援 委 員 会 規 程 ］）、 国 際 連 携 企 画 委 員 会 （ 資 料 7-5［ 追 手 門 学 院 大 学 国 際 連 携 企 画

委 員 会 規 程 ］） を 定 期 的 に 開 催 し 、 そ れ ぞ れ の 学 生 支 援 に 対 す る 事 項 に つ い て 連 絡 ・ 調 整 、

並 び に 審 議 ・ 決 定 し て い る 。  

上 記 に 加 え 、 学 生 一 人 ひ と り に 指 導 や 学 修 支 援 を お こ な う 担 当 教 員 （ ア カ デ ミ ッ ク ア ド バ

イ ザ ー ）を 配 す 、「 ア カ デ ミ ッ ク ア ド バ イ ザ ー 制 度 」を 初 年 次 か ら 全 学 部 で 展 開 し て い る（ 資

料 4-32［ 追 手 門 学 院 大 学 ア カ デ ミ ッ ク ア ド バ イ ザ ー に 関 す る 規 程 ］）。 学 生 支 援 に つ い て 、

大 学 全 体 に 関 す る 事 項 は 、 各 委 員 会 を 通 じ て 各 学 部 等 と 連 携 し 、 個 々 の 学 生 に 対 す る 事 項

は 、 ア カ デ ミ ッ ク ア ド バ イ ザ ー と 学 生 支 援 を 担 う 各 部 門 が 連 携 す る 体 制 を 整 え て い る 。 こ

の こ と に よ り 、 教 職 協 働 の も と 、 学 生 支 援 の 基 本 方 針 に 加 え 、 各 方 針 に 沿 っ た 支 援 を 実 現

で き る 体 制 を 整 備 し て い る 。  

２．学生の修学に関する適切な支援の実施 

① 学 生 の 能 力 に 応 じ た 補 習 教 育 、 補 充 教 育  

② 正 課 外 教 育  

③ 自 宅 等 の 個 々 の 場 所 で 学 習 す る 学 生 か ら の 相 談 対 応 、 そ の 他 学 習 支 援  

④ オ ン ラ イ ン 教 育 を 行 う 場 合 に お け る 学 生 の 通 信 環 境 へ の 配 慮 （ 通 信 環 境 確 保 の た め の 支  

 援 、 授 業 動 画 の 再 視 聴 機 会 の 確 保 な ど ）  

⑤ 留 学 生 等 の 多 様 な 学 生 に 対 す る 修 学 支 援  

⑥ 障 が い の あ る 学 生 に 対 す る 修 学 支 援  

⑦ 成 績 不 振 の 学 生 の 状 況 把 握 と 指 導  

⑧ 留 年 者 及 び 休 学 者 の 状 況 把 握 と 対 応  

⑨ 退 学 希 望 者 の 状 況 把 握 と 対 応  

⑩ 奨 学 金 そ の 他 の 経 済 的 支 援 の 整 備  

⑪ 授 業 そ の 他 の 費 用 や 経 済 的 支 援 に 関 す る 情 報 提 供  
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  本 学 で は 、学 生 支 援 に 関 す る 方 針（ 資 料 7-1【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /内 部 質 保 証 、

自 己 点 検 ・ 評 価 、 認 証 評 価 /学 生 支 援 に 関 す る 方 針 ］） の う ち の 修 学 支 援 の 方 針 「 多 様 な 学

生 が 、 学 修 に 専 念 で き る よ う 環 境 及 び 制 度 に 加 え 、 相 談 体 制 を 整 備 し 支 援 す る 」 に し た が

っ て 、 環 境 、 制 度 、 相 談 体 制 を 整 備 す る と と も に 、 も う 一 つ の 修 学 支 援 の 方 針 「 意 欲 あ る

学 生 が 、 学 び を 継 続 で き る よ う 多 様 な 経 済 的 支 援 制 度 を 整 備 し 支 援 す る 」 に し た が い 、 独

自 の 経 済 的 支 援 を 整 備 し て い る 。  

＜ 学 習 支 援 セ ン タ ー で の 支 援 ＞  

本 学 で は 、 本 学 学 生 並 び に 本 学 入 学 予 定 者 の 主 体 的 ・ 自 律 的 な 学 習 活 動 の 支 援 を 行 う こ

と を 目 的 と し 、 学 習 支 援 セ ン タ ー を 設 け て い る 。 セ ン タ ー の 事 業 は 、 入 学 前 教 育 に 関 す る

こ と 、 リ メ デ ィ ア ル 教 育 の 推 進 に 関 す る こ と 、 ラ イ テ ィ ン グ 能 力 向 上 に 係 る 学 習 支 援 に 関

す る こ と 、 教 員 採 用 試 験 合 格 を 目 指 す 学 生 の 支 援 に 関 す る こ と で あ り 、 こ れ ら の 事 業 を 学

習 支 援 セ ン タ ー の も と 、 入 学 前 教 育 グ ル ー プ 、 リ メ デ ィ ア ル 教 育 グ ル ー プ 、 ラ イ テ ィ ン グ

ヘ ル プ デ ス ク 、教 職 支 援 室 が 担 っ て い る（ 資 料 3-4［ 追 手 門 学 院 大 学  学 習 支 援 セ ン タ ー 規

程 ］）。  

入 学 前 教 育 グ ル ー プ が 担 当 し て い る 入 学 前 教 育 は 、 早 期 に 入 学 が 決 ま っ た 推 薦 入 試 や 特

別 入 試 の 学 生 を 対 象 に 実 施 す る も の で あ る 。 具 体 的 な 活 動 と し て 、 ス タ ー ト ア ッ プ と し て

大 学 生 に 必 要 な ス キ ル 、 キ ャ リ ア に つ い て の 概 説 、 入 学 前 か ら 大 学 で の キ ャ リ ア 形 成 に 役

立 て る た め の キ ャ リ ア 講 話 、入 試 科 目 に な い 数 的 な 能 力 の 向 上 を 目 的 と し た SPI 問 題 集 の

講 座 及 び 個 別 相 談 、 先 輩 学 生 に よ る 高 校 と 大 学 の 学 び の 違 い や 仲 間 づ く り に つ い て の ヒ ン

ト を 提 供 す る 先 輩 プ ロ グ ラ ム を 実 施 し て い る （ 資 料 3-6【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /入 学

前 教 育 ］）。  

こ れ に 加 え 、 全 入 学 予 定 者 を 対 象 と し て 、 入 学 前 か ら 大 学 生 活 を イ メ ー ジ し ど の よ う な

活 動 を 行 う か を 考 え る ア ク シ ョ ン プ ラ ン を 作 成 さ せ て い る 。 こ れ は 、 入 学 後 の 正 課 授 業 と

も 連 携 し て お り 、 入 学 前 か ら 正 課 の 授 業 で の 事 前 課 題 に 慣 れ る 修 学 支 援 と し て の 側 面 と 、

キ ャ リ ア（ 進 路 ）支 援 の 両 面 か ら 実 施 し て い る も の で あ る（ 資 料 4-19［ 2024 年 度 入 学 者 向

け 入 学 前 教 育 の 実 施 に つ い て 〔 2023 年 7 月 13 日 開 催 大 学 教 育 研 究 評 議 会 資 料 〕］）。  

入 学 後 の 学 生 を 対 象 と し た 支 援 と し て は 、 リ メ デ ィ ア ル 教 育 グ ル ー プ が 、 リ メ デ ィ ア ル

教 育 推 進 の た め 、 主 と し て 正 課 科 目 の 数 的 処 理 関 連 の 授 業 の 補 完 、 SPI 対 策 を 中 心 に 学 生

チ ュ ー タ ー に よ る 個 別 相 談 会 を 実 施 し て い る 。 ま た 、 ラ イ テ ィ ン グ ヘ ル プ デ ス ク は 、 大 学

に お け る レ ポ ー ト や 論 文 作 成 の た め の 日 本 語 の ラ イ テ ィ ン グ 能 力 向 上 に 関 す る 学 習 支 援 と

し て 、 オ ン ラ イ ン セ ミ ナ ー や 対 面 で の 個 別 指 導 を 実 施 し て い る 。  

 ＜ BYOD（ Bring Your Own Device） 及 び 通 信 環 境 の 支 援 ＞  

本 学 で は 、2019 年 度 入 学 生 よ り 、学 生 が 自 分 自 身 の ノ ー ト パ ソ コ ン を 必 携 と す る BYOD

を 導 入 し て い る 。 こ れ は 、 学 生 が 授 業 や 日 々 の 大 学 生 活 の 中 で 、 日 常 的 に パ ソ コ ン を 活 用

す る こ と で 、ICT ス キ ル を 高 め る こ と を 目 的 と し て い る 。併 せ て 、学 生 が キ ャ ン パ ス 内 で 、

い つ で も ど こ で も 学 修 で き る よ う 、キ ャ ン パ ス 全 体 の Wi-Fi 環 境 を 高 速 化 し 、安 定 し た 通
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信 環 境 を 提 供 し て い る 。 こ れ に 加 え 、 コ ロ ナ 禍 に お い て は 、 無 償 で モ バ イ ル ル ー タ ― の 貸

出 を 行 い 、通 学 が 難 し い 状 況 で も 学 修 が 継 続 で き る よ う 支 援 を 行 っ た（ 資 料 4-28【 ウ ェ ブ 】

［ 追 手 門 学 院 大 学 シ ス テ ム 企 画 推 進 課 /BYOD サ ポ ー ト ペ ー ジ ］）。  

こ れ ら 、BYOD や 通 信 環 境 に つ い て の 相 談 は シ ス テ ム 企 画 推 進 課 が 対 応 し て お り 、窓 口

で の 相 談 に 加 え 、 大 学 HP 上 に 、 よ く あ る 質 問 事 項 と そ の 対 応 方 法 の 一 覧 の 掲 示 を 行 う と

と も に 、 チ ャ ッ ト ボ ッ ト 、 メ ー ル 等 で の 問 合 せ 窓 口 を 設 置 し 、 学 生 が 円 滑 に 学 習 で き る よ

う 支 援 体 制 を 整 え て い る（ 資 料 4-28【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 シ ス テ ム 企 画 推 進 課 /BYOD

サ ポ ー ト ペ ー ジ ］）。  

 ＜ 学 習 支 援 シ ス テ ム （ LMS） の 整 備 並 び に 使 用 等 の 支 援 ＞  

本 学 で は 、学 習 支 援 シ ス テ ム（ LMS） を 導 入 し 、授 業 に 活 用 し て い る 。学 習 支 援 シ ス テ

ム に は 授 業 で 使 用 す る 教 材 の 提 供（ 配 信 ）機 能 の み な ら ず 、 教 員 と 学 生 が 双 方 向 に コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン が と れ る メ ー ル 機 能 に 加 え 、 チ ャ ッ ト 機 能 も 搭 載 さ れ て い る 。 授 業 外 学 習 で

の 質 問 等 に つ い て は 、 メ ー ル 機 能 を 活 用 し 、 ラ イ ブ 型 の オ ン ラ イ ン 授 業 に お い て は チ ャ ッ

ト 機 能 を 活 用 す る こ と に よ り 、 リ ア ル タ イ ム で の 質 問 や 意 見 交 換 を 可 能 と し て お り 、 多 様

な 場 所 で 学 習 す る 学 生 の 学 習 を 支 援 す る 仕 組 み を 構 築 し て い る （ 資 料 4-29【 ウ ェ ブ 】［ 追

手 門 学 院 大 学 シ ス テ ム 企 画 推 進 課 / WebClass の 概 要 ］）。 オ ン デ マ ン ド 型 の 授 業 に つ い て

は 、 学 習 支 援 シ ス テ ム 上 に 動 画 や 資 料 を 配 信 登 録 す る こ と で 、 学 生 が 何 度 も 視 聴 す る こ と

を 可 能 と し て い る 。こ の 学 習 支 援 シ ス テ ム と 上 記 BYOD の 導 入 に よ り 、コ ロ ナ 禍 に お い て

も 、 即 座 に 対 面 授 業 か ら オ ン ラ イ ン 型 の 授 業 に 切 り 替 え ら れ 、 学 生 の 学 び を 止 め る こ と な

く 学 生 の 就 学 を 支 援 す る こ と が で き た 。 ま た 、 現 状 に お い て も 、 対 面 型 の 授 業 な ら び に オ

ン ラ イ ン 授 業 の 双 方 に お い て 資 料 配 布 、 レ ポ ー ト 提 出 、 小 テ ス ト の 実 施 等 、 円 滑 に 行 う こ

と が で き て い る （ 資 料 7-6 【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 シ ス テ ム 企 画 推 進 課

/KnowledgeDeliver の 概 要 ］）。  

 ＜ 成 績 不 振 学 生 及 び 留 年 者 の 状 況 把 握 と 対 応 ＞  

本 学 で は 、 学 修 状 況 が 芳 し く な い 学 生 及 び 留 年 者 に 対 し て 学 修 指 導 を 行 い 、 修 業 年 限 内 で

の 卒 業 に 導 く こ と を 目 的 と し て 、 そ の 学 修 指 導 に 関 し て 必 要 な 事 項 を 「 追 手 門 学 院 大 学 学

修 指 導 に 関 す る 規 程 」 に 定 め て い る 。 本 規 程 に は 、 成 績 不 振 学 生 の 基 準 、 指 導 実 施 時 期 、

案 内 方 法 、 学 修 指 導 内 容 、 報 告 方 法 等 が 定 め ら れ て お り 、 そ れ に 沿 っ て 成 績 不 振 学 生 及 び

留 年 生 へ の 学 修 指 導 を 行 っ て い る （ 資 料 7-7［ 追 手 門 学 院 大 学 学 修 指 導 に 関 す る 規 程 ］）。

具 体 的 な ス ケ ジ ュ ー ル に つ い て は 、 7 月 開 催 の 教 務 連 絡 委 員 会 で 内 容 確 認 の う え 、 同 月 の

学 部 会 議 に て 成 績 不 振 学 生 に 対 す る 学 修 指 導 実 施 を 周 知 す る 。 春 学 期 末 成 績 発 表 に あ わ せ

て 、 教 務 課 に て 対 象 者 リ ス ト を 作 成 し 、 ア カ デ ミ ッ ク ア ド バ イ ザ ー に 確 認 の う え 、 対 象 学

生 に 案 内 を 発 送 す る 。 そ の 後 、 教 務 課 よ り ア カ デ ミ ッ ク ア ド バ イ ザ ー に 指 導 対 象 学 生 リ ス

ト 及 び 必 要 な 資 料 を 送 付 す る 。ア カ デ ミ ッ ク ア ド バ イ ザ ー は 、10 月 末 ま で に 対 象 学 生 に 対

し 、 4 年 間 で 卒 業 す る た め に 必 要 な 学 修 に つ い て 、 留 年 生 に 対 し て は 早 期 の 卒 業 の た め に

必 要 な 学 修 に つ い て 、 履 修 の 仕 組 み も 含 め 指 導 を 行 う 。 ア カ デ ミ ッ ク ア ド バ イ ザ ー は 、 学

修 指 導 終 了 後 、そ の 内 容 を 教 務 シ ス テ ム で あ る「 CAMPUS SQUARE」に 記 録 し 、教 務 課 と

状 況 把 握 の 共 有 を 行 っ て い る（ 資 料 7-8［ 2023 年 度 成 績 不 振 学 生 に 対 す る 学 修 指 導 に つ い
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て〔 2023 年 7 月 6 日 開 催 教 務 連 絡 委 員 会 資 料 〕］）（ 資 料 4-32［ 追 手 門 学 院 大 学 ア カ デ ミ ッ

ク ア ド バ イ ザ ー に 関 す る 規 程 ］）。  

 ＜ 休 学 者 及 び 退 学 希 望 者 の 状 況 把 握 と 対 応 ＞  

休 学 及 び 退 学 双 方 と も に ア カ デ ミ ッ ク ア ド バ イ ザ ー へ の 相 談 の 有 無 を 確 認 し 、 相 談 し た

こ と の 確 認 が と れ な い 場 合  、 担 当 部 局 で あ る 教 務 課 で は 休 学 願 及 び 退 学 願 を 配 付 し な い

こ と と し て い る 。 休 学 希 望 又 は 退 学 希 望 の 学 生 本 人 と ア カ デ ミ ッ ク ア ド バ イ ザ ー が 面 談 を

行 っ た 後 、 当 該 学 生 に 対 し て 手 続 き を 進 め る 上 で 必 要 と な る 書 類 を 配 付 し 、 そ の 後 、 休 学

願 又 は 退 学 願 が 提 出 さ れ た 場 合 は 、 ア カ デ ミ ッ ク ア ド バ イ ザ ー と 共 有 し 、 ア カ デ ミ ッ ク ア

ド バ イ ザ ー か ら 当 該 学 生 の 保 証 人 に 連 絡 し 、 申 し 出 の 内 容 に 対 す る 確 認 を 行 う 。 そ の 後 、

学 部 会 議 に て 審 議 ・ 承 認 を 行 い 、 休 学 許 可 書 又 は 退 学 許 可 書 を 保 証 人 宛 に 郵 送 す る 。 休 学

者 に つ い て は 、休 学 中 も ア カ デ ミ ッ ク ア ド バ イ ザ ー が 配 置 さ れ 、相 談 対 応 を 行 う と と も に 、

復 学 の 手 続 き を す る 場 合 は 、 履 修 等 に つ い て 相 談 、 指 導 を 行 い 円 滑 に 学 生 生 活 に 復 帰 で き

る よ う 支 援 を 行 う（ 資 料 7-9【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /STUDYGUIDE/事 務 手 続 き /学 籍・

休 学 ・ 復 学 ・ 退 学 ・ 除 籍 ］）。  

退 学 者 に つ い て は 、 面 談 の 際 に そ の 後 の 進 路 や 状 況 等 も 確 認 し 、 相 談 を 行 っ た う え で 、

再 度 大 学 で 学 修 し た い 場 合 の 手 続 き と し て 、 再 入 学 制 度 に つ い て 案 内 を 行 っ て い る （ 資 料

7-10【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /STUDYGUIDE/事 務 手 続 き /再 入 学 ］）。  

 ＜ 外 国 人 留 学 生 に 対 す る 適 切 な 支 援 ＞  

本 学 で は 、学 位 を 取 得 す る た め に 入 学 す る 留 学 生（ 以 下  私 費 外 国 人 留 学 生 ）に 対 し 、各

学 部 で 実 施 さ れ る 新 入 生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン と は 別 に 私 費 外 国 人 留 学 生 の み を 対 象 と し た

新 入 生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン を 国 際 連 携 企 画 課 が 主 催 し て 実 施 し て い る（ 資 料 7-11［ 私 費 外

国 人 留 学 生 新 入 生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 説 明 資 料〔 国 際 連 携 企 画 課 資 料 〕］）。本 オ リ エ ン テ ー

シ ョ ン で は 、 ① 出 入 国 在 留 管 理 庁 に よ る 在 留 資 格 「 留 学 」 の 更 新 手 続 き に 関 す る ル ー ル や

当 該 在 留 資 格 で 認 め ら れ る 活 動 等 の 遵 守 事 項 の 説 明 、 ② 授 業 料 減 免 制 度 や 学 外 奨 学 金 制 度

等 の 紹 介・説 明 、③ 日 本 人 学 生 と の 国 際 交 流 イ ベ ン ト や 国 際 交 流 施 設（ E-CO）利 用 方 法 の

案 内 な ど 、 学 校 生 活 の 充 実 に 向 け た 支 援 内 容 の 説 明 、 ④ 就 職 ・ キ ャ リ ア に 関 す る プ ロ セ ス

の 説 明 と 支 援 体 制 の 紹 介 を 実 施 し て い る 。 さ ら に 危 機 管 理 面 に お け る サ ポ ー ト と し て 、 危

機 管 理 会 社 と の 提 携 に よ り 私 費 外 国 人 留 学 生 専 用 の 24 時 間 利 用 可 能 な 緊 急 ホ ッ ト ラ イ ン

（ 中 国 語 ・ 韓 国 語 ・ 英 語 ・ 日 本 語 対 応 ） を 設 置 し て お り 、 有 事 の 際 に 私 費 外 国 人 留 学 生 が

安 心 し て 利 用 で き る 学 生 サ ー ビ ス を 展 開 し て い る（ 資 料 7-12［ 危 機 管 理 サ ポ ー ト 案 内〔 国

際 連 携 企 画 課 資 料 〕］）。ま た 修 学 支 援 に お い て は 、正 課 外 で「 Ｎ １ 対 策 講 座 」を 無 料 で 提 供

し 、 留 学 生 の 日 本 語 学 習 意 欲 に 応 え る 学 習 支 援 体 制 を 整 備 し て い る （ 資 料 7-13［ N1 対 策

講 座 案 内 〔 国 際 連 携 企 画 課 資 料 〕］）。  

 ＜ 障 が い の あ る 学 生 に 対 す る 支 援 ＞  

障 が い の あ る 学 生 に 対 す る 支 援 に つ い て は 、「 障 害 を 理 由 と す る 差 別 の 解 消 の 推 進 に 関 す

る 法 律 」（ 障 害 者 差 別 解 消 法 ） の 2016 年 4 月 の 施 行 に 伴 っ て 、「 追 手 門 学 院 大 学 に お け る

障 害 を 理 由 と す る 差 別 の 解 消 の 推 進 に 関 す る 教 職 員 対 応 要 領 」 及 び 「 追 手 門 学 院 大 学 に お
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け る 障 害 を 理 由 と す る 差 別 の 解 消 の 推 進 に 関 す る 教 職 員 対 応 要 領 に お け る 留 意 事 項 」 を 制

定 し 、 組 織 的 に 「 受 入 」、「 学 修 支 援 」、「 生 活 支 援 」、「 就 労 支 援 」 に 取 り 組 ん で い る （ 資 料

7-14［ 追 手 門 学 院 大 学 に お け る 障 害 を 理 由 と す る 差 別 の 解 消 の 推 進 に 関 す る 教 職 員 対 応 要

領 ］）（ 資 料 7-15［ 追 手 門 学 院 大 学 に お け る 障 害 を 理 由 と す る 差 別 の 解 消 の 推 進 に 関 す る 教

職 員 対 応 要 領 に お け る 留 意 事 項 ］）。 ま た 、 大 学 ホ ー ム ペ ー ジ で 「 障 が い の あ る 受 験 生 や 学

生 に 対 す る 取 り 組 み 」 と し て 記 載 す る こ と で 広 く 周 知 を 図 っ て い る （ 資 料 7-16【 ウ ェ ブ 】

［ 追 手 門 学 院 大 学 /障 が い の あ る 受 験 生 や 学 生 に 対 す る 取 組 み ］）。  

 ＜ 経 済 的 支 援 制 度 （ 奨 学 金 、 授 業 料 減 免 、 奨 励 金 ） 及 び 情 報 提 供 ＞  

本 学 で 取 り 扱 っ て い る 経 済 的 支 援 制 度（ 奨 学 金 ・ 授 業 料 等 減 免 ）は 大 き く 2 つ あ り 、日

本 学 生 支 援 機 構 （ 文 部 科 学 省 ） な ら び に⺠間団体・地⽅⾃治体などの外部団体が提供する

制 度 、 そ し て 本 学 独 自 支 援 制 度 で あ る 。 こ れ ら の 案 内 や 事 務 手 続 き は 、 学 生 支 援 課 や 各 所

管 部 署 で 取 り 扱 っ て い る 。 ま た 、 学 内 で 推 薦 等 が 必 要 な 場 合 は 、 学 生 生 活 の 支 援 策 や 諸 問

題 に 関 す る 事 項 に つ い て 審 議 す る 学 生 支 援 委 員 会 を は じ め 、 各 所 管 の 委 員 会 に て 選 考 を 行

っ て い る 。  

1）⽇本学⽣⽀援機構（⽂部科学省）、⺠間団体・地⽅⾃治体の制度

外 部 団 体 が 提 供 す る 支 援 制 度 に は 、 日 本 学 生 支 援 機 構 （ 文 部 科 学 省 ） の 高 等 教 育 の 修

学 支 援 新 制 度 （ 給 付 奨 学 金 ＋ 授 業 料 等 減 免 ） や 貸 与 奨 学 金 （ 第 一 種 奨 学 金 、 第 二 種 奨 学

⾦）に加え、⺠間団体・地⽅⾃治体の給付型及び貸与型の奨学⾦がある。これに加え、

コ ロ ナ 禍 の 折 、 文 部 科 学 省 学 生 支 援 緊 急 給 付 金 等 の 緊 急 給 付 制 度 が 設 け ら れ た 際 に も 、

学 生 支 援 課 が 窓 口 と な り 、 同 様 に 案 内 や 事 務 手 続 き を 行 っ て い る 。  

 2） 大 学 独 自 支 援 制 度  

本 学 独 自 支 援 制 度 は 、 学 生 支 援 に 関 す る 方 針 の う ち の 修 学 支 援 の 方 針 で あ る 「 意 欲 あ

る 学 生 が 、 学 び を 継 続 で き る よ う 多 様 な 経 済 的 支 援 制 度 を 整 備 し 支 援 す る 」 に 沿 い 、 ①

教 育 成 果 や 経 済 的 困 窮 者 へ の 支 援 、 ② 学 生 の 挑 戦 を 支 え る 多 様 な 支 援 に 分 類 し 、 全 て 給

付 型 又 は 奨 励 金 と し て 多 様 な 制 度 を 整 備 し て い る （ 資 料 7-17【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大

学 /経 済 的 支 援 制 度 （ 奨 学 金 、 授 業 料 減 免 ） の 案 内 ］）。  

① 教 育 成 果 や 経 済 的 困 窮 者 へ の 支 援  

教 育 成 果 や 経 済 的 困 窮 者 へ の 支 援 の 代 表 的 な 制 度 と し て 、「 追 手 門 学 院 大 学 桜 み ら

い 奨 学 金 」を 整 備 し て い る（ 資 料 7-18【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /追 手 門 学 院 大 学 桜

み ら い 奨 学 金 規 程 ］）。 本 制 度 は 、 特 定 の 入 試 に よ っ て 入 学 す る 者 の う ち 、 成 績 優 秀 で

あ る 者 に 対 し て 修 学 を 奨 励 す る こ と 又 は 在 学 生 で 他 の 学 生 の 模 範 と な る よ う な 者 の う

ち 、 経 済 上 の 事 由 に よ り 修 学 が 困 難 で あ る 者 に 対 し て 支 援 す る こ と を 目 的 と し 整 備 し

て い る 。 こ の 他 に も 、 教 育 成 果 を 表 彰 す る 「 学 院 生 表 彰 制 度 」（ 資 料 7-19【 ウ ェ ブ 】

［ 追 手 門 学 院 大 学 /追 手 門 学 院 学 院 生 表 彰 規 程 ］）、 学 費 支 弁 者 の 死 亡 に よ る 家 計 急 変

時 の 支 援 制 度「 教 育 後 援 会 修 学 援 助 給 付 奨 学 金 」（ 資 料 7-20【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大

学 /追 手 門 学 院 大 学 教 育 後 援 会 修 学 援 助 給 付 奨 学 金 規 程 ］） 等 、 多 様 な 支 援 制 度 を 整 備

し て い る 。  

② 学 生 の 挑 戦 を 支 え る 多 様 な 支 援  

学 生 の 挑 戦 を 支 え る 多 様 な 支 援 と し て 、主 体 的 な 企 画・実 行 へ の 支 援 を 目 的 と し た 、
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学 生 主 体 の プ ロ ジ ェ ク ト に 対 し て の 資 金 支 援 を 行 う「 追 大 WIL プ ロ グ ラ ム 奨 励 金 プ ロ

ジ ェ ク ト 」（ 資 料 7-21【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /追 大 WIL プ ロ グ ラ ム 奨 励 金 規 程 ］）、

学 生 の 海 外 就 業 体 験 支 援 の 補 助 を 行 う「 海 外 就 業 体 験 支 援 」（ 資 料 7-22［ 2023 年 度 春

学 期（ 8-9 月 渡 航 ）海 外 プ ロ ジ ェ ク ト 実 践  募 集 要 項 ］）、資 格 取 得 へ の 支 援 を 行 う「 資

格 奨 励 金 制 度 」（ 資 料 7-23【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /追 手 門 学 院 大 学 資 格 等 取 得 奨

励 金 制 度 規 程 ］）、「 小 学 校 教 諭 一 種 免 許 取 得 給 付 奨 学 金 」（ 資 料 7-24【 ウ ェ ブ 】［ 追 手

門 学 院 大 学 /追 手 門 学 院 大 学 小 学 校 教 諭 一 種 免 許 取 得 給 付 奨 学 金 規 程 ］）、「 語 学 検 定 料

補 助 制 度 」（ 資 料 7-25【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /追 手 門 学 院 大 学  語 学 検 定 料 補 助 ］）、

留 学 へ の 挑 戦 の 支 援 を 行 う「 短 期 海 外 留 学 奨 励 金 」（ 資 料 7-26【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院

大 学 /追 手 門 学 院 大 学 短 期 海 外 留 学 奨 励 奨 学 金 規 程 ］）、「 派 遣 交 換 留 学 奨 励 金 」（ 資 料 7-

27【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /追 手 門 学 院 大 学 派 遣 交 換 留 学 奨 励 金 規 程 ］）、大 学 院 へ

の 挑 戦 の 支 援 を 行 う「 大 学 院 学 修 奨 励 給 付 奨 学 金 」（ 資 料 7-28【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院

大 学 /追 手 門 学 院 大 学 大 学 院 学 修 奨 励 給 付 奨 学 金 規 程 ］）、「 大 学 院 社 会 人 学 生 に 対 す る

授業料減免」、「⼤学院⻑期履（ 資 料 7-29【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /追 手 門 学 院 大 学

大 学 院 社 会 人 学 生 に 対 す る 授 業 料 減 免 取 扱 基 準 ］） 修 制 度 」（ 資 料 7-30【 ウ ェ ブ 】［ 追

手 門 学 院 大 学 /追⼿⾨学院⼤学⼤学院⻑期履修制度に関する規程］）等 を 整 備 し て い る 。 

③ 外 国 人 留 学 生 へ の 経 済 的 支 援  

上 記 に 加 え 、 本 学 で は 私 費 外 国 人 留 学 生 に 対 す る 独 自 の 経 済 支 援 制 度 と し て 、 授 業

料 減 免 制 度 を 展 開 し 、 留 学 生 の 学 び を サ ポ ー ト し て い る 。 初 年 次 は 、 全 て の 留 学 生 が

必 ず 20％ の 授 業 料 減 免 を 受 け ら れ る よ う に な っ て い る 。 そ れ に 加 え 、 2022 年 度 よ り

導 入 し た パ ー ト ナ ー 校 選 抜 入 試 で 入 学 し た 学 生 の う ち 英 語 外 部 検 定 の ス コ ア が 秀 で て

い る 者 を 対 象 に 、100％ と 70％ の 減 免 制 度 を 整 備 し て い る 。２ 年 次 以 降 は 、通 算 GPA

の 基 準 ク リ ア と JPLT の N1 又 は N2 に 合 格 し て い る こ と を 条 件 と し て 、 減 免 が 継 続

さ れ る 。 初 年 次 は 、 20％ の 減 免 対 象 で あ っ た 学 生 も 、 ２ 年 次 以 降 に 成 績 を 伸 ば せ ば 、

減 免 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る よ う に な っ て お り 、本 制 度 も 修 学 支 援 の 方 針 に 沿 い 、

意 欲 あ る 学 生 が 学 び を 継 続 す る こ と を 目 的 と し て 整 備 さ れ て い る（ 資 料 7-31【 ウ ェ ブ 】

［ 追 手 門 学 院 大 学 /追 手 門 学 院 大 学 私 費 外 国 人 留 学 生 オ ナ ー ズ 授 業 料 減 免 規 程 ］）。  

 ＜ 学 生 支 援 に 関 す る 情 報 伝 達 方 法 ＞  

入 学 前 か ら 大 学 生 活 に つ い て 予 備 知 識 が 得 ら れ る よ う 、 新 入 生 ・ 編 入 生 に 対 し て 、 入 学

に あ た り 準 備 ・ 確 認 が 必 要 な コ ン テ ン ツ を 掲 載 し た 特 設 ホ ー ム ペ ー ジ を 設 置 し 、 入 学 予 定

者 に URL・ QR コ ー ド を 記 載 し た 案 内 を 送 付 し て い る 。 特 設 ホ ー ム ペ ー ジ に は 、 入 学 式 、

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 等 の 行 事 予 定 や キ ャ ン パ ス ラ イ フ に 必 要 な 情 報 、 奨 学 金 情 報 に 加 え 、

各 コ ン テ ン ツ の 問 合 せ 先 を 掲 載 す る こ と で 、 入 学 前 か ら 学 生 の 相 談 に 対 応 で き る よ う 体 制

を 整 備 し て い る（ 資 料 7-32［ 2023 年 度 新 入 生・編 入 生 向 け ス タ ー ト 案 内（ 新 入 生 特 設 サ イ

ト ）］）。  

入 学 時 に は 、 学 生 生 活 の 必 要 事 項 が 網 羅 さ れ て い る 「 OTEMON DIARY」（ 資 料 7-33

［ OTEMON DIARY 2023］） を 配 布 し 、 新 入 生 ・ 編 入 生 が ス ム ー ズ に 大 学 生 活 を 送 る こ と

が で き る よ う 、 新 入 生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン を 実 施 し て い る 。 学 生 生 活 全 般 に 係 る 説 明 に 加

え 、 授 業 の 履 修 方 法 の 説 明 及 び 相 談 を 実 施 し て い る 。 実 際 の 学 生 生 活 を 送 る 上 で 必 要 な 情
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報 の 発 信 に つ い て は 、教 務 シ ス テ ム で あ る「 CAMPUS SQUARE」を 通 し て 、「 授 業・履 修・

成 績 等 全 般 の お 知 ら せ 」、「 経 済 的 支 援 （ 奨 学 金 な ど ） の お 知 ら せ 」 等 の 分 類 を し て 発 信 す

る と と も に 、 個 別 の 連 絡 等 も 同 シ ス テ ム を 用 い て 行 っ て い る （ 資 料 7-34【 ウ ェ ブ 】［ 追 手

門 学 院 大 学 シ ス テ ム 企 画 推 進 課 /CAMPUSSQUARE の 概 要 ］）。 な お 、 2023 年 度 か ら は

OIDAI ア プ リ を 用 い た 情 報 配 信 も 開 始 し て い る 。  

３．学生の生活に関する適切な支援の実施 

① 学 生 の 相 談 に 応 じ る 体 制 の 整 備  

② ハ ラ ス メ ン ト （ ア カ デ ミ ッ ク 、 セ ク シ ュ ア ル 、 モ ラ ル 等 ） 防 止 の た め の 体 制 の 整 備  

③ 学 生 の 心 身 の 健 康 、 保 健 衛 生 及 び 安 全 へ の 配 慮  

④ 人 間 関 係 構 築 に つ な が る 措 置 の 実 施 （ 学 生 の 交 流 機 会 の 確 保 等 ）  

 ＜ 学 生 生 活 の 支 援 体 制 ＞  

本 学 で は 、 学 生 支 援 に 関 す る 方 針 の う ち 学 生 生 活 支 援 の 方 針 で あ る 「 多 様 な 学 生 が 、 安

心 し て 学 生 生 活 を 送 れ る よ う 環 境 及 び 制 度 に 加 え 、 相 談 体 制 を 整 備 し 支 援 す る 」 に 沿 い 、

教 務 ・ 学 生 支 援 部 の 学 生 支 援 課 、 学 生 相 談 室 、 保 健 室 に て 、 学 生 生 活 の 相 談 対 応 を 担 っ て

お り 、 必 要 に 応 じ て 前 述 し た ア カ デ ミ ッ ク ア ド バ イ ザ ー や 他 の 学 生 支 援 を 担 う 部 署 と 連 携

し 対 応 し て い る 。 学 生 か ら の 学 生 生 活 に 対 す る 相 談 事 項 は 、 心 身 の 健 康 、 保 健 衛 生 等 に 関

わ る こ と 以 外 に も 拡 大 し 、 年 々 多 様 に な っ て い る 。 こ れ に 対 応 す る た め に 、 そ れ ぞ れ の 窓

口 に 専 門 人 材 を 配 置 し 、 相 談 体 制 を 整 備 す る と と も に 学 生 生 活 に 関 連 す る オ リ エ ン テ ー シ

ョ ン や 講 習 会 と い っ た イ ベ ン ト を 実 施 し 、 学 生 が 安 心 し て 学 生 生 活 を 送 る こ と が で き る よ

う 支 援 を 実 施 し て い る 。  

1） 学 生 支 援 課 で の 支 援  

 学 生 支 援 課 は 、 学 生 生 活 全 般 の 相 談 窓 口 と し て の 機 能 を 担 っ て い る 。 学 生 か ら の 相 談 事

項 は 、 年 々 対 人 関 係 や 学 外 の ト ラ ブ ル に 巻 き こ ま れ た 場 合 の 対 応 等 、 多 様 化 し て い る 。 そ

れ ら 多 様 化 し た 相 談 事 項 に 対 応 で き る よ う 、 警 察 OB４ 名 を 配 置 し 相 談 体 制 を 整 備 し て い

る 。  

 ま た 、 学 生 支 援 課 で は 、 年 間 行 事 と し て 「 交 通 安 全 講 習 会 」、「 薬 物 乱 用 防 止 講 習 会 」 や

「 消 費 者 講 習 会 」 等 を 実 施 し て い る 。  

2） 学 生 相 談 室 で の 支 援  

 学 生 相 談 室 は 、 様 々 な 悩 み を 相 談 で き る 場 と し て 茨 木 安 威 キ ャ ン パ ス 、 茨 木 総 持 寺 キ ャ

ン パ ス の 両 キ ャ ン パ ス に 設 置 し て い る 。 専 任 の 臨 床 心 理 士 ・ 公 認 心 理 師 を １ 名 配 す る と と

も に 、11 名 の 非 常 勤 の 臨 床 心 理 士・公 認 心 理 師 、精 神 科 医 が シ フ ト 制 で 、随 時 相 談 に 応 じ

る こ と が で き る 体 制 と な っ て お り 、 併 せ て ハ ラ ス メ ン ト 専 門 の 相 談 員 を 配 置 し て い る 。 こ

れ に よ り メ ン タ ル 面 、学 習 や 発 達 の 不 安 等 に 対 す る 相 談 に 加 え 、学 生 生 活 を 送 る 上 で の 様 々

な 問 題 ・ 悩 み に 対 応 で き る 相 談 体 制 を 整 え て い る 。  

 ま た 、 学 生 へ の 相 談 対 応 に 加 え 、 学 生 相 談 室 で は 、 ア カ デ ミ ッ ク ア ド バ イ ザ ー を は じ め

と し た 、 教 職 員 を 対 象 と し て 、 発 達 や 学 習 に 不 安 を 感 じ る 学 生 へ の 対 応 方 法 、 接 し 方 等 に

つ い て も 相 談 を 行 い 、 連 携 し て 相 談 対 応 を 行 っ て い る 。  

 3） 保 健 室 で の 支 援  
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 保 健 室 は 、 学 内 で の ケ ガ や 体 調 不 良 者 等 へ の 対 応 、 な ら び に 健 康 面 で の 不 安 を 相 談 で き

る 場 と し て 設 置 さ れ て い る 。 全 学 生 対 象 の 定 期 健 康 診 断 、 体 育 系 ク ラ ブ 所 属 学 生 対 象 の 心

電 図 検 査 の 実 施 や 、 救 命 講 習 会 等 を 行 っ て い る 。 利 用 に つ い て は 、 大 学 ホ ー ム ペ ー ジ で も

学 生 に 周 知 を 行 っ て い る （ 資 料 7-35【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /保 健 室 ］）。  

 ＜ ハ ラ ス メ ン ト ＞  

新 入 生 に は 、オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 時 に「 ハ ラ ス メ ン ト・い じ め 防 止 啓 発 用 リ ー フ レ ッ ト 」、

「 学 生 相 談 の し お り 」を 配 布 し 、防 止 啓 発 、相 談 体 制 に つ い て 周 知 を 行 っ て い る（ 資 料 7-

36［ ハ ラ ス メ ン ト ・い じ め 防 止 啓 発 用 リ ー フ レ ッ ト 、 学 生 相 談 の し お り ］）。 ま た 、学 生 相

談 室 に ハ ラ ス メ ン ト 専 門 の 相 談 員 を 配 置 し て い る 。  

 ＜ 人 間 関 係 構 築 （ 学 生 の 交 流 機 会 の 確 保 ） ＞  

本 学 で は 、2017 年 に 、全 学 生 が 会 員 と な る「 学 友 会 追 風 」を 設 立 し た 。当 組 織 は「 学 部

ク ラ ス 連 合 」、「 ク ラ ブ ・ サ ー ク ル 連 合 」、「 合 同 学 園 祭 実 行 委 員 会 」 と 称 す る 各 学 生 グ ル ー

プ お よ び そ れ ら を 支 援 す る 教 職 員 で 構 成 さ れ 、 学 生 の 自 主 的 な 学 内 外 で の 活 動 を 支 え る 全

学 的 組 織 で あ る 。 こ の 学 友 会 追 風 の 運 営 委 員 会 が 中 心 と な っ て 、 新 入 生 歓 迎 イ ベ ン ト を 開

催 し 、 新 入 生 同 士 の 交 流 の 機 会 を 提 供 し て い る 。 ま た 、 同 会 は 課 外 活 動 団 体 の 勧 誘 活 動 に

つ い て も 統 括 し て お り 、 適 切 な ル ー ル 設 定 を す る こ と で 新 入 生 に 過 度 な 負 担 を 与 え る こ と

な く 課 外 活 動 団 体 へ の 加 入 や 上 級 生 と の 交 流 を 促 進 し て い る 。 学 生 支 援 課 の 職 員 は イ ベ ン

ト 実 行 に 際 し て 代 表 学 生 と 打 ち 合 わ せ の 場 を 設 け 、 運 営 全 般 の フ ォ ロ ー な ど を 必 要 に 応 じ

て 実 施 し て い る 。 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 不 安 が あ る 学 生 に 対 し て は 、 学 生 相 談 室 が 中 心 と

な っ て 、 カ ウ ン セ ラ ー が フ ァ シ リ テ ー ト し な が ら 前 向 き に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 楽 し む た

め の ワ ー ク シ ョ ッ プ を 企 画 す る な ど し て 、円 滑 に 交 流 が 図 れ る よ う な 取 組 も 実 施 し て い る 。 

４．学生の進路に関する適切な支援の実施 

① キ ャ リ ア 教 育 の 実 施  

② 学 生 の キ ャ リ ア 支 援 を 行 う た め の 体 制 （ キ ャ リ ア セ ン タ ー の 設 置 等 ） の 整 備  

③ 進 路 選 択 に 関 わ る 支 援 や ガ イ ダ ン ス の 実 施  

④ 博 士 課 程 に お け る 、 学 識 を 教 授 す る た め に 必 要 な 能 力 を 培 う た め の 機 会 の 設 定 又 は 当 該  

 機 会 に 関 す る 情 報 提 供  

本 学 で は 、学 生 支 援 に 関 す る 方 針（ 資 料 7-1【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /内 部 質 保 証 、自

己 点 検 ・ 評 価 、 認 証 評 価 /学 生 支 援 に 関 す る 方 針 ］） の キ ャ リ ア （ 進 路 ） 支 援 の 方 針 で あ る

「 多 様 な 学 生 が 、 自 身 の キ ャ リ ア 実 現 に 向 け て 能 動 的 に 活 動 で き る よ う 環 境 及 び 制 度 に 加

え 、 相 談 体 制 を 整 備 し 支 援 す る 」 に 沿 い 、 キ ャ リ ア 教 育 、 支 援 制 度 、 相 談 体 制 を 整 備 し て

い る 。 も う 一 つ の キ ャ リ ア （ 進 路 ） 支 援 の 方 針 で あ る 「 意 欲 あ る 学 生 が 、 自 身 の キ ャ リ ア

を 意 識 し 活 動 で き る プ ロ グ ラ ム を 正 課 及 び 正 課 外 で 整 備 し 支 援 す る 」 に 沿 い 、 以 下 の よ う

に 意 欲 あ る 学 生 が 自 律 的 に 選 択 で き る キ ャ リ ア 教 育 の プ ロ グ ラ ム と 体 制 を 整 備 し て い る 。  

① キ ャ リ ア 教 育 の 実 施  
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 本 学 の キ ャ リ ア 教 育 は 、 全 学 部 が 共 通 し て 履 修 す る 共 通 教 育 科 目 の 中 に 、 キ ャ リ ア 形 成

系 科 目 と キ ャ リ ア 展 開 系 科 目 で 構 成 さ れ て い る 主 体 的 学 び の 科 目 群 を 置 き 実 施 し て い る 。

キ ャ リ ア 形 成 系 の カ リ キ ュ ラ ム ポ リ シ ー は 、「 大 学 で の 学 び を 自 分 の 力 で 価 値 あ る も の と

し 、 卒 業 後 の 進 路 も 含 め て 自 分 の 将 来 の 展 開 ・ 設 計 へ の 連 結 と な る 基 本 的 な 知 識 ・ 技 能 ・

姿 勢 を 修 得 す る た め の 科 目 」、 キ ャ リ ア 展 開 系 の カ リ キ ュ ラ ム ポ リ シ ー は 、「 す で に 修 得 し

た 基 盤 と な る 知 識 ・ 技 能 ・ 姿 勢 を 、 様 々 な 場 に お い て 実 践 的 に 活 用 し な が ら 、 自 分 の 将 来

の 展 望 ・ 設 計 に 結 び つ け る た め の 科 目 」 と な っ て お り 、 そ の ポ リ シ ー に 沿 っ た 科 目 を 配 置

し て い る（ 資 料 4-22【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /STUDYGUIDE/共 通 教 育 科 目 カ リ キ ュ ラ

ム マ ッ プ ］）。  

当 該 科 目 群 に つ い て は 、 支 援 の 方 針 に も あ る よ う に 能 動 的 に 活 動 す る こ と を 目 的 と し 、

基 本 的 に は 選 択 科 目 で あ る が 、 キ ャ リ ア 教 育 の 導 入 科 目 と し て 、 1 年 次 の 春 学 期 に 全 学 部

の 学 生 を 対 象 に 、キ ャ リ ア 形 成 系 科 目 で あ る「 追 手 門 ア イ デ ン テ ィ テ ィ 」を 開 講 し て い る 。

こ の 科 目 は 、全 13 回 中 、５ 回 が 自 校 教 育 、８ 回 が キ ャ リ ア 教 育 で 構 成 さ れ て お り 、大 学 に

入 学 し た ば か り の １ 年 生 が 、 自 校 に つ い て 、 そ し て 自 身 の 大 学 生 活 に つ い て 意 識 し 考 え る

こ と で 、 自 身 の キ ャ リ ア 実 現 に 向 け て 能 動 的 に 活 動 で き る よ う 支 援 す る た め に 開 講 し て い

る も の で あ る（ 資 料 4-20【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /シ ラ バ ス「 追 手 門 ア イ デ ン テ ィ テ ィ

A＜ 文 学 部 ＞ 」］）。  

② 学 生 の キ ャ リ ア 支 援 を 行 う た め の 体 制 の 整 備  

本 学 で は 、学 生 支 援 に 関 す る 方 針（ 資 料 7-1【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /内 部 質 保 証 、自

己 点 検 ・ 評 価 、 認 証 評 価 /学 生 支 援 に 関 す る 方 針 ］） の キ ャ リ ア （ 進 路 ） 支 援 の 方 針 で あ る

「 多 様 な 学 生 が 、 自 身 の キ ャ リ ア 実 現 に 向 け て 能 動 的 に 活 動 で き る よ う 環 境 及 び 制 度 に 加

え 、相 談 体 制 を 整 備 し 支 援 す る 」に 沿 い 、教 務・学 生 支 援 部 の 就 職・キ ャ リ ア 支 援 課 に て 、

学 生 の 就 職 ・ 進 路 支 援 体 制 を 整 備 し て い る （ 資 料 7-37［ キ ャ リ ア ガ イ ド ブ ッ ク 2025］）。  

就 職 を 希 望 す る 学 生 一 人 ひ と り の 価 値 観 に 寄 り 添 い 、 学 生 が 最 適 な 進 路 を 選 択 で き る よ

う 、 国 家 資 格 を 持 つ キ ャ リ ア コ ン サ ル タ ン ト を 配 置 し 、 個 別 相 談 を 軸 と し た 就 職 活 動 サ ポ

ー ト を 実 施 で き る 体 制 と な っ て い る（ 資 料 7-38【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /追 大 式 就 職 支

援 プ ロ グ ラ ム ］）（ 資 料 7-39［ 就 職・キ ャ リ ア 相 談〔 キ ャ リ ア ガ イ ド ブ ッ ク 2025 よ り 抜 粋 〕］）。 

ま た 、 学 生 が 能 動 的 に 活 動 で き る 環 境 と し て 、 ① チ ャ ッ ト ボ ッ ト の 活 用 、 ② 就 職 活 動 に

係 る レ ク チ ャ ー を い つ で も 、 ど こ で も 受 け る こ と を 可 能 に す る た め の 本 学 が 導 入 し て い る

LMS で あ る 、 KnowledgeDeliver を 活 用 し た オ ン デ マ ン ド 配 信 、 ③ お す す め 求 人 ・ イ ベ ン

ト 情 報 や 本 学 学 生 限 定 の 求 人 情 報 と い っ た 就 職 情 報 を タ イ ム リ ー に 確 認 で き る 就 職 支 援 シ

ス テ ム の 「 追 大 就 活 」 や LINE 公 式 ア カ ウ ン ト 、 と い っ た シ ス テ ム ツ ー ル を 導 入 し て い る

（ 資 料 7-40［ 就 職 活 動 に 関 す る 情 報 の 入 手 方 法〔 キ ャ リ ア ガ イ ド ブ ッ ク 2025 よ り 抜 粋 〕］）。 

併 せ て 、 就 職 活 動 を 無 事 終 了 し た 4 年 生 を 「 学 生 就 活 サ ポ ー タ ー 」 と し て 組 織 化 し 、 就

職 活 動 を 行 う 下 級 生 に 対 し て 就 職 活 動 に お け る 成 功 談 、 失 敗 談 と い っ た 就 職 活 動 に 関 す る

情 報 を 伝 え る 講 演 や 個 別 相 談 会 と い っ た 主 体 性 を 育 む プ ロ グ ラ ム を 実 施 し て い る 。 こ れ に
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よ り 、 学 生 が 就 職 活 動 を 能 動 的 に 行 う 仕 組 み を 構 築 す る と と も に 、 ア カ デ ミ ッ ク ア ド バ イ

ザ ー と 協 力 し て 、 学 生 個 々 の 状 況 把 握 及 び 個 別 的 支 援 と い っ た き め 細 か な 対 応 を 行 う こ と

が で き る 環 境 を 整 備 し て い る（ 資 料 7-41［ 学 生 就 活 サ ポ ー タ ー 研 修 資 料〔 就 職・キ ャ リ ア

支 援 課 資 料 〕］）（ 資 料 7-42［ ゼ ミ 別 進 路 状 況 調 査 依 頼 〔 就 職 ・ キ ャ リ ア 支 援 課 資 料 〕］）。  

さ ら に 、 学 生 支 援 方 針 の キ ャ リ ア （ 進 路 ） 支 援 の 方 針 で あ る 「 意 欲 あ る 学 生 が 、 自 身 の

キ ャ リ ア を 意 識 し 活 動 で き る プ ロ グ ラ ム を 正 課 及 び 正 課 外 で 整 備 し 支 援 す る 」 に 沿 い 、 教

務 ・ 学 生 支 援 部 の 就 職 ・ キ ャ リ ア 支 援 課 に て 、 資 格 ・ 公 務 員 対 策 講 座 を 全 学 部 全 学 年 対 象

に 展 開 し て い る 。 講 座 の 展 開 に あ た っ て は 、 就 職 ・ キ ャ リ ア 支 援 課 内 に 専 門 の 窓 口 で あ る

資 格 サ ポ ー ト コ ー ナ ー を 設 置 し 、 資 格 取 得 に 向 け た ア ド バ イ ス や 講 座 申 込 の 受 付 、 資 格 に

関 す る 相 談 な ど き め 細 か な 支 援 を 行 う こ と が で き る 体 制 を 整 備 し て い る（ 資 料 7-43【 ウ ェ

ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /資 格 講 座 ］）。  

併 せ て 、 前 述 し た 学 習 支 援 セ ン タ ー の 教 職 支 援 室 に て 、 教 職 を 志 す 学 生 を 対 象 と し 支 援

を 行 っ て い る 。 支 援 内 容 と し て は 、 ス タ ー ト ア ッ プ ガ イ ダ ン ス や 教 員 採 用 試 験 合 格 者 の 講

演 会 と い っ た ガ イ ダ ン ス の 開 催 、 教 員 採 用 試 験 対 策 等 の 講 座 や 勉 強 会 の 実 施 、 個 人 面 談 や

教 職 大 学 院 ・ 専 攻 科 へ の 進 学 支 援 、 教 員 採 用 試 験 対 策 や 面 接 対 策 と い っ た 個 別 指 導 を 実 施

し て い る （ 資 料 3-8【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /教 職 支 援 室 ］）。  

③ 進 路 選 択 に 関 わ る 支 援 や ガ イ ダ ン ス の 実 施  

就 職 ・ キ ャ リ ア 支 援 課 で は 、 学 生 個 々 の 状 況 に 応 じ た 就 職 支 援 を 行 う 個 別 相 談 を 軸 と し

て 、 レ ク チ ャ ー 形 式 で あ る 就 職 ガ イ ダ ン ス や 目 的 ご と に カ テ ゴ ラ イ ズ さ れ た 実 践 形 式 で あ

る 選 考 対 策 講 座 を 体 系 立 て て 実 施 し て い る 。 オ ン ラ イ ン オ ン デ マ ン ド 配 信 を 主 と し た 時 間

を 問 わ ず に 学 習 で き る「 解 説 講 座 」、学 習 し た こ と を「 や っ て み る 」こ と で 学 習 成 果 の 定 着

化 を 促 進 す る「 実 践 講 座 」、有 名 大 企 業 へ の 挑 戦 を 後 押 し す る「 有 名 企 業 チ ャ レ ン ジ 企 画 」、

そ し て 、 3 年 生 全 員 を 対 象 と し た 「 全 員 面 談 」 を 実 施 し 、 学 生 一 人 ひ と り の 就 職 状 況 に 応

じ た 支 援 を 可 能 と し て い る 。 こ の よ う に 、 年 間 を 通 じ た 支 援 や ガ イ ダ ン ス は 、 採 用 選 考 の

対 応 力 を 求 め ら れ る 時 期 ま で に 学 生 個 々 の 状 況 に 応 じ 必 要 な ス キ ル や 知 識 を 身 に つ け さ せ

る と い う 目 的 を も っ て 体 系 化 し て い る（ 資 料 7-44［ 支 援 行 事 体 系 図〔 キ ャ リ ア ガ イ ド ブ ッ

ク 2025 よ り 抜 粋 〕］）。  
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さ ら に 、 進 路 選 択 の 時 期 に は 学 内 に 企 業 を 招 き 、 学 内 合 同 企 業 説 明 会 や 学 内 選 考 会 と い

っ た 企 業 と 学 生 の マ ッ チ ン グ の 場 を 設 け る こ と で 、 支 援 や ガ イ ダ ン ス が 進 路 選 択 に 繋 が る

よ う 支 援 体 系 を 整 備 し て い る （ 資 料 7-45［ 学 内 合 同 企 業 説 明 会 、 学 内 選 考 会 一 部 抜 粋 資

料 〔 就 職 ・ キ ャ リ ア 支 援 課 資 料 〕］）。 学 生 一 人 ひ と り の 状 況 に 寄 り 添 い 、 最 適 な 就 職 活 動

を 計 画 的 に 行 え る よ う 、 支 援 、 ガ イ ダ ン ス を 実 施 し て い る  (資 料 7-46【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門

学 院 大 学 /Career Support］ )。  

 ま た 、 意 欲 あ る 学 生 に 対 す る 支 援 と し て 整 備 し て い る 資 格 ・ 公 務 員 対 策 講 座 は 、 簿 記 や

TOEIC な ど 多 岐 に わ た る が 、 こ こ で は 国 家 公 務 員 レ ベ ル を 目 指 す プ ロ グ ラ ム に つ い て 詳

述 す る 。 １ 年 次 に は 宅 地 建 物 取 引 士 、 ２ 年 次 に は 行 政 書 士 と い っ た 公 務 員 筆 記 試 験 に 親 和

性 の 高 い 資 格 の 取 得 に チ ャ レ ン ジ し 、 成 功 体 験 や 学 習 習 慣 を 身 に つ け た う え で 、 ３ 年 次 よ

り 公 務 員 試 験 対 策 講 座 を 受 講 し 、 ４ 年 次 に 公 務 員 試 験 に 臨 む と い っ た 、 １ 年 次 か ら ４ 年 次

ま で ４ 年 間 に 渡 る 体 系 立 て た 支 援 と な っ て い る 。  

資 格 ・ 公 務 員 対 策 講 座 の 運 営 方 法 に は 、 班 別 活 動 、 チ ー ム テ ィ ー チ ン グ を 取 り 入 れ る こ

と で 、 受 講 生 の 主 体 性 を 育 み 、 発 信 力 や 傾 聴 力 も 磨 か れ 、 社 会 人 基 礎 力 の 育 成 に 繋 が り 、

4 年 間 の 講 座 受 講 そ の も の が 「 学 生 時 代 に 力 を 入 れ た こ と 」 と し て も ア ピ ー ル で き る も の

と な っ て い る （ 資 料 7-47【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /め ざ せ 難 関 公 務 員 ］）。 2023 年 度 に

お け る 講 座 受 講 生 の 合 格 実 績 と し て は 、 国 家 公 務 員 総 合 職 5 名 、 国 家 公 務 員 一 般 職 18

名 、 裁 判 所 4 名 、 国 税 専 門 官 22 名 、 東 京 都 特 別 区 20 名 、 地 方 上 級 13 名 の 計 84 名

（ 2023 年 8 月 31 日 時 点 の 重 複 合 格 を 含 む 延 べ 数 ） の 資 格 ・ 公 務 員 対 策 講 座 や 支 援 の 効

果 が 出 て お り 、 意 欲 あ る 学 生 に 対 す る 支 援 を 実 施 で き て い る （ 資 料 7-48【 ウ ェ ブ 】［ 追 手

門 学 院 大 学 /就 職 実 績 ］）。  

④ 博 士 課 程 に お け る 、 学 識 を 教 授 す る た め に 必 要 な 能 力 を 培 う た め の 機 会 の 設 定 又 は 当 該 機 会  

に 関 す る 情 報 提 供  

 本 学 で は 、 修 了 後 に 自 ら が 有 す る 学 識 を 教 授 す る た め に 必 要 な 能 力 を 培 う た め の 機 会 を

設 け る た め 、大 学 院 博 士 後 期 課 程 の 学 生 に 対 し「 プ レ FD 研 修 」を 案 内 し て い る 。「 プ レ FD

研 修 」 は 「 105 分 の 授 業 設 計 」「 オ ン ラ イ ン 授 業 に お け る 著 作 物 の 利 用 」「 授 業 に お け る 電

子 資 料 の 活 用 と 制 作 」の ３ つ の 動 画 か ら な り 、こ れ を オ ン ラ イ ン で 提 供 し て い る（ 資 料 7-

49［ プ レ FD 研 修 の ご 案 内 ］）。  

５ ． 学 生 の 正 課 外 活 動 （ 部 活 動 等 ） を 充 実 さ せ る た め の 支 援 の 実 施  

 本 学 で は 、学 生 生 活 支 援 の 方 針（ 資 料 7-1【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /内 部 質 保 証 、自 己

点 検 ・ 評 価 、 認 証 評 価 /学 生 支 援 に 関 す る 方 針 ］） で あ る 「 意 欲 あ る 学 生 が 、 課 外 活 動 を 通

し て 社 会 性 や 協 調 性 を 身 に つ け 能 動 的 に 活 動 で き る 環 境 を 整 備 し 、 そ の 活 動 を 支 援 す る 」
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に 沿 い 、 教 務 ・ 学 生 支 援 部 の 学 生 支 援 課 に て 、 課 外 活 動 実 績 が 優 秀 な 学 生 を 支 援 す る 制 度

（ 資 料 7-50［ 追 手 門 学 院 大 学 桜 み ら い 奨 学 金 学 業 ・ 課 外 活 動 奨 励 型 に 関 す る 内 規 ］） や 、

必 要 な 経 費 の 一 部 を 援 助 す る 制 度 を 設 け 、 課 外 活 動 を 活 性 化 さ せ る た め の 取 り 組 み を 行 っ

て い る 。2014 年 に は ス ポ ー ツ 系 ク ラ ブ の 強 化 を 進 め る 目 的 で 、ト レ ー ニ ン グ セ ン タ ー を 設

置 し 、 多 く の 課 外 活 動 団 体 に フ ィ ジ カ ル 強 化 、 コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ 、 健 康 維 持 な ど の 目 的

で 利 用 さ れ て い る（ 資 料 7-51【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学  /レ ー ニ ン グ セ ン タ ー（ 追 fit）］）。  

 本 学 で は 、 応 援 団 、 ト ッ プ ア ス リ ー ト グ ル ー プ 、 ア ス リ ー ト グ ル ー プ 、 文 化 グ ル ー プ な

ど の 公 認 団 体（ 資 料 7-52【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /ク ラ ブ・サ ー ク ル ］）の ほ か に 、学 友

会 追 風 運 営 委 員 会 や 、合 同 学 園 祭 実 行 委 員 会 と い っ た 学 生 組 織 に 参 加 し て い る 学 生 も 多 く 、

そ の 代 表 者 な ど が 追 手 門 学 院 大 学 学 友 会 追 風 総 会 の 構 成 員 と し て 学 友 会 の 予 算 配 分 や 事 業

計 画 の 審 議 に も 参 加 し 、 学 生 自 身 が 能 動 的 に 課 外 活 動 な ど の 円 滑 な 運 営 と 発 展 に 貢 献 し て

お り 、学 生 支 援 課 の 職 員 は 適 宜 、学 生 に 対 す る 助 言・協 力 を 行 っ て い る（ 資 料 7-53【 ウ ェ

ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /学 友 会 追 風 ］）。  

６ ． そ の 他 、 学 生 の 要 望 に 対 応 し た 学 生 支 援 の 適 切 な 実 施  

 DX を 活 用 し て 学 院 の 経 営 的 な 諸 課 題 や 乱 立 す る 学 内 各 種 シ ス テ ム の 整 備 を 行 う 2025

学 院 DX プ ロ ジ ェ ク ト の １ つ と し て 、 デ ジ タ ル フ ロ ン ト（ 対 面 窓 口 に 代 わ る 、デ ジ タ ル ツ

ー ル を サ ー ビ ス 提 供 の 入 り 口 と す る 体 制 ） を 構 築 す る た め 、「 OIDAI ア プ リ 」 の 導 入 を 行

っ た 。 当 該 ア プ リ は 学 生 が 学 生 生 活 に お い て 「 確 認 し た い 情 報 に 、 す ぐ 確 実 に 辿 り 着 け 、

欲 し い 便 利 が 手 に 入 る 」 こ と 、 つ ま り CX（ 体 験 価 値 ） の 向 上 を 目 的 と し て い る 。   

 現 状 で は 、時 間 割 や 休 講 補 講 情 報 、バ ス 時 刻 表 を リ ア ル タ イ ム に 確 認 で き 、FAQ に 問 い

合 わ せ を 集 約 し 自 己 解 決 を は か る こ と が 主 な 機 能 で あ り 、 通 知 機 能 に よ っ て 重 要 な 情 報 を

見 落 と さ な い よ う に す る 機 能 も 備 え て い る 。 教 職 員 か ら の 視 点 で は 、 ア プ リ か ら 得 ら れ る

利 用 状 況 や 学 習 に 関 す る 行 動 デ ー タ を 集 約 で き る 機 能 が あ り 、 ま た 、 教 務 シ ス テ ム や 学 習

支 援 シ ス テ ム か ら 得 ら れ る 教 学 デ ー タ と の 連 携 を 通 じ て 、 学 生 の 学 習 行 動 や 学 修 成 果 を 可

視 化 し 、 教 職 員 が 分 析 す る こ と で 教 育 の 質 の 向 上 を 図 る こ と も 企 図 し て い る 。   

 今 後 も 、FAQ や 問 い 合 わ せ 対 応 を ア プ リ 内 の サ ポ ー ト デ ス ク 機 能 に 集 約 し 、対 応 す る 職

員 の 工 数 削 減 や ク オ リ テ ィ 向 上 を 目 指 し 業 務 改 善 へ つ な げ る こ と や 、「 QR コ ー ド を 活 用 し

た パ ス 機 能（ OI-PASS）」を 取 り 入 れ 、学 生 自 身 が 自 ら の 行 動・経 験 を 振 り 返 る こ と が で き

る ほ か 、学 生 の 学 習 行 動・学 習 状 況 を よ り 正 確 に 把 握 す る こ と 、「 卒 業 生 モ ー ド 」を 実 装 し 、

卒 業 生 お よ び 保 護 者 、 ひ い て は 学 院 関 係 者 と の 生 涯 に わ た る 接 点 を 確 保 す る こ と 、 等 を 目

指 し 、 機 能 の 充 実 を 図 っ て い く 予 定 で あ る （ 資 料 7-54［ OIDAI ア プ リ に つ い て （ 進 捗 報

告 ）〔 2023 年 12 月 14 日 開 催 大 学 教 育 研 究 議 会 資 料 〕］）。  

点検 ・評価項目③ ：学生支 援の適切性に ついて定 期的に点検・ 評価を行 っているか。 また、 

         その結果をもとに改善・向上に向けた取り組みを行っているか。 
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１．適切な根拠（資料、情報）に基づく定期的な点検・評価 

２．点検・評価結果に基づく改善・向上 

 学 生 支 援 の 適 切 性 に つ い て は 、 大 学 基 準 に 定 め る 点 検 項 目 ご と に 作 成 す る 「 自 己 点 検 ・

評 価 シ ー ト 」 を 用 い て 点 検 を 行 っ て い る 。 自 己 評 価 が 低 い 項 目 に つ い て は 改 善 内 容 を 記 載

す る こ と し て お り 、そ の 後 の 改 善 に つ な げ る よ う に し て い る（ 資 料 2-32［ 自 己 点 検・評 価

シ ー ト（ 様 式 ）］）。な お 、本「 自 己 点 検・評 価 シ ー ト 」は 2023 年 度 の 状 況 を 暫 定 的 に 点 検・

評 価 す る た め に 運 用 を 開 始 し た も の で あ り 、 今 後 、 よ り 各 点 検 項 目 の 改 善 に つ な が る よ う

な 様 式 へ と 改 正 し 運 用 し て い き た い と 考 え て い る 。  

（２）⻑所・特⾊

点検・評価項目①について 

＜ き め 細 か な 学 生 支 援 ＞  

本学における学習⽀援の⻑所・特⾊は利便性の⾼い ICT を 活 用 し た 支 援 と 対 面 で の き め

細 か い 支 援 の 双 方 の 強 み を 活 か し た 支 援 体 制 を 構 築 し て い る 点 と 考 え て い る 。  

ICT を 活 用 し た 支 援 に お い て は 、前 述 し た よ う に BYOD を 導 入 し て い る と と も に キ ャ ン

パ ス 全 体 で の Wi-Fi 環 境 を 高 速 化 し 、安 定 し た 通 信 環 境 を 提 供 し て お り 、同 じ く 前 述 し た

教 務 シ ス テ ム や LMS を 活 用 し 、 窓 口 に 来 ず と も 必 要 な 情 報 を 知 る こ と が で き る よ う 整 備

し て い る 。 一 方 で 、 対 面 で の き め 細 か な 対 応 が 必 要 な も の に つ い て は 、 各 窓 口 に 専 門 人 材

を 配 置 す る と と も に 、 前 述 し た ア カ デ ミ ッ ク ア ド バ イ ザ ー と 教 職 協 働 し 、 多 様 な 相 談 事 項

に 対 応 で き る 支 援 体 制 を 整 備 し て い る 。 こ れ は 、 本 学 の 学 生 支 援 の 基 本 方 針 「 能 動 的 に 学

び続ける学⽣を育成し、さらに成⻑さ せ る た め の 支 援 体 制 の 強 化 」 に 沿 い 、 手 厚 い 支 援 体

制 の も と 、 学 生 が そ れ ら を 受 動 的 に 受 け る の で は な く 、 学 生 が 能 動 的 に 自 身 の 必 要 に 応 じ

て 、 ICT と 対 面 で の 支 援 を 選 択 で き る よ う に 整 備 し て い る も の で あ る 。  

 こ れ ら に 加 え 、公 式 ア プ リ「 OIDAI ア プ リ 」を 開 発 し 、2023 年 9 月 よ り リ リ ー ス し た 。

本 ア プ リ は 、ICT を 活 用 し た 支 援 の 窓 口 を 目 指 す た め の 機 能 と し て 、各 種 手 続 き ツ ー ル の

リ ン ク 等 に 加 え 、 ア プ リ 上 か ら 学 生 個 々 人 の 時 間 割 の 表 示 や 、 補 講 ・ 休 講 ・ 教 室 変 更 情 報

等 が 確 認 で き る よ う に な っ て い る 。今 後 は 学 生 や 教 職 員 の 声 も 聞 き な が ら 、ア プ リ の 改 修・

追 加 機 能 の 開 発 を 進 め て い く 計 画 と な っ て い る 。  

（３）問題点 

＜ 学 生 支 援 の さ ら な る 高 度 化 ＞  

 本 学 に お け る 学 習 支 援 の 課 題 は 、 利 便 性 の 高 い ICT を 活 用 し た 支 援 を 実 施 し て い る 反

面 、 そ れ ら を 統 合 し た シ ス テ ム 上 の 窓 口 機 能 が 整 備 さ れ て い な か っ た 点 で あ っ た 。 こ れ を

評価の視点１：適切な根拠（資料、情報）に基づく定期的な点検・評価 

評価の視点２：点検・評価結果に基づく改善・向上
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解 決 す る た め 、 2023 年 9 月 よ り 、 上 述 し た 公 式 ア プ リ で あ る OIDAI ア プ リ の 開 発 と リ リ

ー ス を 行 っ た 。こ れ に よ り 、ICT 上 を 活 用 し た 支 援 に つ い て も 窓 口 が 整 備 さ れ た 。一 方 で 、

今 後 は ア プ リ の ダ ウ ン ロ ー ド 率 に つ い て 確 認 し て い く 必 要 が あ る 。 特 に 、 ア プ リ リ リ ー ス

後 、 4 年 生 の ダ ウ ン ロ ー ド 率 が 比 較 的 低 い 状 況 と な っ て い る 。 現 在 、 卒 業 後 も 使 え る 機 能

や 、 ス テ ー ク ホ ル ダ ー と の タ ッ チ ポ イ ン ト を 大 切 に し 、 必 要 な 機 能 の 追 加 等 を 計 画 し て お

り 、 こ れ ら の 課 題 に つ い て も 対 応 し て く よ う 進 め い て る 。  

（４）全体のまとめ 

本 学 で は 、 学 生 支 援 に 関 す る 基 本 方 針 で あ る 「 能 動 的 に 学 び 続 け る 学 生 を 育 成 し 、 さ ら

に成⻑させるための⽀援体制強化」を基に、修学⽀援、学⽣⽣活⽀援、キャリア（進路）

支 援 の 3 つ の 方 針 を 定 め 、そ の 方 針 の 基 、 学 生 が 学 習 に 専 念 し 、 安 定 し た 学 生 生 活 を 送 る

こ と が で き る よ う 、 教 職 員 一 体 と な っ て 学 生 支 援 体 制 を 整 備 し 、 適 切 に 対 応 を 行 っ て い る

と 考 え て い る 。 し か し 、 完 全 な 学 生 支 援 体 制 の 整 備 に は 終 わ り が な い と 考 え て い る 。  

例 え ば 、 コ ロ ナ 禍 の よ う に 社 会 情 勢 の 変 化 に よ っ て 、 求 め ら れ る 学 生 支 援 体 制 は 大 き く

変 化 す る 。 そ の 折 々 で 、 大 学 は 支 援 体 制 の 見 直 し を 行 い 、 求 め ら れ る 支 援 体 制 の 構 築 に 取

組んでいく必要がある。今後も、本学で定めている学⽣⽀援⽅針に沿い、本学の⻑所・特

色 で あ る 利 便 性 の 高 い ICT を 活 用 し た 支 援 と 対 面 で の き め 細 か い 支 援 を 両 立 し な が ら 、学

生 支 援 に 関 す る PDCA サ イ ク ル を ま わ し て い き た い 。  
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第８章 教育研究等環境 

（１）現状説明 

点検・評価項目①：学生の学習や教員による教育研究活動に関して、環境や条件を整備す 

                  るための方針を明示しているか。

１．大学の理念・目的、各学部・研究科の目的等を踏まえた教育研究等環境に関する方針 

  の適切な明示 

本 学 で は 、大 学 の 理 念・目 的 、各 学 部・研 究 科 の 目 的 等 を 踏 ま え 、「 教 育 研 究 等 環 境 の 整

備 に 関 す る 方 針 」と し て 、(1)「 施 設・設 備 の 整 備 に 関 す る 方 針 」(2)「 情 報 環 境 の 整 備 に 関

す る 方 針  」(3)「 図 書 館 及 び 学 術 情 報 サ ー ビ ス の 整 備 に 関 す る 方 針 」(4)「 教 員 の 教 育・研

究 等 環 境 の 整 備 に 関 す る 方 針 」 (5)「 適 切 な 研 究 活 動 の 推 進 に 関 す る 方 針 」 の 5 点 を 掲 げ 、

大 学 で 提 供 す る 教 育・研 究 、並 び に そ の 環 境 の 質 向 上 を 目 指 し て い る（ 資 料 8-1【 ウ ェ ブ 】

［ 追 手 門 学 院 大 学 /内 部 質 保 証 、 自 己 点 検 ・ 評 価 、 認 証 評 価 /教 育 研 究 等 環 境 の 整 備 に 関 す

る 方 針 ］）。  

 ま た 、本 学 は 2019 年 度 よ り「 WIL（ Work-Is-Learning：行 動 し な が ら 学 び 、学 び な が ら

行 動 す る ）」を コ ン セ プ ト と し 、新 た な 学 修 ス タ イ ル を 正 課 及 び 正 課 外 に お い て 推 進 し て い

る 。 そ の 学 修 ス タ イ ル の コ ン セ プ ト を 基 に 、 中 期 計 画 に お い て 「 能 動 的 に 学 び 続 け る 学 生

を育成し、さらに成⻑させるための⽀援体制の強化」を掲げ、学⽣の学修環境の質向上を

目 指 し て い る 。 同 じ く 中 期 計 画 に 「 入 学 者 層 の 変 化 に 対 応 し た 教 育 の 質 向 上 」、「 社 会 的 ・

経 済 的 価 値 を 創 造 す る 研 究 ・ 社 会 連 携 の 推 進 」 を 掲 げ 、 大 学 で 提 供 す る 教 育 ・ 研 究 、 並 び

に そ の 環 境 の 質 向 上 を 目 指 し て い る（ 資 料 5-13［ 大 学 部 門 の 中 期 計 画〔 学 校 法 人 追 手 門 学

院  Ⅳ 期 中 期 経 営 戦 略 の 策 定 に つ い て  よ り 抜 粋 〕］）。  

こ れ ら に 基 づ き 、施 設・設 備 の 整 備 、情 報 環 境 の 整 備 、図 書 館 及 び 情 報 サ ー ビ ス の 整 備 、

教 員 の 教 育 ・ 研 究 等 環 境 の 整 備 、 適 切 な 研 究 活 動 の 推 進 に 関 す る 方 針 を 定 め 中 期 経 営 戦 略

に 基 づ く 事 業 計 画 を 各 年 度 に 策 定 し 、 ま た 事 業 報 告 を ま と め 、 紙 面 冊 子 及 び 学 内 シ ス テ ム

や ホ ー ム ペ ー ジ 等 を 通 し 広 く 公 開 し て い る（ 資 料 2-48【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /情 報 公

開 ］）。  

評価の視点１：大学の理念・目的、各学部・研究科の目的等を踏まえた教育研究等環境に

関する方針の適切な明示 
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点検・評価項目②：教育研究等環境に関する方針に基づき、必要な校地及び校舎を有し、 

         かつ運動場等の教育研究活動に必要な施設及び設備を整備している 

         か。 

１．施設、設備等の整備及び管理 

①ネットワーク環境や情報通信技術（ＩＣＴ）等機器、備品等の整備、情報セキュリ 

 ティの確保 

 本 学 で は 2019 年 か ら 学 生 の BYOD（ Bring Your Own Device）を 推 進 し 、各 自 の デ バ イ

ス を 用 い て 学 内 の ど こ で も Wi-Fi に ア ク セ ス し て 学 ぶ こ と が で き る 環 境 を 整 備 し た 。学 内

の ど こ で も 学 ぶ こ と が で き る 環 境 を 実 現 す る た め の 、 無 線 LAN へ の ア ク セ ス ポ イ ン ト を

下 の 通 り 整 備 し て い る（ 資 料 8-2【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 シ ス テ ム 企 画 推 進 課 /無 線 LAN

（ 学 内 ネ ッ ト ワ ー ク ）の 概 要 ］）（ 資 料 8-3【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 シ ス テ ム 企 画 推 進 課

/無 線 LAN 対 応 教 室 ・ エ リ ア ］）。  

【 茨 木 安 威 キ ャ ン パ ス 】  

安 威 キ ャ ン パ ス で は 、 2014 年 ９ 月 よ り 教 員 ・ 学 生 向 け 無 線 LAN サ ー ビ ス の 提 供 を 開 始

し て い る 。茨 木 安 威 キ ャ ン パ ス 約 4,000 名 の 学 生 に 対 し て 、合 計 340 個 の 無 線 ア ク セ ス ポ

イ ン ト を 設 置 し て い る ほ か 、2020 年 度 末 に 茨 木 安 威 キ ャ ン パ ス の ネ ッ ト ワ ー ク の リ プ レ イ

ス に 伴 い 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 回 線 の 増 強 と 、 無 線 ア ク セ ス ポ イ ン ト の 性 能 向 上 を 行 っ た 。  

【 茨 木 総 持 寺 キ ャ ン パ ス 】  

茨 木 総 持 寺 キ ャ ン パ ス で は 、 キ ャ ン パ ス の 開 設 に 合 わ せ 2019 年 ４ 月 よ り 教 員 ・ 学 生 向

け 無 線 LAN サ ー ビ ス の 提 供 を 開 始 し て い る 。 茨 木 総 持 寺 キ ャ ン パ ス 約 3,000 名 の 学 生 に

対 し て 、合 計 180 個 の 無 線 ア ク セ ス ポ イ ン ト を 設 置 し て い る 。2024 年 度 中 に 総 持 寺 キ ャ ン

パ ス の ネ ッ ト ワ ー ク の リ プ レ イ ス を 行 い 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 回 線 の 増 強 と 、 無 線 ア ク セ ス ポ

イ ン ト の 性 能 向 上 を 行 う 予 定 で あ る 。  

ま た 、 学 内 に オ ン デ マ ン ド プ リ ン タ を 配 備 し 、 学 生 は 学 内 の 一 番 近 く に あ る オ ン デ マ ン

ド プ リ ン タ を 出 力 先 に 設 定 し 自 身 の 印 刷 物 を 受 け 取 る こ と が で き る （ 資 料 8-4【 ウ ェ ブ 】

［ 追 手 門 学 院 大 学 シ ス テ ム 企 画 推 進 課 /プ リ ン タ の 設 置 場 所 ］）。  

こ れ ら ネ ッ ト ワ ー ク 環 境 整 備 の 結 果 、 学 生 は 教 室 に 限 定 し な い 学 び を 実 現 す る こ と が で

き 、 コ ロ ナ 禍 に あ っ て も 柔 軟 に 学 修 を 継 続 す る こ と が で き た 。  

②施設、設備等の維持及び管理、安全及び衛生の確保

評価の視点１：施設、設備等の整備及び管理 

① ネットワーク環境や情報通信技術（ＩＣＴ）等機器、備品等の整備、情

報セキュリティの確保 

② 施設、設備等の維持及び管理、安全及び衛生の確保 

③ バ リ ア フ リ ー へ の 対 応 や 利 用 者 の 快 適 性 に 配 慮 し た キ ャ ン パ ス 環 境 整

備 

④ 学生の自主的な学習を促進するための環境整備 
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本学は、関⻄の三⼤都市の中⼼地に位置し、都市の快適さと豊かな⾃然がマッチングし

た 北 摂 の 大 阪 府 茨 木 市 に 、茨 木 安 威 キ ャ ン パ ス と 茨 木 総 持 寺 キ ャ ン パ ス の 2 キ ャ ン パ ス 体

制 と し て 存 立 し て い る 。  

本 学 は 、９ 学 部 11 学 科 、３ 研 究 科 ４ 専 攻 及 び １ 機 構（ 内 、１ 学 部 ２ 学 科 は 募 集 停 止 ）を

擁 し 、 学 生 数 は 大 学 院 生 を 含 め て 約 8,600 名 の 規 模 で あ る 。 こ の 学 生 数 に 対 し て 、 大 学 設

置 基 準 を 満 た し た 校 地 面 積 計 106,931.6 ㎡ 、校 舎 面 積 計 78,553.4 ㎡ と 、全 186 室 の 講 義 室

（ 演 習 室 、 実 験 ・ 実 習 室 を 含 む ） を 含 む 校 舎 、 研 究 棟 、 図 書 館 、 体 育 館 、 食 堂 棟 な ど を 設

置 し て い る （ 大 学 基 礎 デ ー タ 表 1）（ 資 料 8-5【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /キ ャ ン パ ス マ ッ

プ  茨 木 安 威 キ ャ ン パ ス ］）（ 資 料 8-6【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学  キ ャ ン パ ス マ ッ プ /茨 木

総 持 寺 キ ャ ン パ ス ］）。 体 育 施 設 と し て 屋 外 に 2 面 の グ ラ ウ ン ド（ 第 １ グ ラ ウ ン ド 、第 ２ グ

ラ ウ ン ド ）お よ び テ ニ ス コ ー ト（ 第 １グラウンド⻄側）、ア ー チ ェ リ ー 場（ 第 ２ グ ラ ウ ン ド

南 側 ） が あ る 。 な お 、 第 １ グ ラ ウ ン ド は 2020 年 ２ 月 に 新 設 し た 全 面 人 工 芝 の グ ラ ウ ン ド

で あ り 、 主 に ア メ リ カ ン フ ッ ト ボ ー ル 、 ラ グ ビ ー 、 サ ッ カ ー 、 ラ ク ロ ス 、 陸 上 用 と し て 整

備 し て い る 。 第 ２ グ ラ ウ ン ド は 硬 式 野 球 用 と し て 整 備 し て い る 。 さ ら に 附 属 施 設 と し て 、

体 育 館・多 目 的 練 習 場 お よ び ト レ ー ニ ン グ セ ン タ ー（ 追 fit）が あ る（ 資 料 7-51【 ウ ェ ブ 】

［ 追 手 門 学 院 大 学 /ト レ ー ニ ン グ セ ン タ ー （ 追 fit）］）。  

茨 木 安 威 キ ャ ン パ ス は 2023 年 度 現 在 19 棟 の 校 舎 等 を 有 し 、 校 舎 面 積 は 57,705.2 ㎡ 、

主 な 施 設 内 容 は 視 聴 覚 教 室 90 室 、 情 報 処 理 学 習 室 ６ 室 、 実 験 室 27 室 、 そ の 他 に 研 究 室 、

講 師 室 、 図 書 館 、 会 議 室 、 事 務 室 、 保 健 室 、 食 堂 で あ る 。  

茨 木 総 持 寺 キ ャ ン パ ス は 2023 年 度 現 在 ２ 棟 の 校 舎 等 を 有 し 、 校 舎 面 積 20,848.2 ㎡ 、 主

な 設 備 は 実 験 実 習 が 可 能 な 稼 働 机 と 椅 子 を 整 備 し た 教 室 62 室 、 語 学 学 習 室 １ 室 、 そ の 他

に 講 師 室 、 図 書 室 、 会 議 室 、 事 務 室 、 保 健 室 、 食 堂 で あ る 。  

さ ら な る 教 育 研 究 の 充 実 の た め 、2024 年 10 月 に 茨 木 総 持 寺 キ ャ ン パ ス に 新 校 舎 を 竣 工 、

2025 年 ４ 月 に 開 校 を 予 定 し て い る 。  

新 校 舎 を 建 設 す る 一 方 、 各 キ ャ ン パ ス 既 存 校 舎 に お い て 安 全 性 ・ 機 能 性 ・ 衛 生 状 況 を 健

全 な 状 態 に 保 つ た め 、 適 切 な 維 持 及 び 管 理 に 努 め て い る 。 各 種 定 期 点 検 ・ 清 掃 (電 気 設 備 、

空 調 設 備 、熱 源 設 備 、給 排 水 設 備 、環 境 衛 生 、消 防 設 備 、建 築 設 備 、清 掃 、害 虫 駆 除 等 )を

実 施 す る と 共 に 各 キ ャ ン パ ス 管 理 （ 防 災 ） セ ン タ ー で 施 設 管 理 に 必 要 な 設 備 を 総 合 的 に 監

視 ・ 制 御 し て い る 。 ま た 、 状 況 に よ り 、 緊 急 性 の 高 い も の か ら 順 次 、 修 繕 ・ 更 新 工 事 を 執

行 し て い る 。  

さ ら に 、 非 常 時 に は 管 財 課 、 総 務 課 、 管 理 （ 防 災 ） セ ン タ ー が 連 携 し 、 通 報 、 出 火 が あ

れ ば 初 期 消 火 活 動 及 び 避 難 誘 導 等 が 行 え る よ う 防 火・防 災 面 に お い て も 体 制 を 整 え て い る 。

ま た 、 学 生 、 教 職 員 へ 避 難 経 路 を 周 知 す る と と も に 、 総 持 寺 キ ャ ン パ ス で は 年 ２ 回 、 安 威

キ ャ ン パ ス で は 年 １ 回 の 防 火・防 災・避 難 訓 練 を 実 施 し て い る（ 資 料 8-7【 ウ ェ ブ 】［ 追 手

門 学 院 大 学 /警 報 発 表・災 害・地 震 時 な ど 緊 急 時 に は ］）。非 常 時 の 備 え に お い て は 、ブ ラ ン

ケ ッ ト 、 簡 易 ト イ レ 、 手 袋 等 の 防 災 用 品 、 水 、 食 料 等 の 食 料 備 蓄 を 行 っ て い る 。  

加 え て 、災 害 が 発 生 し た 際 に 学 生・教 職 員 の 安 否 確 認 を 行 う し く み と し て「 ANPIC」と

い う シ ス テ ム を 導 入 し て お り 、 定 期 的 な 安 否 確 認 を 行 う こ と で 災 害 発 生 に 備 え て い る 。 な

お 、2024 年 度 か ら は 、学 生 が 所 持 す る ス マ ー ト フ ォ ン か ら 速 や か に 学 内 の 様 々 な 情 報 を 得 、
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ま た サ ー ビ ス を 受 け ら れ る「 OIDAI ア プ リ 」を 用 い て 安 否 確 認 を 行 う 予 定 で あ り 、よ り 迅

速 か つ 網 羅 的 な 安 否 確 認 の 実 現 を 企 図 し て い る 。  

 安 全 及 び 衛 生 の 確 保 に 関 し て は 、「 労 働 安 全 衛 生 法 （ 昭 和 47 年 法 律 第 57 号 )第 18 条 」

に 基 づ き 、 本 学 に お け る 職 員 の 安 全 、 衛 生 を 管 理 す る こ と に よ り 、 職 員 の 労 働 災 害 お よ び

健 康 障 害 の 防 止 そ の 他 快 適 な 職 場 環 境 の 形 成 に 必 要 な 措 置 を 講 ず る こ と を 目 的 と す る 衛 生

委 員 会 を 設 置 し て い る （ 資 料 8-8［ 追 手 門 学 院 大 学 衛 生 委 員 会 規 程 ］）。 衛 生 委 員 会 で は 、

産 業 医 に よ る 職 場 巡 視 等 を 定 例 で 行 い 、 適 宜 指 導 の も と 、 改 善 を 行 っ て い る 。  

③バリアフリーへの対応や利用者の快適性に配慮したキャンパス環境整備 

 バ リ ア フ リ ー へ の 対 応 と し て 、 茨 木 総 持 寺 キ ャ ン パ ス の 開 設 及 び 増 設 に あ た っ て は 、 本

学 「 施 設 ・ 設 備 の 整 備 に 関 す る 方 針 」（ 資 料 8-1【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /内 部 質 保 証 、

自 己 点 検 ・ 評 価 、 認 証 評 価 /教 育 研 究 等 環 境 の 整 備 に 関 す る 方 針 ］） に 基 づ き バ リ ア フ リ ー

化 を 実 施 し て い る 。 ま た 茨 木 安 威 キ ャ ン パ ス 改 修 時 に は 、 本 方 針 に 基 づ い て 随 時 バ リ ア フ

リ ー 化 を 実 施 し て い る 。  

快 適 性 に 配 慮 し た キ ャ ン パ ス 環 境 整 備 と し て 、 茨 木 安 威 キ ャ ン パ ス で 斜 面 地 に 建 物 を 配

置 し て い る が 、 車 い す 等 障 が い の あ る 学 生 が 補 助 者 な し で 各 教 室 や 食 堂 等 へ 移 動 で き る よ

う 、 段 差 解 消 機 、 段 差 解 消 ス ロ ー プ な ど を 設 置 し て い る 。 ま た 、 各 講 義 棟 等 に は エ レ ベ ー

タ ー 、 多 目 的 ト イ レ を 設 置 す る と と も に 、 建 物 内 に も 点 字 ブ ロ ッ ク を 配 置 す る な ど し て い

る （ 資 料 7-16【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /障 が い の あ る 受 験 生 や 学 生 に 対 す る 取 組 み ］）。 

④学生の自主的な学習を促進するための環境整備 

本 学 で は 、 学 生 の 自 主 的 な 学 習 を 促 進 す る 施 設 と し て 、 両 キ ャ ン パ ス の 図 書 館 を は じ め

と し て 、 さ ま ざ ま な 自 習 ス ペ ー ス を 整 備 し て い る 。 茨 木 安 威 キ ャ ン パ ス で は 、 食 堂 棟 ２ ・

３ 階 は 自 習 ス ペ ー ス と し て 開 放 し て お り 、 ６ 号 館 の 教 室 も オ ン ラ イ ン 授 業 の 受 講 用 ま た は

自 習 ス ペ ー ス と し て 開 放 し て い る 。茨 木 総 持 寺 キ ャ ン パ ス で は 、ア カ デ ミ ッ ク ア ー ク 2 階・

3 階 ・ 4 階 の 廊 下 に デ ィ ス カ バ リ ー プ ロ ム ナ ー ド と 称 し た 電 源 付 き の 自 習 用 カ ウ ン タ ー を

設 置 し 、い つ で も ど こ で も 自 主 学 習 す る こ と を 可 能 に し て い る（ 資 料 8-6【 ウ ェ ブ 】［ 追 手

門 学 院 大 学  キ ャ ン パ ス マ ッ プ /茨 木 総 持 寺 キ ャ ン パ ス ］）。  

２．教職員及び学生の情報倫理の確立に関する取り組み 

ICT 環 境 の 利 便 性 は セ キ ュ リ テ ィ と 相 反 す る こ と が あ る が 、 本 学 で は 『 追 手 門 学 院  情

報 セ キ ュ リ テ ィ ガ イ ド  〜ネットの常識を学ぼう〜』を本学電⼦図書館に配架し、ログイン

な し で ア ク セ ス で き る 状 態 で 共 用 し 、啓 発 を 図 っ て い る（ 資 料 8-9【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院

電 子 図 書 館 /『 情 報 セ キ ュ リ テ ィ ガ イ ド  〜ネットの常識を学ぼう〜』］）。  

本 学 で は 、夏 期 に 学 院 全 体 研 修 と し て 人 事 課 主 催 の 研 修 を 行 っ て お り 、そ の 一 部 と し て 、

情 報 リ テ ラ シ ー の 確 立 を 目 的 と し た 研 修 を 毎 年 実 施 し て い る 。 ま た 、 事 務 職 員 対 象 で は あ
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る が 、 標 的 型 攻 撃 メ ー ル 訓 練 を 2022 年 度 か ら 2023 年 度 夏 期 ま で の 間 、 通 算 ３ 回 目 実 施

し 、標 準 型 攻 撃 メ ー ル に 対 す る URL ア ク セ ス 率 が 11.4%か ら 5.6％ に 低 減 す る な ど 、訓 練

の 効 果 が 得 ら れ て い る（ 資 料 8-10「 第 ３ 回 標 的 型 攻 撃 メ ー ル 訓 練 結 果 報 告 」）。一 方 、情 報

セ キ ュ リ テ ィ に 関 す る 研 修 は 職 員 対 象 と 範 囲 が 限 定 的 で あ る た め 、 学 生 ま で 順 次 対 象 拡 大

し て い く こ と が 課 題 で あ る 。  

点検・評価項目③：図書館、学術情報サービスを提供するための体制を備えているか。 

         また、それらは適切に機能しているか。 

１．図書資料の整備と図書利用環境の整備 

①図書、学術雑誌、電子情報等の学術情報資料の整備 

図 書 館 を 茨 木 総 持 寺 キ ャ ン パ ス 、茨 木 安 威 キ ャ ン パ ス の 双 方 に 配 置 し て い る 。2022 年 3

月 末 現 在 、図 書 約 530,000 冊（ う ち 外 国 書 約 160,000 冊 ）を 所 蔵 す る と と も に 、 学 術 雑 誌

約 3,800 種（ 外 国 書 約 1,600 種 ）の 他 、電 子 ジ ャ ー ナ ル 約 6,500 種 、電 子 ブ ッ ク 約 10,000

点 、ビ デ オ や DVD な ど の 視 聴 覚 資 料 約 12,000 点 を 整 備 し て い る 。約 640 席（ 内 視 聴 覚 ブ

ー ス 16 席 ）の 閲 覧 座 席 数 に 加 え 、レ フ ァ レ ン ス コ ー ナ ー 、開 架 式 書 庫 及 び 可 動 式 書 庫 等 を

整 備 し て い る 。 ま た 図 書 館 情 報 シ ス テ ム を 導 入 し て お り 、 デ ー タ ベ ー ス 化 さ れ た 書 誌 ・ 蔵

書 情 報 を パ ソ コ ン に よ り 検 索 可 能 で あ る 。 ま た 本 学 で は 2019 年 度 よ り 電 子 図 書 館 サ ー ビ

ス LibrariE を 導 入 し 、い つ で も ど こ で も 、学 外 で あ っ て も 図 書 館 で 管 理 す る 情 報 に ア ク セ

ス で き る 環 境 を 整 え て い る （ 資 料 8-11【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 電 子 図 書 館 ］）。 な お こ の 電

子 図 書 館 機 能 に 加 え 、2021 年 度 に は 学 生 自 ら が 電 子 図 書 を 作 成 で き る シ ス テ ム Romancer

を 正 課 授 業 科 目 に 活 用 開 始 し 、 学 生 自 ら が 学 術 情 報 資 料 を 作 成 可 能 な 環 境 を も 整 備 し て い

る（ 資 料 8-12［ Romancer 概 要（ 電 子 図 書 館 サ ー ビ ス LibrariE 振 り 返 り オ ン ラ イ ン 会 議 資

料 ）］）。視 聴 覚 ブ ー ス で は 、各 ブ ー ス に DVD 等 の ビ デ オ 資 料・教 材 が 視 聴 で き る 機 器 を 備

え て い る 。 情 報 探 索 用 パ ソ コ ン は 学 内 LAN に 接 続 し て お り 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の 利 用 も 可

能 で あ る 。 他 の 大 学 図 書 館 等 と は 、 書 籍 の 相 互 貸 借 や 文 献 複 写 、 研 修 会 を 通 じ て 情 報 連 携

を 図 っ て い る （ 資 料 8-13【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 図 書 館 ］）。  

②国立情報学研究所が提供する学術コンテンツや他図書館とのネットワークの整備 

評価の視点１：図書資料の整備と図書利用環境の整備 

① 図書、学術雑誌、電子情報等の学術情報資料の整備 

② 国 立 情 報 学 研 究 所 が 提供 す る 学 術 コ ン テ ン ツや 他 図 書 館 と の ネ ッ トワ

ークの整備 

③ 学術情報へのアクセスに関する対応 

④ 学生の学習に配慮した図書館利用環境（座席数、開館時間等）の整備 

評価の 視点２：図書館サービ ス、学術情報サービス を提供するための専門 的な知識を有

する者の配置
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国 立 情 報 学 研 究 所（ NII）が 提 供 す る  NACSIS-CAT へ の 参 加 、NACSIS-ILL を 通 じ た 他

大 学 と の 相 互 利 用 に よ り 、 学 術 資 料 を そ れ ぞ れ の 利 用 者 に 提 供 し て い る 。 他 大 学 の 文 献 複

写 お よ び 資 料 貸 借 サ ー ビ ス の 2022 年 度 の 利 用 件 数 は  他 大 学 へ の 依 頼 346 件 （ 前 年 度 比  

90.6％ ）、本 学 で 受 け 付 け た 依 頼 427 件（ 前 年 度 比  97.9％ ）、合 計 773 件（ 前 年 度 比  94.5％ ）

で あ っ た （ 資 料 8-14［ 2023 年 5 月 11 日 開 催 図 書 館 委 員 会 資 料 ］）。  

図 書 館 ホ ー ム ペ ー ジ に は 多 種 の 情 報 検 索 ツ ー ル （ GeNii、 Webcat Plus、 NDL-Search、

MAGAZINEPLUS、CiNii、JJRNavi 等 ）へ の リ ン ク を 掲 載 し 、利 用 者 が 他 の 図 書 館 の 蔵 書

を 検 索 し や す い 環 境 を 整 備 し て い る （ 資 料 8-13【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 図 書 館 ］）。  

③学術情報へのアクセスに関する対応 

蔵 書 検 索 サ ー ビ ス と し て OPAC を 提 供 し て お り 、 学 生 お よ び 教 職 員 が 学 外 か ら も Web

で 蔵 書 検 索 可 能 な 環 境 を 整 備 し て い る 。OPAC で 検 索 さ れ る 蔵 書 デ ー タ は 主 と し て 国 立 情

報 学 研 究 所 が 提 供 す る NACSIS−CAT で 作 成 し て い る 。 加 え て NDL−OPAC と も 連 携 し

て お り 、他 大 学 、他 機 関 の 図 書・資 料 の 所 蔵 情 報 も 検 索 可 能 で あ る 。ま た 新 聞 、雑 誌 記 事・

論 文 、辞 書・辞 典 、法 令・判 例 、企 業 情 報 等 の デ ー タ ベ ー ス を 21 種 提 供 し て い る 。加 え て

本 学 で は 2019 年 よ り 電 子 図 書 館 サ ー ビ ス LibrariE を 導 入 、2021 年 度 よ り 学 術 電 子 図 書 館

KinoDen を 導 入 し て お り 、い つ で も ど こ で も 、学 外 に お い て も 図 書 館 の 管 理 す る 学 術 情 報

資 料 に ア ク セ ス す る こ と が 可 能 で あ る （ 資 料 8-13【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 図 書 館 ］）。  

④学生の学習に配慮した図書館利用環境（座席数、開館時間等）の整備 

茨 木 安 威 キ ャ ン パ ス の 図 書 館 は 地 下 ２ 階 付 ４ 階 建 て 、延 床 面 積 3331.8 ㎡ で あ る 。蔵 書 数

は 444,842 冊 、 座 席 数 は 273 席 を 設 置 し て い る （ 大 学 基 礎 デ ー タ 表 1）（ 資 料 8-15［ 安 威

キ ャ ン パ ス 図 書 館 蔵 書 冊 数 ］）。茨⽊安威キャンパス図書館の開館時間は原則、⽉〜⾦

9： 00〜19： 50 で あ る （ 資 料 8-16【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 図 書 館 /利 用 案 内 ］）。  

茨 木 総 持 寺 キ ャ ン パ ス の 図 書 館 は ２ 階 建 て 、延 床 面 積 1268.7 ㎡ で あ る 。蔵 書 数 は 53,755 

冊 、 座 席 数 は 346 席 を 設 置 し て い る （ 大 学 基 礎 デ ー タ 表 1）（ 資 料 8-17［ 総 持 寺 キ ャ ン パ

ス 図 書 館 蔵 書（ 開 架 ）冊 数 ］）。茨⽊総持寺キャンパス図書館の開館時間は原則、⽉〜⾦  9：

00〜20：30、土  9：00〜17：00 で あ る（ 資 料 8-16【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 図 書 館 /利

用 案 内 ］）。  

2022 年 度 の 茨 木 安 威 キ ャ ン パ ス 図 書 館 の 開 館 日 数 は 221 日 、 入 館 者 数 41,913 人 （ 前 年

度 比 147.3％ ）、 総 貸 出 件 数 8,731 件 （ 前 年 度 比 112.6％ ） で あ っ た 。 茨 木 総 持 寺 キ ャ ン パ

ス 図 書 館 の 開 館 日 数 は 240 日 、入 館 者 数 52,921 人（ 前 年 度 比 112.0％ ）、総 貸 出 件 数 6,309

件（ 前 年 度 比 108.7％ ）で あ っ た（ 資 料 8-18［ 2023 年 5 月 11 日 開 催 図 書 館 委 員 会 資 料 ］）。  

本 学 で は 2019 年 度 か ら 電 子 図 書 館 を 導 入 し て い る こ と か ら 、 図 書 館 の 閉 館 日 ・ 閉 館 時 間

で あ っ て も 電 子 図 書 館 の 蔵 書 で あ れ ば 自 由 に 借 り て 読 む こ と が で き 、 学 生 、 教 職 員 の 図 書

館 の 活 発 な 利 用 を 促 進 し て い る 。  
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２．図書館サービス、学術情報サービスを提供するための専門的な知識を有する者の配置 

大 学 図 書 館 が 提 供 す る サ ー ビ ス を 支 え る 専 任 職 員 を 、両 キ ャ ン パ ス に 2 人（ う ち 図 書 館

司 書 資 格 有 資 格 者 1 人 ）配 置 し て い る 。非 専 任 職 員 及 び 業 務 委 託 の ス タ ッ フ を 両 キ ャ ン パ

ス で 24 人（ う ち 図 書 館 司 書 資 格 有 資 格 者 19 人 ）配 置 し て お り 、学 生・教 職 員 の 知 的 ニ ー

ズ に 対 応 し て い る 。  

点検・評価項目④：教育研究活動を支援する環境や条件を適切に整備し、教育研究活動の 

         促進を図っているか。 

１．研究活動を促進させるための条件の整備 

①大学としての研究に対する基本的な考えの明示

 研 究 活 動 を 具 体 的 に 推 進 す る た め 、「 教 育 研 究 等 環 境 の 整 備 に か か る 方 針 の 策 定 に つ い

て 」（ 資 料 8-1【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /内 部 質 保 証 、自 己 点 検・評 価 、認 証 評 価 /教 育 研

究 等 環 境 の 整 備 に 関 す る 方 針 ］）の「 教 員 の 教 育・研 究 等 環 境 の 整 備 に 関 す る 方 針 」に お い

て 、 研 究 室 、 研 究 費 、 研 究 専 念 時 間 を 始 め と す る 研 究 支 援 ・ 推 進 の た め の 方 針 を 明 示 し て

い る 。  

 具 体 的 に は 、「 第 Ⅳ 期 中 期 経 営 戦 略 」（ 2022 年〜2027 年 ）に お い て 、本 学 の 教 育 理 念「 独

立 自 彊 ・ 社 会 有 為 」 に 基 づ き 、 大 学 及 び 大 学 院 の 今 後 の あ る べ き 姿 を 「 教 育 と 研 究 の 新 た

な 価 値 を 創 造 し 、生 涯 に わ た っ て 能 動 的 に 学 び 続 け る イ ノ ベ ー シ ョ ン 人 材 を 育 成 す る 大 学・

大 学 院 」 と 規 定 し た （ 資 料 1-28【 ウ ェ ブ 】［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院 /第 Ⅳ 期 中 期 経 営 戦 略 ］）。

そ し て 研 究 に 関 す る 戦 略 ド メ イ ン を 「 新 た な 知 と 価 値 を 創 造 し 持 続 的 に 研 究 成 果 を 社 会 へ

還 元 す る 仕 組 み づ く り 」 と 定 め 、 こ の 戦 略 ド メ イ ン の も と に 競 争 的 研 究 費 獲 得 に 向 け た 研

究 基 盤 の 充 実 や キ ャ リ ア ア ッ プ に 資 す る 実 用 的 リ カ レ ン ト 教 育 の 提 供 を 行 い 、 新 価 値 創 造

に つ な が る 産 学 官 連 携 の 組 織 的 推 進 を 図 る べ く 、2022 年 度 よ り 事 務 組 織 に 研 究 企 画 課 を 新

た に 配 し 、 大 学 の 研 究 支 援 体 制 を 整 備 し て い る （ 資 料 7-2［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院 事 務 組 織

規 程 （ 2023 年 4 月 1 日 施 行 ）］）。 な お こ れ ら 中 期 経 営 戦 略 の 目 標 は 学 内 イ ン ト ラ ネ ッ ト で

教 職 員 に 共 有 す る ほ か 、 学 校 法 人 ホ ー ム ペ ー ジ に 公 開 す る こ と で 広 く 学 内 外 に 明 示 し て い

る （ 資 料 8-19【 ウ ェ ブ 】［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院 ］）。  

評価の視点１：研究活動を促進させるための条件の整備 

① 大学としての研究に対する基本的な考えの明示 

② 研究費の適切な支給 

③ 外部資金獲得のための支援 

④ 研究室の整備、研究時間の確保、研究専念期間の保障等 

⑤ ティーチング・アシスタント（ＴＡ）、リサーチ・アシスタント（ＲＡ）

等の教育研究活動を支援する体制 

⑥ オンライン教育を実施する教員からの相談対応、その他技術的な支援

体制 
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 ま た 、 茨 木 総 持 寺 キ ャ ン パ ス に 新 た な 建 物 を 竣 工 さ せ 、 茨 木 安 威 キ ャ ン パ ス に 理 工 学 部

（ 仮 称 ）の 設 置 を 予 定 す る 2025 年 に 向 け て 、本 学 の「 研 究 」の 意 義 の 重 要 性 に つ い て 再 確

認 を す る た め に 、研 究 方 針 を 制 定 し た 。方 針 で は「 心 地 よ い 社 会 を 創 造 す る 研 究 の た め に 」

を 掲 げ 、研 究 活 動 に 取 り 組 む 姿 勢 を 明 ら か に す る た め に 、「 １ ．個 性 的 で 創 造 力 に 富 む 研 究

の 推 進 、 ２ ． 文 理 融 合 な ど 学 際 的 な 共 創 研 究 活 動 の 推 進 、 ３ ． 研 究 成 果 の 社 会 実 装 に よ る

社 会 貢 献 の 推 進 、４ ．上 記 を 加 速 す る 研 究 推 進 環 境 の 整 備 」を 指 針 と し て 掲 げ た（ 資 料 8-

20［ 追 手 門 学 院 大 学 研 究 方 針 〔 2023 年 12 月 14 日 開 催 大 学 教 育 研 究 評 議 会 資 料 〕］）。  

②研究費の適切な支給 

各 専 任 教 員 の 研 究 基 盤 と な る 費 用 は 、「 追 手 門 学 院 大 学 個 人 研 究 費 規 程 」 に 基 づ き 年 額

350,000 円 と し 、 支 給 し て い る（ 資 料 8-21［ 追 手 門 学 院 大 学 個 人 研 究 費 規 程 ］）。個 人 研 究

費 は 、研 究 用 消 耗 図 書 、備 品 、用 品 、消 耗 品 等 の 購 入 、研 究 出 張 旅 費 、学 会 経 費 、そ の 他 、

直 接 個 人 研 究 活 動 に 要 す る も の に 使 用 で き る 。 支 給 に あ た っ て は 年 度 初 め か ら 研 究 費 が 執

行 で き る よ う 、 前 年 度 末 に 成 果 報 告 書 と 翌 年 度 の 研 究 計 画 書 を 提 出 す る こ と を 求 め 、 研 究

活 動 に 沿 っ た 運 用 を 促 し て い る 。 ま た 、 専 任 教 員 の 研 究 力 向 上 と 科 学 研 究 費 の 採 択 率 向 上

と を 目 的 と し た 制 度 が あ る（ 資 料 8-22【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /イ ン セ ン テ ィ ブ 制 度（ 科

研 準 備 金 ）］）。 こ の 他 、 若 手 研 究 者 奨 励 費 制 度 （ 資 料 8-23［ 追 手 門 学 院 大 学 若 手 研 究 者 奨

励 費 制 度 に 関 す る 規 程 ］） 及 び プ ロ ジ ェ ク ト 型 共 同 研 究 奨 励 費 制 度 （ 資 料 8-24［ 追 手 門 学

院 大 学 プ ロ ジ ェ ク ト 型 共 同 研 究 奨 励 費 制 度 に 関 す る 規 程 ］）を 設 け 、本 学 の 学 術 の 振 興 を 図

り 、 社 会 に 寄 与 す る 教 育 ・ 研 究 活 動 の 一 層 の 拡 充 を 目 指 し て い る 。  

さ ら に 教 育・研 究 の 活 性 化 と 充 実 の た め 、専 任 教 員 に 対 し 、「 追 手 門 学 院 大 学 国 内 研 修 規

程 」（ 資 料 8-25［ 追 手 門 学 院 大 学 国 内 研 修 規 程 ］）、「 追 手 門 学 院 大 学 海 外 研 修 規 程 」（ 資 料

8-26［ 追 手 門 学 院 大 学 海 外 研 修 規 程 ］）を 定 め て い る 。ま た 、国 内 お よ び 海 外 の 学 会 等 に お

いて研究成果の発表（⼝頭発表）や、シンポジウム、パネルディスカッション等で座⻑を

行 っ た 場 合 、 そ の 発 表 等 に 関 す る 支 出 (開 催 地 へ の 旅 費 や 資 料 複 写 代 等 )に 対 し て 、 一 定 額

を 支 援 し て い る（ 資 料 8-27［ 追 手 門 学 院 大 学 国 内 学 会 発 表 支 援 規 程 ］）（ 資 料 8-28［ 追 手 門

学 院 大 学 海 外 学 会 発 表 支 援 規 程 ］）。  

本 学 を 会 場 と し て 開 催 さ れ る 国 内 学 会 に つ い て は 学 会 開 催 補 助（ 資 料 8-29［ 学 会 開 催 補

助 ］) 、国 際 学 術 会 議 に つ い て は 国 際 学 術 会 議 開 催 補 助（ 資 料 8-30［ 国 際 学 術 会 議 開 催 補

助 ］） に よ り 経 済 的 な 支 援 を 行 っ て い る 。  

こ の ほ か 、 本 学 教 員 が 学 術 研 究 の 成 果 を 公 開 す る た め に 刊 行 す る 学 術 書 の 出 版 に 際 し 、

必 要 な 経 費 の 一 部 を 助 成 す る 研 究 成 果 刊 行 助 成 制 度（ 資 料 8-31［ 追 手 門 学 院 大 学 研 究 成 果

刊 行 助 成 に 関 す る 規 程 ］）や 、学 術 研 究 図 書 お よ び 自 校 教 育 に 関 す る 図 書 を 出 版 す る こ と を

主 た る 事 業 と し 、 本 学 の 教 育 ・ 研 究 活 動 の 成 果 に つ い て の 刊 行 を 支 援 す る こ と を 目 的 と し

て 大 学 出 版 会 を 2013 年 に 設 立 し （ 資 料 8-32［ 追 手 門 学 院 大 学 出 版 会 規 程 ］）、 本 学 教 員 の

研 究 成 果 を 社 会 に 向 け 発 信 し て い る 。  

こ れ ら の 教 育 研 究 支 援 制 度 の 運 用 に あ た っ て は 研 究 推 進 委 員 会 に て 申 請 内 容 を 審 議 の

上、学⻑が決定し、研究費を⽀給する体制を整備している（ 資 料 8-33［ 追 手 門 学 院 大 学

研 究 推 進 委 員 会 規 程 ］）。 ま た 、 こ れ ら 教 育 研 究 支 援 制 度 の 概 要 の 告 知 と 申 請 受 付 は 、 教 員
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向 け に 大 学 ホ ー ム ペ ー ジ 内 「 研 究 支 援 」 に て 窓 口 を 一 本 化 し 、 周 知 の 徹 底 を 図 っ て い る

（ 資 料 8-34【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /研 究 支 援 ］）。  

③外部資金獲得のための支援 

本 学 で は 、 イ ン セ ン テ ィ ブ 制 度 （ 科 研 準 備 金 ） を 設 け 、 科 学 研 究 費 助 成 事 業 に 申 請 し 不

採 択 と な っ た 申 請 者 の う ち 、審 査 結 果 が 判 定 A で あ っ た 者 に 対 し て 、個 人 研 究 費 と し て 10

万 円 を 交 付 す る と と も に 、 科 研 費 の 申 請 に あ た り ロ バ ス ト ・ ジ ャ パ ン 株 式 会 社 に よ る 申 請

書 の 内 容 添 削 ・ レ ビ ュ ー 等 の コ ン サ ル テ ィ ン グ を 実 施 す る こ と で 、 申 請 件 数 ・ 獲 得 件 数 の

増 加 に 努 め 、 本 学 の 教 員 の 研 究 力 向 上 と 科 研 費 の 採 択 率 向 上 を 目 指 し て い る 。  

ま た 、 学 外 組 織 の 共 同 研 究 ・ 委 託 研 究 に よ る 学 外 資 金 の 獲 得 に あ た っ て は 、 産 学 官 連 携

オ フ ィ ス を 設 立 し 、 企 業 ・ 自 治 体 の 課 題 と 本 学 の 研 究 シ ー ズ の 包 括 的 な マ ッ チ ン グ を 促 進

す る 包 括 連 携 協 定 、 本 学 の 研 究 シ ー ズ を 企 業 ・ 自 治 体 等 に わ か り や す く 紹 介 す る 研 究 シ ー

ズ 集 の 作 成 、 共 同 研 究 ・ 委 託 研 究 の 契 約 締 結 の 交 渉 調 整 の 支 援 、 企 業 と の 連 携 に 効 果 的 な

制 度 （ 職 務 発 明 取 扱 規 程 ・ 安 全 保 障 輸 出 管 理 規 程 ） の 制 定 な ど に 取 組 ん で い る 。  

加 え て 、本 学 で は 学 内 の 競 争 的 研 究 費 と し て「 プ ロ ジ ェ ク ト 型 共 同 研 究 奨 励 費 制 度 」（ 資

料 8-24［ 追 手 門 学 院 大 学 プ ロ ジ ェ ク ト 型 共 同 研 究 奨 励 費 制 度 に 関 す る 規 程 ］） を 設 け 、 学

内 外 の 学 際 的 な 研 究 成 果 の 創 出 を 促 す こ と に よ り 、 科 学 研 究 費 助 成 事 業 等 の 学 外 研 究 助 成

の 獲 得 を 促 進 す る こ と を 狙 う も の で あ る 。  

④研究室の整備、研究時間の確保、研究専念期間の保障等 

本 学 で は 大 学 設 置 基 準（ 第 36 条 第 ２ 項 ）に 基 づ き 、専 任 教 員 に 対 し て 個 人 研 究 室 を 割 り

当 て て い る 。ま た 教 員 が 自 ら の 研 究 に 専 念 す る た め 、2022 年 度 よ り 学 内 の 研 究 資 金 、学 外

と の 共 同 研 究 や 受 託 研 究 、 産 学 官 連 携 に 関 わ る 研 究 事 業 な ど を 研 究 企 画 課 で 一 括 管 理 し 、

申 請 書 類 作 成 支 援 、 経 理 処 理 支 援 、 情 報 収 集 と 分 析 な ど 研 究 支 援 体 制 を 整 備 し て い る 。 ま

た 国 内 研 修 制 度 （ 資 料 8-25［ 追 手 門 学 院 大 学 国 内 研 修 規 程 ］）、 海 外 研 修 制 度 （ 資 料 8-26

［ 追 手 門 学 院 大 学 海 外 研 修 規 程 ］）を 設 け 、本 学 の 専 任 教 員 が 一 定 の 期 間 、特 定 の 研 究 ま た

は 調 査 に 専 念 す る こ と を 保 証 し て い る 。 毎 年 、 各 制 度 に つ き ２ 名 計 ４ 名 枠 を 選 考 に よ っ て

決 定 す る 。 選 定 さ れ た 教 員 へ は 春 学 期 又 は 秋 学 期 も し く は １ 年 間 、原 則 と し て 授 業 の 担 当

を 免 除 し 、 研 修 費 の 支 給 を 受 け て 研 究 ま た は 調 査 に 専 念 す る こ と が で き る よ う 制 度 を 整 備

し て い る 。  

⑤ティーチング・アシスタント（ＴＡ）、リサーチ・アシスタント（ＲＡ）等の教育研究 

 活動を支援する体制 

本 学 で は 、「 追 手 門 学 院 大 学 大 学 院 テ ィ ー チ ン グ・ア シ ス タ ン ト に 関 す る 規 程 」に 基 づ き 、

教 育 訓 練 機 会 の 提 供 と 経 済 的 支 援 と を 目 的 と し て 、 優 秀 な 大 学 院 生 を 他 の 大 学 院 学 生 お よ

び 学 部 学 生 に 対 す る 教 育 補 助 業 務 に 従 事 さ せ る TA 制 度 を 整 備 し て い る（ 資 料 8-35［ 追 手

門 学 院 大 学 大 学 院 テ ィ ー チ ン グ ・ ア シ ス タ ン ト に 関 す る 規 程 ］）。 ま た 、 優 秀 な 大 学 院 生 を

106



「 追 手 門 学 院 大 学 大 学 院 リ サ ー チ ・ ア シ ス タ ン ト に 関 す る 規 程 」 に 基 づ き RA と し て 研 究

補 助 業 務 に 従 事 さ せ 、 研 究 者 と し て の 研 究 遂 行 能 力 育 成 の 機 会 を 提 供 す る と と も に 、 こ れ

に 対 す る 経 済 的 支 援 を お こ な う こ と に よ り 、 学 生 の 処 遇 改 善 の 一 助 と す る こ と を 目 的 と し

た RA 制 度 も 整 備 し て い る（ 資 料 8-36［ 追 手 門 学 院 大 学 大 学 院 リ サ ー チ・ア シ ス タ ン ト に

関 す る 規 程 ］）。  

TA に つ い て は 毎 年 20 名 程 度 、 RA に つ い て は 若 干 名 従 事 し て お り 、 教 育 活 動 を 支 援 す

る 体 制 と し て 機 能 し て い る （ 資 料 8-37［ 年 度 別 TA・ RA 採 用 数 一 覧 〔 人 事 課 資 料 〕］）。  

⑥オンライン教育を実施する教員からの相談対応、その他技術的な支援体制 

2020 年 度 よ り 、新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 感 染 拡 大 対 策 と し て オ ン ラ イ ン 授 業 が 展 開

さ れ て お り 、オ ン ラ イ ン 教 育 の 授 業 支 援 は 主 に 教 育 支 援 セ ン タ ー が 対 応 し 、LMS の 使 用 や

動 画 コ ン テ ン ツ 制 作 な ど の 相 談 対 応 は シ ス テ ム 企 画 推 進 課 が 対 応 し て い る  。  

そ の 他 技 術 的 な 支 援 体 制 と し て は 、本 学 は 電 子 図 書 館 化 を 推 進・強 化 し 、ま た VPN 接 続

に よ っ て 図 書 館 デ ー タ ベ ー ス や 電 子 ジ ャ ー ナ ル が 学 外 か ら 閲 覧 で き る 等 、 オ ン ラ イ ン 環 境

下 で も 図 書 館 が 利 用 で き る 環 境 を 整 え て い る （ 資 料 8-38【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 図 書

館 /デ ー タ ベ ー ス で 情 報 を 探 す ］）。さ ら に 、仮 想 デ ス ク ト ッ プ 環 境 を 教 員 及 び 大 学 院 生 に 提

供 し 、 必 要 な ソ フ ト ウ ェ ア （ SPSS 等 ） を 遠 隔 で 使 用 可 能 と し て い る 。  

点検 ・評価項目⑤ ：研究倫 理を遵守する ための必 要な措置を講 じ、適切 に対応してい るか。 

１．研究倫理、研究活動の不正防止に関する取り組み  

①規程の整備 

本 学 で は 研 究 倫 理 を 遵 守 す る た め の 措 置 と し て 、 研 究 倫 理 、 研 究 活 動 の 不 正 防 止 に 関 す

る 取 り 組 み と し て 下 記 の 諸 規 程 を 定 め 、 本 学 に お け る 研 究 活 動 の あ る べ き 姿 を 定 義 し 、 研

究 倫 理 の 保 持 、 不 正 防 止 を 促 進 し て い る 。  

「 追 手 門 学 院 大 学 研 究 倫 理 規 程 」（ 資 料 8-39【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /追 手 門 学 院 大

学 研 究 倫 理 規 程 ］）に お い て 、本 学 の 全 て の 学 術 研 究 活 動 が 科 学 的 及 び 社 会 的 規 範 に 照 ら し

社 会 か ら の 信 頼 を 確 保 す る こ と を 目 的 と し 、 本 学 の 研 究 に 従 事 す る 全 て の 研 究 者 の 遵 守 す

べ き 倫 理 規 準 を 定 め て い る 。こ の 規 程 の も と に「 追 手 門 学 院 大 学 研 究 倫 理 委 員 会 規 程 」（ 資

料 8-40［ 追 手 門 学 院 大 学 研 究 倫 理 委 員 会 規 程 ］） を 定 め て い る 。 な お 、 研 究 倫 理 委 員 会 に

よ る 審 査 に つ い て は 後 述 す る 。  

「 追 手 門 学 院 大 学 競 争 的 研 究 費 等 管 理・監 査 規 程 」（ 資 料 8-41【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大

学 /追 手 門 学 院 大 学 競 争 的 研 究 費 等 管 理 ・ 監 査 規 程 ］） 及 び 「 追 手 門 学 院 大 学 に お け る 研 究

評価の視点１：研究倫理、研究活動の不正防止に関する取り組み

① 規程の整備

② 教員及び学生における研究倫理確立のための機会等の提供（コンプラ

イアンス教育及び研究倫理教育の定期的な実施等）

③ 研究倫理に関する学内審査機関の整備
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活 動 上 の 不 正 行 為 の 防 止 及 び 対 応 に 関 す る 規 程 」（ 資 料 8-42【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /

追 手 門 学 院 大 学 に お け る 研 究 活 動 上 の 不 正 行 為 の 防 止 及 び 対 応 に 関 す る 規 程 ］） で は 、 国 、

地 方 公 共 団 体 又 は 独 立 行 政 法 人 等 公 的 機 関 か ら 配 分 さ れ る 競 争 的 資 金 を 中 心 と し た 公 募 型

の 研 究 資 金 で あ る 公 的 研 究 費 等 の 適 切 な 管 理 ・ 運 用 に つ い て 定 め て い る 。 こ れ ら の 規 程 に

基 づ き「 追 手 門 学 院 大 学  公 的 研 究 費 の 使 用 に お け る 不 正 防 止 基 本 方 針 」（ 資 料 8-43【 ウ ェ

ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /公 的 研 究 費 の 使 用 に お け る 不 正 防 止 基 本 方 針 ］）お よ び「 追 手 門 学 院

大 学 公 的 研 究 費 の 使 用 に お け る 不 正 防 止 計 画 」（ 資 料 8-44【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /公

的 研 究 費 の 使 用 に お け る 不 正 防 止 計 画 ］）を 策 定 し て い る 。加 え て 、公 的 研 究 費 の 管 理・監

査 に 関 す る 責 任 体 系 及 び 役 割 分 担 を 定 め 、 周 知 し て い る （ 資 料 8-45【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学

院 大 学 /追 手 門 学 院 大 学 に お け る 公 的 研 究 費 の 管 理・監 査 に 関 す る 責 任 体 系 及 び 役 割 分 担 ］）。 

「 追 手 門 学 院 大 学 利 益 相 反 マ ネ ジ メ ン ト 規 程 」（ 資 料 8-46［ 追 手 門 学 院 大 学 利 益 相 反 マ

ネ ジ メ ン ト 規 程 ］）は 、社 会 的 信 用 を 維 持 し 、産 学 官 連 携 の 健 全 な 推 進 と 、本 学 並 び に 本 学

教 職 員 が 産 学 官 連 携 活 動 に 取 り 組 む た め の 環 境 整 備 に 資 す る こ と を 目 的 と し て 、 利 益 相 反

マ ネ ジ メ ン ト を 適 切 に 管 理 す る た め の 規 則 を 定 め て い る 。 本 規 程 の も と に 「 追 手 門 学 院 大

学 利 益 相 反 マ ネ ジ メ ン ト 委 員 会 規 程 」（ 資 料 8-47［ 追 手 門 学 院 大 学 利 益 相 反 マ ネ ジ メ ン ト

委 員 会 規 程 ］）を 定 め 、委 員 会 に お い て 利 益 相 反 に 関 す る 事 項 に つ い て 審 議 、調 査 、検 討 を

行 っ て い る 。  

「 追 手 門 学 院 大 学 安 全 保 障 輸 出 管 理 規 程 」（ 資 料 8-48［ 追 手 門 学 院 大 学 安 全 保 障 輸 出 管

理 規 程 ］）で は 、外 国 為 替 及 び 外 国 貿 易 法（ 昭 和 24 年 法 律 第 228 号 。以 下「 外 為 法 」と い

う 。）に 基 づ き 、国 際 的 な 平 和 及 び 安 全 の 維 持 を 妨 げ る と 認 め ら れ る 技 術 の 提 供 及 び 貨 物 の

輸 出 の 管 理 の た め の 体 制 を 整 備 し 、 教 育 研 究 活 動 を 安 全 か つ 円 滑 に 遂 行 で き る 環 境 を つ く

る こ と を 目 的 と し 、 安 全 保 障 輸 出 管 理 に 関 す る 規 則 を 定 め て い る 。  

な お こ の 他 に も 、法 令 遵 守 を 図 り 、学 院 の 健 全 な 発 展 に 資 す る こ と を 目 的 と し て 、「 学 校

法 人 追 手 門 学 院 公 益 通 報 者 保 護 規 程 」（ 資 料 8-49【 ウ ェ ブ 】［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院 /学 校 法

人 追 手 門 学 院 公 益 通 報 者 保 護 規 程 ］）に 基 づ き 、不 正 に 関 す る 相 談・通 報 窓 口 を 設 置 し て い

る 。  

②教員及び学生における研究倫理確立のための機会等の提供（コンプライアンス教育及 

 び研究倫理教育の定期的な実施等） 

本 学 で は「 追 手 門 学 院 大 学 競 争 的 研 究 費 等 不 正 防 止 計 画 」（ 資 料 8-44【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門

学 院 大 学 /公 的 研 究 費 の 使 用 に お け る 不 正 防 止 計 画 ］） に 基 づ き 、 学 術 研 究 に 携 わ る 教 職 員

を 対 象 に 、 定 期 的 に 研 究 倫 理 教 育 ・ コ ン プ ラ イ ア ン ス 教 育 を 実 施 し て い る 。 一 般 社 団 法 人

公 正 研 究 推 進 委 員 会（ APRIN）の 作 成 し た e-ラ ー ニ ン グ 教 材 を 本 学 の す べ て の 研 究 者 に 受

講 さ せ る 取 り 組 み を 行 っ て い る（ 資 料 6-10［ 研 究 倫 理 研 修 、コ ン プ ラ イ ア ン ス 研 修 、啓 発

活 動 の 年 間 計 画 に つ い て 〔 2023 年 度 第 2 回 全 学 教 授 会 資 料 〕］）。 本 研 修 の 受 講 を 、 外 部 資

金 及 び 学 内 の 各 種 研 究 支 援 制 度 を 利 用 し た 研 究 活 動 を 行 う 際 の 必 須 条 件 と し 、 研 修 後 に は

理 解 度 確 認 ア ン ケ ー ト を 実 施 し て 倫 理 ・ コ ン プ ラ イ ア ン ス の 理 解 促 進 を 強 化 し て い る 。  

③研究倫理に関する学内審査機関の整備 
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  先 述 の 「 追 手 門 学 院 大 学 研 究 倫 理 規 程 」（ 資 料 8-39【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /追 手 門

学 院 大 学 研 究 倫 理 規 程 ］）を も と に 、科 学 的 及 び 社 会 的 規 範 に 照 ら し た 上 で 、本 学 の 全 て の

学 術 研 究 活 動 が 社 会 か ら の 信 頼 を 確 保 す る こ と を 目 的 と し て  「 追 手 門 学 院 大 学 研 究 倫 理

委 員 会 規 程 」（ 資 料 8-40［ 追 手 門 学 院 大 学 研 究 倫 理 委 員 会 規 程 ］）を 規 定 し 、研 究 倫 理 に 関

す る 学 内 審 査 機 関 と し て 、 追 手 門 学 院 大 学 研 究 倫 理 委 員 会 を 整 備 し て い る 。 研 究 倫 理 委 員

会 で は 研 究 計 画 の 審 査 の み な ら ず 、 研 究 倫 理 に 反 す る 恐 れ の あ る 行 為 に 関 す る 調 査 、 審 議

及び決議等を随時⾏っている。副学⻑を委員⻑に据え、教員の専⾨分野を鑑み各学部につ

き 1 名 ず つ 委 員 を 任 命 し 、あ ら ゆ る 学 術 分 野 の 研 究 倫 理 に 関 す る 審 査 に 網 羅 的 に 対 応 で き

る よ う 組 織 し て い る 。 ま た 研 究 倫 理 教 育 を 普 及 す る 活 動 と し て 、 毎 年 度 、 研 究 推 進 委 員 会

と 共 同 で コ ン プ ラ イ ア ン ス 研 修 ・ 研 究 倫 理 研 修 を 企 画 す る 等 、 本 学 の 研 究 倫 理 の 質 を 担 保

す る 組 織 と し て 機 能 し て い る 。  

点検 ・評価項目⑥ ：教育研 究等環境の適 切性につ いて定期的に 点検・評 価を行ってい るか。 

        また、その結果をもとに改善・向上に向けた取り組みを行っているか。 

１．適切な根拠（資料、情報）に基づく定期的な点検・評価 

２．点検・評価結果に基づく改善・向上 

 研 究 支 援 体 制 に つ い て も 、 研 究 計 画 及 び 中 期 経 営 戦 略 の な か で そ の 目 標 を 定 め 、 運 用 し

て い る 。2023 年 度 現 在 は「 第 Ⅳ 期 中 期 経 営 戦 略 」に お い て 定 め る 戦 略 ド メ イ ン「 新 た な 知

と 価 値 を 創 造 し 持 続 的 に 研 究 成 果 を 社 会 へ 還 元 す る 仕 組 み づ く り 」 を 実 現 す べ く 、 具 体 的

目 標 で あ る CSF の 進 捗 状 況 を 、「 中 期 経 営 戦 略 PDCA シ ー ト 」を 用 い 、４ ヵ 月 に １ 度 、進

捗 状 況 を 確 認 す る こ と で 、 経 営 的 な 面 か ら 教 育 研 究 組 織 の 適 切 性 を 確 認 し 、 改 善 に つ な げ

て い る 。  

 研 究 支 援 制 度 に よ っ て 交 付 す る 研 究 費 の う ち 一 部 、 資 金 規 模 の 大 き い 研 究 に つ い て は 、

そ の 資 金 の 運 用 状 況 ・ 研 究 計 画 の 進 捗 が 適 切 で あ る か 検 証 す る た め に 、 個 別 の レ ビ ュ ー 委

員 会 を 実 施 す る な ど 、 弾 力 的 に 検 証 の 体 制 を 整 え て い る 。 研 究 倫 理 体 制 に つ い て は 、 研 究

倫 理 委 員 会 に お い て 恒 常 的 に 倫 理 ・ コ ン プ ラ イ ア ン ス の 普 及 活 動 を 実 施 す る と と も に 、 研

究 に 係 る 倫 理 審 査 を 行 い 、 検 証 活 動 を 確 実 に 機 能 さ せ て い る 。  

ま た 、大 学 基 準 に 定 め る 10 の 点 検 項 目 ご と に 作 成 す る「 自 己 点 検・評 価 シ ー ト 」を 用 い

て「 教 育 研 究 等 環 境 」に つ い て も 点 検 を 行 っ て い る（ 資 料 2-32［ 自 己 点 検・評 価 シ ー ト（ 様

式 ）］）。自 己 評 価 が 低 い 項 目 に つ い て は 改 善 内 容 を 記 載 す る こ と と し て お り 、そ の 後 の 改 善

に つ な げ る よ う に し て い る 。な お 、「 自 己 点 検・評 価 シ ー ト 」は 2023 年 度 の 状 況 を 暫 定 的

に 点 検 ・ 評 価 す る た め に 運 用 を 開 始 し た も の で あ り 、 今 後 、 よ り 各 点 検 項 目 の 改 善 に つ な

が る よ う な 様 式 へ と 改 正 し 運 用 し て い き た い と 考 え て い る 。  

研 究 支 援 制 度 に よ っ て 交 付 す る 研 究 費 の う ち 一 部 、 資 金 規 模 の 大 き い 研 究 に つ い て は 、

そ の 資 金 の 運 用 状 況 ・ 研 究 計 画 の 進 捗 が 適 切 で あ る か 検 証 す る た め に 、 個 別 の レ ビ ュ ー 委

評価の視点１：適切な根拠（資料、情報）に基づく定期的な点検・評価 

評価の視点２：点検・評価結果に基づく改善・向上 

109



員 会 を 実 施 す る な ど 、 弾 力 的 に 検 証 の 体 制 を 整 え て い る 。  

ま た 研 究 倫 理 体 制 に つ い て は 、 研 究 倫 理 委 員 会 に お い て 恒 常 的 に 倫 理 ・ コ ン プ ラ イ ア ン

ス の 普 及 活 動 を 実 施 す る と と も に 、 研 究 に 係 る 倫 理 審 査 を 行 い 、 検 証 活 動 を 確 実 に 機 能 さ

せ て い る 。  

（２）⻑所・特⾊

＜ 充 実 し た 図 書 館 機 能 ＞  

本 学 で は 、学 生 が 一 人 1 台 の IT デ バ イ ス を 持 ち 学 習 に 活 用 す る BYOD を 導 入 し て お り 、

BYOD を 促 進 す る コ ン テ ン ツ の 一 つ と し て 電 子 図 書 館 サ ー ビ ス LibrariE、学 術 電 子 図 書 館

KinoDen を 導 入 し て い る 。 常 時 ア ク セ ス 可 能 な 学 内 無 線 LAN を 敷 設 し 、 紙 媒 体 中 心 の 資

料 だ け で な く 、 電 子 書 籍 、 電 子 雑 誌 、 デ ー タ ベ ー ス 情 報 資 源 も 扱 う 「 ハ イ ブ リ ッ ド 型 図 書

館 」 と し て 、 さ ま ざ ま な 学 び の ス タ イ ル 、 い つ で も ど こ で も 学 生 等 の 学 修 に 対 応 で き る 電

子 図 書 館 の 環 境 を 提 供 し て い る 。 ま た 、 本 学 の 電 子 図 書 館 の 特 徴 は 、 独 自 資 料 が 制 作 で き

る 点 に あ る 。 電 子 図 書 を 読 む だ け で な く 、 学 生 や 教 職 員 自 ら が 電 子 図 書 を 制 作 し 、 本 学 電

子 図 書 館 に ア ッ プ ロ ー ド す る 仕 組 み (Romancer)を 導 入 し 、正 規 授 業 科 目 に お い て 実 践 し て

い る 。こ れ に よ り 単 に 紙 の 本 の 電 子 化 だ け で は な く 、「 情 報 資 料 を 読 む 」か ら「 電 子 情 報 資

料 を 学 生 自 身 が プ ロ デ ュ ー ス す る 」 こ と へ の 大 き な 転 換 を も た ら し 、 知 の 還 流 構 造 を 創 出

し て い る 。  

＜ 「 学 び あ い 、 教 え あ い 」 を 実 現 す る キ ャ ン パ ス ＞  

 2019 年 に 茨 木 総 持 寺 キ ャ ン パ ス 開 設 時 に 建 設 し た ア カ デ ミ ッ ク ア ー ク に に は 、各 所 に 自

習 ス ペ ー ス が 整 備 さ れ て い る 。１ 階 の 「 WIL ホ ー ル 」に は 、200 人 以 上 が 自 習 や グ ル ー プ

討 議 に 利 用 で き る 椅 子 と テ ー ブ ル を 多 数 備 え て い る 。２〜４階には 、「 デ ィ ス カ バ リ ー プ ロ

ム ナ ー ド 」 と 呼 ば れ る 電 源 付 き の 自 習 用 カ ウ ン タ ー を 設 置 し 、 い つ で も ど こ で も 自 主 学 習

す る こ と を 可 能 に し て い る 。 こ れ ら は 学 生 の 「 学 び あ い 、 教 え あ い 」 実 践 の 場 と し て 機 能

し て い る 。 授 業 の 観 点 か ら は 、 実 験 実 習 が 可 能 な 稼 働 机 と 椅 子 を 整 備 し た 教 室 62 室 を 備

え て お り 、 柔 軟 な 授 業 展 開 が 可 能 で あ る 。 さ ら に 、 180 個 の 無 線 ア ク セ ス ポ イ ン ト を 設 置

す る こ と で 、 オ ン ラ イ ン を 用 い た 授 業 や 自 学 自 習 に 十 分 適 し た 環 境 を 構 築 し て い る 。  

 ま た 、 ア カ デ ミ ッ ク ア ー ク は 、 そ の 独 創 的 な 建 築 構 造 と 環 境 保 全 の 観 点 か ら 、 ア ジ ア 建

築 家 評 議 会 が 主 催 す る 2021 年 度 ア ル カ シ ア 建 築 賞 ゴ ー ル ド メ ダ ル や 、 日 本 建 設 業 連 合 会

が 主 催 す る 2020 年 度 BCS 賞 を 受 賞 す る 等 、 国 内 外 で 多 数 の 評 価 を 得 て い る 。 一 辺 が 130

メ ー ト ル の 巨 大 な 三 角 錐 の 中 で 、 中 心 部 に 図 書 館 を 配 置 し 、 そ の 周 り に 教 室 を 配 置 す る こ

と で 、 全 学 生 、 教 職 員 、 地 域 社 会 の 方 々 が 混 じ り 、「 学 び あ い 、 教 え あ い 」  を 創 出 す る こ

と を 目 指 し 、 設 置 し た 建 造 物 で あ る 。 外 装 は 本 学 院 の シ ン ボ ル で あ る 桜 を モ チ ー フ に し た

ス テ ン レ ス の キ ャ ス ト で 環 境 負 荷 を 低 減 す る ス ク リ ー ン で 覆 っ て お り 、 学 院 の ア イ デ ン テ

ィ テ ィ を 表 現 す る と と も に 、 地 域 の 行 灯 と し て の 機 能 を 果 た し て い る 。 ま た 茨 木 市 の 防 災

拠 点 と し て の 役 目 も 担 っ て い る 。2025 年 度 に は 新 校 舎 建 設 が 完 了 す る こ と か ら 、研 究・教

育 拠 点 と し て の 機 能 を さ ら に 高 め て い く 。（ 資 料 8-50【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /ニ ュ ー
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ス：総 持 寺 キ ャ ン パ ス  ア カ デ ミ ッ ク ア ー ク が 受 賞 ］）（ 資 料 8-51【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大

学 /ニ ュ ー ス ： 茨 木 総 持 寺 キ ャ ン パ ス の ア カ デ ミ ッ ク ア ー ク が 優 秀 な 建 築 作 品 に 贈 ら れ る

BCS 賞 を 受 賞 ］）（ 資 料 8-52【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /新 キ ャ ン パ ス  茨 木 総 持 寺 キ ャ ン

パ ス ］）。

（３）問題点 

＜ 校 地 ・ 校 舎 お よ び 施 設 ・ 設 備 の 安 定 整 備 ＞  

 校 地 ・ 校 舎 お よ び 施 設 ・ 設 備 の 整 備 に つ い て 、 大 学 設 置 基 準 を 満 た し て は い る も の の 、

今 後 の 本 学 の 教 育 を 展 開 し て い く 中 で 、 学 生 数 お よ び 教 員 数 の 増 加 に 対 応 す る 十 分 な 教 室

や 研 究 室 の 整 備 が で き て い る の か を 不 断 に 見 直 し て い く 必 要 が あ る 。 新 校 舎 の 活 用 の み な

ら ず 、 既 存 校 舎 の 仕 様 に つ い て も 検 討 し 、 有 効 活 用 を 図 っ て い く 必 要 が あ る 。  

（４） 全体のまとめ 

 本 学 は 大 学 の 理 念 ・ 目 的 を 踏 ま え 、 教 育 研 究 等 環 境 の 整 備 に 関 す る 方 針 を 定 め 、 学 内 外

に 向 け て 明 示 し 、 共 有 し て い る 。  

 研 究 活 動 を 促 進 す る た め の 環 境 整 備 に お い て 、中 期 経 営 戦 略 に そ の ゴ ー ル を 明 示 し 、CSF

に 具 体 的 目 標 を 策 定 し て い る 。 学 内 の 研 究 資 金 に は 「 追 手 門 学 院 大 学 個 人 研 究 費 規 程 」 に

基 づ く 個 人 研 究 費 や 「 プ ロ ジ ェ ク ト 型 研 究 奨 励 費 制 度 」 に 基 づ く 学 内 競 争 的 資 金 等 、 適 切

に 研 究 費 を 支 給 し て い る 。ま た 研 究 成 果 の 発 信 支 援 と し て 追 手 門 学 院 大 学 出 版 会 を 創 設 し 、

社 会 に 研 究 成 果 を 還 元 す る 場 を 設 け て い る 。 さ ら に 外 部 資 金 獲 得 の ス テ ッ プ と し て の 学 内

競 争 的 資 金 の 運 用 、 ま た 科 研 費 申 請 の た め の コ ン サ ル テ ィ ン グ を 実 施 し て い る 。  

研 究 室 に つ い て は 大 学 設 置 基 準 に 基 づ き 専 任 教 員 に 対 し て 個 人 研 究 室 を 割 り 当 て て い る 。

教 員 が 研 究 に 専 念 で き る よ う 研 究 企 画 課 を 設 置 し 、 学 内 外 の 研 究 資 金 に 係 る 情 報 、 申 請 支

援 等 を 研 究 企 画 課 が 一 括 管 理 ・ 支 援 し て い る 。  

  研 究 倫 理 遵 守 の 推 進 に 関 す る 取 り 組 み と し て 、本 学 で は「 追 手 門 学 院 大 学 研 究 倫 理 規 程 」

他 各 種 規 程 に 基 づ き 研 究 者 の 遵 守 す べ き 倫 理 基 準 を 定 め 、 毎 年 度 、 研 究 倫 理 研 修 、 コ ン プ

ラ イ ア ン ス 研 修 を 実 施 し て い る 。 ま た 研 究 倫 理 委 員 会 を 学 内 の 研 究 倫 理 審 査 機 関 と し て 置

き 、 研 究 倫 理 の 質 を 担 保 し て い る 。  

校 地 ・ 校 舎 等 に 関 す る 環 境 整 備 に お い て は 、 大 学 設 置 基 準 に 定 め ら れ た 要 件 を 満 た し て

い る 。 茨 木 総 持 寺 キ ャ ン パ ス ・ 茨 木 安 威 キ ャ ン パ ス の ２ 拠 点 を 有 し 、 教 育 研 究 活 動 を 支 援

し 、安 全 性・機 能 性・衛 生 状 況 を 維 持 す る た め 、 施 設 、設 備 等 の 整 備 及 び 管 理 を 不 断 に 行

っ て い る 。 ま た 、 非 常 時 に 対 す る 防 災 体 制 を 整 え 、 防 災 備 蓄 な ど も 行 っ て い る 。  

図 書 資 料 と 図 書 館 の 環 境 整 備 に お い て は 、 各 キ ャ ン パ ス に 図 書 館 を 置 き 、 学 外 か ら 蔵 書

検 索 可 能 な 機 能 で あ る OPAC や 電 子 図 書 館 を 活 用 し な が ら 図 書 館 サ ー ビ ス を 提 供 し て い

る 。 本 学 で は 2019 年 度 よ り 、 学 外 で も 、 い つ で も ど こ で も 電 子 情 報 資 料 に ア ク セ ス 可 能

な 電 子 図 書 館 サ ー ビ ス LibrariE を 導 入 し て い る う え 、 2021 年 度 か ら は 学 生 自 身 が 電 子 情

報 資 料 を 作 成 す る シ ス テ ム Romancer も 活 用 し て い る 。 図 書 館 の 円 滑 な サ ー ビ ス 提 供 の た

め に 専 門 的 な 知 識 を 有 す る 職 員 を 各 図 書 館 に 配 置 し て い る 。  

111



以 上 の よ う に 、 教 育 研 究 等 環 境 の 整 備 方 針 に 基 づ き 各 種 計 画 や 中 期 経 営 戦 略 に そ の 具 体

的 目 標 を 示 し 、 毎 年 度 進 捗 状 況 を 確 認 す る こ と に よ っ て 点 検 ・ 評 価 を 行 い 、 改 善 に つ な げ

て い る 。 今 後 は 、 抽 出 さ れ た 課 題 点 や 問 題 点 を 調 査 、 分 析 し て 、 さ ら な る 環 境 整 備 向 上 に

努 め て い く 。  
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第９章 社会連携・社会貢献 

（１） 現状説明 

点検・評価項目①：大学の教育研究成果を適切に社会に還元するための社会連携・社会貢 

         献に関する方針を明示しているか。 

１．大学の理念・目的、各学部・研究科の目的等を踏まえた社会貢献・社会連携に関する 

  方針の適切な明示 

本 学 で は 2019 年度に策定した「学校法⼈追⼿⾨学院⻑期構想 2040」（ 資 料 1-3【 ウ ェ ブ 】

［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院 /⻑期構想  2040］）に お い て 、地 域 に 貢 献 す る 教 育・研 究 の グ ラ ン ド

デ ザ イ ン を「 地 域 中 核 拠 点 化（「 知 と 人 材 の 集 積 拠 点 」と し て の 機 能 を 有 す る イ ノ ベ ー シ ョ

ン ハ ブ へ ）」 と し 、 そ れ を 具 現 化 す る た め に 、 第 Ⅳ 期 中 期 経 営 戦 略 （ 資 料 1-28【 ウ ェ ブ 】

［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院 /第 Ⅳ 期 中 期 経 営 戦 略 ］） に 「 新 た な 知 と 価 値 を 創 造 し 持 続 的 に 社 会

に 研 究 成 果 を 社 会 へ 還 元 す る 仕 組 み づ く り 」 を 行 う こ と を 目 標 に 定 め て い る 。  

社 会 連 携 ・ 社 会 貢 献 の 方 針 は 、 教 育 理 念 で あ る 「 独 立 自 彊 ・ 社 会 有 為 」 を 踏 ま え 、 産 学

官 連 携 活 動 な ど を 通 じ て 研 究 成 果 の 社 会 実 装 を 進 め る こ と を 目 的 に 、 社 会 連 携 ・ 社 会 貢 献

全 般 に 関 す る こ と 、 人 材 育 成 に 関 す る こ と 、 知 識 ・ 技 術 等 の 還 元 に 関 す る こ と に つ い て 定

め 、そ れ ら の 具 体 的 な 取 り 組 み を 示 し 、本 学 HP に 公 開 し て い る（ 資 料 9-1【 ウ ェ ブ 】［ 追

手 門 学 院 大 学 /内 部 質 保 証 、自 己 点 検・評 価 、認 証 評 価 /社 会 連 携・社 会 貢 献 の 基 本 方 針 ］）。  

ま た 、 企 業 、 他 大 学 ・ 研 究 機 関 、 行 政 機 関 と の 活 発 で 多 面 的 な 連 携 や 交 流 を 通 し て 、 研

究⼈材の育成と研究成果の社会実装を図り、本学学⽣の成⻑と本学の発展、さらには地域

の 文 化・経 済・教 育 の 発 展 に 寄 与 す る た め 、社 会 連 携・社 会 貢 献 の 一 環 と し て 2019 年 よ り

産 学 官 連 携 推 進 本 部 （ 資 料 9-2［ 追 手 門 学 院 大 学 産 学 官 連 携 推 進 本 部 規 程 ］） を 設 置 し た 。 

社 会 連 携 ・ 社 会 貢 献 活 動 を 行 う た め の 環 境 整 備 と し て 、 他 機 関 と の 人 事 的 交 流 に つ い て

「 ク ロ ス ア ポ イ ン ト メ ン ト 制 度 に 関 す る 規 程 」（ 資 料 9-3［ 追 手 門 学 院 大 学 ク ロ ス ア ポ イ ン

ト メ ン ト 制 度 に 関 す る 規 程 ］） や 「 共 同 研 究 規 程 」（ 資 料 9-4［ 追 手 門 学 院 大 学 共 同 研 究 規

程 ］）、「 受 託 研 究 規 程 」（ 資 料 9-5［ 追 手 門 学 院 大 学 受 託 研 究 規 程 ］）を 規 定 し て い る 。さ ら

に 、 産 学 官 連 携 活 動 を 通 じ て 本 学 又 は 本 学 教 職 員 が 産 学 官 連 携 活 動 に 伴 っ て 得 る 利 益 と 、

本 学 に お け る 責 任 な い し 義 務 と が 相 反 す る 状 態 を 適 切 に マ ネ ジ メ ン ト す る こ と で 、 産 学 官

連 携 活 動 を 健 全 に 維 持 す る た め に 「 利 益 相 反 マ ネ ジ メ ン ト 規 程 」（ 資 料 8-46［ 追 手 門 学 院

大 学 利 益 相 反 マ ネ ジ メ ン ト 規 程 ］） を 規 定 し て い る 。  

産 学 官 連 携 活 動 の 結 果 と し て 生 じ る 成 果 の 取 扱 い に つ い て は「 発 明 等 取 扱 規 程 」（ 資 料 9-

6［ 追 手 門 学 院 大 学 発 明 等 取 扱 規 程 ］） や 「 安 全 保 障 輸 出 管 理 規 程 」（ 資 料 8-48［ 追 手 門 学

院 大 学 安 全 保 障 輸 出 管 理 規 程 ］） を 定 め 、 適 切 な 管 理 体 制 を 整 備 し て い る 。  

点検・評価項目②：社会連携・社会貢献に関する方針に基づき、社会連携・社会貢献に関 

評価の視点１：大学の理念・目的、各学部・研究科の目的等を踏まえた社会貢献・社会連

携に関する方針の適切な明示 

113



         する取り組みを実施しているか。また、教育研究成果を適切に社会に 

         還元しているか。 

１．学外組織との適切な連携体制 

○ 研 究 企 画 課 に よ る 連 携 体 制  

 本 学 で は 産 学 官 連 携 活 動 を 一 元 的 に 取 り 扱 い 管 理 す る 事 務 組 織 と し て 、2022 年 度 よ り 研

究 企 画 課 を 設 置 し 、産 学 官 連 携 推 進 本 部 の 運 営 事 務 局 と し て 機 能 さ せ て い る（ 資 料 7-2［ 学

校 法 人 追 手 門 学 院 事 務 組 織 規 程 （ 2023 年 4 月 1 日 施 行 ）］）。 研 究 企 画 課 で は 、 産 学 官 連 携

企 画 を 立 案 ・ 推 進 す る 産 学 官 連 携 推 進 本 部 を 下 支 え し 、 本 学 が 社 会 に 開 か れ た 地 域 活 動 拠

点 と な る た め の 窓 口 と な っ て い る 。 ま た 研 究 企 画 課 は 、 本 学 に 附 置 す る オ ー ス ト ラ リ ア ・

ア ジ ア 研 究 所 、 ベ ン チ ャ ー ビ ジ ネ ス 研 究 所 、 上 方 文 化 笑 学 セ ン タ ー 、 成 熟 社 会 研 究 所 、 地

域 支 援 心 理 研 究 セ ン タ ー 、ス ポ ー ツ 研 究 セ ン タ ー の 6 つ の 研 究 所 を 支 援 す る 役 割 を 担 っ て

い る 。 研 究 企 画 課 は 研 究 者 と 地 域 と を 繋 げ る の み な ら ず 、 研 究 者 の 持 つ ノ ウ ハ ウ や 研 究 所

の 培 っ た 研 究 実 績 等 の 資 源 を⾃治体や⺠間企業等の 様 々 な 団 体 へ 提 供 し 支 援 す る こ と に よ

り 、 地 域 社 会 に 貢 献 し て い る 。  

さ ら に 研 究 企 画 課 の も と に 産 学 官 連 携 活 動 を 具 体 的 に 進 め る 産 学 官 連 携 オ フ ィ ス を 設 置

し 、 産 学 官 連 携 に 係 る 情 報 収 集 ・ 分 析 及 び 企 業 等 と の 交 渉 を 行 い 、 本 学 の 研 究 者 に よ る あ

ら ゆ る 研 究 活 動 、 研 究 成 果 を 社 会 連 携 ・ 社 会 貢 献 に つ な げ る ワ ン ス ト ッ プ サ ー ビ ス を 実 現

し て い る 。  

２．社会連携・社会貢献に関する活動による教育研究活動の推進 

 教 育 面 に つ い て は 、 地 域 創 造 学 部 を 中 心 に 社 会 連 携 ・ 社 会 貢 献 活 動 と 教 育 研 究 活 動 と が

密 接 に 関 係 し て お り 、 相 互 に 活 動 を 推 進 し て い る 。 例 え ば 、 法 学 部 に お い て も 茨 木 市 と の

連 携 講 座 を 2024 年 1 月 に 開 始 し て い る（ 資 料 9-7【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /ニ ュ ー ス：

茨 木 市 ×追 手 門 学 院 大 学 法 学 部 連 携 講 座 に つ い て ］）。 正 課 授 業 科 目 の フ ィ ー ル ド ワ ー ク で

現 地 に 赴 き 、 地 域 社 会 の 課 題 解 決 を 提 案 す る 等 様 々 な 活 動 を 実 施 し て い る 。  

研 究 面 に つ い て は 研 究 企 画 課 を 起 点 と し 、 コ ニ カ ミ ノ ル タ や ラ ヴ ァ ル 大 学 な ど 国 内 外 の

企 業 や 大 学 と の 包 括 連 携 協 定 の 締 結 や 、 い わ き FC や チ ャ イ ル ド ・ フ ァ ン ド ・ ジ ャ パ ン な

ど 学 外 の 様 々 な 機 関 と の 受 託 研 究 ・ 共 同 研 究 を 通 じ て 産 学 官 連 携 を 積 極 的 に 推 進 し 、 教 育

研 究 成 果 の 社 会 実 装 を 進 め て い る 。 大 学 の 所 在 地 で あ る 大 阪 府 茨 木 市 と の 取 り 組 み と し て

は 「 い ば ら き ×大 学 連 携 共 同 研 究 推 進 事 業 」 に 基 づ く 大 学 の 知 見 を 活 か し た 共 同 研 究 を 実

施 、 さ ら に 門 真 市 で は 職 員 向 け に 大 学 連 携 に か か る メ リ ッ ト 等 に つ い て 講 義 を 動 画 視 聴 に

て 実 施 し て お り 、 茨 木 市 と 門 真 市 で は 本 学 の 教 員 が 学 識 経 験 者 と し て 審 議 会 等 委 員 も 務 め

ている。その他、岩⼿県普代村や⻑崎県⻄海市など様々な地⽅⾃治体と も 連 携 し 、 地 域 貢

献 活 動 に よ る 教 育 研 究 活 動 を 実 践 し て い る 。 ま た 企 業 と の 連 携 （ 北 お お さ か 信 用 金 庫 、 大

評価の視点１：学外組織との適切な連携体制 

評価の視点２：社会連携・社会貢献に関する活動による教育研究活動の推進 

評価の視点３：地域交流、国際交流事業への参加 
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阪 府 卸 売 市 場 等 ） や 大 学 間 連 携 （ 大 学 コ ン ソ ー シ ア ム 大 阪 等 ） も 積 極 的 に 行 っ て い る （ 資

料 9-8［ 地 方 自 治 体 等 と の 連 携 協 定 一 覧 （ 2023 年 7 月 26 日 現 在 ）〔 研 究 企 画 課 資 料 〕］）。  

 ま た 、 大 学 附 置 の 研 究 所 の 一 つ で あ る 地 域 支 援 心 理 研 究 セ ン タ ー で は 、 近 隣 の 教 育 委 員

会 、 警 察 、 公 的 機 関 な ど と 連 携 し 、 地 域 の 抱 え る 社 会 問 題 の 解 決 と 支 援 を 行 っ て い る 。 地

域 支 援 心 理 研 究 セ ン タ ー で は 学 生 が 教 育 ・ 研 究 を 実 施 す る こ と か ら 、 社 会 連 携 ・ 社 会 貢 献

活 動 と 教 育 研 究 活 動 と が 密 接 に 関 係 し て お り 、 相 互 に 活 動 を 推 進 し て い る 。  

３．地域交流、国際交流事業への参加 

 大 学 に 附 置 す る 6 つ の 研 究 所 の 主 催 す る 公 開 講 座 は 、ア ジ ア ・オ セ ア ニ ア 地 域 に 関 す る

も の 、 ベ ン チ ャ ー ビ ジ ネ ス に 関 す る も の 、 町 お こ し に 関 す る も の 等 、 多 岐 に わ た る 。 い ず

れ も 広 く 地 域 社 会 に 向 け た 講 座 で あ る と と も に 学 生 の 積 極 的 な 参 加 を 募 集 し て お り 、 学 生

と 研 究 者 と 地 域 社 会 と の 交 流 を 促 し て い る 。 ま た 茨 木 市 お よ び 茨 木 商 工 会 議 所 の 協 定 （ 資

料 9-9［ 茨 木 市 地 域 活 性 化 を 目 指 し た 産・官・学 連 携 基 本 協 定 書 ］）に 基 づ き 、行 政 や 地 域

の 諸 団 体 が 開 催 す る 催 し や 種 々 の 企 画・事 業 、例 え ば 、茨 木 フ ェ ス テ ィ バ ル（ 資 料 9-10【 ウ

ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 校 友 会 /ニ ュ ー ス：「 第 49 回 茨 木 フ ェ ス テ ィ バ ル 」に 総 勢 300 名 以

上 の 追 大 生 ＆ 校 友 会 役 員 が 参 加 ］）等 に 学 生 が 参 画 す る 等 、多 彩 な 地 域 交 流 活 動 を 展 開 し て

い る 。  

 国 際 交 流 事 業 と し て 、 本 学 で は 附 置 研 究 所 で あ る オ ー ス ト ラ リ ア ・ ア ジ ア 研 究 所 が 主 催

す る 国 際 web セ ミ ナ ー を 開 催 し て い る 。ア ジ ア・オ セ ア ニ ア 地 域 に 所 在 す る 大 学 に 所 属 し

て い る 教 員 を 招 き 、 国 際 的 な 諸 問 題 に つ い て 討 論 す る こ と に よ り 、 本 学 の 研 究 者 、 学 生 の

みならず、地域市⺠の国際交流の場を実現している（ 資 料 9-11［ メ ル ボ ル ン 大 学 の MBA

プ ロ グ ラ ム を 体 験 ・ 実 践 す る セ ミ ナ ー ］）。  

ま た 2021 年 度 よ り 国 際 交 流 教 育 セ ン タ ー 委 員 会（ 現  国 際 連 携 企 画 委 員 会 ） 主 催 の 海 外

大 学 と の 国 際 オ ン ラ イ ン 協 働 学 習 （ COIL 型 授 業 ） プ ロ グ ラ ム を 開 始 し 、 留 学 以 外 の 機 会

に お い て も 海 外 の 学 生 と 本 学 の 学 生 と が 交 流 可 能 な 場 を 設 け て い る 。 上 記 の COIL 型 授 業

と は 、 Collaborative Online International Learning の 略 称 で あ り 、 オ ン ラ イ ン を 活 用 し 、

自 国 に い な が ら 海 外 の 大 学 と 交 流 で き る 新 た な 双 方 向 型 の 教 育 手 法 で あ る （ 資 料 9-12

［ 2021 年 7 月 29 日 開 催 国 際 交 流 教 育 セ ン タ ー 委 員 会 議 事 録 ］）。  

点検・評価項目③：社会連携・社会貢献の適切性について定期的に点検・評価を行ってい 

         るか。また、その結果をもとに改善・向上に向けた取り組みを行って 

         いるか。 

１．適切な根拠（資料、情報）に基づく定期的な点検・評価 

２．点検・評価結果に基づく改善・向上 

  社 会 連 携 ・ 社 会 貢 献 活 動 に 関 す る 取 り 組 み は 、 社 会 連 携 ・ 社 会 貢 献 の 基 本 方 針 （ 資 料

評価の視点１：適切な根拠（資料、情報）に基づく定期的な点検・評価 

評価の視点２：点検・評価結果に基づく改善・向上
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9-1【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /内 部 質 保 証 、 自 己 点 検 ・ 評 価 、 認 証 評 価 /社 会 連 携 ・ 社 会

貢 献 の 基 本 方 針 ］）と 学 院 の 教 育 理 念 に 基 づ き 策 定 す る 、中 期 経 営 戦 略 の 中 で そ の 目 標 を 定

め 、運 用 し て い る 。「 第 Ⅳ 期 中 期 経 営 戦 略 」に 定 め る 戦 略 ド メ イ ン「 新 た な 知 と 価 値 を 創 造

し 持 続 的 に 研 究 成 果 を 社 会 へ 還 元 す る 仕 組 み づ く り 」の も と 、重 点 中 核 施 策（ CSF：Critical 

Success Factor）と し て「 研 究 推 進 基 盤 の 高 度 化 」や「 新 価 値 創 造 に つ な が る 産 学 官 連 携 の

組 織 的 推 進 」と い っ た 具 体 的 な 施 策 を 定 め 、こ の 進 捗 確 認 を「 第 Ⅳ 期 中 期 経 営 戦 略  PDCA

シ ー ト 」 を 用 い て 行 っ て い る （ 資 料 1-30［ 第 Ⅳ 期 中 期 経 営 戦 略 PDCA 体 制〔理事⻑室資

料 〕］）。  

 ま た 、大 学 基 準 に 定 め る 10 の 点 検 項 目 ご と に 作 成 す る「 自 己 点 検・評 価 シ ー ト 」を 用 い

て 、「 社 会 連 携・社 会 貢 献  」の 項 目 に つ い て 全 般 的 な 点 検 を 行 っ て い る（ 資 料 2-32［ 自 己

点 検・評 価 シ ー ト（ 様 式 ）］）。評 価 の 低 い 項 目 に つ い て は 改 善 内 容 を 記 載 す る こ と と し て お

り 、そ の 後 の 改 善 に つ な げ る よ う に し て い る 。な お 、当 該「 自 己 点 検・評 価 シ ー ト 」は 2023

年 度 の 状 況 を 暫 定 的 に 点 検 ・ 評 価 す る た め に 運 用 を 開 始 し た も の で あ り 、 今 後 、 よ り 各 点

検 項 目 の 改 善 に つ な が る よ う な 様 式 へ と 改 正 し 運 用 し て い き た い と 考 え て い る 。  

（２）⻑所・特⾊

＜ 積 極 的 な 地 域 ・ 社 会 連 携 活 動 ＞  

キャンパスがある⼤阪府茨⽊市だけでなく、⼤阪府外の⻑崎県⻄海市、和歌⼭県⽥辺市

な ど 自 治 体 と の 協 定 も 積 極 的 に 行 っ て い る 。 ま た 、 自 治 体 だ け で な く 、 大 阪 府 中 央 卸 売 市

場 や 農 事 組 合 法 人 見 山 の 郷 交 流 施 設 組 合 と も 連 携 し て 若 者 に 向 け た 魚 ・ 野 菜 の 摂 取 促 進 に

向 け た 取 り 組 み を 行 っ て い る（ 資 料 9-13【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /地 域 連 携 ］）（ 資 料 4-

26【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /学 生 を 交 え た プ ロ ジ ェ ク ト  見 山 の 郷 商 品 開 発 プ ロ ジ ェ ク

ト ］）。2020 年 度 の 新 型 コ ロ ナ 蔓 延 の 状 況 下 に お い て も 、連 携 活 動 を 継 続 し て お り 、た と え

ば 、Ｊ Ａ ひ だ と 連 携 し 、遠 隔 会 議 シ ス テ ム を 活 用 し た「 一 般 消 費 者 に よ る 地 方 産 地 見 学 会 」

を 企 画・運 営 す る な ど 、大 阪 か ら 地 方 一 次 産 業 の 後 方 支 援 を 続 け て い る（ 資 料 9-13【 ウ ェ

ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /地 域 連 携 ］）。  

（４）まとめ 

 社 会 連 携 ・ 社 会 貢 献 の 方 針 は 、 教 育 理 念 で あ る 「 独 立 自 彊 ・ 社 会 有 為 」 や 「 追 手 門 学 院

大 学 研 究 方 針 」を 踏 ま え 、社 会 連 携・社 会 貢 献 全 般 に 関 す る こ と 、人 材 育 成 に 関 す る こ と 、

知 識 ・ 技 術 等 の 還 元 に 関 す る こ と に つ い て 定 め 、 そ れ ら の 具 体 的 な 取 り 組 み を 示 し 、 本 学

HP に 公 開 し て い る 。ま た 社 会 連 携・社 会 貢 献 活 動 を 推 進 し 、上 記 の 目 標 を 達 成 す る た め 、

本 学 で は 産 学 官 連 携 推 進 本 部 を 組 織 し て 、 諸 規 程 を 定 め 、 環 境 を 整 備 し て い る 。  

 学 外 と の 適 切 な 連 携 体 制 に つ い て 、 研 究 所 ・ 研 究 セ ン タ ー を 通 し た 産 学 官 連 携 活 動 や 、

地 域 創 造 学 部 に お け る 授 業 科 目 に て 全 国 の 様 々 な 地 域 の 課 題 を 研 究 ・ 調 査 す る フ ィ ー ル ド

ワ ー ク を 実 践 す る 中 で 、 社 会 貢 献 社 会 連 携 を 図 っ て い る 。 ま た 全 学 組 織 と し て 研 究 企 画 課

の も と に 産 学 官 連 携 オ フ ィ ス を 設 置 し 、大 学 全 体 の 研 究 シ ー ズ を 自 治 体 や 企 業 等 に つ な げ 、
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社 会 連 携 ・ 社 会 貢 献 を 行 っ て い る 。  

 地 域 創 造 学 部 の 実 施 す る 社 会 貢 献 ・ 社 会 連 携 活 動 は 正 課 の 授 業 科 目 に お い て 実 践 し て い

る こ と か ら 、 教 育 研 究 活 動 と 強 固 に つ な が り 相 互 に 活 動 を 推 進 し て い る 。  

ま た 研 究 企 画 課 お よ び 産 学 官 連 携 推 進 オ フ ィ ス で の 種 々 の 取 り 組 み は 、 受 託 研 究 や 共 同

研 究 を 通 じ て 社 会 へ 還 元 し て い る 。 さ ら に 大 学 の 附 置 研 究 所 で あ る 地 域 支 援 心 理 研 究 セ ン

タ ー で は 地 域 の 抱 え る 社 会 問 題 の 解 決 と 支 援 を 図 る 機 能 を 持 つ と 同 時 に 学 生 の 教 育 研 究 実

践 の 場 で も あ る こ と か ら 、 社 会 貢 献 ・ 社 会 連 携 活 動 と 教 育 研 究 活 動 が 相 互 に 活 動 を 推 進 し

て い る 。  

 地 域 交 流 事 業 と し て は 本 学 の 附 置 研 究 所 で 公 開 講 座 を 実 施 し た り 、 行 政 や 各 種 団 体 が 開

催 す る 催 し に 教 員 や 学 生 が 参 画 し た り と 、 多 面 的 な 活 動 を 展 開 し て い る 。 国 際 交 流 事 業 と

し て は 、本 学 の 附 置 研 究 施 設 で あ る オ ー ス ト ラ リ ア・ア ジ ア 研 究 所 が 国 際 Web セ ミ ナ ー を

開 催 し て い る 。た だ し 、今 後 の 課 題 と し て は 、2022 年 に 国 際 学 部 を 設 置 し た こ と か ら 、国

際 交 流 分 野 に お い て も 多 彩 な 社 会 連 携 ・ 社 会 貢 献 活 動 を 進 め て い く 必 要 が あ る 。  

 中 期 経 営 戦 略 で 定 め た 、 社 会 連 携 ・ 社 会 貢 献 に 関 す る 経 営 目 標 に つ い て は 「 第 Ⅳ 期 中 期

経 営 戦 略  PDCA シ ー ト 」を 用 い て 進 捗 管 理 を 行 う と と も に 、社 会 連 携・社 会 貢 献 活 動 全 般

に つ い て の 自 己 点 検・評 価 は 、「 自 己 点 検・評 価 シ ー ト 」を 用 い て 行 い 、内 部 質 保 証 推 進 会

議 や 自 己 点 検 評 価 委 員 会 で の 審 議 の う え 、 改 善 に つ な げ る こ と と し て い る 。  
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第 10 章 大学運営（１）大学運営 

（１） 現状説明 

点検・評価項⽬①：⼤学の理念・⽬的、⼤学の将来を⾒据えた中・⻑期の計画等を実現す

         るために必要な大学運営に関する大学としての方針を明示している 

         か。 

１．⼤学の理念・⽬的、⼤学の将来を⾒据えた中・⻑期の計画等を実現するための⼤学運

  営に関する方針の明示 

２．学内構成員に対する大学運営に関する方針の周知 

 2040 年 は 、「 2040 年 問 題 」と も い わ れ る よ う に 日 本 社 会 に お い て 高 齢 者（ 65 歳 以 上 ）人

口 の 割 合 が 増 大 す る 一 方 で 生 産 年 齢 人 口 の 減 少 が 同 時 進 行 で 起 こ り 、 国 内 経 済 や 社 会 維 持

が 困 難 な 状 況 に 陥 る と さ れ る 問 題 の 年 で あ る 。本 学 院 で は 、2018 年 に 生 ま れ た 子 ど も た ち

が 大 学 を 卒 業 し 、社 会 に 出 て い く 年 が 2040 年 と な る こ と か ら 、2018 年 度 に 、「 学 校 法 人 追

手⾨学院『⻑期構想 2040』」を 策 定 し た（ 資 料 1-3［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院  ⻑期構想 2040］）。  

こ れ は 、2040 年 と い う 予 測 不 可 能 な 時 代 の 到 来 に 向 け て 、「 独 立 自 彊・社 会 有 為  −自 由

と 調 和 の 人 間 教 育 を 目 指 し て−」 と い う 教 育 理 念 に 基 づ き 、 本 学 院 が イ ノ ベ ー シ ョ ン の 発

信 拠 点 と し て 地 域 社 会 、 国 家 お よ び 国 際 社 会 に 貢 献 で き る 存 在 と な る よ う 、 学 院 の 目 指 す

べ き 方 向 性 を 明 確 に し た も の で あ る 。こ れ に 基 づ き 中 期 経 営 戦 略（ 資 料 1-28【 ウ ェ ブ 】［ 学

校 法 人 追 手 門 学 院 /第 Ⅳ 期 中 期 経 営 戦 略 ］） を 策 定 し 、 学 院 HP に 掲 載 し て 法 人 の 教 職 員 の

み な ら ず 、 社 会 に 向 け 明 示 お よ び 周 知 し て い る （ 資 料 8-19【 ウ ェ ブ 】［ 学 校 法 人 追 手 門 学

院 ］）。  

さ ら に 、 中 期 経 営 戦 略 に 基 づ い た 大 学 運 営 に か か る 事 業 計 画 は 、 す べ て の 教 職 員 に 明 示

さ れ て お り 、 そ の 計 画 達 成 に 向 け た 目 標 が 設 定 さ れ 、 目 標 達 成 の た め に 取 り 組 む べ き 各 施

策 を 各 部 署・学 部 等 の 重 点 中 核 施 策（ CSF:Critical Success Factor）と し て 具 体 的 に 示 し て

い る 。  

 ま た 、 日 本 私 立 大 学 連 盟 が 策 定 し た 「 私 立 大 学 ガ バ ナ ン ス コ ー ド 」 を 大 学 運 営 に お け る

指 針 と す る こ と で 、ガ バ ナ ン ス の 強 化 と 健 全 性 の 向 上 を 図 っ て い る（ 資 料 10-1-1【 ウ ェ ブ 】

［ 追 手 門 学 院 大 学 /ガ バ ナ ン ス コ ー ド ］）。  

評価の視点１：⼤学の理念・⽬的、⼤学の将来を⾒据えた中・⻑期の計画等を実現するた

めの大学運営に関する方針の明示 

評価の視点２：学内構成員に対する大学運営に関する方針の周知 
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点検・評価項⽬②：⽅針に基づき、学⻑をはじめとする所要の職を置き、教授会等の組織

         を設け、これらの権限等を明示しているか。また、それに基づいた適 

         切な大学運営を行っているか。 

１．適切な大学運営のための組織の整備 

学 校 法 人 の 業 務 の 円 滑 な 遂 行 に 資 す る た め 、「 寄 附 行 為 」（ 資 料 1-1【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学

院 大 学 /情 報 公 開 /寄 附 行 為 /学 校 法 人 追 手 門 学 院 寄 附 行 為 ］）、同「 施 行 細 則 」（ 資 料 10-1-2

［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院 寄 附 行 為 施 行 細 則 ］）、「 常 任 理 事 会 規 程 」（ 資 料 10-1-3［ 学 校 法 人 追

手 門 学 院 常 任 理 事 会 規 程 ］）、「 大 学 教 育 研 究 評 議 会 規 程 」（ 資 料 2-16［ 追 手 門 学 院 大 学 教 育

研 究 評 議 会 規 程 ］）、「 全 学 教 授 会 及 び 学 部 会 議 等 に 関 す る 規 程 」（ 資 料 2-9［ 追 手 門 学 院 大

学 全 学 教 授 会 及 び 学 部 会 議 に 関 す る 規 程 ］） を 定 め 、 そ れ ら に 基 づ き 理 事 会 、 常 任 理 事 会 、

評 議 員 会 、 大 学 教 育 研 究 評 議 会 、 全 学 教 授 会 、 学 部 会 議 等 の 組 織 機 能 を 規 定 し 、 ま た 、 理

事⻑・学⻑等の職務に関する主な権限を「職務権限規程」（ 資 料 10-1-4［ 学 校 法 人 追 手 門 学

院 職 務 権 限 規 程 ］）等 に 規 定 し 、権 限 と 責 任 を 明 確 化 し て い る 。ま た 、円 滑 な 組 織 運 営 の た

め 、そ の 他 の 規 程 に つ い て も 広 範 に 整 備 し て い る（ 資 料 10-1-5［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院 規 程

集 ］）。  

①学⻑の選任⽅法と権限の明⽰

 学⻑の選任⽅法は、「追手⾨学院⼤学学⻑選考規程」（ 資 料 10-1-6［ 追 手 門 学 院⼤学学⻑

選 考 規 程 ］）において、学⻑候補者選考委員会の設置およびその構成、推薦⽅法などさまざ

ま な 項 目 を 定 め て い る 。  

 学⻑の職務権限として「学校法人追手⾨学院寄附⾏為施⾏細則」第 5 条において「学⻑

は、理事⻑を補佐し、追手⾨学院⼤学の校務をつかさどり、所属職員を統督する」と規定

さ れ て い る （ 資 料 10-1-2［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院 寄 附 行 為 施 行 細 則 ］）。  

②役職者の選任方法と権限の明示 

各 役 職 者 の 選 任 方 法 と 職 務 権 限 は そ れ ぞ れ 以 下 の と お り 定 め ら れ て い る 。

評価の視点１：適切な大学運営のための組織の整備 

① 学⻑の選任⽅法と権限の明⽰

② 役職者の選任方法と権限の明示 

③ 学⻑による意思決定及びそれに基づく執⾏等の整備 

④ 教授会の役割の明確化 

⑤ 学⻑による意思決定と教授会の役割との関係の明確化 

⑥ 教学組織（大学）と法人組織（理事会等）の権限と責任の明確化 

⑦ 学生、教職員からの意見への対応 

評価の視点２：適切な危機管理対策の実施 
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Ⅰ．副学⻑ 副学⻑の選任⽅法は「追手⾨学院⼤学副学⻑の選任等に関する規程」（ 資 料 10-

1-7［追手⾨学院⼤学副学⻑の選任等に関する規程］）第 5 条において、「学⻑が副学⻑侯

補者を選考し、理事⻑に推薦し、その推薦にもとづき理事⻑が理事会の議を経て任命す

る」と定められ、副学⻑の職務権限として「学校法人追手⾨学院職員の職制に関する規

程 」（ 資 料 10-1-8［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院 職 員 の 職 制 に 関 す る 規 程 ］）第 7 条 に お い て 、「 副

学⻑は、学⻑を補佐し、命を受けて⼤学の担当業務を統括する。学⻑が不在のときは職

務を代理し、学⻑が⽋けたときはその 職 務 を 行 う 」 と 定 め ら れ て い る 。  

II．⼤学院⻑ ⼤学院⻑の選任⽅法は、「追手⾨学院⼤学⼤学院⻑規程」（ 資 料 10-1-9［ 追

手⾨学院⼤学⼤学院⻑規程］）第 2 条 に お い て 定 め ら れ て い る 。  

⼤学院⻑の職務権限として「追手⾨学院⼤学⼤学院⻑規程」第 3 条 、「 学 校 法 人 追 手 門

学 院 職 員 の 職 制 に 関 す る 規 程 」（ 資 料 10-1-8［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院 職 員 の 職 制 に 関 す る

規 程 ］）第 9 条 第 2 項において「⼤学院⻑は、⼤学院の業務を統括する」と定められてい

る 。  

III. 研究科⻑ 研究科⻑の選任⽅法は「追手⾨学院⼤学⼤学院研究科⻑選考規程」（ 資 料

10-1-10［追手⾨学院⼤学⼤学院研究科⻑選考規程］）第 4 条 に お い て 定 め ら れ て い る 。 

研究科⻑の職務権限は、「学校法人追手⾨学院職員の職制に関する規程」（ 資 料 10-1-8

［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院 職 員 の 職 制 に 関 す る 規 程 ）第 10 条において「研究科⻑は、当該研

究 科 の 業 務 を 掌 理 し 、当 該 研 究 科 に 関 す る 業 務 を 運 営 管 理 す る 」こ と と さ れ て お り 、「 追

手⾨学院⼤学⼤学院研究科⻑の職務に関する規程」（ 資 料 10-1-11［ 追 手 門 学 院 大 学 大 学

院研究科⻑の職務に関する規程］）第 2 条 に お い て 定 め ら れ て い る 。  

IV．学部⻑ 学部⻑の選任⽅法は「追手⾨学院⼤学学部⻑選考規程」（ 資 料 10-1-12［ 追 手

⾨学院⼤学学部⻑選考規程］）第 4 条において、「学⻑が、学部⻑候補者を理事⻑に推薦

し、理事⻑が学部⻑候補者のうちから常任理事会の議を経て任命する」とし、学部⻑の

職 務 権 限 は 「 学 校 法 人 追 手 門 学 院 職 員 の 職 制 に 関 す る 規 程 」（ 資 料 10-1-8［ 学 校 法 人 追

手 門 学 院 職 員 の 職 制 に 関 す る 規 程 ］）第 11 条において、「学部⻑は、当該学部の所属職員

を 統 括 し 、 当 該 学 部 に 関 す る 業 務 を 運 営 管 理 す る 」 こ と と さ れ て お り 、 具 体 的 に は 「 追

手 門 学 院 大 学 に お け る学部⻑の職務に関する規程」（ 資 料 10-1-13［ 追 手 門 学 院 大 学 に お

ける学部⻑の職務に関する規程］）第 2 条 に お い て 定 め ら れ て い る 。  

V．副学部⻑ 副学部⻑の選任⽅法、職務権限は、「追手⾨学院⼤学副学部⻑選考規程」（ 資

料 10-1-14［追手⾨学院⼤学副学部⻑選考規程］）第 2 条 、第 3 条 に お い て 定 め ら れ て い

る 。  

VI．学部⻑補佐 学部⻑補佐の選任⽅法、職務権限は、「追手⾨学院⼤学学部⻑補佐に関す

る 規 程 」（ 資 料 10-1-15［追手⾨学院⼤学学部⻑補佐に関する規程］）第 2 条 、 第 3 条 に

お い て 定 め ら れ て い る 。  
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VII．学科⻑ 学科⻑の選任⽅法、職務権限は、「追手⾨学院⼤学の各学科⻑の職務に関す

る 規 程 」（ 資 料 10-1-16［追手⾨学院⼤学の各学科⻑の職務に関する規程］）第 2 条 、 第

3 条 に お い て 定 め ら れ て い る 。  

VIII．領域⻑ 本学では、共通教育機構において各科⽬領域の統括者として「領域⻑」を

配 置 し て い る 。 領 域⻑の 選 任 方 法 は 、「 追 手 門 学 院 大 学 共 通 教 育 機 構 規 程 」（ 資 料 10-1-

17［ 追 手 門 学 院 大 学 共 通 教 育 機 構 規 程 ］） 第 3 条 第 3 項において、領域⻑は副学⻑が推

薦し、学⻑が任命するとされており、職務権限は「学校法人追手⾨学院職員の職制に関

す る 規 程 」（ 資 料 10-1-8［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院 職 員 の 職 制 に 関 す る 規 程 ］） 第 14 条 の 2

第 2 項において、「領域⻑は、共通教育機構を統括する副学⻑の指⽰の下で、共通教育機

構 に お け る 領 域 グ ル ー プ の 業 務 を 掌 理 す る 」 と 定 め ら れ て い る 。  

IX．部⻑及び館⻑ 部⻑および館⻑の選任⽅法は、「追手⾨学院⼤学部⻑等選考規程」（ 資

料 10-1-18［追手⾨学院⼤学部⻑等選考規程］）第 2 条において、「部⻑等は、 大 学 専 任

教員のうちから副学⻑が推薦し、常任理事会の議を経て、学⻑が任命する」とされてお

り 、職 務 権 限 は 、「 学 校 法 人 追 手 門 学 院 職 員 の 職 制 に 関 す る 規 程 」（ 資 料 10-1-8［ 学 校 法

人 追 手 門 学 院 職 員 の 職 制 に 関 す る 規 程 ］） 第 15 条 に お い て 定 め ら れ て い る 。  

X．研究所⻑及びセンター⻑ その他研究所⻑およびセンター⻑の選任⽅法は各研究所等

の規程において常任理事会の議を経て、学⻑が任命するとされており、職務権限は、「学

校 法 人 追 手 門 学 院 職 員 の 職 制 に 関 す る 規 程 」（ 資 料 10-1-8［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院 職 員 の

職 制 に 関 す る 規 程 ］）第 16 条 に お い て「 当 該 上 司 の 命 を 受 け て 、研 究 所 、セ ン タ ー 及 び

研 究 室 を 統 括 し 、 そ の 運 営 管 理 に あ た る 」 と 定 め ら れ て い る 。  

③学⻑による意思決定及びそれに基づく執⾏等の整備

学⻑による意思決定や執⾏等の整備については、2015（ 平 成 27）年 度 の 学 校 教 育 法 等 の

改 正 に 伴 い 、「 学 校 法 人 追 手 門 学 院 職 務 権 限 規 程 」（ 資 料 10-1-4［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院 職 務

権 限 規 程 ］）第 13 条において、学⻑は「⼤学の包括的な最終責任者としての意思決定の権

限を有する」と学⻑を最終的な意思決定権者として位置づけている。

そ れ と と も に 、副学⻑の役割は「学校法人追手⾨学院職員の職制に関する規程」（ 資 料 10-

1-8［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院 職 員 の 職 制 に 関 す る 規 程 ］）第 7 条に「副学⻑は、学⻑を補佐し、

命を受けて⼤学の担当業務を統括する。学⻑が不在のときは職務を代理し、学⻑が⽋けた

ときはその職務を⾏う」と定めており、学⻑の指揮のもとで⼤学業務が執⾏される体制に

つ い て も 整 備 を 行 っ て い る 。  

④教授会の役割の明確化 

本学では、学⻑が意思決定を⾏うにあたり意⾒を述べる「教授会」に相当する会議体と

し て 、 全 学 教 授 会 、 学 部 会 議 及 び 研 究 科 委 員 会 を 置 い て い る 。 ま た、学⻑による意思決定
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を 補 佐 す る 会 議 体 と し て 大 学 教 育 研 究 評 議 会 を 置 い て い る 。 全 学 教 授 会 等 で 出 さ れ た 意 見

をふまえ、学⻑による意思決定やその諮問機関としての⼤学教育研究評議会で審議がなさ

れ て い る 。 こ れ ら 会 議 体 の 役 割 は 以 下 の 通 り 定 め ら れ て い る 。  

Ⅰ  大 学 教 育 研 究 評 議 会  大 学 教 育 研 究 評 議 会 に つ い て は 「 追 手 門 学 院 大 学 教 育 研 究 評 議

会 規 程 」（ 資 料 2-16［ 追 手 門 学 院 大 学 教 育 研 究 評 議 会 規 程 ］）第 3 条 に お い て 定 め ら れ て

い る 。  

Ⅱ  全 学 教 授 会  全 学 教 授 会 に つ い て は 「 追 手 門 学 院 大 学 全 学 教 授 会 及 び 学 部 会 議 に 関 す

る 規 程 」（ 資 料 2-9［ 追 手 門 学 院 大 学 全 学 教 授 会 及 び 学 部 会 議 に 関 す る 規 程 ］） 第 2 条 に

お い て 定 め ら れ て い る 。  

Ⅲ  学 部 会 議  学 部 会 議 に つ い て は 「 追 手 門 学 院 大 学 全 学 教 授 会 及 び 学 部 会 議 に 関 す る 規

程 」（ 資 料 2-9［ 追 手 門 学 院 大 学 全 学 教 授 会 及 び 学 部 会 議 に 関 す る 規 程 ］） 第 9 条 に お い

て 定 め ら れ て い る 。  

Ⅳ  研 究 科 委 員 会  研 究 科 委 員 会 に つ い て は 「 追 手 門 学 院 大 学 大 学 院 研 究 科 委 員 会 規 程 」

（ 資 料 10-1-19［ 追 手 門 学 院 大 学 大 学 院 研 究 科 委 員 会 規 程 ］）第 3 条 に お い て 定 め ら れ て

い る 。  

⑤学⻑による意思決定と教授会の役割との関係の明確化

大 学 教 育 研 究 評 議 会 、 全 学 教 授 会 、 学 部 会 議 及 び 研 究 科 委 員 会 は 、 上 記 、 ④ 教 授 会 の 役 割

の 明 確 化 に お い て 既 述 し た よ う に 、「 追 手 門 学 院 大 学 教 育 研 究 評 議 会 規 程 」（ 資 料 2-16［ 追

手 門 学 院 大 学 教 育 研 究 評 議 会 規 程 ］）第 3 条 、「 追 手 門 学 院 大 学 全 学 教 授 会 及 び 学 部 会 議 に

関 す る 規 程 」（ 資 料 2-9［ 追 手 門 学 院 大 学 全 学 教 授 会 及 び 学 部 会 議 に 関 す る 規 程 ］）第 2 条 、

第 9 条 、「 追 手 門 学 院 大 学 大 学 院 研 究 科 委 員 会 規 程 」（ 資 料 10-1-19［ 追 手 門 学 院 大 学 大 学

院 研 究 科 委 員 会 規 程 ］）第 3 条において、それぞれ「学⻑が次の各号に掲げる事項について

決定を⾏うにあたり意⾒を述べるものとする」とし、学⻑の諮問機関であることを規定し

て い る 。  

⑥教学組織（大学）と法人組織（理事会等）の権限と責任の明確化 

法 人 組 織 で あ る 理 事 会 に つ い て は 、「 学 校 法 人 追 手 門 学 院 寄 附 行 為 施 行 細 則 」（ 資 料 10-

1-2［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院 寄 附 行 為 施 行 細 則 ］）に お い て 定 め ら れ て お り 、2023 年 ９ 月 １ 日

現 在 に お い て ９ 人 の 理 事 で 構 成 さ れ て い る（ 資 料 10-1-20【 ウ ェ ブ 】［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院

/役 員 一 覧 ］）。  

ま た 、常 任 理 事 会 は 、「 学 校 法 人 追 手 門 学 院 寄 附 行 為 施 行 細 則 」第 ４ 条 第 ２ 項 に お い て「 常

任 理 事 会 は 、 理 事 会 か ら の 諮 問 事 項 、 理 事 会 に 付 議 す る 項 目 に つ い て 審 議 、 決 定 す る と と

もに、理事会及び理事⻑の補佐機関として、⽇常業務執⾏上の重要⼜は必要事項について
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審 議 、 決 定 す る 」 と 規 定 さ れ て い る 。  

一 方 、教 学 組 織 で あ る 大 学 教 育 研 究 評 議 会 に つ い て は 、「 学 校 法 人 追 手 門 学 院 寄 附 行 為 施

行 細 則 」第 ６ 条 第 ２ 項 に お い て 、「 大 学 教 育 研 究 評 議 会 は 大 学 の 教 育・研 究 に 関 す る 重 要 事

項 を 審 議 す る 」 と 定 め ら れ て お り 、 教 学 組 織 （ 大 学 ） と 法 人 組 織 の 権 限 と 責 任 が 明 確 化 さ

れ て い る （ 資 料 10-1-2［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院 寄 附 行 為 施 行 細 則 ］）。  

⑦学生、教職員からの意見への対応 

 ク ラ ブ や サ ー ク ル 等 の 課 外 活 動 団 体 や 学 園 祭 実 行 委 員 会 、 ま た 教 職 員 で 学 友 会 「 追 風 」

を 組 織 し て お り 、 本 学 の 教 育 ・ 研 究 活 動 の 発 展 に 向 け た 活 動 を 行 っ て い る 。 会 議 体 で あ る

学 友 会 追 風 総 会 に お い て は 、「 追 風 」の 運 営 に つ い て 審 議 し 、そ の 際 に 学 生 の 意 見 を 聞 い て

い る （ 資 料 10-1-21［ 追 手 門 学 院 大 学 学 友 会 追 風 会 則 ］）。  

 ま た 、 教 職 員 か ら の 意 見 聴 取 は 、 教 員 に つ い て は 全 学 教 授 会 を 通 じ て 、 事 務 職 員 に つ い

て は 自 己 申 告 書 を 用 い て 、 そ れ ぞ れ 行 っ て い る 。 全 学 教 授 会 は 「 大 学 全 体 の 教 育 研 究 及 び

社 会 貢 献 に 関 す る 重 要 な 事 項 で 、 全 学 教 授 会 の 意 見 を 聴 く こ と が 必 要 な も の 」 を は じ め と

し て 、 大 学 運 営 に 関 す る 事 項 に つ い て 意 見 を 述 べ る こ と が 「 追 手 門 学 院 大 学 全 学 教 授 会 及

び 学 部 会 議 に 関 す る 規 程  」に 定 め ら れ て い る（ 資 料 2-9［ 追 手 門 学 院 大 学 全 学 教 授 会 及 び

学 部 会 議 に 関 す る 規 程 ］）。 全 学 教 授 会 に て 聴 取 さ れ た 意 見 は 、 大 学 教 育 研 究 評 議 会 に お い

て 回 答 が な さ れ て い る （ 資 料 10-1-22［ 2023 年 3 月 16 日 開 催 大 学 教 育 研 究 評 議 会 議 事 録

（ 抜 粋 ）］）（ 資 料 10-1-23［ 2023 年 7 月 13 日 開 催 大 学 教 育 研 究 評 議 会 議 事 録 （ 抜 粋 ）］）。

自 己 申 告 書 に つ い て は 例 年 11 月 ご ろ に 事 務 職 員 に 回 答 案 内 が な さ れ 、 主 に は 自 身 の キ ャ

リ ア に つ い て 問 う も の で あ る も の の 、 大 学 運 営 に 関 す る 意 見 が あ っ た 際 に は 執 行 部 へ と 共

有 す る こ と と し て い る （ 資 料 10-1-24［ 2023 年 度 自 己 申 告 書 回 答 案 内 ］）。  

２．適切な危機管理対策の実施 

【 包 括 的 危 機 管 理 体 制 】  

（ ア ） 危 機 管 理 体 制  

直 面 し 得 る 様 々 な リ ス ク を 未 然 に 低 減 し 、 ま た 、 発 生 し た 場 合 の 被 害 を 最 小 限 に 抑 え る

こ と を 目 的 と し た リ ス ク 管 理 ・ 危 機 対 応 に 関 す る 学 院 全 体 の 基 本 的 な 方 針 を ま と め 「 追 手

門 学 院 リ ス ク 管 理・危 機 対 応 方 針 」（ 資 料 10-1-25［ 追 手 門 学 院 リ ス ク 管 理・危 機 対 応 方 針 ］）

及 び「 リ ス ク 管 理・危 機 対 応 ガ イ ド ラ イ ン 」（ 資 料 10-1-26［ 追 手 門 学 院 リ ス ク 管 理・危 機

対 応 ガ イ ド ラ イ ン ］） を 定 め て い る 。  

ま た 、 危 機 対 応 ガ イ ド ラ イ ン に よ る 共 通 認 識 の 下 、 不 測 の 事 態 に 備 え る た め 、 大 学 ・ 各

学 校 ・ 園 ご と に 事 象 別 危 機 対 応 マ ニ ュ ア ル を 作 成 し 、 緊 急 時 の 対 応 を 取 り 決 め て い る 。  

（ イ ） リ ス ク 管 理 委 員 会  

追 手 門 学 院 リ ス ク 管 理 ・ 危 機 対 応 方 針 に 基 づ き 定 め る 「 追 手 門 学 院 リ ス ク 管 理 ・ 危 機 対

応 規 程 」（ 資 料 10-1-27［ 追 手 門 学 院 リ ス ク 管 理 ・ 危 機 対 応 規 程 ］） 第 3 条 に お い て 、 学 院

の 全 体 の リ ス ク を 管 理 す る 組 織 と し て リ ス ク 管 理 委 員 会 を 設 置 す る こ と を 定 め て い る 。  
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リ ス ク 管 理 委 員 会 は 、 学 院 全 体 の リ ス ク 管 理 と 危 機 対 応 に 関 す る 総 合 的 な 体 制 を 整 備 す

る た め の リ ス ク 管 理 ・ 危 機 対 応 ガ イ ド ラ イ ン を 整 備 し 、 緊 急 時 に は 必 要 な 措 置 を 講 ず る と

と も に 、 内 外 へ の 社 会 的 責 任 の 明 示 と 啓 発 活 動 を 行 う こ と を 目 的 と す る 組 織 で あ る 。 本 委

員会は理事⻑を委員⻑として、専務理事、学⻑、初等中等教育⻑、理事⻑が必要と認めた

者 で 構 成 し 、 大 学 ・ 各 学 校 ・ 園 で 運 営 す る 小 委 員 会 と 連 携 し て 各 々 の リ ス ク 管 理 ・ 危 機 対

応 を 実 施 し て い る 。  

【 個 別 事 象 に 対 す る 危 機 管 理 】  

（ ア ） 防 火 ・ 防 災 管 理  

 防 火 防 災 管 理 の 徹 底 を 期 す た め 、「 追 手 門 学 院 大 学 防 火 ・ 防 災 管 理 規 程 」（ 資 料 10-1-28

［ 追 手 門 学 院 大 学 防 火・防 災 管 理 規 程 ］）に 基 づ き 防 火・防 災 管 理 委 員 会 を 置 き 、毎 年 、防

火・防 災・ 避 難 訓 練 等 を 実 施 し て い る（ 資 料 10-1-29［ 2023 年 度 防 火・防 災・避 難 訓 練 の

手 引 き（ 安 威 キ ャ ン パ ス ）］）（ 資 料 10-1-30［ 2023 年 度 防 火・防 災・避 難 訓 練 の 手 引 き（ 総

持 寺 キ ャ ン パ ス ）］）。特に、総持寺キャンパスにおいては⾷堂を地域住⺠にも開放しており、

特 定 防 火 対 象 物 に 指 定 さ れ て い る た め 、テ ナ ン ト 従 業 員 も 含 め て 年 2 回 の 訓 練 を 実 施 し て

い る 。  

 ま た 、 学 生 、 教 員 に つ い て は 「 安 否 確 認 シ ス テ ム 」（ 資 料 10-1-31［ ANPIC_簡 単 操 作 ガ

イ ド （ 配 布 用 ス マ ホ 版 ）］） を 導 入 し 、 災 害 時 の 安 否 確 認 及 び 被 害 状 況 確 認 を 行 う こ と と し

て 運 用 し て お り 、年 2 回 の 安 否 確 認 シ ス テ ム シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 訓 練 を 実 施 し て い る 。な お 、

2024 年 度 か ら は 、学 生 が 所 持 す る ス マ ー ト フ ォ ン か ら 速 や か に 学 内 の 様 々 な 情 報 を 得 、ま

た サ ー ビ ス を 受 け ら れ る「 OIDAI ア プ リ 」を 用 い て 安 否 確 認 を 行 う 予 定 で あ り 、よ り 迅 速

か つ 網 羅 的 な 安 否 確 認 の 実 現 を 企 図 し て い る 。  

（ イ ） 情 報 セ キ ュ リ テ ィ に 対 す る 危 機 管 理  

情 報 シ ス テ ム 系 の 危 機 管 理 体 制 と し て 、「 追 手 門 学 院 情 報 セ キ ュ リ テ ィ ポ リ シ ー 」（ 資 料

10-1-32［ 追 手 門 学 院 情 報 セ キ ュ リ テ ィ ポ リ シ ー ］）、「 追 手 門 学 院 情 報 セ キ ュ リ テ ィ 規 程 」

（ 資 料 10-1-33［ 追 手 門 学 院 情 報 セ キ ュ リ テ ィ 規 程 ］）、「 追 手 門 学 院 情 報 セ キ ュ リ テ ィ ガ イ

ド ラ イ ン 」（ 資 料 10-1-34［ 追 手 門 学 院 情 報 セ キ ュ リ テ ィ ガ イ ド ラ イ ン ］）、「 追 手 門 学 院 情

報 セ キ ュ リ テ ィ イ ン シ デ ン ト 対 応 体 制 細 則 」（ 資 料 10-1-35［ 追 手 門 学 院 情 報 セ キ ュ リ テ ィ

イ ン シ デ ン ト 対 応 体 制 細 則 ］）を 制 定 し て お り 、法 人 に お け る 情 報 セ キ ュ リ テ ィ を 確 保 す る

た め に 必 要 な 組 織 ・ 体 制 、 基 準 、 指 針 等 を 定 め て い る 。  

（ ウ ） 個 人 情 報 に 対 す る 危 機 管 理  

「 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 法 律 」「 行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号

の 利 用 等 に 関 す る 法 律 」 に 基 づ き 、 法 人 の 取 り 扱 う 個 人 情 報 及 び 特 定 個 人 情 報 等 の 適 正 な

取 扱 い を 確 保 す る た め 、「 学 校 法 人 追 手 門 学 院 に お け る 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 規 程 」（ 資

料 10-1-36［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院 に お け る 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 規 程 ］）、「 個 人 番 号 及 び

特 定 個 人 情 報 取 扱 規 則 」（ 資 料 10-1-37［ 個 人 番 号 及 び 特 定 個 人 情 報 取 扱 規 則 ］） を 制 定 し

て い る 。 同 規 程 に 基 づ き 、 保 有 個 人 デ ー タ の 管 理 に 係 る 重 要 事 項 の 決 定 、 連 絡 調 整 等 を 行

う た め 、 追 手 門 学 院 個 人 情 報 保 護 委 員 会 を 設 け て お り 、 個 人 情 報 保 護 に 関 す る 重 要 事 項 を

審 議 、 決 定 し て い る 。  
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（ エ ） 海 外 に お け る 事 故 等 緊 急 事 態 に 対 す る 危 機 管 理  

 2020 年 か ら 2022 年 に か け て は コ ロ ナ 禍 に よ り 人 数 が 減 っ て い た も の の 、継 続 し て 国 際

交 流 を 推 進 し 、 学 生 の 海 外 留 学 、 海 外 セ ミ ナ ー 、 海 外 ボ ラ ン テ ィ ア 等 、 学 生 な ら び に 教 職

員 を 派 遣 し て い る 。 こ の た め 、本 学 の プ ロ グ ラ ム に よ り 、海 外 へ 学 生・教 職 員 を 派 遣 す る

際 、危 機 発 生 時 に 対 応 す べ き 内 容 を あ ら か じ め 策 定 し 、「 海 外 に お け る 事 故 等 緊 急 事 態 対 応

マ ニ ュ ア ル 」（ 資 料 10-1-38［ 追 手 門 学 院 大 学  海 外 に お け る 事 故 等 緊 急 事 態 対 応 マ ニ ュ ア

ル ］） を 定 め て い る 。  

点検・評価項目③：予算編成及び予算執行を適切に行っているか。  

１．予算執行プロセスの明確性及び透明性 

①内部統制等 

②予算執行に伴う効果を分析し検証する仕組みの設定 

本 学 院 で は 、 永 続 的 な 教 育 研 究 活 動 を 行 う た め 、 将 来 の 施 設 設 備 投 資 に 対 す る 財 政 計 画

を 策 定 し て い る 。ま た 、「⻑期計画 2030」（ 資 料 1-25［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院  ⻑期計画 2030］）

に 掲 げ る 経 営 水 準 の 安 定 化 を 目 指 す た め 、中 期 計 画 と し て「 第 Ⅳ 期 中 期 経 営 戦 略 」（ 資 料 1-

28【 ウ ェ ブ 】［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院 /第 Ⅳ 期 中 期 経 営 戦 略 ］）を 策 定 し て お り 、KGI の ひ と つ

で あ る 事 業 活 動 収 支 差 額 比 率 10%の 達 成 に 向 け た 財 政 計 画 を 策 定 し た 。財 政 計 画 を 含 む 第

Ⅳ 期 中 期 経 営 戦 略 に つ い て は 学 内 説 明 会 を 実 施 し 、 電 子 媒 体 に よ っ て 教 職 員 に 方 針 を 明 示

し て い る 。 中 期 経 営 戦 略 に 紐 づ く 各 年 度 の 事 業 計 画 と 予 算 は 密 接 に 結 び つ く も の で あ り 、

事 業 計 画 の 冒 頭 で は 「 第 Ⅳ 期 中 期 経 営 戦 略 」 の 戦 略 概 要 や 方 針 を 明 示 し 、 予 算 編 成 方 針 に

お い て も 触 れ て い る （ 資 料 10-1-39【 ウ ェ ブ 】［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院 /学 校 法 人 追 手 門 学 院  

2023（ 令 和 5） 年 度  事 業 計 画 書 ］）。  

具 体 的 な 予 算 編 成 プ ロ セ ス と し て 、 理 事 会 で 承 認 さ れ た 予 算 編 成 方 針 や 申 請 時 の 注 意 点

等 を 周 知 し た 上 で 、 各 予 算 部 門 か ら 予 算 申 請 が な さ れ る 。 予 算 申 請 で は 、 ま ず 各 予 算 部 門

の所属⻑は、必要となる予算を積算し、各部局の局室⻑に予算要求書を提出する。各部局

の局室⻑は、各予算部⾨から提出された予算申請内容を精査し、所属⻑にヒアリングを⾏

い 、 財 務 課 へ 提 出 を 行 う 。 提 出 さ れ た 予 算 は 、 財 務 課 が 取 り ま と め 、 精 査 を 行 い 、 専 務 理

事、法人事務局⻑、財務・施設部、所管の予算部⾨責任者で構成されたメンバーで部⾨査

定 会 議 を 開 き 、 予 算 折 衝 を 行 っ て い る 。 そ の 後 、 財 務 課 に て 予 算 原 案 を 作 成 し 、 予 算 会 議

にて理事⻑・学⻑の承認を経て、常任理事会で審議・承認され、評議員会の意⾒を聴取 し

た 上 で 理 事 会 に て 最 終 承 認 さ れ る （ 資 料 10-1-40［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院 予 算 規 程 ］）。  

予 算 申 請 に お い て は 、 限 ら れ た 財 源 を 最 大 限 に 教 育 研 究 活 動 の 発 展 に 繋 げ る た め 、 本 学

で は 、教 育 部 門 、事 務 部 門 の 予 算 部 門 ご と に 予 算 申 請 上 限 枠（ 予 算 CAP）を 設 定 し て お り 、

予 算 部 門 責 任 者 は 予 め 設 定 さ れ た 予 算 CAP 内 で 予 算 の 申 請 を 行 う 。予 算 CAP は 当 該 部 門

の 前 年 度 決 算 額 や 執 行 状 況 を も と に 金 額 が 設 定 さ れ て お り 、 予 算 CAP 内 で 新 規 の 事 業 を

評価の視点１：予算執行プロセスの明確性及び透明性 

① 内部統制等 

② 予算執行に伴う効果を分析し検証する仕組みの設定 
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行 う に は 既 存 事 業 の 見 直 し が 必 要 と な る 。大 規 模 な 事 業 が 計 画 さ れ る 場 合 は 、予 算 CAP の

上 限 額 を 引 き 上 げ る な ど の 措 置 を 講 じ る こ と に よ り 、 予 算 の 弾 力 化 を 図 り 、 教 育 研 究 活 動

の 発 展 を 支 え て い る 。  

ま た 、「 第 Ⅳ 期 中 期 経 営 戦 略 」の 目 標 を 確 実 に 達 成 し て い く た め に 、事 業 計 画 と 予 算 を 連

動 さ せ て い る 。 予 算 の 中 で も 中 期 計 画 に 基 づ く 事 業 計 画 の 予 算 は 優 先 的 に 配 分 す る こ と に

な る が 、 そ の た め に は 計 画 に 対 す る 予 算 の 適 切 性 を よ り 一 層 吟 味 す る 必 要 が あ る 。 こ れ に

つ い て は 、 予 算 申 請 時 に 、 各 部 門 の 事 業 計 画 に 対 し て 予 算 事 業 コ ー ド を 付 与 し 事 業 ご と の

区 別 を 行 っ た う え 、 予 算 を 申 請 さ せ て い る 。 予 算 事 業 の コ ー ド 化 に よ り 、 個 々 の 事 業 計 画

の 予 算 内 容 を 可 視 化 す る こ と が 可 能 な た め 、 予 算 を 査 定 す る 部 門 査 定 会 議 で は 、 事 業 計 画

ご と に フ ォ ー カ ス し て 集 中 的 に 議 論 を 行 う こ と が で き る 。  

ま た 、 承 認 さ れ た 予 算 は 、 会 計 シ ス テ ム 上 で 個 別 に 予 算 執 行 状 況 の 確 認 が 可 能 で あ る こ

と か ら 、予 算 に お け る PDCA の チ ェ ッ ク 機 能 を 果 た し 、透 明 性 を 高 め て い る 。予 算 執 行 管

理 と し て 、 予 算 規 程 及 び 予 算 執 行 事 務 要 領 に 則 り 、 予 算 執 行 時 に は ま ず 予 算 の 有 無 と 金 額

を確認した上で、所属⻑の決裁を経て執⾏を⾏う（ 資 料 10-1-41［ 予 算 執 行 事 務 要 領 2023

年 度 版 ］）。 予 算 執 行 に お い て は 、 執 行 す る 金 額 に よ り 手 続 き が 異 な り 、 予 算 執 行 額 が 300

万 円 以 上 に な る 場 合 は 、 別 途 、 事 前 に 執 行 稟 議 の 手 続 き が 必 要 と な る 。 予 算 遵 守 の 観 点 か

ら 、 予 算 流 用 及 び 予 算 外 執 行 は 原 則 禁 止 し て い る 。 し か し 、 各 予 算 部 門 に 割 り 当 て ら れ た

予 算 に つ い て 、 止 む を 得 な い 事 情 に よ り 、 当 初 見 込 ん で い な か っ た 執 行 と な る 事 案 が 発 生

す る 場 合 は 、 金 額 に か か わ ら ず 、 予 算 外 執 行 稟 議 の 手 続 き を 経 る こ と で 対 応 し て い る 。 そ

の 際 、 ま ず は 各 予 算 部 門 に 割 り 当 て ら れ て い る 予 算 の 範 囲 内 で 、 他 の 勘 定 科 目 か ら の 流 用

で 対 応 が 可 能 か ど う か （ 予 算 流 用 ） を 検 討 し 、 予 算 の 流 用 で 対 応 が 出 来 な い 際 に は 、 予 算

外執⾏の内容や⾦額に応じて、予算外検討委員会を開催し、予算外執⾏を⾏う所属⻑は予

算 外 検 討 委 員 会 で の 承 認 を 得 る 必 要 が あ る （ 資 料 10-1-42［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院 予 算 外 検

討 委 員 会 規 程 ］）。  

予 算 執 行 状 況 は 、会 計 シ ス テ ム の 予 算 差 引 簿 を 参 照 す る こ と で 、各 部 署 に お い て も 把 握 、

管 理 が 可 能 と な っ て い る 。 予 算 部 門 責 任 者 に よ る 随 時 の 予 算 執 行 管 理 に 加 え 、 財 務 課 で は

各 部 署 の 予 算 執 行 状 況 の 月 次 モ ニ タ リ ン グ を 行 い 、 執 行 状 況 に 応 じ て ヒ ア リ ン グ を 実 施 し

て い る 。  

執 行 評 価 で は 、 決 算 時 に 予 算 差 異 が 発 生 し た 各 予 算 部 門 に 対 し て 、 自 己 評 価 と し て 予 算

差 異 の 理 由 書 の 提 出 を 求 め 、 ヒ ア リ ン グ を 行 っ て い る 。 提 出 さ れ た 各 予 算 部 門 の 自 己 評 価

と 予 算 差 異 が 発 生 し た 金 額 を も と に 財 務 課 で 分 析 、 評 価 を 行 い 、 そ の 結 果 を 翌 年 度 の 予 算

CAP に 反 映 し て い る 。予 算 差 異 理 由 に つ い て は 、予 算 申 請 時 に 提 出 す る 予 算 要 求 書 に も 前

年 度 の 予 算 差 異 の 理 由 を 記 載 さ せ て お り 、 次 年 度 に お い て 真 に 必 要 な 予 算 か ど う か を 検 討

さ せ て い る 。  
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点検・評価項目④：法人及び大学の運営に関する業務、教育研究活動の支援、その他大学 

         運営に必要な事務組織を設けているか。また、その事務組織は適切に 

         機能しているか。 

１．大学運営に関わる適切な組織の構成と人員配置 

①職員の採用及び昇格に関する諸規程の整備とその適切な運用状況 

本 学 院 で は 、職 員 の 採 用・昇 格 等 に つ い て 、「 事 務 職 員 人 事 規 則 」（ 資 料 10-1-43［ 事 務 職

員 人 事 規 則 ］）、「 事 務 職 員 人 事 委 員 会 規 程 」（ 資 料 10-1-44［ 事 務 職 員 人 事 委 員 会 規 程 ］）、

「 事 務 職 員 人 事 評 価 規 程 」（ 資 料 10-1-45［ 事 務 職 員 人 事 評 価 規 程 ］）、「 事 務 職 員 役 割 ・ 能

力 等 級 規 程 」（ 資 料 10-1-46［ 事 務 職 員 役 割 ・ 能 力 等 級 規 程 ）、「 事 務 職 員 役 職 位 任 免 規 程 」

（ 資 料 10-1-47［ 事 務 職 員 役 職 位 任 免 規 程 ］） を 定 め 運 用 し て い る 。  

「 事 務 職 員 人 事 規 則 」 に お い て は 、 職 務 、 役 割 、 等 級 、 役 職 位 の そ れ ぞ れ に つ い て 定 義

し て い る 。 役 割 （ 職 員 が と る べ き 行 動 ） と 等 級 は 処 遇 と 連 動 し て お り 、 等 級 ご と に 定 め る

求 め ら れ る 役 割 に つ い て は 、「 事 務 職 員 役 割・能 力 等 級 規 程 」に 規 定 し て い る 。事 務 職 員 を

職 務 遂 行 能 力 に 相 応 す る 等 級 に 格 付 け す る こ と は 、 公 正 な 処 遇 、 人 事 評 価 、 異 動 及 び 役 職

位 任 免 等 人 事 管 理 の 適 正 な 運 用 を 図 る こ と を 目 的 と し て い る 。  

事 務 職 員 の 採 用 や 昇 格 の 決 定 に つ い て は 、 事 務 職 員 人 事 委 員 会 に て 行 っ て い る 。 事 務 職

員 人 事 委 員 会 は 専 務 理 事 を ト ッ プ と し 、事 務 職 員 の 人 事 方 針・人 事 計 画 の 他 、採 用 、異 動 、

配 置 、 昇 格 及 び 降 格 、 人 事 評 価 や 役 職 位 任 免 に 関 す る こ と を 取 り 扱 っ て い る 。  

昇 格 に つ い て は 昇 格 審 査 を 実 施 し 、 こ れ に 合 格 す る こ と が 条 件 と な る 。 昇 格 審 査 は 小 論

文 審 査 （ 知 識 ・ 技 能 、 課 題 ・ 解 決 の 能 力 審 査 ） と 、 面 接 評 価 （ 昇 格 す る 等 級 に 求 め ら れ る

能 力 が 備 わ っ て い る か ど う か の 確 認 ） を 行 っ て い る 。  

②業務内容の多様化、専門化に対応する職員体制の整備 

 業 務 内 容 の 多 様 化 、専 門 家 に 対 応 す る た め 、本 学 で は 内 部 監 査 室 に 3 名 の 職 員 を 配 置 し 、

ガ バ ナ ン ス 体 制 の 強 化 に 努 め る ほ か 、 財 務 部 門 に 公 認 会 計 士 資 格 を も っ た 職 員 を 配 置 す る

こ と で 、 適 切 な 業 務 処 理 に つ な げ て い る 。  

 ま た 、 改 革 を 継 続 さ せ 、 経 営 戦 略 目 標 を 達 成 し 学 院 の 発 展 を 支 え る た め に 、 必 要 に 応 じ

評価の視点１：大学運営に関わる適切な組織の構成と人員配置 

① 職員の採用及び昇格に関する諸規程の整備とその適切な運用状況 

② 業務内容の多様化、専門化に対応する職員体制の整備 

③ 教学運営その他の大学運営における教員と職員の連携関係（教職協働）

④ 人事考課に基づく、職員の適正な業務評価と処遇改善 
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て プ ロ ジ ェ ク ト を 組 成 し て い る 。 例 え ば 、「 OIDAI フ ァ ッ シ ョ ン ・ グ ッ ズ 広 報 展 開 」 は 、

第 Ⅳ 期 中 期 経 営 戦 略 で 設 定 し た 「 お し ゃ れ 」「 上 品 」「 明 る い 」 の 大 学 イ メ ー ジ の 向 上 に 資

す る た め に 始 め た プ ロ ジ ェ ク ト で あ り 、 学 生 対 応 部 門 を 中 心 と し た 若 手 職 員 と 、 さ ら に は

学 生 が 参 画 し て い る 。学 生 と 職 員 が 対 面 と オ ン ラ イ ン で 頻 繁 に 打 ち 合 わ せ を 行 い 、「 お し ゃ

れ 」「 上 品 」「 明 る い 」 イ メ ー ジ を 訴 求 す る グ ッ ズ を プ ロ デ ュ ー ス し 、 現 在 販 売 を 行 っ て い

る（ 資 料 10-1-48［ OIDAI フ ァ ッ シ ョ ン・グ ッ ズ 広 報 展 開〔 2022 年 10 月 13 日 開 催 大 学 教

育 研 究 評 議 会 資 料 〕］）（ 資 料 10-1-49【 ウ ェ ブ 】 ［ OIDAI MARKET オ ン ラ イ ン ス ト ア ］）。  

③教学運営その他の大学運営における教員と職員の連携関係（教職協働） 

事 務 職 員 の 組 織 に つ い て 、2019 年 度 ま で は 1 つ の 事 務 局 の 下 に 部 が 配 置 さ れ て お り 、部

に つ い て は 大 学 部 門 （ 教 務 、 入 試 、 学 生 支 援 、 就 職 ・ キ ャ リ ア 支 援 、 研 究 ・ 社 会 連 携 、 国

際 教 育 、図 書 館・情 報 メ デ ィ ア ）と 法 人 部 門（ 総 務 ）及 び 初 等 中 等 部 門（ 各 学 校 園 事 務 室 、

初 等 中 等 部 ） が そ れ ぞ れ 並 列 に な っ て い た （ 資 料 10-1-50［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院 事 務 組 織

規 程 （ 2019 年 4 月 1 日 施 行 ）］）。 2020 年 度 以 降 は 複 数 の 事 務 局 に て 構 成 す る よ う 改 め 、

2023 年 度 現 在 は 事 務 組 織 を 大 学 事 務 局 、 法 人 事 務 局 、 初 等 中 等 事 務 局 、 CX デ ザ イ ン 局 の

4 事務局体制に改め、それぞれ事務局⻑を配置し所管する部 の マ ネ ジ メ ン ト 体 制 の 整 備 ・

強 化 を 行 っ た （ 資 料 7-2［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院 事 務 組 織 規 程 （ 2023 年 4 月 1 日 施 行 ）］）。

⼤学事務局⻑は学⻑、副学⻑や各学部⻑との連携、及び事務職員である⼤学政策部⻑、⼊

試部⻑、教務・学⽣⽀援部⻑との連携において中⼼的役割を担い、教職協働による課題解

決 に 寄 与 し て い る 。  

人 事 方 針 ・ 人 事 計 画 、 採 用 、 異 動 、 配 置 、 昇 格 及 び 降 格 、 人 事 評 価 や 役 職 位 任 免 に 関 す

る 人 事 の う ち 大 学 に 係 る も の に つ い て は 、「 事 務 職 員 人 事 委 員 会 規 程 」（ 資 料 10-1-44［ 事

務 職 員 人 事 委 員 会 規 程 ］）の定めにより必要に応じて予め学⻑の意⾒収 集 を す る も の と な

っており、学⻑の教職員の統督による円滑な⼤学運営や教職協働体制整備を担保している。

また、学部会議の構成員であり学部⻑を⽀える学部⻑補佐について、職員から起⽤し、

教 務 事 務 と 大 学 教 育 と の 連 携 強 化 を 行 っ て い る （ 資 料 10-1-15［追手⾨学院⼤学学部⻑補

佐 に 関 す る 規 程 ］）。  

④人事考課に基づく、職員の適正な業務評価と処遇改善 

事 務 職 員 の 評 価 は 「 事 務 職 員 人 事 評 価 規 程 」 に 基 づ き 行 っ て い る 。 事 務 職 員 の 評 価 に は

「 目 標 管 理 」 を 導 入 し て お り 、 主 に 中 期 経 営 戦 略 実 行 を 支 え る 重 点 課 題 遂 行 の 目 標 達 成 度

と 、 保 有 す る 経 験 や 知 識 ・ 能 力 に 基 づ き 格 付 け さ れ た 等 級 に 定 め る 役 割 ・ 能 力 基 準 の 充 足

度 に よ っ て 判 断 を 行 う 。 さ ら に 、 そ の 中 期 経 営 戦 略 へ の 貢 献 度 合 や 役 割 ・ 能 力 の 発 揮 度 に

よ る 評 価 結 果 に 応 じ て 昇 給 幅 が 変 動 し 、 処 遇 と 連 動 さ せ て い る （ 資 料 10-1-45［ 事 務 職 員

人 事 評 価 規 程 ］）（ 資 料 10-1-51［ 追 手 門 学 院 事 務 職 員 給 与 規 程 に 関 す る 運 用 内 規 ］）。  

点検・評価項目⑤：大学運営を適切かつ効果的に行うために、事務職員及び教員の意欲及 

         び資質の向上を図るための方策を講じているか。  
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１．大学運営に必要なスタッフ・ディベロップメント（ＳＤ）の組織的な実施 

 職 員 の 研 修 に つ い て は 、 就 業 規 則 に 「 職 員 は 、 人 格 を 陶 冶 し 、 知 識 を 高 め 、 技 能 の 練 磨

に 努 め な け れ ば な ら な い 」 と 定 め 、 学 院 の 責 務 と し て 「 目 的 を 達 す る た め に 、 業 務 の 運 営

上 支 障 の な い 限 り 、 職 員 に 対 し て 研 修 の 機 会 を 与 え な け れ ば な ら な い 」 と し て い る （ 資 料

10-1-52［ 追 手 門 学 院 大 学 就 業 規 則 ］）。こ の 定 め に 基 づ き 本 学 で は「 追 手 門 学 院 ス タ ッ フ・

デ ィ ベ ロ ッ プ メ ン ト 規 程 」 が 定 め ら れ て い る （ 資 料 10-1-53［ 追 手 門 学 院 ス タ ッ フ ・ デ ィ

ベ ロ ッ プ メ ン ト 規 程 ］）。 こ の 規 程 に お い て SD の 対 象 と な る 職 員 は 、 事 務 職 員 及 び 大 学 の

教 育 職 員 と な っ て お り 、 夏 期 全 体 研 修 に 参 加 す る こ と に よ っ て 、 教 育 研 究 活 動 等 の 適 切 か

つ 効 果 的 な 運 営 を 図 っ て い る 。 ま た 、 事 務 職 員 の 研 修 に つ い て は 「 追 手 門 学 院 事 務 職 員 研

修 実 施 規 程 」（ 資 料 10-1-54［ 追 手 門 学 院 事 務 職 員 研 修 実 施 規 程 ］） を 定 め 階 層 別 研 修 （ 職

能 研 修 、役 職 研 修 ）、目 的 別 研 修（ 全 体 研 修 、業 務 別 研 修 、派 遣 研 修 、自 己 啓 発 型 研 修 ）及

び 職 場 研 修（ オ ン・ザ・ジ ョ ブ・ト レ ー ニ ン グ（ OJT））を 実 施 し て い る（ 資 料 10-1-55［ 2023

年 度 全 体 研 修 案 内 ］）。  

評価の視点⑥：大学運営の適切性について定期的に点検・評価を行っているか。また、 

       その結果をもとに改善・向上に向けた取り組みを行っているか。 

１．適切な根拠（資料、情報）に基づく定期的な点検・評価

学 校 法 人 全 体 と し て 、「 寄 附 行 為 」（ 資 料 1-1【 ウ ェ ブ 】［ 追 手 門 学 院 大 学 /情 報 公 開 /寄 附

⾏為/学校法人追手⾨学院寄附⾏為］）に沿った⼤学運営の適切性に関する点検·評価及びそ

れらに基づく改善·向上に関して、中期経営戦略（資料 1-28【ウェブ】［学校法人追手⾨学

院 /第 Ⅳ 期 中 期 経 営 戦 略 ］） を 策 定 し 、 内 外 に 向 け 方 針 を 明 示 す る と と も に 目 標 達 成 の た め

に 取 り 組 む べ き 各 施 策 を 各 部 署 ・ 学 部 等 の 重 点 中 核 施 策 （ CSF： Critical Success Factor）

と し て 具 体 的 に 記 し て い る 。  

2022 年 度 か ら 開 始 し た「 第 Ⅳ 期 中 期 経 営 戦 略 」の推進にあたっては、理事⻑室が中⼼と

な っ て 、年 に 3 度 の 進 捗 報 告 が 各 部 署 お よ び 学 部 等 に 対 し て 課 さ れ て お り 、事 業 計 画 の 管

理 を 適 切 に 行 う 体 制 が 整 備 さ れ て い る 。  

こ れ ら の 過 程 に お い て 、 目 標 に 対 し て 実 施 し て い る 施 策 の 進 捗 状 況 等 を 部 局 内 で 密 に 共

有 し て お り 、 課 題 が 生 じ た 際 に は 経 営 戦 略 推 進 本 部 会 議 で の 協 議 も 経 た 上 で 、 方 針 転 換 や

計 画 変 更 が 適 切 に 行 え る よ う 設 計 さ れ て い る 。 ま た 、 そ の 結 果 ・ 経 過 に つ い て は 毎 年 発 行

さ れ る 事 業 報 告 書 を 学 院 HP に 掲 載 す る こ と で 学 内 外 に 公 開 し て い る （ 資 料 10-1-56【 ウ

ェ ブ 】［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院 /学 校 法 人 追 手 門 学 院  2022（ 令 和 4） 年 度  事 業 報 告 書 ］）。   

評 価の視点 １：大学 運営 に必要な スタッフ ・デ ィベロッ プメント （Ｓ Ｄ）の組 織的な 実

施 

評価の視点１：適切な根拠（資料、情報）に基づく定期的な点検・評価 

評価の視点２：監査プロセスの適切性 

評価の視点３：点検・評価結果に基づく改善・向上 
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さ ら に 、 中 期 経 営 戦 略 に 基 づ い た 大 学 運 営 に か か る 事 業 計 画 は 、 す べ て の 教 職 員 お よ び

学 外 に 明 示 さ れ て お り 、 そ の 計 画 達 成 に 向 け た 目 標 が 設 定 さ れ 、 目 標 達 成 の た め に 取 り 組

む べ き 各 施 策 を 各 部 署・学 部 等 の CSF と し て 具 体 的 に 示 し て い る 。設 定 さ れ た 施 策 は 教 員

評 価 や 職 員 の 目 標 管 理 制 度 に お い て 重 点 目 標 に 含 ま れ て お り 、 個 人 の 評 価 項 目 と し て そ の

進 捗 や 内 容 を 評 価 し て い る 。  

２．監査プロセスの適切性 

 本 学 の 監 査 部 門 で は 、 監 事 、 内 部 監 査 室 、 監 査 法 人 の 三 者 が そ れ ぞ れ の 特 徴 を 出 し た 監

査 、い わ ゆ る 三 様 監 査 体 制 を 具 現 化 し（ 資 料 10-1-57【 ウ ェ ブ 】［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院 /監 査

部 門 ］）（ 資 料 10-1-58【 ウ ェ ブ 】［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院 /2022 年 度  監 事 監 査 報 告 書 ］）、そ れ

ぞ れ が 策 定 し た 監 査 計 画 に 基 づ き 監 査 を 実 施 し 、 そ の 結 果 に つ い て 監 査 協 議 会 で 実 質 的 に

協 議 し 課 題 解 決 に 向 け た 取 組 み を 展 開 し て い る 。  

 ま た 、そ の 中 で 監 事 は 、私 立 学 校 法 第 37 条 第 3 項 を 法 的 根 拠 と し 、本 学 院 に お け る「 学

校 法 人 追 手 門 学 院 監 事 監 査 規 程 」（ 資 料 10-1-59【 ウ ェ ブ 】［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院 /学 校 法 人

追 手 門 学 院 監 事 監 査 規 程 ］）に 基 づ き 、不 測 の 事 態 が 発 生 す る 可 能 性 が 高 い 次 の 諸 点 に 対 す

る リ ス ク 発 生 防 止 を 監 査 方 針 の 主 軸 と し 、 ガ バ ナ ン ス 体 制 の 確 立 を 目 指 し 監 事 監 査 を 実 施

し て い る 。  

① 「⻑期計画 2030」 実 現 に 向 け た 諸 施 策 の 推 進  

 ② 現 在 進 行 中 の 教 学 改 革 の 展 開  

 ③ リ ス ク 管 理 上 看 過 で き な い 事 象 が 発 生 し た 際 の 学 院 の 対 応  

 更 に 監 事 の 具 体 的 な 業 務 概 要 で あ る が 、  

 ① 理 事 会 、 評 議 員 会 、 監 査 協 議 会 等 に 出 席 し 、 審 議 ・ 報 告 内 容 に 対 し て 意 見 を 述 べ る

と 共 に 、 理 事 の 業 務 執 行 状 況 を 確 認 す る 。  

② 常 任 理 事 会 の 議 事 録 を 閲 覧 し 、 審 議 ・ 報 告 内 容 の モ ニ タ リ ン グ を 実 施 す る 。  

 ③ 監 事 会 を 実 施 し 内 部 監 査 室 か ら の 業 務 及 び 会 計 の 報 告 等 を 受 け て 監 事 同 士 の 意 見 交

換 や 情 報 共 有 を 積 極 的 に 推 進 す る 。  

④ 三 様 監 査 意 見 交 換 会 を 実 施 し 、 監 事 ・ 監 査 法 人 ・ 内 部 監 査 室 の 連 携 強 化 を 図 る 。  

 ⑤教学監査として、理事や副学⻑、学部⻑などに対しヒアリングを実施する。

 ⑥ 主 要 な 会 議 へ の 陪 席  

 な ど の 実 施 取 組 み を 挙 げ る こ と が で き る（ 資 料 10-1-60【 ウ ェ ブ 】［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院

/2022 年 度 監 査 部 門 監 査 報 告 書 ］）。  

 前 述 の 監 事 の 監 査 に 加 え 、本 学 で は 内 部 監 査 室 を 設 置 し て お り 、「 学 校 法 人 追 手 門 学 院 内

部 監 査 規 程 」（ 資 料 10-1-61【 ウ ェ ブ 】［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院 /学 校 法 人 追 手 門 学 院 内 部 監 査

規 程 ］） 及 び 「 教 学 監 査 基 準 」（ 資 料 10-1-62【 ウ ェ ブ 】［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院 /教 学 監 査 基

準 ］）に 基 づ き 、学 院 内 の 内 部 統 制 の 有 効 性 を 確 認 し つ つ 部 門 是（ 方 針 ）で あ る「 学 院 の 価

値 創 生 の た め の 継 続 的 な 改 革 ・ 改 善 を 支 援 し 組 織 の 発 展 に 寄 与 す る 」 こ と を 踏 ま え 監 査 を

実 施 し て い る 。  

 ま た 、 内 部 監 査 室 の 職 員 は 、 理 事 会 、 評 議 員 会 な ど 主 要 な 会 議 に 陪 席 し 、 学 院 の 方 向 性

を 常 に 把 握 し な が ら 、監 事 や 監 査 法 人 と も 連 携 し つ つ「 プ ロ ア ク テ ィ ブ 監 査 」「 チ ー ム 監 査 」
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を 念 頭 に 置 き 監 査 業 務 を 展 開 し て お り 適 切 に 業 務 を 遂 行 し て い る（ 資 料 10-1-58 【 ウ ェ ブ 】

［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院 /2022 年 度  監 事 監 査 報 告 書 ］）。  

 他 方 、 監 事 に よ る 会 計 監 査 や 、 私 立 学 校 振 興 助 成 法 に 基 づ く 監 査 法 人 に よ る 会 計 監 査 に

つ い て も 適 切 に 実 施 し て い る（ 資 料 10-1-63［ 監 事 に よ る 監 査 報 告 書（ 2022〜2018 年 度 ）］）

（ 資 料 10-1-64［ 独 立 監 査 人 に よ る 監 査 報 告 書（ 2018〜2022）］）。こ れ に つ い て は「 監 査 計

画 概 要 書 」（ 資 料 10-1-65［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院  監 査 計 画 概 要 書  令 和 4 年 度 ］）に 基 づ き 、

監 査 を 実 施 し 、加えて理事⻑・常務理事とのディスカッションも実施されている（ 資 料 10-

1-66［ 理 事 者 と の デ ィ ス カ ッ シ ョ ン の ご 依 頼 ］）。  

３．点検・評価結果に基づく改善・向上 

 「 第 Ⅳ 期 中 期 経 営 戦 略 」に 基 づ く 事 業 内 容 に つ い て 、「 第 Ⅳ 期 中 期 経 営 戦 略  PDCA シ ー

ト 」 を 用 い て 、 年 に ３ 回 （ 4 か 月 毎 ・ 全 ３ タ ー ム ） の 進 捗 確 認 と 年 度 末 に １ 回 の 総 括 評 価

を 各 部 署 に て 行 っ て お り 、 次 年 度 の 事 業 計 画 の 確 認 を 行 う 第 ２ タ ー ム （ ２ 回 目 ） の 進 捗 確

認 時 と 年 度 末 の 総 括 評 価 の 際 に 施 策 の 実 施 状 況 や 結 果 を 基 と し て 、 事 業 計 画 の 改 善 や 向 上

を 見 込 ん だ 計 画 変 更 の 申 請 を す る こ と が 認 め ら れ て い る 。 総 括 評 価 時 は 、 自 己 点 検 ・ 評 価

だ け で は な く 法 人事務局⻑、⼤学事務局⻑、初等中等事務局⻑、CX デザイン局事務局⻑な

らびに理事⻑室⻑に よ る 全 学 的 評 価 も 実 施 さ れ 、 全 学 的 視 点 か ら も 取 組 の 改 善 ・ 向 上 の 助

言・勧 告 を 受 け る こ と を 可 能 と し て い る（ 資 料 1-30［ 第 Ⅳ 期 中 期 経 営 戦 略 PDCA 体 制〔 理

事⻑室資料〕］）。  

 ま た 、大 学 基 準 に 定 め る 10 の 点 検 項 目 ご と に 作 成 す る「 自 己 点 検・評 価 シ ー ト 」を 用 い

て 、「 大 学 運 営（ １ ）大 学 運 営  」の 項 目 に つ い て 全 般 的 な 点 検 を 行 っ て い る（ 資 料 2-32［ 自

己 点 検・評 価 シ ー ト（ 様 式 ）］）。自 己 評 価 が 低 い 項 目 に つ い て は 改 善 内 容 を 記 載 す る こ と と

し て お り 、そ の 後 の 改 善 に つ な げ る よ う に し て い る 。な お 、当 該「 自 己 点 検・評 価 シ ー ト 」

は 2023 年 度 の 状 況 を 暫 定 的 に 点 検 ・ 評 価 す る た め に 運 用 を 開 始 し た も の で あ り 、 今 後 、

よ り 各 点 検 項 目 の 改 善 に つ な が る よ う な 様 式 へ と 改 正 し 運 用 し て い き た い と 考 え て い る 。  

（２）⻑所・特⾊

＜ 教 職 員 に 対 す る 戦 略 理 解 の 促 進 ＞  

学院として策定している「学校法人追手⾨学院『⻑期構想  2040』」や「 第 Ⅳ 期 中 期 経 営

戦 略 」 に 関 し て 、 法 人 HP や 冊 子 を 通 し て 、 ス テ ー ク ホ ル ダ ー を は じ め と し た 外 部 に 公 表

している。⼀⽅で学内向けには、「学校法人追手⾨学院『⻑期構想  2040』」や「 第 Ⅳ 期 中 期

経 営 戦 略 」 の 概 要 や 戦 略 方 針 を よ り 詳 細 に 示 し た 資 料 を 、 学 内 の グ ル ー プ ウ ェ ア 上 で い つ

で も 閲 覧 で き る よ う に 公 開 し て お り 、 構 成 員 に も も れ な く 周 知 す る こ と で 行 動 意 識 を 醸 成

す る 仕 組 み を 講 じ て い る 。  

ま た 、 教 員 評 価 制 度 や 職 員 の 目 標 管 理 制 度 に 中 期 経 営 戦 略 の 実 行 に 繋 が る 目 標 を 定 め 、

人 事 考 課 に も 活 用 す る こ と で 、 教 職 員 の モ チ ベ ー シ ョ ン 向 上 に 向 け た 工 夫 を 行 っ て い る 。  

＜ 教 職 協 働 の 推 進 ＞  
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⼊試部⻑、教務・ 学 生 支 援 部⻑な ど、全ての事務組織の部⻑は事務職員を配 置 し 、 副 学

⻑や教務部⻑、図書館⻑と⼤学運営について密に連携を取りながら進めている。 ま た 、 教

務課職員が各学部⻑補佐となり、全学教授会や学部会議等教学関係会議の構成員となるな

ど 、 教 学 組 織 の 運 営 に 関 与 す る と と も に 会 議 に も 同 席 す る こ と で 、 職 員 が 事 務 的 な 役 割 だ

け で な く 、 そ れ ぞ れ の 立 場 か ら 意 見 を 交 わ し 、 教 職 協 働 を 推 進 し て い る 。  

＜ 予 算 執 行 の 厳 正 化 ＞  

予 算 執 行 の 適 正 化 を 図 る た め に 執 行 状 況 の 可 視 化 が 必 要 で あ り 、 本 学 で は 会 計 シ ス テ ム

を 用 い て 、 部 署 で は 、 常 時 、 執 行 状 況 の 確 認 を 可 能 と し て い る 。 期 中 の 予 算 外 執 行 は 原 則

と し て 認 め て い な い が 、 や む を 得 な い 予 算 外 執 行 で あ る 場 合 に は 、 内 容 に 応 じ て 、 学 内 の

予 算 外 検 討 委 員 会 を 開 催 し 、 財 政 状 況 を 踏 ま え た 上 で 、 予 算 外 執 行 額 と 事 業 内 容 の 妥 当 性

の 審 議 を 経 て か ら 、 予 算 外 執 行 の 事 務 手 続 き を 行 う 仕 組 み を 構 築 し て い る （ 資 料 10-1-42

［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院 予 算 外 検 討 委 員 会 規 程 ］）。 な お 、 予 算 外 検 討 委 員 会 の 議 事 録 は 、 予

算 外 執 行 の 事 務 手 続 き で あ る 稟 議 書 に 必 ず 添 付 し て い る 。 ま た 、 予 算 外 検 討 委 員 会 の 結 果

は 、 常 任 理 事 会 で 報 告 し て い る 。 こ の プ ロ セ ス を 経 る こ と で 、 予 算 外 執 行 の 乱 発 を 避 け 、

予 算 執 行 の 厳 正 化 に 努 め て い る 。  

適 切 な 執 行 管 理 、 執 行 評 価 の 結 果 、 2023 年 度 の 各 部 門 に お け る 予 算 申 請 上 限 枠 （ 予 算

CAP）は 対 前 年 度 比 ▲ 2.1%と な り 、査 定 後 の 予 算 額 に お い て は 、予 算 申 請 上 限 枠 内 で 収 ま

ら な い 事 業 投 資 計 画 が あ っ た も の の 、対 前 年 度 比 で ▲ 1.3%と コ ス ト 削 減 を 達 成 し た 。こ の

結 果 か ら 、 財 務 バ リ ュ ー チ ェ ー ン と 呼 ん で い る 、 徹 底 し た 予 算 編 成 、 執 行 管 理 、 執 行 評 価

と い っ た 一 連 の 流 れ が 機 能 し て い る と い え る 。 今 後 は 、 予 算 執 行 を 取 組 ご と に 管 理 し 、 取

組 レ ベ ル で の 財 務 バ リ ュ ー チ ェ ー ン を 実 践 す る 。  

＜ 監 査 体 制 の 充 実 ＞  

 本 学 の 内 部 監 査 の 経 緯 と し て は 、2001 年に当時の学⻑より業務監査の実施を希望したこ

と か ら 業 務 監 査 プ ロ ジ ェ ク ト が 発 足 し 、2002 年 に 業 務 監 査 室 が 設 置 さ れ た こ と か ら 始 ま っ

て い る 。他 方 、2014 年 の 学 校 教 育 法 改 正 の 1 年前に本学では、教授会の学⻑諮問機関化を

実 現 し ガ バ ナ ン ス 改 革 （ 教 学 と 経 営 の 一 体 化 ） が 行 わ れ て お り 内 部 監 査 に お け る 教 学 監 査

の 必 要 性 が 高 ま っ た 。 そ の 後 2018 年 よ り 大 学 を 中 心 に 本 格 的 な 教 学 監 査 を 実 施 す る こ と

と な っ た（ 資 料 10-1-67【 ウ ェ ブ 】［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院 /2019 年 度 監 査 部 門 監 査 報 告 書 ］）

（ 資 料 10-1-68【 ウ ェ ブ 】［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院 /2020 年 度 監 査 部 門 監 査 報 告 書 ］）（ 資 料 10-

1-69【 ウ ェ ブ 】［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院 /2021 年 度 監 査 部 門 監 査 報 告 書 ］）（ 資 料 10-1-60【 ウ

ェ ブ 】［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院 /2022 年 度 監 査 部 門 監 査 報 告 書 ］）。  

そ の 人 員 構 成 は 、2020 年 度 よ り 専 任 1 名・嘱 託 2 名・業 務 委 任 1 名 の 体 制 か ら 、専 任 2

名・嘱 託 1 名・業 務 委 任 1 名 と い う 職 員 体 制 の 強 化 を 図 っ た 。他 方 、2020 年 度 は 常 勤 監 事

も 就 任 し 、 従 来 の 終 わ っ た 内 容 を 監 査 す る 方 法 か ら 実 施 途 中 の 内 容 を 監 査 し 改 革 ・ 改 善 に

向 け た 支 援 を 行 う プ ロ ア ク テ ィ ブ 監 査 の 実 施 が 提 案 さ れ 、 内 部 監 査 室 も 同 様 の 実 施 を 行 っ

て い る 。 こ れ に よ り 、 大 学 に 対 す る 監 事 監 査 や 内 部 監 査 は 各 段 に 質 の 向 上 が 図 ら れ た と 考

え て い る 。  

 内 部 監 査 に お け る 大 学 関 係 の 部 分 と し て は 、 必 須 で あ る 公 的 研 究 費 監 査 や 各 学 部 を 対 象
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と し た 教 学 監 査 が あ る が 、 2022 年 度 よ り 、 安 全 保 障 輸 出 管 理 監 査 を 加 え る こ と と な っ た 。 

 な お 、教 学 監 査 に つ い て は 、2018 年 か ら 対 象 と し て 各 学 部 、基 盤 教 育 、研 究 所 、教 務 部

と い っ た 関 係 の 監 査 を 実 施 し て い る 。 そ の 監 査 に お け る 考 え 方 で あ る が 、 学 校 の 業 務 は 大

き く 分 け て 、 主 た る 業 務 で あ る 教 育 ・ 研 究 （ 教 学 業 務 ） と こ れ ら を サ ポ ー ト す る 業 務 （ 事

務 業 務 ） か ら 構 成 さ れ る 。 学 校 法 人 の 設 置 者 は 、 こ れ ら の 業 務 が 適 切 に 実 施 さ れ て い る か

を 確 認 し 、 状 況 に 応 じ た 対 応 を す る 必 要 が あ る 。 こ れ を 担 う の が 「 監 査 」 と 言 え る 。  

学 校 法 人 に お け る 監 査 は 、 監 査 主 体 や 目 的 ・ 対 象 に よ っ て 分 類 さ れ る が 、 従 来 の 一 般 的

な 内 部 監 査 は 、 学 校 の 事 務 部 門 が 実 施 す る 業 務 の 合 規 性 に 重 点 を 置 い て 実 施 さ れ て い る 。   

具 体 的 に は 、 法 人 の 決 裁 規 程 に 準 拠 し て 支 出 が 行 わ れ て い る か 、 資 産 は 適 切 に 保 全 さ れ

て い る か 、 書 類 の 整 備 状 況 は 良 好 か 等 を 定 期 的 に 確 認 し 問 題 が あ れ ば 是 正 措 置 を 行 う 、 と

いうものである。⼀⽅で、教学部⾨の監査については⻑らくその必要性・重要性が認識さ

れ な が ら も 、 内 部 監 査 に お い て 教 学 監 査 を 定 期 的 に 実 施 し て い る 学 校 法 人 は 非 常 に 少 な い

の が 現 状 だ と 思 わ れ る 。  

な お 、 学 校 法 人 の 主 た る 業 務 は 教 育 ・ 研 究 （ 教 学 業 務 ） で あ る 。 主 た る 業 務 ・ 業 務 部 門

に 対 し て 監 査 を 実 施 し な い と い う こ と は 、 例 え ば 企 業 に お い て 営 業 部 門 に 対 し て 監 査 を 実

施 し な い と い う こ と で あ り 、 通 常 で は あ り え な い こ と で あ る 。 教 学 部 門 に お い て 業 務 組 織

が法人の戦略である中⻑期計画及び事業計画の効果的・効率的な達成を果たせるように適

切 に 整 備 さ れ 、 そ れ ぞ れ の 役 割 機 能 を 果 た す べ く 運 用 さ れ て い る か 否 か に つ い て 確 認 を す

る こ と 。 つ ま り 、 監 査 を 通 じ て 「 教 育 の 質 保 証 」 を 行 う こ と が 重 要 で あ り 、 こ れ が 教 学 監

査 の 目 的 で あ る と 考 え て い る 。  

そ こ で 、 本 学 で は 、 教 学 業 務 の 監 査 を 内 部 監 査 室 が 実 施 す る 業 務 監 査 の ひ と つ と し て 位

置 づ け 、 定 期 的 な 監 査 を 実 施 す る 体 制 を 構 築 し て い る 。  

教 学 監 査 で は 、 内 部 質 保 証 シ ス テ ム （ 自 己 点 検 ・ 評 価 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム を 含 む ） の

観 点 か ら 、 教 学 業 務 が マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム と し て 構 築 さ れ 、 正 確 性 、 合 規 性 、 効 率 性 、

経 済 性 、 有 効 性 等 シ ス テ ム 的 に 担 保 す る 内 部 統 制 機 能 が そ の シ ス テ ム に 組 み 込 ま れ て い る

か を 検 証 す る と と も に 、 そ の 適 正 な 運 用 に よ っ て 、 教 学 諸 活 動 の 質 が 保 証 さ れ て い る か を

検 証 し て い る 。これにより、教育研究が円滑に⾏われ、学⽣の成⻑と社会貢献に寄与し、

教 育 理 念 に 整 合 す る 使 命 の 達 成 を 通 じ た 学 院 の 価 値 向 上 と 継 続 的 発 展 の 実 現 を 支 援 す る こ

と を 目 的 と し て い る （ 資 料 10-1-62【 ウ ェ ブ 】［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院 /教 学 監 査 基 準 ］）。  

教 学 部 門 ・ 教 学 業 務 を 対 象 と し て 監 査 す る の が 教 学 監 査 で は あ る が 、 実 際 に 監 査 を 始 め

る に あ た り 監 査 対 象 範 囲 に つ い て は 十 分 に 整 理 を し た 上 で 監 査 を 導 入 す る 必 要 が あ る 。  

先 述 し た と お り 、 教 学 監 査 の 目 的 は 「 教 学 の 質 保 証 」 で あ る 。 そ れ は 、 教 学 部 門 に お い

て業務組織が中⻑期計画及び事業計画の達成を果たせるように適切に整備され、運⽤され

て い る か 否 か に つ い て 確 認 を す る こ と 、 す な わ ち 「 教 学 業 務 に 関 す る 内 部 統 制 の 有 効 性 」

を 監 査 す る こ と に よ っ て 達 成 さ れ る も の と 認 識 し て い る 。  

大 学 に お け る 教 学 業 務 に は 、① 入 学 者 の 選 抜 、② 履 修（ 授 業・試 験・成 績 ）、③ 卒 業（ 就

職 ） に 関 す る 一 連 の 業 務 が 含 ま れ る 。 こ の う ち 、 教 員 個 人 の 教 育 ・ 研 究 に 対 し て 教 学 監 査

の 対 象 と す べ き か 否 か に つ い て は 議 論 が あ る も の の 、 本 学 で は 、 教 員 個 人 の 教 育 ・ 研 究 は

教 学 監 査 の 対 象 と し て い な い 。 学 校 法 人 に お い て 教 育 研 究 の 自 由 は 最 大 限 に 保 障 さ れ な け

れ ば な ら ず 、教 育 研 究 そ れ 自 体 を 内 部 統 制 の 対 象 と し て 縛 る の は 望 ま し く な い か ら で あ る 。 
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一 方 で 、 学 校 法 人 、 特 に 大 学 で は 目 的 達 成 の た め に デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー に 示 さ れ た 学

修 成 果 と こ れ を 学 生 に 修 得 さ せ る た め の カ リ キ ュ ラ ム や シ ラ バ ス が 適 切 で あ る か に つ い て

は 確 認 す る 必 要 が あ り 、 こ ち ら は 内 部 統 制 が 設 定 さ れ 教 学 監 査 の 対 象 と な っ て い る 。  

こ の た め 、 教 員 個 人 の 教 育 ・ 研 究 に 対 し て は 直 接 監 査 対 象 と は な ら な い が 、 教 育 ・ 研 究

活 動 の 学 校 法 人 及 び 大 学 全 体 の 方 針 と の 整 合 性 に つ い て は 教 学 監 査 に お け る 重 要 な 監 査 要

点 と 捉 え て い る 。 現 在 は 、 内 部 監 査 規 程 上 で 業 務 監 査 と 教 学 監 査 を 別 個 の も の と せ ず 、 業

務 監 査 の ひ と つ と し て 教 学 業 務 の 監 査 （ 教 学 監 査 ） を 実 施 す る も の と 定 義 づ け て い る （ 資

料 10-1-59【 ウ ェ ブ 】［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院 /学 校 法 人 追 手 門 学 院 内 部 監 査 規 程 ］）。 そ の 上

で 、「 教 学 業 務 に つ い て は 、内 部 質 保 証 の 観 点 か ら 監 査 す る 」と し 、監 査 対 象 の 違 い に よ る

監 査 の 視 点 の 違 い を 規 定 上 で 明 文 化 し た 。さ ら に 内 部 監 査 規 程 と は 別 個 に「 教 学 監 査 基 準 」

を 制 定 し 、 教 学 監 査 の 視 点 に つ い て 次 の よ う に 記 載 し て い る 。  

(1)教 学 に 関 す る マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 枠 組 み と 機 能 の 正 確 性 、合 規 性 、効 率 性 、経 済

性 及 び 有 効 性 評 価  

(2)教 学 に 関 す る マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 運 用 の 正 確 性 、合 規 性 、効 率 性 、経 済 性 及 び 有

効 性 評 価  

マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム （ ＝ 内 部 統 制 ） の 評 価 は 、 そ の 整 備 状 況 と 運 用 状 況 の 2 段 階 に 分

け て 評 価 を 実 施 す る 。  

・ 内 部 統 制 の 枠 組 み が 整 備 さ れ 適 切 な 統 制 が 用 意 さ れ て い る か 否 か （ 整 備 状 況 ） を 確 認   

 す る 。  

・ そ の 枠 組 み に 従 っ て 継 続 的 に 統 制 活 動 が 実 施 さ れ て い る か 否 か （ 運 用 状 況 ） を 確 認 す    

 る 。  

な お 、教 学 監 査 基 準 の 制 定 に あ た っ て は 、一 般 社 団 法 人 大 学 監 査 協 会 が 公 表 し て い る「 教

学 監 査 基 準 （ 2019 年 （ 令 和 元 年 ） ７ 月 11 日 制 定  2020 年 （ 令 和 ２ 年 ） 11 月 19 日 改 定 ）」

を 参 考 に し つ つ 、 本 学 の 実 態 に 合 わ せ て 独 自 の 基 準 を 作 成 し た 。  

教 学 監 査 の プ ロ セ ス に つ い て は 、 年 度 監 査 計 画 で 大 ま か な 監 査 の 概 要 （ 監 査 対 象 と 実 施

時 期 ） を 決 定 し 、 個 別 監 査 計 画 で 具 体 的 な 内 容 ・ 詳 細 を 定 め て い く よ う に 展 開 し て い る 。  

な お 、 主 要 な 流 れ は 業 務 監 査 と 同 じ で あ る が 、 監 査 対 象 と 実 施 時 期 に つ い て 以 下 の と お

り 説 明 す る 。  

① 監 査 対 象   

主 に 教 学 を 担 当 す る 部 署 を 対 象 と す る 。 大 学 で あ れ ば 各 学 部 、 内 容 に よ っ て は 教 学 を サ

ポ ー ト す る 事 務 組 織 （ 教 務 、 就 職 ・ キ ャ リ ア ） 等 が 対 象 と な る 。 し か し 、 本 学 で は 監 査 対

象 の 選 定 に お い て 「 監 査 対 象 部 署 」 の 検 討 か ら 開 始 す る の で は な く 、 ま ず 「 監 査 対 象 と す

る 案 件 」 を 検 討 し 、 そ の 案 件 を 担 当 し て い る 部 署 を 対 象 と す る ア プ ロ ― チ を と っ て い る 。  

複 数 の 部 署 が 関 係 し て い る 場 合 に は 、 目 的 に 応 じ て 監 査 対 象 部 署 を 拡 大 す る 。 こ れ は 、

教 学 監 査 に お い て 最 も 重 視 し て い る 監 査 要 点 が 「 業 務 の 目 的 適 合 性 」 で あ る こ と に も 関 連

し て い る 。 法 人 ・ 大 学 等 の 目 標 達 成 の た め に 必 要 な 事 業 が 計 画 さ れ 、 具 体 的 な 指 標 が 設 定

さ れ 、 こ れ が 着 実 に 執 行 さ れ 、 指 標 に 従 っ た 適 切 な 評 価 が 行 わ れ て い る か で あ る 。  

こ れ を 全 体 的 な 視 点 か ら 確 認 す る た め に は 、 部 署 の 視 点 で 監 査 を 実 施 す る の で は な く 、

も う 一 段 目 線 を 上 げ て 法 人 全 体 の 視 点 で 監 査 を す る 必 要 が あ る か ら で あ る 。  

教 学 監 査 で は 、 次 に 掲 げ る ２ つ の 事 項 に つ い て 組 織 別 、 あ る い は 目 的 別 に 機 能 し て い る
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か を 確 認 し て い る 。 ひ と つ は マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム （ ＝ 内 部 統 制 ） が 目 的 達 成 の た め に 組

織 全 体 と し て 適 切 に 整 備・運 用 さ れ て い る 点 。も う ひ と つ は 個 々 の 組 織 が 有 機 的 に 連 携 し 、

そ れ ぞ れ の 役 割 機 能 を 果 た し て い る 点 で あ る 。  

教 学 業 務 実 施 に お い て は 、 ひ と つ の 部 署 （ 学 部 ） で 完 結 す る こ と は 少 な く 、 業 務 を サ ポ

ー ト す る 事 務 組 織 を 含 め 、 複 数 の 部 署 の 分 業 に よ り 成 立 し て い る 。  

し か し 実 際 に は 、 縦 割 型 の 組 織 設 計 に よ り 部 署 間 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 十 分 に 取 れ て

お ら ず 、 部 分 最 適 化 を 求 め て し ま う ケ ー ス も 多 々 発 生 す る 。 こ の た め 個 々 の 部 署 業 務 と し

て は 内 部 統 制 が 有 効 に 整 備 ・ 運 用 さ れ て い た と し て も 、 そ れ ら が 有 機 的 に 連 携 さ れ て い な

け れ ば 、 結 果 と し て 全 体 目 標 を 阻 害 す る こ と に つ い て 留 意 が 必 要 で あ る と 捉 え 、 こ れ ら の

点 を 考 慮 し 、「 監 査 対 象 と す る 案 件 」 か ら 担 当 部 署 を 特 定 す る ア プ ロ ー チ を 採 用 し て い る 。 

② 実 施 時 期  

事 業 年 度 の う ち ど の 時 期 に 監 査 を 実 施 す る か に つ い て は 、 適 時 性 を 重 視 す る 事 案 で な け

れ ば 、 で き る 限 り 監 査 対 象 の 業 務 の 閑 散 期 に 実 施 す る こ と を 意 識 し 、 監 査 へ の 協 力 を 得 や

す い よ う に し て い る 。 こ の た め 教 務 関 連 の 年 間 ス ケ ジ ュ ー ル を 把 握 し 、 事 前 に 監 査 に 適 し

た 時 期 を 押 さ え て お く 必 要 が あ る 。  

ま た 、 他 大 学 の 内 部 監 査 と の 比 較 を 行 っ て も 本 学 は 本 質 的 な 課 題 解 決 の た め の 教 学 監 査

を 実 施 し て お り 、 ほ ぼ 先 進 的 な 対 応 と 認 識 し て い る 。 こ れ は 、 本 学 の 大 学 運 営 が 適 切 に 実

施 さ れ て い る 根 拠 で は な い か と 思 料 す る 。  

（３）問題点 

＜ 適 切 な 危 機 管 理 対 策 の 実 施 ＞   

防 火・防 災・避 難 訓 練 に つ い て は 、新 型 コ ロ ナ 感 染 拡 大 防 止 の た め 、2020 年度〜2022 年

度 に お い て 学 生 ・ 教 員 が 参 加 し た 訓 練 が 行 え ず 、 職 員 の み の 小 規 模 な 訓 練 と な っ て し ま っ

て い る 。 こ の 点 、 2023 年 度 か ら は 段 階 的 に 規 模 を 拡 大 し 、 20232024 年 度 は 教 員 を 含 め た

訓 練 を 行 い 、 2025 年 度 か ら 学 生 ・ 教 員 ・ 職 員 全 体 で の 訓 練 を 実 施 す る 予 定 で あ る 。  

安 否 確 認 シ ス テ ム に よ る シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 訓 練 に つ い て は 、回 答 率 が 学 生 40％ 弱 、教 員

70％ 弱 と 伸 び 悩 ん で い る 。回 答 率 を 上 げ る た め の 施 策 が 必 要 と な っ て い る 。な お 、2024 年

度 か ら は 、 学 生 が 所 持 す る ス マ ー ト フ ォ ン か ら 速 や か に 学 内 の 様 々 な 情 報 を 得 、 ま た サ ー

ビ ス を 受 け ら れ る「 OIDAI ア プ リ 」を 用 い て 安 否 確 認 を 行 う 予 定 で あ り 、よ り 迅 速 か つ 網

羅 的 な 安 否 確 認 を 実 現 す る と と も に 、 回 答 率 の 上 昇 も 企 図 し て い る 。  

＜ 適 切 な 予 算 管 理 ＞  

本 学 で は 、2019 年 度 に 新 た に 開 設 し た 総 持 寺 キ ャ ン パ ス の 設 備 投 資 や ラ ン ニ ン グ コ ス ト

増 に よ っ て 、 適 正 水 準 を 上 回 る ほ ど の 資 金 余 剰 が あ る と は 言 い 難 い 状 況 に あ る が 、 予 算 執

行 状 況 の 可 視 化 を 図 り な が ら 、 徹 底 し た 予 算 編 成 、 執 行 管 理 、 執 行 評 価 と い っ た 財 務 バ リ

ュ ー チ ェ ー ン を 再 構 築 す る こ と で 、 教 職 員 全 体 の コ ス ト 意 識 の 醸 成 を 図 っ て い る 。 今 後 、

将 来 の 教 育 研 究 活 動 に 繋 げ る た め に 、 ス ク ラ ッ プ ＆ ビ ル ド の 観 点 を よ り 重 視 し 、 更 な る コ

ス ト の 最 適 化 を 行 い 、 内 部 留 保 の 一 層 の 充 実 を 目 指 し て 健 全 な 財 政 基 盤 を 構 築 し て い く こ
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と が 求 め ら れ る 。  

予 算 執 行 管 理 に つ い て は 、 部 門 ご と の 予 算 執 行 管 理 か ら 、 部 門 ご と ・ 取 組 ご と の 予 算 執

行 管 理 体 制 へ 移 行 中 で あ る 。 執 行 評 価 と な る 効 果 検 証 も 道 半 ば で あ る こ と か ら 、 予 算 執 行

管 理 か ら 見 え て く る 計 画 に 対 す る 予 算 額 や 計 画 そ の も の の 妥 当 性 の 検 証 、 な ら び に そ れ ら

の 予 算 や 計 画 の 費 用 対 効 果 に つ い て の 検 証 を 推 し 進 め て い く 必 要 が あ る 。  

＜ 監 査 体 制 の 更 な る 充 実 ＞  

 こ こ で 課 題 ・ 問 題 点 を 次 の と お り 列 挙 す る 。  

① 教 学 監 査 を 含 め 、 監 査 実 施 数 を 増 加 し た い が マ ン パ ワ ー が な く 、 監 査 の 質 に つ い て は 適

宜 適 切 に ス キ ル ア ッ プ を 試 み て い る も の の 、や は り マ ン パ ワ ー の 強 化 は 課 題 と 捉 え て い る 。 

② 安 全 保 障 輸 出 管 理 監 査 は 2022 年 度 よ り 実 施 し た が 、 今 後 は 本 格 的 な 監 査 を 展 開 す る 必

要 が あ る こ と が 課 題 と し て 捉 え て い る 。  

③ 研 究 イ ン テ ィ グ リ テ ィ を 含 む 、 公 的 研 究 費 監 査 に つ い て は 、 内 部 統 制 を 含 み 丁 寧 な 監 査

を 実 施 し て い る が 、 大 学 を 取 り 巻 く 環 境 か ら 鑑 み 、 近 年 研 究 不 正 が 増 加 傾 向 に あ る 点 か ら

本 学 と し て も 課 題 と し て 捉 え て い る 。  

 以 上 に 対 し 、 改 善 の 状 況 は 次 の と お り で あ る 。  

① 現 在 は 、 質 的 な 向 上 に よ り マ ン パ ワ ー 不 足 を 補 っ て い る が 、 大 学 の 規 模 拡 大 な ど の 要 因

に よ り 状 況 に 応 じ て 可 及 的 速 や か に 対 応 す る こ と を 検 討 し て い る 。 よ っ て 、 現 在 人 材 育 成

に つ い て も 日 本 内 部 監 査 協 会 や 大 学 監 査 協 会 な ど を 活 用 し 育 成 を 試 み て い る 。  

② 担 当 で あ る 研 究 企 画 課 と 安 全 保 障 輸 出 管 理 に 関 係 す る 各 部 局 に 対 し 、 適 切 に 監 査 を 実 施

す る た め に 効 果 的 な 監 査 プ ロ セ ス を 研 究 し 、 改 善 を 検 討 し て い る 。  

③ 研 究 不 正 が 発 生 し な い よ う 、内 部 統 制 を 含 む 年 ２ 回（ ７ 月：期 末 監 査 、２ 月：期 首 監 査 ）

監 査 を 実 施 す る こ と に よ り 、 適 正 性 及 び 有 効 性 の 観 点 か ら 質 の 高 い 監 査 を 実 施 す る よ う に

心 が け て い る 。  

（４）全体のまとめ 

本学は、本学の理念・⽬的、⼤学の将来を⾒据えた中⻑期の計画等を実現するために必

要な⼤学運営に関する⽅針を明確にしており、学⻑及び役職者の選任⽅法と権限を学内諸

規 程 で 明 確 に 定 め る こ と に よ り 、 教 育 研 究 評 議 会 、 全 学 教 授 会 等 、学⻑を 中 心 と す る 大 学

の運営にかかわる意思決定体制を整備しており、副学⻑をはじめとする学⻑の執務執⾏を

支 え る 体 制 を 構 築 す る こ と で 関 連 規 則 に 基 づ き 適 切 に 大 学 運 営 を 実 施 し て い る 。  

ま た 、 事 務 組 織 に つ い て は 、 法 人 及 び 大 学 の 運 営 に 関 す る 業 務 、 教 育 研 究 活 動 の 支 援 、

そ の 他 大 学 運 営 に 必 要 な 事 務 組 織 を 設 け て お り 、 そ の 事 務 組 織 は 必 要 に 応 じ て 適 切 に 改 編

を 行 い 、 機 能 的 な 事 務 組 織 の 編 成 を 行 っ て い る 。  

 ま た 、 本 学 を 内 部 監 査 の 点 か ら 見 た 際 の⻑所、特⾊、問題点について次の と お り 説 明 す

る 。  

 本 学 が 行 う 内 部 監 査の⻑所は 、 内 部 監 査 （ 教 学 監 査 ） を 適 切 に 受 け る こ と に よ り 、 単 に

P（ 計 画 ） D（ 実 行 ） の み な ら ず C（ 確 認 ）、 A（ 改 善 ） と い う PDCA サ イ ク ル を 実 施 す る

文 化 ・ 風 土 が 形 成 さ れ て い う 点 に あ る 。 特 に 、 指 摘 事 項 は フ ォ ロ ー ア ッ プ 監 査 に て 改 善 す
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る ま で 対 応 し て お り 、 他 の 大 学 よ り も 先 進 的 で あ る と 考 え て い る 。  

 本 学 の 内 部 監 査 の 特 色 は 、 学 部 設 置 や キ ャ ン パ ス 造 成 等 、 大 学 改 革 の ス ピ ー ド が 速 い こ

と か ら 、 そ れ に 対 応 す べ く 先 進 的 な 内 部 監 査 を 実 施 し て い る 点 に あ る 。 そ の た め 、 年 度 に

お け る 監 査 結 果 の ホ ー ム ペ ー ジ へ の 公 表 に つ い て も 適 時 適 切 な 対 応 に 努 め て い る 。 ま た 、

本 学 で は 監 事 、 監 査 法 人 、 内 部 監 査 が 連 携 し て 監 査 体 制 を 構 築 し て い る 、 い わ ゆ る 三 様 監

査 体 制 が 整 備 さ れ て お り 、 経 営 に 資 す る 適 切 な 監 査 の 実 施 が 可 能 と な っ て い る 。  

 一 方 、本 学 の 内 部 監 査 の 問 題 点 と し て 、教 学 監 査 の 理 系 学 部 へ の 対 応 が あ る 。2023 年 度

現 在 は 、 文 系 学 部 学 科 の み の 構 成 で あ る が 、 将 来 的 に 理 系 学 部 学 科 の 設 置 も 検 討 さ れ て い

る た め 更 な る 効 果 的 な 監 査 の 体 制 が 課 題 と な っ て い る 。 加 え て 、 内 部 監 査 室 に お け る 監 査

手 法 や ス キ ル ア ッ プ に つ い て も 課 題 と な っ て お り 、 こ れ ら の 点 は 速 や か な 課 題 ・ 問 題 解 決

を 行 う 必 要 が あ る と 認 識 し て い る 。  
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第 10 章 大学運営（２）財務 

（１） 現状説明 

点検・評価項⽬①：教育研究活動を安定して遂⾏するため、中・⻑期の財政計画を適切に

         策定しているか。

１．⼤学の将来を⾒据えた中・⻑期の計画等に則した中・⻑期の財政計画の策定

２．当該大学の財務関係比率に関する指標又は目標の設定 

本 学 院 で は 、 経 営 水 準 の 安 定 化 、 事 業 活 動 収 入 の 増 加 、 基 本 金 組 入 前 当 年 度 収 支 差 額 の

増 加 と い っ た 経 営 目 標 数 値 を 定 め た「⻑期計画 2030」（ 資 料 1-25［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院  ⻑

期 計 画 2030］）を 掲 げ 、さ ら に そ れ を 具 体 化 す る も の と し て 2022 年 度 か ら 2027 年 度 ま で

の 6 年 間 に お け る 「 第 Ⅳ 期 中 期 経 営 戦 略 」 を 策 定 し て い る （ 資 料 1-28【 ウ ェ ブ 】［ 学 校 法

人 追 手 門 学 院 /第 Ⅳ 期 中 期 経 営 戦 略 ］）。策 定 時 に は 2027 年 度 ま で の 財 政 計 画 を 織 り 込 ん だ

KGI も 掲 げ た 。財 政 計 画 で は 質 の 高 い 教 育 研 究 活 動 の 推 進 及 び 財 政 基 盤 の 強 化 の 両 立 を 図

る こ と を 目 標 に 、 収 入 面 に お い て は 収 容 定 員 増 を 含 む 改 組 計 画 を 、 支 出 面 で は 施 設 設 備 へ

の 投 資 計 画 や キ ャ ン パ ス 全 体 に か か る コ ス ト を 織 り 込 ん で い る 。 こ の 中 期 経 営 戦 略 に 基 づ

い た 単 年 度 ご と の 予 算 編 成 方 針 で は 、財 務 関 係 比 率 と し て 事 業 活 動 収 支 差 額 比 率 10%（ 特

有 事 項 を 除 く ）を 目 指 し 、人 件 費 比 率 50%、教 育 研 究 経 費 比 率 30%、管 理 経 費 比 率 10%と

す る 数 値 管 理 の 徹 底 を 図 っ て い る（ 資 料 10-2-1［ 2023 年 度 予 算 編 成 方 針（ 大 学・法 人 用 ）］）。   

点検・評価項目②：教育研究活動を安定して遂行するために必要かつ十分な財務基盤を確 

         立しているか。 

１．大学の理念・目的及びそれに基づく将来を見据えた計画等を実現するために必要な財 

  務基盤（又は予算配分） 

２．教育研究活動の遂行と財政確保の両立を図るための仕組み 

３．外部資金（文部科学省科学研究費補助金、寄附金、受託研究費、共同研究費等）の獲 

  得状況、資産運用等 

本 学 財 政 は 堅 調 に 推 移 し て い る 。 大 学 に お け る 2022 年 度 決 算 で は 、 事 業 活 動 収 支 差 額

比 率（ 特 有 事 項 を 除 く ）9.6%と 目 標 達 成 ま で あ と 一 歩 の と こ ろ で あ り 、人 件 費 比 率 40.9%、

教 育 研 究 経 費 比 率 40.1%、管 理 経 費 比 率 9.9%に つ い て は 、日 本 私 立 学 校 振 興・共 済 事 業 団

評価の視点１：⼤学の将来を⾒据えた中・⻑期の計画等に則した中・⻑期の財政計画の

策定 

評価の視点２：当該大学の財務関係比率に関する指標又は目標の設定 

評 価の 視点１ ：大 学の理 念・ 目的及 びそ れに基 づく 将来を 見据 えた計 画等 を実現 する た

めに必要な財務基盤（又は予算配分） 

評価の視点２：教育研究活動の遂行と財政確保の両立を図るための仕組み 

評価の視点３：外部資金（文部科学省科学研究費補助金、寄附金、受託研究費、共同研 

究費等）の獲得状況、資産運用等 
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「 今 日 の 私 学 財 政 」の 全 国 平 均 と 大 き な 乖 離 は な い（ 資 料 10-1-56【 ウ ェ ブ 】［ 学 校 法 人 追

手 門 学 院 /学 校 法 人 追 手 門 学 院  2022（ 令 和 4）年 度  事 業 報 告 書 ］）（ 資 料 10-2-2［ 財 務 計 算

書 類（ 2018〜2022）］）（ 資 料 10-2-3［ 財 産 目 録（ 2018〜2022）］）（ 資 料 10-1-63［ 監 事 に よ

る 監 査 報 告 書（ 2022〜2018）］）（ 資 料 10-1-64［ 独 立 監 査 人 に よ る 監 査 報 告 書（ 2018〜2022）］）

（ 資 料 10-2-4［ ５ カ 年 連 続 財 務 計 算 書 類（ 様 式 7-1）］）。引 き 続 き 、教 育 研 究 活 動 を 安 定 し

て 遂 行 す る た め に 、 支 出 面 で は 、 予 算 要 求 、 予 算 執 行 管 理 、 執 行 評 価 を 一 連 の も の と し て

認 識 し た 財 務 バ リ ュ ー チ ェ ー ン の 確 立 や 取 組 ご と の 予 算 の 見 直 し な ど 支 出 の 適 正 化 を 図 っ

て い る 。 収 入 面 で は 、 予 算 編 成 方 針 に 補 助 金 （ 外 部 資 金 ） の 計 画 的 ・ 積 極 的 な 獲 得 を 打 ち

出 し て お り 、 特 に 大 規 模 な 施 設 設 備 を 計 画 す る 場 合 は 、 補 助 金 の 獲 得 を 推 進 し て い る 。 実

績 と し て 、2021 年 度 に は 文 部 科 学 省 の「 デ ジ タ ル を 活 用 し た 大 学・高 専 教 育 高 度 化 プ ラ ン 」

に 採 択 さ れ （ 資 料 10-2-5【 ウ ェ ブ 】［「 デ ジ タ ル を 活 用 し た 大 学 ・ 高 専 教 育 高 度 化 プ ラ ン 」

実 施 機 関 の 決 定 に つ い て 〔 令 和 ３ 年 ３ 月 11 日 文 部 科 学 省 報 道 発 表 〕］）、 93,863 千 円 の 補

助 金 を 獲 得 し た 。 ま た 、 外 部 資 金 獲 得 支 援 の 窓 口 を 充 実 さ せ 、 研 究 環 境 の 整 備 を 進 め て き

た 結 果 、共 同 研 究 費 や 受 託 研 究 費 は 、2020 年 度 に 5 件 4,400 千 円 、2021 年 度 に 16 件 23,000

千 円 、2022 年 度 に 9 件 9,740 千 円 と 推 移 し て お り 、 件 数 も 受 入 金 額 も 2020 年 度 の 水 準 を

上 回 っ て い る 。科 研 費 に つ い て は 、配 分 額 は 2020 年 度 に 81,770 千 円 、2021 年 度 に 70,720

千 円 、 2022 年 度 に 66,170 千 円 と 漸 減 傾 向 に あ る も の の 、 新 規 採 択 率 は 2019 年 度 に 数 パ

ー セ ン ト で あ っ た も の が 、2020 年 度 に 16.1%、2021 年 度 に 21.4%、2022 年 度 に 18.8%と

増 加 傾 向 に あ る（ 資 料 10-2-6【 ウ ェ ブ 】［ 日 本 学 術 振 興 会 /科 研 費 デ ー タ Ⅲ .科 研 費 の 配 分 状

況（ ４ ） 研 究 機 関 別 配 分 状 況 ］）。寄 付 金 は 、 2019 年 度 か ら 2021 年 度 に か け て 本 学 の 卒 業

生 に よ る 株 式 現 物 寄 付 の 受 入 れ が あ り 、 そ の 間 の 寄 付 金 比 率 は 6.8%か ら 9.3%で 推 移 し 、

受 入 れ が 終 了 し た 2022 年 度 は 2.0%と 減 少 し た が 、 全 国 平 均 1.8%を や や 上 回 っ て い る 状

況 で あ る（ 資 料 10-1-56【 ウ ェ ブ 】［ 学 校 法 人 追 手 門 学 院 /学 校 法 人 追 手 門 学 院  2022（ 令 和

4）年 度  事 業 報 告 書 ］）。今 後 は 、寄 付 金 の 増 収 を 図 る た め 、新 た な 施 策 と し て 、手 軽 に 寄

付 が で き る 取 組 の 推 進 や 大 口 の 寄 付 を 受 け 入 れ る 計 画 を 進 め る 。 資 産 運 用 に つ い て は 、 資

産 運 用 規 程 及 び 資 産 運 用細則に則り、中・⻑期的な視点で安全かつ効率的な資産運⽤を図

る こ と を 目 的 と し 、 期 首 に 当 年 度 の 資 産 運 用 方 針 を 理 事 会 に 諮 る と と も に 、 運 用 状 況 を 毎

月 の 常 任 理 事 会 に て 報 告 す る と い う 形 で リ ス ク 管 理 を 行 っ て い る 。実 際 の 運 用 に 際 し て は 、

常 任 理 事 会 の 諮 問 機 関 と し て 資 産 運 用 委 員 会 を 組 成 し 、 当 委 員 会 内 で の 決 定 を 経 て 個 々 の

取 引 が 実 行 さ れ る 。 さ ら に 、 セ カ ン ド オ ピ ニ オ ン と し て コ ン サ ル テ ィ ン グ 会 社 に 協 力 を 依

頼 し 、 ポ ー ト フ ォ リ オ の 構 築 、 運 用 商 品 の モ ニ タ リ ン グ や 適 性 、 今 後 の 見 通 し な ど と い っ

た 専 門 的 知 見 に よ る 助 言 を 随 時 受 け て い る 。  

（２）⻑所・特⾊

＜⻑期的な財政計画の明⽰＞

本 学 院 の 2019 年 度 か ら 10 年間の経営計画の⽅針を⽰した「⻑期計画 2030」で⻑期的

な 財 政 計 画 が 示 さ れ て お り 、 本 学 で は そ れ に 基 づ き 、 財 政 目 標 と 現 在 と の ギ ャ ッ プ を 適 切

に 改 善 す る た め 、 中 期 計 画 に お い て も 財 政 計 画 を 策 定 し て い る 。 ま た 、 中 期 計 画 で は 、 各

部 署 の 事 業 計 画 と 予 算 を 連 動 さ せ て お り 、 予 算 の 中 で も 優 先 度 が 高 い 中 期 経 営 戦 略 に 係 る
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事 業 の 予 算 に 、 予 算 事 業 コ ー ド を 付 与 し 、 他 の 予 算 と 区 別 す る こ と で 透 明 性 を 確 保 し て い

る 。また、中・⻑期の財政計画については、⼈事課や管財課、 シ ス テ ム 企 画 推 進 課 等 の 関

連 部 署 と 連 携 し 、 直 近 の 人 件 費 計 画 や 施 設 設 備 投 資 計 画 、 シ ス テ ム 投 資 計 画 等 を 基 に 財 政

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 随 時 実 施 し て い る 。  

＜ 事 業 計 画 に 基 づ く 予 算 管 理 ＞  

第 Ⅳ 期 中 期 経 営 戦 略 に 掲 げ る 目 標 を 達 成 す る た め に 、事 業 計 画 と 予 算 を 連 動 さ せ て い る 。

具 体 的 に は 、 第 Ⅳ 期 中 期 経 営 戦 略 で 掲 げ て い る 事 業 計 画 で 予 算 が 必 要 と な る 取 組 に つ い て

は 、 当 該 年 度 の 予 算 申 請 に お い て 予 算 事 業 コ ー ド を 付 与 し 、 会 計 シ ス テ ム を 通 じ て 個 別 に

管 理 が 可 能 な 体 制 を 整 え て い る 。 予 算 の 中 で も 優 先 度 が 高 い 中 期 経 営 戦 略 に 係 る 事 業 の 予

算 に 、 予 算 事 業 コ ー ド を 付 与 す る こ と で 、 他 の 予 算 と 区 別 し 透 明 性 を 確 保 し て い る 。  

＜ メ リ ハ リ あ る 予 算 管 理 ＞  

先 に 述 べ た 財 務 関 係 比 率 を 達 成 す る た め に 、 各 予 算 部 門 に 予 算 申 請 上 限 枠 （ 予 算 CAP）

を 設 定 し 、 教 育 研 究 活 動 の 遂 行 と 財 政 確 保 の 両 立 を 図 っ て い る 。 具 体 的 に は 、 予 め 財 政 確

保 と し て 、 財 務 課 に て あ ら か じ め 収 支 差 額 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行 い 、 一 定 の 財 源 を 確 保

し た 上 で 、各 予 算 部 門 へ ヒ ア リ ン グ を 実 施 し 、 予 算 執 行 実 績 等 を 考 慮 し て 算 出 し た 予 算 申

請 上 限 枠 を 各 予 算 部 門 に 割 り 当 て て い る 。 原 則 と し て 予 算 申 請 上 限 枠 内 で の 予 算 要 求 を 求

め る 一 方 で 、 そ れ を 超 え る 規 模 の 資 金 を 要 す る 事 業 計 画 が あ る 場 合 に は 、 内 容 に 応 じ て 予

算 申 請 上 限 枠 を 引 き 上 げ る 等 の 選 択 と 集 中 を 意 識 し た 弾 力 的 な 運 用 を 行 っ て い る 。 ま た 、

予 算 要 求 に お い て は 、 取 組 別 の 予 算 申 請 を 制 度 化 し て い る 。 予 算 は 取 組 の 積 み 上 げ で 構 成

さ れ て い る と い う 考 え の も と 、 予 算 管 理 を 取 組 単 位 で 行 う こ と で 、 取 組 に 対 す る 支 出 の 見

直 し や 取 組 そ の も の の 要 否 を 判 断 し 、支 出 の 適 正 化 を 図 り 、限 り あ る 財 源 を 効 果 的 に 教 育・

研 究 に 投 資 し て い る 。  

（３）問題点 

＜ 財 政 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 精 緻 化 ＞  

中・⻑期の財政計画について、⽀出⾯についてはより精緻なシミュレーションに基づい

た 計 画 立 案 を 目 指 し て い る 。 こ れ ま で は 、 財 政 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 科 目 が 大 科 目 （ 教 育 研

究 経 費 、 管 理 経 費 等 ） ご と で の 試 算 と な っ て お り 、 経 常 的 に 発 生 し て い る も の か 一 時 的 に

発 生 し て い る も の か の 判 断 が 正 確 に で き て い な い 状 態 で 、 過 去 の 実 態 を 把 握 し 、 そ れ を 基

に 将 来 予 測 を 行 い 、 財 政 計 画 の 基 礎 と し て い た 。 そ の 結 果 、 支 出 を 過 大 に 見 込 ん で し ま う

等 し た た め 、 科 目 を 大 科 目 で は な く 、 小 科 目 ご と に 細 分 化 し 、 よ り 実 情 に 合 わ せ た 精 緻 な

財 政 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 実 施 と そ れ を 基 に し た 精 緻 な 財 政 計 画 の 立 案 へ 向 け て 検 討 を 進 め

て い る 。  

＜ 大 規 模 投 資 と 安 定 し た 財 政 の 両 立 ＞  

本 学 院 で は 、2019 年 度 に 茨 木 総 持 寺 キ ャ ン パ ス を 新 設 す る な ど 、大 規 模 な 設 備 投 資 を 行

っ て き た 。以 降 、茨 木 総 持 寺 キ ャ ン パ ス 棟 の 減 価 償 却 費 や ラ ン ニ ン グ コ ス ト が 増 加 し 、2019
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年 度 の 決 算 に お け る 特 有 事 項 を 除 く 事 業 活 動 収 支 差 額 比 率（ 特 有 事 項 を 除 く ）は 6.7％ と 、

目 標 値 で あ る 10％ を 下 回 っ て お り 、 先 行 投 資 の 影 響 が 財 政 に 及 ん で い る 。 し か し な が ら 、

予 算 申 請 に あ た っ て の 厳 格 な 審 査 に 始 ま り 、 予 算 執 行 、 予 算 執 行 管 理 、 予 算 執 行 評 価 と い

っ た 財 務 バ リ ュ ー チ ェ ー ン の 再 構 築 を 図 り 、大 学 の 収 容 定 員 増 も 相 ま っ て 、2020 年 度 に は

事 業 活 動 収 支 差 額 比 率 は 7.0％ 、 2021 年 度 の 事 業 活 動 収 支 差 額 比 率 は 8.4％ 、 2022 年 度

9.6%と 推 移 し 、2022 年 度 は 2019 年 度 と 比 較 し て 2.9 ポ イ ン ト 好 転 し て い る 。ま た 、同 様

の 要 因 に よ り 、教 育 研 究 経 費 比 率 は 2022 年 度 40.1％ と 目 標 値 で あ る 30％ を 大 き く 上 回 っ

て い る 。 こ れ ら は 安 定 か つ 質 の 高 い 教 育 研 究 活 動 を 遂 行 し て い く た め の 環 境 整 備 と し て 、

先 行 投 資 を 行 っ た こ と に 起 因 す る が 、 収 入 面 で は 、 収 容 定 員 増 、 学 部 の 新 設 、 既 存 学 部 の

改組等の増収施策を遂⾏し、⽀出では、中⻑期におけるキャンパス全体のコスト管理も含

め 、 今 後 の キ ャ ン パ ス の 展 開 に つ い て 検 討 し て い る 。  

（４）全体のまとめ 

本 学 は⻑期計画に基づき策定された中期計画「第Ⅳ 期 中 期 経 営 戦 略 」に お い て  、質 の 高

い 教 育 研 究 活 動 を 維 持 ・ 発 展 さ せ て い く 投 資 計 画 及 び 強 固 な 財 政 基 盤 の 確 立 を 目 指 し た 財

政 計 画 を 織 り 込 み 、 単 年 度 の 予 算 編 成 方 針 に て 事 業 活 動 収 支 差 額 比 率 （ 特 有 事 項 を 除 く ）

10%を 目 指 す こ と と し て い る 。近 年 の 大 規 模 施 設 設 備 へ の 投 資 に よ り 、2019 年 度 に は 事 業

活 動 収 支 差 額 比 率（ 特 有 事 項 を 除 く ）6.7%と 落 ち 込 ん で い た が 、厳 格 な 予 算 申 請 、予 算 執

行 、予 算 評 価 と い っ た 財 務 バ リ ュ ー チ ェ ー ン の 確 立 に よ り 、2020 年 度 決 算 で は 7.0%、2021

年 度 決 算 で は 8.4%、 2022 年 度 決 算 で は 9.6%と 改 善 傾 向 に あ る 。  
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終 章  

現 在 、 高 等 教 育 を 取 り 巻 く 社 会 情 勢 は 急 速 に 変 化 し て お り 、 そ の 環 境 下 に お い て 、 社 会

で 活 躍 で き る 人 材 を 輩 出 す る 高 等 教 育 機 関 の 役 割 は 極 め て 重 大 で あ る 。 本 学 院 が 掲 げ る 教

育 理 念 「 独 立 自 彊 ・ 社 会 有 為 」 の も と 、 本 学 を 取 り 巻 く ス テ ー ク ホ ル ダ ー に 対 し て 社 会 的

使 命 を 果 た す 必 要 が あ る と 考 え る 。 そ の 使 命 を 果 た す た め 、 大 学 基 準 協 会 の 示 す 「 内 部 質

保 証 」 、 つ ま り Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル を 適 切 に 機 能 さ せ る こ と に よ っ て 、 質 の 向 上 を 図 り 、 教

育 、学 習 等 が 適 切 な 水 準 に あ る こ と を 大 学 自 ら の 責 任 で 説 明 し 証 明 し て い く 学 内 の 恒 常 的・

継 続 的 プ ロ セ ス の 強 化 が 求 め ら れ る 。  

本 学 は 、2017年 の 第 Ⅱ 期 認 証 評 価 受 審 以 降 、そ の 内 部 質 保 証 の 強 化 を 行 う た め 、学 院 の

中 期 経 営 戦 略 の 進 捗 お よ び 達 成 度 の 評 価 を 中 心 に 、 全 学 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員 会 お よ び 内 部

質 保 証 推 進 委 員 会 に て Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル を 機 能 さ せ 自 己 点 検・評 価 を 行 っ て き た 。し か し 、

本 報 告 書 に 記 載 の と お り 、 全 学 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員 会 と 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 の 役 割 が 曖

昧 で あ り 、 ま た 、 中 期 経 営 戦 略 に 基 づ く 点 検 ・ 評 価 で は 全 般 的 な 教 育 研 究 活 動 を 網 羅 し た

点 検・評 価 と な っ て い な か っ た た め 、2023年 度 に「 内 部 質 保 証 体 制 の 強 化 」お よ び「 関 係

規 程 の 整 備 」 を 行 っ た 。  

具 体 的 に は 、 全 学 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員 会 と 内 部 質 保 証 推 進 委 員 会 と の 役 割 の 違 い を 明 示

し 、 前 者 を 自 己 点 検 ・ 評 価 を 総 括 し 、 内 部 質 保 証 に 責 任 を 持 つ 委 員 会 と し て 、 後 者 を 主 と

し て 各 学 部 等 の 教 育 課 程 の 点 検 ・ 改 善 を 行 い 、 内 部 質 保 証 活 動 を 推 進 す る 委 員 会 と し て 位

置 付 け 、 関 係 規 程 の 整 備 も 行 っ た 。 ま た 、 両 会 議 は 構 成 員 が 似 通 っ て い た こ と か ら 、 役 割

に即した形へと構成員を変更し、また両会議に出席する副学⻑には、⼤学基準10項 目 の う

ち 主 と し て 点 検 ・ 評 価 活 動 の 統 括 を 行 う 基 準 を 定 め 、 こ れ を 責 任 領 域 と し 、 責 任 領 域 以 外

の 基 準 を 点 検 領 域 と し て 定 め 、 ダ ブ ル チ ェ ッ ク を 行 う こ と と し た 。 併 せ て 、 内 部 質 保 証 の

核 と な る 学 位 プ ロ グ ラ ム レ ベ ル の 自 己 点 検 ・ 評 価 に あ た っ て は 、 「 カ リ キ ュ ラ ム ・ ア セ ス

メ ン ト・チ ェ ッ ク リ ス ト 」と 、「 チ ェ ッ ク リ ス ト に 基 づ く 自 己 評 価 報 告 シ ー ト 」を 用 い て 、

フ ィ ー ド バ ッ ク も 含 め て 継 続 的 に 質 の 維 持 ・ 向 上 を 図 る Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル を 運 用 で き る よ

う 、 運 用 フ ロ ー と 様 式 を 整 備 し た 。  

ま た 、 よ り 客 観 性 、 妥 当 性 を 担 保 す る た め に 学 外 有 識 者 を 外 部 評 価 委 員 と し て 複 数 招 聘

し 、 「 外 部 評 価 委 員 会 」 を 開 催 す る こ と で 、 様 々 な 指 摘 や 助 言 を ふ ま え た 改 善 を 速 や か に

実 行 で き る 体 制 と し て い る 。  

な お 、 学 院 の 中 期 経 営 戦 略 の 進 捗 確 認 に 用 い て い る シ ー ト や 根 拠 資 料 は 自 己 点 検 ・ 評 価

に お い て 連 動 す る 形 で 引 き 続 き 活 用 し 、学 院 の 中 期 経 営 戦 略 の 進 捗 お よ び 達 成 度 の 評 価 と 、

大 学 の 全 般 的 な 自 己 点 検 ・ 評 価 と を 連 携 で き る 体 制 を と っ て い る 。  
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本 学 は 、 こ の 度 の 第 Ⅲ 期 認 証 評 価 受 審 に 向 け て 継 続 的 に 点 検 ・ 評 価 活 動 を 行 い 、 様 々 な

改 善 を 行 っ て き た 。し か し 、内 部 質 保 証 体 制 の 強 化 に お い て は 、2023年 度 に 整 備 し た も の

が 多 い た め 、 今 後 、 教 職 員 一 同 が 組 織 的 か つ 継 続 的 に こ の 内 部 質 保 証 体 制 を 運 用 さ せ る こ

と が 極 め て 重 要 で あ る と 認 識 し て い る 。 そ し て 、 本 学 は 社 会 有 為 の 人 材 を 輩 出 し て い く た

め 、 教 育 、 学 習 等 が 適 切 な 水 準 に あ る こ と を 大 学 自 ら の 責 任 で 説 明 し 証 明 し て い く こ と に

よ り 、 高 等 教 育 機 関 の 社 会 的 使 命 を 果 た し て い く 所 存 で あ る 。  

2024年 3月  

追 手 門 学 院 大 学  学⻑

真 銅  正 宏  
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